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一北海道における親子三代のことば一
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刊行のことば

　いろいろ違った欝葉を使っている人たちが集まって生活をした場合，恐らく

共通する言葉が必要とされるだろうが，その共通する言葉はどのようにして生

まれて来るのか，さらに共通する言葉が多くの人々の問に広が。て行くのには

どのような過程をたどるのか，豪た，広がるための条件としてはどのようなこ

とが考えられるのか，そういう問題を解明したいと常々考えていた。

　この膿題を研究して行くには，北海道が最：もふさわしい。大都分が明治以後

開拓された所であるし，入植の歴史も今なら明らかにしうる。そこで，現に北

海道において行なわれ．てV・ると雷われるr共通語」がどんなものであるか，その

r共二二」が1：｛」来上るまでにどのような過程と条件とが必要であったかを調べ

たのが本講である。もちろん共通語化の過程や条件については，北海道で見ら

れたことが，どこでも，またいつの時代でもあてはまるとは窟えないだろう。

しかし，今後共逓語化を考えて行く上には，またとない参考になると儒ずる。

　調査に当ったのは，1劃語研究所の燐員のほかに，五十嵐三郎（北大助教1受），

石壇福雄（札幌市立：舞芝栄中学校長），佐藤誠（北海道学芸大教授），長谷川清：議二

（北海道学芸：大助教授）の隣人である。この調査には文部省の科学研究費を受

けた。

　調査の結果をまとめるには，研究所幽の野元i菊雄力；主として当った。玄た，際

稿執筆，付表の作成も野元が撮出した。ただし纂1章は柴田武が澆妻～干した。

　野元は，ロンドン大学で講義するために渡欧したので，原稿を十分に練り上

げる暇がなかった。そこで，柴田武，上村幸雄，徳川宗賢が原稿を通読して，

一都町手・を瀦えた。

　なお，研究補助鼓爵沢宏枝が，集計や校正に参加した。

　この北海道調査に関しては，北海道在野の各方薗の方・々の御協力や御援助を

賜わった。ここに厚くお礼を申し上げる。

昭和三十九年十ニノ導

濁立騨語研究噺長岩淵悦太郎
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1．調査の概要

　俗に北海道のことばはr標準語」に近いと言われているが，はたしてそうな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛1｝
のかどうか，北海道でも，道南部についてはすでに報告があったが，内陵部に

ついては詳しい情報がない。だから，内陸部について北海道の書語の実態を知
　　　　　　　［2｝
りたいと思った。

　北海道の内陸部に日本人が住みついたのは明治30年のころからで，その歴史

は新しい。北海道へ移って来た人は，東北地方の人が庇立って多いが，ほかに

北陸地方，さらに四国（特に香川・徳島）の人も少なくない。そのほか，県単

位に見ると，日本のすべての県から北海道へ新天地を求めて入植している。そ

の最初に北海道へ来た人は轟然その出身地の方言を使ったであろう。それが次

の代，その次の代となるにつれて，その使用需語はどう変わって行ったのだろ

うか。2代目，3代目にも1代昌の方言が残っているものだろうか。あるい

は，1代週の方言色はなくなって，すべて「標準語」に近いことばになってい

るのだろうか。

　その変化の過程について具体的に追うことが今ならばできる。まだ，ある家

族で1代爵，つ拠り第1世から第3世までそろって健在なケースがあるからで

ある。いま，「標準語」に近いことばになることを「共通語化」と呼ぶならば，

北海道の内陸部は，「共通語化の過程」について明らかにする絶好な場所とい

うことができるσ

　われわれは，この二つのこと一①北海道の言語の実態，②共通語化の過程

一を研究するために，昭和33年度の野州省科学研究費交付金（総合研：究）を

受けた。その研究の題目は「北海道の卑語の実態と共通藷化の実態」で，研究

の隣的としてかかげたことは次のことであった。

　　　東京語に近いといわれる「北海道共通語」がどのようにして成立しっっ

　　あるかを闘らかにして，田本全国の共通語化の方策と共通語教育の方法を

　　たてるのに有効な知識を得ることにある。
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　この研究は昭和34年度，35年度と3か年続けて科学研究費交付金を受けて行

なわれた。ここに報告するのはこの3か年の調査研究の成果である。なお，研

究の組織は次の通り。佐藤は第1年度だけ研究協力者であったが，第2年度か

らは分担者のひとりとなった。

　代爽蒋　岩淵悦太郎（園立踵語研究所第1研究部長∵規同所長）

　分譲者　柴田　　武（国立国語研究所地方言語研究蜜長・現東京外国語大学教授）

　　　　野元　菊雄（園立國語研究所’地：フヲ目語研究室員）

上村　掌雄（　　　　　　tノ　　　　　　）

徳珊　宗賢（　　　　　　ri　　　　　　）

五十島三郎（北海道大学文学部助教授）

長谷川清喜（北海道学芸大学札幌分校助教授）

石垣

佐藤　　誠（北海道学芸大学函館分校教授）

福雄（北海道立札幌北高等学校教諭・現札幌市立東栄中学校校長）

　さて，第1年度の調査でわかったことは，第1に次のことである。第2世で

はまだ第1世の方言（第1世の出身地の方言）の影響が残っているが，第3世

になると，その影響はほとんどなくなり，しかも，どこの第3世も湧じような

ことばを話している。このような，北海道3世に共通なことばは，　「北海道共

通語」と呼んでもいいようなものと思われる。この第1年度の第1國の調査

を，以下，調査1と略称する。

　調査1でわかったことは，美唄・池田・永山・倶知安という，それぞれ特定

の土地で，しかも1家族または2家族のケース。スタディから得たことであ

る。これが，はたして他の土地でも当てはまることかどうか。調査1の結果を

検証する臼的で行なつノこのが次の調査皿である。

　調査豆は第1年度の第2圏の調査である。この調査でわかったことは，岡じ

北海道第3世も，札幌と帯広と釧路とでは，もちろん共通するところも多い

が，完全には一一致せず，その間に明らかに地域差が認められる，ということで

あった。

　ところで，調査1によって，北海道第3世の間には共通度の高いことばが行

なわれていることがわかったが，北海道第3世といっても，10代の3世と30代

の3世とではことばが違うのではないか。もし違うとすれば，はたしてそれは

世代の差なのか年齢の差なのか。第2年度には，まず，このことについて起結
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することにして，欝良野町で200人のサンプルについて調査した。その結果

は，世代がきくか年齢がきくかは項鷺によって違っていて，…一般的な回答は出

せない，ということであった。また，この調査でも，撮本の他の地方における

と問じように，世代が下がるにつれ，年齢が若くなるにつれて，全園共通語へ

近づこうとしていることが確かめられた。もちろん，項1雪によって，北海道的

なものが世代・年齢につれて強まっていくものもあるが，全般約には全圏共逸

語へ近づきつつあることがわかった。この寓良野での調査を調査聾［と略称す

る。

　以上，調査1，II，璽で調査の土地として選ばれたところは，すべて，いわ

ゆる混住地である。全国各地方の人が移住して来た土地である。では，ある村

からその村の人だけが移住して作ったような集団移住地でも，いま玄でに得た

結果が巌てはまるかどうか。それを明らかにするために，軍士野町の御料地

区。樺戸郡新十津川IIIf。中川郡豊頃村：二親。樺戸郡浦臼村の4か所で調査し

た。それによれば，こういう集腿移住地では，第3世にも第1世の方需がその

家ま引き継がれていることが少なくない。そういうところでは，第1世の方量

がたまたま全国共通語と一致するのに，それが薪方縦」であるために，札幌な

どの北海道共通語　　この場合は全国共通語と一致しない　　にならおうとし

ていることがある。すなわち，ここでは，：全圏共通語よりもド地方共通語」の

方が勢力が強い。なお，この調査を調査】Vと略称する。

　調査IVによって，調査王の結果はかなり限定して考えておく必要があること

がわかった。窪た，同じ集団移住地でも，土地によって差のあることも明らか

になった。

　以上の，特に調査∬，】yによって，一｝コに北海道第3世と君っても，地域に

よって差がかなりあることがわかった。そこで，第3年度は，北海道全域にわ

たって地域差を調べることから始めた。北海道の40の高等学校で高校生を対象
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（k）
にして調査した結果，すでに石垣福雄氏の研究などに指摘されているように，

半島都・海燦々の「浜ことば」と，そのほかの内陸部の方欝とが対立すること

がきわめてはっきりした。ただ，「浜ことば」には内陸部の一音κの炭坑地帯が

湘わることが新しくわかった。なお，「浜ことば」は東北方言と強いっながり
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があることは言うまでもないが，特に秋田県の方言と密接な関係がある。これ

は，同時に青森・岩手・・秋田の3県でも同じ調査を行なった結果から明らかに

なったことである。

　北海道第3世に当たる高校生たちのことばは，全体として全国共通語の方へ

向かいつつあるけれども，なかには，それから離れて進もうとする部分もあ

る。そのうちで最も昌立つのは，アクセントのなくなる傾向，無アクセント化

である。この，高校生を三幅にした調査を調査Vと略称する。

　われわれの調査は共同調査だったので，同じことがらを捌の人が調べるとい

うことがいつもあった。だから，こうして得た結果に七人的なかたよりがある

ものかどうか確かめておく必要がある。第3年度の最後にあたって，札幌市の

一般市民22入を対象に調査員の個人差を吟味する調査を行なった。その結果，

調査員の間に確かに機濡鼠はあるけれども，それは結果をひどくゆがめるよう

なものではないと判断された。この二二調査を調査Wと略称する。

　言語は遺伝するものでもないが，親から子へ，子から孫へと家の中で伝承さ

れることもあまりないもののようである。北海道第1世の言語がどこの方言で

あろうと，第3世の言語はそれとほとんど無関係である。

　言語は地域と無縁ではありえないものである。北海道第3世の豪語にもすで

に方言が生まれている。

　全圏共通語に近い北海道の若い層の書語でさえ，全国共通語へ直接，しか

も，それへだけ向かって進んでいるのではない。全国共通藷へ向かう前に，ま

ず，「地方共通語」へ向かおうとする傾向がある。

　今後，観察を続けるべきことの一つは，無アクセント化である。無アクセン

ト化を押し進める要因が何か，それをつきとめるのに北海道は格好な場所だと

思われる。

　　　　　　　　　　　　　　　　注
（1）まず，われわれが調査を始めるときに参考にすることのできたものに次のようなも

　のがある。

　柳田下男の論文は，ぼ1三にわれわれの調査を求めているようなものだと思う。「やX時
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遅れるまで逸して晟た」が，われわれの調査は最後の機会をつかんだことになる。健

在な第1世を得ることは珊一臼と困難になりつつあるからである。

　研究報告は，平山輝男氏のを除いて，主として道爾地方の方雷しか扱っていない。

また，特に第1世・第2世・第3搬の間の変遷を扱ったものは見当たらない。

　淡斎如水『松前方南考選嘉永1。（白山友正校訂本が短歌紀元叢書第5編として昭14

に出ている。）一北海道方欝集としてもっとも古いもの。鱗介・雑事・草木・藻介・

鳥鐡・欝語に分けて解説した分類方零集。

　松村松柏「北海道方言」　『風俗闘報148』明30。

　寒川晦白羊子「北海道浪二難の雷語」『風俗醐報245諺明35。

　松岡　溝「稚内町中・心・に見た北海道の方需」　『方書2－5』昭7。一一自分の言語

である稚内方需を中心に北海道：方言について概説したもの。

　柳田園男「北海道の謝謝」『方雷3一〕囎昭8。一一北海道方言の研究が必要なこ

とを説いたもの。「北海道の現住者は村でも野畑地でも，決して所謂漂広聴は話して居

ない。」「滅多に言語学の方面では獲られない機会，即ち最も「実験」とよく似た「精

確なる観察」を，や玉特遅れるまで逸して勝た。」「北海道で生れた移住民の子や孫

の，語音がどうなるかといふことも私には亡妻な実験だと思へる。調査の結果は勿論

容易に巣立し得るもので無いが，少なくとも隣同士，永くちがった音韻を守って，附

金って行けるもので無からうと私は想橡する。」われわれか欄査を始めた動機も一都

はこれと同じ考えから出ている。なお，北海道方雷についての観察も今に麺糊するほ

ど正しく，見通しもまちがっていない。

　永磁古太郎「函館市外の：画期」　『土の書44』昭8。一亀il£i郡大野村尋常高等づ、学

校の文集「村の子供」を材料にして整理したもので，「通覧したところ北秋田及び育

森の方轡と全く共通してみるやうである」と述べている。

　橘　配一「北海道方欝雑考」『蝦夷往来』昭9。一一遊女・乞食・猫の里喬につい

て，無難厚塗とも関係させて解説する。なお，北海道方需の研究編値を強調して，

「思ふに，北海道は，標準語の世界で，方所は殆んど有るまいといふ豫想，よし方醤

があッたにしても，どうせ，内地から運ばれたものだから，あまり価値はあるまいと

いふ考，この二つが北海道方言の調査を拒む心理論理Ll二1だらうと思ひます。」　と述べ

ているQ

　小笠漂文次郎『函館語の方言学的研究』謄写印局｝ザ牌家版。昭110一燧1館方欝を

音韻・語法・単語に分けて分析したもの。

　小笠原文次郎「函館語の方雷学的研究（一）」　ぽ蝶膏教育皿・11』昭11。一函館

方書の音韻についての解説。

　小笠原文次郎「蝦夷方言資料一天明・寛政の頃」三方雷7　一10S昭12。一「東

遊言己」　「幽蝦夷草紙」などに二見える道南方言を扱う。

　小笠療文次郎『南方北海道方雷の概観』謄写印刷・自家版。昭12。一一東北系方雷

について道南地方各地で調べたもの。薪韻・文法・単語に分けて分析する。
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　小確窮奥沢尋常小学校『北海遵闘海事地方方欝』謄写印刷・自家版。昭12。一方

喬矯正を自的とした方喬研究で，文法と発音から概説したもの。

　小笠際文次郎「北海道漁業方言考」　『方言、璽・5』ll召12。一北海道噴火湾沿律の

漁業用語を調べたもの。

　平山輝男「全羅本アクセント概｝説（二）（嵐）（四）一北海道篤（1）（2）（3）」『＝

トバ鐸一2・3・6』昭17。一利尻島沓形村・函館市・擁出町・￥一丁：差町・小両市・

室蘭市・浦河町・壕：L幌毒・留蕊町・稚内町・釧路宙・根室町のアクセントの寵述，そ

れらと奥羽アクセントとの交渉・天辺アクセントとの関係，先住民族の発音とその観

察の3つの都分から成る。北海遂方言については次のような説明がある。「その方言

も一見複雑ではあるが，それ等移住奮は奥羽・北陸方藺からが優勢であって本島第二

世以後の人々はもはや大きな方雷的特徴や発音は概して共通になってみるものが多

く，義務教育の齋及した今日では（少くとも小学校を経た育年達には）金島として

「北海道方需」なるものを認めることが出来るやうである。」そして，アクセントにつ

いては，「アクセントは他の譲現象よりももっと統一的である。そして南北高畠を問

はず又晶晶たると中央たるとを間はず綴じ墾に閥一語佛1が多く属してみる（厳面こは

海羅と中央都会とは1｛韓合出入があるが）。」アクセントがなくなる傾向（無アクセント

化）に．ついては触れていない。

　土羅重俊「北海道方言素描」　『方精留｝究V』昭！7。…一札勝琶方言の語を集めたも

の。「北海道は真の転記のk’子興地域であって，その言譲も内地方言の移入であり，北

海道独特の方需といふものは末だ十分発生してみないやうである。北海道方欝は著し

く菓北的であると欝はれてるるが，やはりこれは無條件1・’こ肯定し度い。」と述べてい

る。

　石雌稀雄蝦ヒ海道南部地区における隠語地理学的研究』謄写印漏ll・自家版。昭25。

一単語について調べた結果，道南地凱は「漂論語化」カミ青森県よりもはるかに進ん

でいること，道南地区は方言の点から，津軽方欝の勢力が強い地域，南部方書の勢力

が強い地謡，標出語の勢力の強い∫澄域に分かれると説いている。

　平出輝男「北海道方言の膏調」　『音声学会会報77　，i昭26。一1＝雛晃・旭川を中心と

する「中火都了1剛のアクセントについての調査報告。

　石垣豪雄『濁密化現象一北海道南都における』謄写印嗣・由家版。昭27。　「濁

音化」の傾向が語によってどう違うか，地域によってどう違うかを調査した結果の報

告。さらに，濁音化が都市から徐・々に弱まりつつあることに、も触れている。

　石垣爾雄『北海道幣言鴇における動詞の命令法について』騰写印翻・1難語版。昭28。

一道爾で「発レ」「受ケレ」が強い勢力を持っていることについて説明する。

　平山輝勇「北海道方言の性格とその研究の意義」　『金田一博士古稀詑念雷語王驚俗論

叢懇昭28。一北海道移民の状況と，アクセントを主体とした北海道方書の概観がお

もな内容◎北管柱方言の研究価値について6項指摘しているうちの一つに次のような

のがある。「北海道は言語の実験室であり，ある場禽には化学反応を見る試験管の働
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　きをしてくれる。即ち，いろいろの方欝がまざっているから，その統合あるいは分化

　の変乱考察に役立つ。」

　　渡辺　茂『北海道方欝集』昭30。楡書湧。　　北海遊方言の語彙∫1詑して『松前方

　齋考』以後もっともよくまとま・：）たもの。五十音順。著者は北1ヂ唐山方言を①厳訓の方

　需が北海道方欝化したもの，②アイヌ語から北海道方欝化したもの，③北海遊特窟の

　方雷として生まれたものの3種に分類するQ

　　NHK札幌中：央放送局放送部『北海道の方言』謄写印醐・1念1家版。昭31。一「北

　海道海岸ヴゴ言」について，こ貯韻と文法の購造的欝色について述べている。執筆は石歴

　福雄。

　　碁垣橿雄「北海道」　『方露の旅』日本：放送協会繍1・宝文館σ昭31。一N疑Kラジ

　ォ放送「團語講座」で話したもの。函館市・松1］｛了1町・江差町・余冨Ti写1町といった海｝㍑i；

　の：方面こついて解説する。

（2＞われわれが調備を女臼めるとともに，ようやく内陸都の方言についての報欝もあらわ

　れるようになった。また，第1世・第2縫・第3世の聞の変遷を求めようとする研究

　も出て来た。

　　佐藤　誠「隅体移住藩落と其の雷i認1の実態調査（！＞一此海気萢虻ill：1山海爺1：～｝雷川都落

　の場合　　」　TJ人文論究18』：1ヒ海道学芸大学1菰餓分校函館人文学会◎昭33。一二絹

　県ばかりから移住した都落に香川三州がどのよ5に残っているか。その方醤がいろい

　ろな社会的条件によってどのように違っているかについて調査したもの。

　　城野光一・「北1毎遂第一世・二．匿・三三世のことば」　『需語生活92』昭34。一中川郡

　常盤材の岐箪県から移儀したある家の3代の奮語を調出したもの。そのねらいは，わ

　れわれの調査とまったく崩じである。ただ，ここでは，対象を単語に限り，どういう

　種類の単語は堺く変わり，どういう種類の単語はなかなか変化しないかを明らかにし

　ようとした。

　　柴照　武「北海道に生まれた共通語」　『言語生活90』昭340一彦つれわれの調査の

　第1年度が終わったところで，調査結果の概要1こついて解説したもの。麟立瞬語研究

　所で出した共通語化に；葵iする一連の調査報告（『八丈島の需語調査』　『需語生活の実

　態』『地域赴会の需語典1踊）と並べて考察した。

　　石垣編雄「北海道絵由藩憐」二藻町」　『日本方欝の記述的醗究』圏立麟語研究所報告

　16・明治魯院◎昭34◎一乞1二驚町の方雷を，帝韻と文法の晦から記述している。

　　柴田　武「北海道の巻」『方所の旅』柴田裁編・蜘肇書房。昭35。一NHKラジ

　ォ放送「園語講座」で話したもの。松前町・札幌報1広島村・礼幌市・釧i路市の方欝を

　描写している。

　　野元菊雄「北海通：語彙」　郵鷺語生活1G6』昭35。　　　われわオτの調査の第2年度の

　結果を解説したもの。

　　野元菊雄「北海道方蕎のアクセント」　『計量圏語学15』μ釜｛35。一われわれの調査

　結果のうち，アクセントがなくなる傾向について統計的に追究したもの。

フ



　佐藤強：代治r東部方言の語糞・北海道東北」E方言学講座第2巻』束京覚。昭36。

一東北方言が主体で，東北方雷とともに北海道方言についても触れている。風土・

生活に関する藷彙，共通語と語形の異なる語彙，共通語と語義の異なる語彙，古語の

残っているもの，外来語，語彙の分布と方言撒颪に分けて説き，「古語の残っている

もの」の部分が最も詳しい。

　芳賀　繊「方言の実態と共通語化の問題点・北海道」『方言学講座第2巻』東京堂。

昭36。一札幌方言を音韻と文法の爾から記述し，共通語化について問題点を指摘し

ている。

　五十島三郎「学校における方言と共通語教育・北海道」　『方冨学講座第2巻』東京

堂。昭36。一闘乱教育の現場でおこった方言の問題を金道にわたって集め，その二

三法についてサジェストしている。

　佐藤　誠「集団移注部落とその言語の世代的変容一一北海道における方言の共通語

化の過程としての…考察」『人類科学14』新生娃。昭37。一空知郡菓灘iT砺波部落

において，第！世の方言がどのように共通語化するかを調査したもの。第1世と第3

世との間に著しい対比が認められること，最も畢く交替するのが語彙で，ついで語

法，最：も根強いのが音韻であることを明らかにしている。これは，筆者を含めたわれ

われの三蓋で得た二二と一致する。最後に，次のようなことばで結ぶ。「もしも内陸

部地域がアメリカにおいてみられたような意味での”るつぼ“であり，辺境であった

なら，いわゆるフロンティア精神なるものが，潤本本土から将来された諸方言相互の

問の接触の過程を遜してもっと，北海道独特の方言を形成させたのではなかろうか。」

　佐藤　誠「北海道の方言の実態と共通語化の過程に就いての覚え書（／）一特に

同郷集二二．庄部落の雷語の出代約交替を通して一一」『函館英文学第3号』昭39。一

一同じ佐藤のC三二二佐部落とその言語の世代的変容」の補訂・補足で，第1世の本

土方欝がどのように変わるか，そして，その変化をもたらす要因は何かを調査したも

の。空知郡栗沢町砺波のほかに，函館市亀尾，瀬棚郡北桧山町丹羽で調査した二二も

加えて，次のような結論を繊している。それは，「地域的特徴形」の力が弱わまって

共通語化が進みつつあること，その改新は内陸部のほうが畢く，道南部では「浜こと

ば」が共通語化に抵抗していること，さらに，世代酌変容は語彙に早く，ついで語

法・斎韻の順に認められること，個々の項蹟で変容の速さが違うが，第1世と第3世．

との間には著しい差があること，第3世の言語にはそれを特色づけるような特微は認

められないが，「浜ことば」的な特徴はあることなどである。
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2．第1世から第3世への変化

　　　　　　　一調査1（1世・2世・3世調査）

§歪　霞的

　北海道をよく代表する数地点で，第1世・第2世・第3世（内地から，言語

形成期を過ぎたのち移齢してきたものを「第1世」という。以下，その子・孫

をr第2世」「第3世」とする）の，原則として努がそろい，かつ第3世が15

歳以上であるような家族を探し，世代による変化を弾語の各面から記述する。

そして，三つの世代の間で，言語のどの面が変わりやすく，どの面が変わりに

くいか，変わるとすればどの世代とどの世代との閥か，などを明らかにし，周

時に，いわゆる「北海道共通語」力曵どのようにして形成されつつあるかを調べ

る。なお，できる限り，第三世の故郷が西H本である家族を調査の対象とする

ように努めた。少なくとも，第2世・第3世には，東北方言・東京語の影響が

あると考えられるので，その影響が第1世からのものでないようにしたわけで

ある。

§2　実施

　調査者2人ずつで一一つの班を作り，次の5地点を調査した。

班　胴　　　損当i蕎

第1班　柴田・石壌

第2班　野元・長谷川

第3班　徳川・佐藤

第4班　上村・五十嵐

　　調　査　地　点

ビバイソヲタナ美唄市（旧空知支庁〉，空知郷奈
イ　エチヨド

井浪二町

ナカガフグンイゲダマヂ　　ト　カタ

中川郡池田町（十勝支庁）

アプダグンクツをヤンチヨド　シリペシ

虻田郡倶知安町（後志支庁）

カミカワグンナガヤサやチ　カミカワ

上川郡永肉町（上川支庁）

地点の最初
の入植方法

庖　ffi兵

調査期臼

8月6臼一14田

妻き団移民　　 8月16El－24環

欝由移民　8月16ロー25濤

竜　　E臼　　兵　　8J：一i　23購一31　R

　この調査地点は，すべて，北海道の内陸部にある。われわれは，内陸部の方

鴛を「北海道をよく代表することば」と認めた。そうしたのは，入植の歴史か

ら見て，そのほうが適当だと考えたからである。

　函館市や松前町のような海岸部，特に半島部は，植民の歴史も相当古く，そ

の書語は本質的には，葉北方言に属するといっていい。だから，その地方へは
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いってきた第1世は，東北地方に移住したのと変わらないといってもいい。わ

れわれの調査層的から言えば，だれひとり人聞のいないところへ各地から入植

して，その結果，どういう誉語ができていくか，それを調べるほうが有利であ

る。内陸部は，明治の中ごろから入植の始まった地域である。

　さて，実際に調査した家族の第1世・第2世・第3世の氏名と，その出身地

は次の通りである。1地点で2家族以上あげたものは，一番上にあげた家族が

おもな調査対象である。（）内は調査当時の満年齢。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナがオカグンごメンマチ
第1班橋本以上鄭（86）一俵（58）一貞信（33）離際長岡郡後免1町

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タムラグンミタテムラ
　　　常盤　房次（89）一茂（44）一淳（17）編島県剛寸郡御館村

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニシム　　　グンイワダムラ
　　　聖壇　文七（85）一茂（53）一英勢（23）和歌由漿西牟；婁郡岩｝刀村

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨシダグソカワイムラ
第2班　小野田弥作（77）一勝太郎（46）一博僑（21）糎井県吉田郡河合村

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サカイ　グンげほイシムラ　　　吉田　磯吉（77）一岩松（53）一武央（29）福井県坂ヂ｝二郡大石村

　　　松浦数之助（80）一繁松（45）一正濃（19）　　　　lt

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミヨドザイグンシおプンカミヤマムヲ
第班上野万平（75）て翻細編欝（15）鵤画論粉上鮒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イタノグンパンド　チヨ　
第4班　近藤　伊平（82）一儀一（58）一陽子（31）徳島県板野郡板東町

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミマグン　ドサきチヨに
　　　福島喜代太郎（65）一勇（45）一堅一（17）徳島県美馬郡郡里町

第3班の上野由一は調査しなかった。第4班の近藤陽子は女性で，われわれの

条件には合わない。なお，全般に，われわれの条件にかなった家族を探し出す

のは容易ではなかった。

§3　結果

肇．　語愛について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
　a，二本言語地図作成のための調査」の語彙について

　rN本言語地図作成のための調査」に使っている230語について，第1世・第

2世・第3世のどの世代で変化がおこるかを調べて，その数を合計すると次の

ようになる。なお，（）内は％。1≒2・3とあれば，第1世と第2世とが違

う語形，第2世と第3世とが同じ語形をもって反応したことを示す。以下これ

に準ずる。

　なお，この表では，3世代を通じて変わっていないもの（1＝2　＝3）は省

　　　　　　　　　　　　　　　　　10



調釜妊地点

家　『族

　1無2瓢3

　1瓢2キ3

1瓢3，1無2
そ　　の　他

i美噴　　　池嗣　　　倶知安　　　永山
橋本塞　　小野沼家＿よ＿壁．塞一ttttttttt近藤家

53（23．0）　50（21．7）

3（1．　3）　7（3．　e）

1（O．4）　6（2．6）

7（3．　0）　6（2．　6）

47　（20．　4）　80（34．　8）’

14　（6．　1）　4（1．　7）

12　（5．　2）　O（O．　O）

14（6．　1）　8（3．　5）

　　　　　　’kr－1一　1　64　（27．　s）　6g　（30．　o）　87　（37．　s）　g2　（40．　e）

いてある。

　1All　2　：3，すなわち，第1世と第2世との聞で変化することが多いことが

わかる。その例を各地から少しずつ拾ってみよう。

　　　　　　　　　　　　　　　　第1漫　　　　　　 多竃21墨套　　　　　　第3濯旦：

塾唄刊喬本家

　○「なおす」‘x’　）・1“附けるの意味に　使う　　　　　　使わない　　　　使わない

　○こげくさい　　　　　　ginakui　sai　キナクサイ　　ゆakusaと
　○鱗　　　　　　　　　　　　　ゴrokO　　　　ウVコ　　　　　ur♂kO

　O片足跳び　　　　　　　　　　∫iつU∫IN　　　　kegkeN　　　　kepkeN

　O「すてる」を紛失するの意味に　使う　　　　　使わない　　　　使わない

池田一小野田家

　○片足跳びをする　　　　　　　魯e「991xz：ri「kaコk導ケソケンスルケソケンスル

　○小指　　　　　　　　　　 ko　rit∫p　bi　　コユビ　　　　＝xビ

　○とかげ　　　　　　　　　　　嘘oklak卑　　　 トカゲ　　　　　トカゲ

　○昨晩　　　　　　　　　　　一jonibe　　　　ユーベ　　　　　ユーベ

○朧rんする雛紺るの意使う　　使ま漁・　轍い
倶知安一上野家

　○こげくさい　　　　　　　SOkokuSai　　kO－gekUSai　ko一’gekuSai

　Oあざ　　　　　　　　　　　totojake　　　aza　　　　　aZa
　O適用の米　　　　　　　　　　　klt∫igome　　　urumal　　　　urUinal

　Oつくし　　　　　　　　hO：∫iko　　　ts　Ulkur∫i　tStuku／ltS｛1／τ1）0＝Si

　O「こわい」を疲れたの意味に　　使わない　　　使う　　　　使う

永山一隅藤家

　OgSl　go：ta　1〈aeru　1〈aertt
　O「あかい」を明るいの山山に　　使う　　　　　使わない　　　使わない

　○すっぱい　　　　　　　sui　　　　Skl　ppai　　　suppai

　Oお手i蓑　　　　　　　　O。7ami　　　aja　　　　aja
　Oカッテキタの意味　　　　　　借ってきた　　　買ってきた　　　買ってきた

　表記は，各担当岩が記録したものに従った。だから，表記法に多少の個人差

がある。
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し，

i美段一橋本家

　○「あずける」を与えるの意味に

　○明々後lll

池［El一小野田家

　○明々々後臼

　○昨購

倶知安一一上野家

　○匂い

　○紙坐する

永山一近藤家

　○明々々後償

　○案i工1子

1＝2≒3，すなわち，第3世だけが違っているものも多少はある。しか

　これは，変化の主流ではない。この例をやはり少しあげよう。

　第1世

使わない

一∫圭asatte

go　rjasati　te

k，i一］nno：

kaza

kaSil〈omarLu

（NR）

kaq．　aSi

　第2鐸：

使わない

シアサッテ

ゴア’ナッテ

キンノ

kaza

kaSikoillaruT

geasatte

kagaSi

　第3世

使う

ja「noasaガ1　te

ヤノアサッテ

キノー

ple三

S田warUI

janoasatte

kakaSi

　この型の変化は数が少ないにもかかわらず，各家族とも（上に例はあげなか

ったが，上野家にもあった）　「日の名まえ」が関係しているのは偶然であろう

か◎

　1＝3，1無2は，第1世と第3世とが矯じ場合である。数は上の表に見る

ように少ないが，ここで関係があるとも思われるのは，第3世の年齢である。

美唄・永山の第3世はともに30代，池亭のそれは20代，倶知安のそれは10代で

ある。家庭にあって，いつも祖父（母）と顔を合わせることが比較的多いのは

若いころであって，学校を終わって社会に出れば，祖父の影響はだんだん消え

ていくものであろうか。もちろんこれは，この調査だけで確言することはでき

ないが，ありうることである。この型の例をあげよう。

　　　　　　　　　　　　　　　第1重難：　　　　　　第2但二　　　　　　第3嚢：
池田一小野田家

○臆2」嫁の鶴の仕糊の意思ない　働　　使撫・

・つば　　　　鯉議、〈少〉・・・・　…
倶知安一上野家
○一・鴇　　　　…t・・ui，・・・…饒と呈1ゴ多〉・・t・・・…

　○「にわ」を家の前の仕事場の意
　　　　　　　　　　　　　　使う　　　　　使わない　　　使う　　味に

　○こめびつ　　　　　　　　　　tobits麟　　　　ko搬ebits菰　　t◎bitsifi

　なお，倶知安一上野家の傍系第3世の満が，第1世とだけ閉じ答をしている
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語が，具体的な語は違うけれども，数はた窟たま同じである。

　上の表で「その他」というのは，変化が漸進的なものである。すなわち，第

2世が，第1世と第3世との両方の形をあげ，しかも，第1世と第3世とで形

が違ケものである。例をあげよう。この型も案外少ない。

i美唄一僑本家

　○つむじ

　○昨臼

池田一小野田家

　○蜘蛛

　○カッテクルの意味

倶知安一上野家

　○「おどろく」を｝羅が

　　覚めるの意味に

　○胡坐する

永山一近藤”to”〈t

　Oかたつむり

　○塩の味

　　　第1世
一ma￥ma￥〈多〉，

｛　lrlgln

rrk，　injoi　：

1〈zu　rbo

優ってくる

使う

giza　k工瓢n郡

dendemmurSi

karai

b．北海道共通語について

　　　第2世
q．　lrlglrl，

nlalXllal

キノオ，

一r二n刀臨

　第3世

91rlglr王

ki　rno：　1

クモ，クボ〈少〉　　　ク幕

両方　　　　　　　質ってくる

　まれに使う　　　　　使わない

謂ざa二二〈希〉・・一・al〈　ttT

dendemmur∫i〈幼fi寺〉，

katats’di’imalri　1〈atatsilmturi

karai，　Soppai　Soppai

　上の「臼本四語地図作成のための調査」の語彙のほか，北海道共通語と考え

られるものについて，どういう形が｛Wi．れているかを調査した。調査した30問

のうち，集計に使ったのは，次の24問である。なお，1・一Kt字は，蘭が全繭共

通語，後ろが北海道共通語と考えられるものである。

　Ol．靴をはくとき下にはくもの。これを何と雷いますか。　　1〈utusita・vkututabi

　O2．雨の降るとき着るもの。カヤとかスゲなどで編んだ薦呉のことを侮と欝います

　　か。　　mino．vkera

　O3．雨と聾とがまじって降ってくる。何が降ると奢いますか。　mlzore～amayuki

　O4．冬の寒いときに石炭や薪をたく，暖房のための道臭を侮と雷いますか。　sut6－

　　btt．vsutohu，　kahero

　O5．ストーブの火をかきまぜる棒。先の曲がった鉄の棒のことを河と需いますか。

　　　hikakibbtvderel〈1〈i

　O6．煙突から出る黒いもの。白い着物などに付くとよごれます。需も黒くなるそうで

　　すが，何と需いますか。　　baien～huran，　yuen

　O7．氷の上を滑るはきもの。下駄の歯を抜いたようなものにカスガイを打・）たものを

　　何どi零いますか。　suketoCtS・vgeroz’i
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08．それより上等な，革靴に金具をとり付けたもの，つまりtE式な氷滑りのはきもの

　を何と言いますか。　suketo（B）・vsuketto

10．さかなの名まえ。秋になると，海から川に上ってくる大きなさかな。北海道の名

　産です。何と書いますか。　　sake～akiazi

11．さかなが呼吸するたびに動くところ。これを何と拭いますか。　　era～sasame

12．カンランと欝うのですか。大きな葉が巻いてヨ三になる野菜。何と言いますか。

　kyabetu～kaibeta

13．パソを作る粉になる麦を何と雷いますか。　　komugi～kobaku

14．あんを俘つたり，赤飯に炊き込んだりする赤い豆を何と雷いますか。　　azuki

　～syOZU

15．小学校へ通っているぐらいの年かっこうの入たちを，何と無いますか。一一人前と
　　　　　　　ラ
　は言えません。　　kodomo，　kodomotatitvwarasi，　warasyando

16．短かく髪の毛を刈った頭のことを何と計いますか。　　1孤arugariatama～zyan－

　boatama

17．このあたりのことを何と言いますか。　　hitai～nazuki・

18．ガッチャキという病気がありますね。このことばを使いますか。若いころも使い

　ましたか。　zi（zir6～）r－gattyalci

19．体が丈央で，健康だとい5のの反対は何ですか。病気にかかりやすいということ

　です。　　yowai．vkainai

20．人（樹木など）が成長する，体が大きくなるということを，ふだんのことばでは

　何と言いますか。　　seity6Suru～ogaru

21．くすぐったい感じを起こさせるようにコソ＝ソッとすることを，どうすると嫌い

　ますか。　kusuguru～kosoguru，　kotyogaSU

22．腰を下ろすことを何と言いますか。立つの反紺です。　　suwaru～nemaru

23．丸いものをコロコPとすることを，何と書いますか。　　korogasu～makura－

　kasu

24．荷物を持ち上げることをふつう何と欝いますか。　　motiagerutvtanaku

23．夕方（晩）に人の家を訪ねたときは何と声をかけますか。　konbanwa～oban

　desu

　以上は，いろいろの文献から，北海道共通語と見られたものを選び出したの

であるが，実際の集計の結果は次のようである。予想された北海道共通語が，

どの世代にあらわれたか，という観点からまとめてみる。番号は野饗番号であ

る。

　これによると，予想された語形がまったく出なかったのは，15（warasi，

warasyando），　16　（zyanboatama），　17　（nazuki），　19　（kainai），　21　（1〈oso－
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美唄一橋本家

屡離朝事と旛曳網毬と麟世簸鑑籠2灘と

池田一小野田家

倶知安一上野家

永山一近藤家

器io剰
07 D8，　22

08，IO，　iG2，11，
　　　ミ23　　　　i14，20

　　　」

　　　ミ
14　　1　03
　　．一．！．

03，　05

i3rmC26mu’ P’一〇一s” 撃浮獅盾№戟hiww61

　　　1　12，　14

20 04，　10，

圭2，　28

24，　28

i3，　14 04，　08

”’ 撃翌翌堰f5，；5ii’，，ww”一”一F，4

05，　10，　i2，

28

9uru，　kotyogasu）である。これらは，あるいは半島部の方言かとも思われ

る。

　さらに，第1世に多く使われるか，第3蝕に多く使われるか，という観点か

ら，同じ北海道共通語を，古いものと新しいものとに分けることもできる。古

いものとしては，02，07，08，11，18，22などがあげられ，新しいものとして

は，03がある。新しいもの，つまり独特な北海道共通語というものの数は少な

いであろうし，これから新しく出てくることもそんなにはあるまい。必要があ

れば，そのようなことをしないで，ただちに全国共通語を採用するであろう。

　各世代に平均的に使われているものが，この限りでは真の意味の北海道共通

語と醤えるであろう。それは，次のものである。04，05，06，10，12，20，

28。ただし，06はyuenしかあらわれない。これが北海道独特の共通語と言え

るかどうか疑問である。huranの：方は1回も出ていない。すでに失なわれてし

まったものか，あるいは半島部の方雷であろう。

　C．福井県の方言語彙について

　池田では，福井漿の方言集から，被調査者家族の餓身地の里言を抜き出し

て，それを今使うか，あるいは聞いたことがあるかなどを調べた。調査語は合

計49。これが各世代でどうなっているかを数えてみよう。

　　　　　小田家謡う昔瞼・た知・てい・全㈱らない

第1世

第2世

第3世
5
9
6

2
王 6

2
1

3
5
0

　
1
〔
∠

5
3
2

　
1
2近似的に「使う」に3点，「昔は使った」に2点，「知っている」に1点，「全
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然知らない」に0点を与えて計算すると，第1世110点，第2世76点，第3世40

点となるqこの限りでは，第2世はちょうど中間となっている。ここで調査し

た藷は，もし福井にまったく関係のない，全国共通語の話し手に聞いたなら

ば，おそらく合計でも0点にしかならないと思われるものであるから，第3盤

も，第1世の影響を相妾受けているζとがわかる。

　このような語を調査した限りでは，上のaで述べたような結論とは多少違っ

た結論になる。すなわち，「使う」のところに焦点を合わせると，むしろ第2

世と第3世との間に断層がある。しかし，「知っている」以下を見ると，やは

り第1世と第2批との間に差を認めるべきであろう。「知っている」はおそら

く第3世を頂点として，第4世から急激に減って，r全然知らない」が非常に

多くなるという過程を経て，福井色が消えていくのであろう。なお，第3世が

「使う」で，したがって3世代とも使うのは，次の語である。火葬揚～サンマ

イ，雑炊～ゾロ，帖紙仕事を終わって家に帰ること～ヒラガリ，十能～セン

バ，楽な～オモイデナ，おしゃれする～ダテコク。

　以上は，F火葬場」を除いて，すべて家庭的な語である。「火葬場」は，この

小野田家から池田町市街地への途中に火葬場があるため，小野田家にとっては

これも家庭的な語であって，福井の里言形が保存されたのであろう。

2．　文法について

　まず，美唄一橋本家では次のようなことが観察された。

　現在進行と完了とを語形の上で区画するのは，第1世ら第2世で，それぞ

れ，「サケ　ノミヨル」rサケ　ノンヂョル，ノンドル，ノンデル」と言う。と

ころが，第3世は，どちらをも「ノンドル，ノンデル」と欝う。

　また，第1世は，状況可能と能力可能とを否定の場合だけは語形の上で区別

する。たとえば，「暗い状態にあるから書くことが不可能である」のことを，

「クラィキニ　ヵケン」と書う。これに対して，「学校へ行かなかったから書く

ことが不可能である」のことは「ガヅコ　一一　イカナンダキニ　ヨ・一・カカン」と

も「ガヅu　一一　イカナンダキニ　カケン」とも言う。この区別は，第2世にも

あるが，第3世にはなく，どちらも「カケン」と琶う。

　そのほか，次のような例がある。
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第1』i．｝：ヒ 第2樵 第3世

　　　　　ミ
勲人iシヌルヒト　シヌ院ト　　　シヌヒト
買った　i＝一タ・カ・タカ・タ　　　　　カ・タ

　高くなる　i　タコー一一ナル　　　タコーナル　　　　　　　　タカクナル

　　　　　　勘’ないi煽ン　　カカン・カカ河　　　カカナイ
　来ようと　　コート　　　　コート，キ」ヨート，ロ郵一トキョート

　いない　　　 イナイ，オラン　イナイ，オラン，オラナイ　　イナイ，オラソ，オラナイ

　これを見ると，第2世は，一部は第1世と同じであり，一部は第3世への過

渡期ζでも言える縦帆をボしていることがわかる。第3世になって，完全に北

海道色となるようである。

　池田一小野田家の場・念もほぼ同じことが言えるようである。

　活用形式を動詞から見ていくと，まず，否定形は，第1・2世では，「カカ

ン」が主力で，「カカナイ」はあまり聞かれない。第3世では，意識としては，

「ヵカナイ」が多いと言うが，実際の会話では相当「カカン」が患るようであ

る。この第3世の「カカン」は第1世の西の方面の影響というよりも，むし

ろ，北海道方書に相論多いものではないかと考えられる。

　意志をあらわすのに「ベー」を「カクベー」のように使うのは，第2世から

である。

　推量をあらわすのには，第1世は「カクデァV　一一」を使う。このデァは〔壷

ののような発音である。第2世は「カクやP一」を使う。第3世は「カクベ」

であって，完全に北海道方雷の話し手ということができよう。以上の関係は

「カク」だけでなく，すべての動詞にあらわれる。

　過去の打ち消しは，第1。2投は「カカナンダ」であるが，第3世は「カカ

ンカッタ」を答えている。ただし，第1世の会話中に「イカンカッタ」が出て

きた。これは第2・3世からの影響であろうか。

　順接の助詞には，第1世で「サカイ」が聞かれるが，第2世以下にはこれが

ない。

　音便形は，r買う」であれば，第1・2世では「カーテ」とも「カッテ」と

も書うが，第3世では「カッテ」としか言わない。

　命令形では，五段活用動詞は共通語形と岡じであるが，それ以外は次のよう
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になっている。

起きる

見る

出る

来る

する

いる

　　第1蔀
戸キョ，オツキョマ

ミe，　ミレ

デヨ，デイ，デレ

コイ

シェイ

ー一
iオレ）

　第2世
オキヤ，オキマ

ミレ

デイ，デレ

コイ

シレ，　セー

イレ

　第3世

オキレ

ミレ

デレ

コイ

シレ，　残心

イレ

　「来る」を除いて，第3世になると，北海道共通語の命令形語羅の「レ」が確

定し，ほとんどそれだけとなる。第2世は，それへの移行の唖蝉として，第1

世の言語をも反映している，ということができる。

　可能をあらわす形についても，ほぼ同様である。第1世は「ミレル」のよう

な言いかたはほとんどしないが，第2世からこの形があらわれはじめ，第3枇

で「ミレル」が確立する。「する」についても「シレル」と書うほどである。

　形容詞では，いわゆる連用形に特色がある。「安い」であれば，「安くなるj

r安くない」「安くて」は，この順に，第1。2世ではrヤスナル」　「ヤスナイ」

「ヤステ」となるが，第3世ではすべて全国共通語と同じくrヤスクナル」「ヤ

スクナ有「ヤスクテ」となる。「珍しい」であれば，第1・2世は「メズラシ

ナル」「メズラシテ」であるが，第3世は「メズラシクナル」「メズラシクテ1

となる。「無い」は，第1・2世で「ノーナル」「ノーテ」であるが，第3世で

は「ナクナル」（「ナクナッタ」で答えているが）「ナクテ」となる。動詞では，

第2世が癬当北海道共通語化していたのに，形容詞では，第2世はほとんど第

1世と同じである。

　形容動詞では，終止形に差がある。「静かだ」「立派だ」などのrだ」に箋た

る蔀分は，第1世で一一番多く使うのは「ジャ」であるが，「ダ」とも言う。そ

のほか「ヤ」を使うこともあるという。第2世は，「ヤ」とrダ」を使う。第

3世になると，もっぱら「ダ」となる。

　倶知安一上野家でも，事惰はほぼ同一である。

　動詞では，命令形のレ語尾が第2世ではほとんど出ない点が，池田の場金と

は違っている。なお，「買う」の音便形では，第1世は「＝一テ」であるが，
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第2世は，第1世に向かってはこれを使い，その他の場合は「カヅテ」を使

う。第3世はそのような区溺をせずに，rカッテ」だけである。また，雪が，

「ブリヨル」は現在進行，「フットル」は結果という直言は，第2世までは，語

によってやや不明確なものもあるが，ともかく区f71jは保たれている。しかし，

第3世になると，すべてフッテル式に雷い，区別がない。

　形容詞で，池田の場合と違うのは，第2世で「ク」がはいる，という点であ

る。すなわち，池田と比べると，第2世は，動詞では北海道化せず，形容詞で

は北海道化している，ということになろうか。また，池田の第1琶では，「ヤ

スナル」，「メズラシナル」のようであったが，倶知安の第1世では「ヤスーナ

ル」，ギメズラシュ．一一ナル」となっている点も違っている。

3．　音声について

　美唄一橋本家で，世代の間に差の見られる代表的な例をあげると，次のよう

なものがある。斜線は，その闇に差のあることを示す。

①ていねい1
　火欝　　i②｛鍛推掌i

③肌　i
　　まゆげ　i

④背中　i

⑤牛
＠

’いシ

　鯖王「世

tel　inei

kai　si｛
一kand5i

ha　rnda

marjttlnge　／

一eenaka

－uSi

1£iSa

ka　frasu

　　　　　　第2種　　　　　　第3世

／　te：rner　tei　me：
　　織、　　／｛欝’
／　ha「da（とき1こha「nda）　　　　　ha　rda

　ma　rju「ge〈ときIC　marjunnge）　ma「ju「ge

　－eenaka　／　一senaka
　－USi　／　一U，iSi
　ml〈iSa　／　1〈Sn　Sa
　karasu　／　ka　rrai　spt

　①は二重母音の発音がどうなっているかである。高知方言風の二’重母音は第

2世でなくなる。②は，ジとヂとの発音を区溢するかどうかである。第2世ま

では区別がある。これらを含めて，第1。2琶のモーラ体系の一部は，次のよ

うになる。

　tu（tsu）・v（tu）　to　ta　te　ti（tSi）tvCti）　tju（tSu）　tjo　tja

　du（dzu）　do　da　de　di（dsi）　dju（dsu）　djo　dja

　zu　zo　za　ze　zl　zlu　zjo　zJa
c一の系列は欠く，ということになる。第3世のモーラ体系は東京圏喬のそれ
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とまったく綱一である。③は，適中の〔d〕，〔｛）の入りわたりが鼻音化するか

どうかである。第2世は，ときどき砿鼻音化するが，普通にはしない。第3世

は決して鼻音化させない。④は，〔0），〔¢音があるかどうかである。第3世

になると，〔s〕，〔dz〕となっている。⑤は，ウの音が，くちびるを丸めて発音

するかどうかである。第2世までは，西田本直なまるくちの〔u〕である。⑥

は，／量／と／U／が，無声子音に狭まれるとか語末に来るときに，無声化する

かどうかである。第3世に至って，東京方語と同様無声化させる。

　以上を見ると，第2世で変わるものもあるが，第3世で変わるものの方が多

い。高知方言の音声約特色は，第3世では完金に失なわれていることになる。

　池田一小野田家では，次のようである。

　①全国共通語の1モーラ名詞などを，第1世は関西風に長く引いて発音す

る。第2。3世ではこの傾向がだんだん薄れていく。3人に尋ねた12語のうち

（発膏の調査のためめ全語数は95），第1世は全部をこのように発音しているの

に対して，第2・3世は，具体的な語には出入りはあるが，半数の6語につい

てこのように発音しているにすぎない。これは，語末の母音が終わったあとは

っきり声止め（声門閉鎖）をしないこととも関係があり，1モーラ名詞に限ら

ず，たとえば，「」弓」　〔tSLLI「静lf，圭m1；〕のようにあらわれる。このようなものが，

第1盤に8語ある。②また，たとえば「銅像」を第1世は〔do、　’zo’〕，第2

世は〔do「zo・〕のように長く引くが，第3世は〔do「・zo〕のように短かく発

音する。この傾向は「牛乳」，「孝行」，r奉公」，「九州」などにあらわれるが，

世代による差とは認められない。③語中の／1／の持続部が，第1世で，時闘

的に短かいことが注意される。たとえば，「新聞」は〔∫imbUIN〕となる。語中

の／N／は調査語のなかの12語に出て来るが，第1世ではその6語にこの特徴

が認められた。それが第2・3世では，それぞれ1語にしか認められない。④

／e／の発音が非常に狭いことが第エ世で注目される。⑤話中の〔t〕，〔k〕，特

に〔k〕が母音間で有声化する傾向が第1世には強くあらわれている。⑥／se，

ze／は，第1世では〔S」e〕，〔ろe〕となるのが普通である。第2世ではごくま

れにあらわれるが，第3世では会話の中で拾った「絶対」〔4e「ttai〕だけであ

った。⑦語頭の／r一／を〔d）の破裂をともなって発するのは第1世だけで，
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第2世以下にはこの発音はない。／a／，／o／の前で特に著しい。⑧その他，

特殊な発音としては，第1世の「位牌」〔jZILI　「　i　¢ai　i〕がある。第2・3世はい

ずれも〔i　「ha￥〕であって，〔φa〕という音節はあらわれない。第1旗でも，こ

のように両点の摩擦が著しいのは，この語だけであって，「九杯」など，岡じ

ような音声酌環境にあっても，ごくわずか唇音化するにとどまる。

　以上の8項厨を，池田で調べた他の家族について見てみよう。

　①については，吉田第2世では小野田第2世よりも長く発音する傾向があ

り，松浦第3世は小野田第3世よりも長く発音する傾向がある。②は，吉田家

ではそれほどあらわれていないが，松浦象では第3世までこの傾向が見られ

る。③については，吉田家第2世は，他の第2世よりも多くこの傾向を承す。

④については，吉田・松浦両塚の第1・2世では，／圭／と／e／とは，語頭と

二重母膏の第2母音要素の位置では区鴉されない。したがって，「恩」も「駅」

も〔ピ葛i〕，「鰹」も「声」も〔ko捲〕である。この両家でも，第3世は／e／

の発音がやや狭めではあるが，／i／との幌別がある。この点で小野田家は，

第1世でときどきこの区別があいまいになるだけなので，福井方言の音声的熱

感は早く失っているといえよう。⑤吉田・松浦両家とも，第2世にもわずかで

はあるが，この傾向が残っている。⑥は，松浦第2世にはこの傾向がわずかに

残っている。第1世はもちろん，爾家とも〔亀e〕，〔4e〕である。⑦は，第1

世はすべてこの傾向があり，第2批では松浦家だけに聞かれる。③は，他の人

々には聞けなかった。

　以上を通観すると，第1世はほとんど壷井方言の特徴を保存しているのに対

して，第3世はそれをほとんど失っているということがわかる。家族によっ

て，編井色の失われる速度の速い遅いはある。概して小野田家が速く，松浦家

が遅い。

　倶知安一上野家の場合は次のようである。

　①第1世は／kwa／，／gwa／というモーラを持っている。これに対して，

第2世以下はこのモーラを持っていない。②「歯」を第1・2世は〔hai：〕と

言うのに対して，第3世は〔ha〕のようである。すべて，第3世だけが1モー

ラ名詞を持っている。③語中の〔d〕，〔9〕の入りわたりが鼻音化するのは，第
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1・2世だけである。第3世は鼻音化することはない。もっとも，第2世は多

少動揺している。「窓」，「釘」は，第1世〔一mando〕，〔一k田りgi〕，第2世

〔mando〕～〔mado〕，〔kuapgi〕～〔1〈ui　gi〕，第3世〔mado〕，〔kwgl〕のよう

になる。④3世代を通じて変わらない特徴としては，語頭の／e／が〔je〕と

発音される点と，たとえば，「孝行1，「牛乳」を〔ko：ko〕，〔9’jUl　i　”r　u：〕のよ

うに，全国共通語で3モーラ以上の語の語末長母音が短かくなる点とがあげら

れる。

　以上それぞれの場合を通じて言えることは，第3世になれば，第1世が持っ

ていた出身地の方言の発音的特徴は非常に薄くなるということである。第2世

はそれへの過程にあると書ってよかろう。もっとも，多少第1世寄りである。

4．　アクセントについて

　奨唄一橋本家では次のようである。

　第1世と第2世はまったく同じアクセントである。しかも，高知方言のアク

セント体系をそのまま保っている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　ヨ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○○○○　　友達

　　　　　ド　　　ミ
　　　　　○○　　郵
ド　　コ　　　　　　　　ド　　コ

○　戸　　○○　花
　　　　　　に　　コ
　　　　　○○　　爾

ド　　　　　　

○○○　　桜
ド　　コ

○○○　　鏡
ド　　コ

○○○　心
　ド　　　ま

○○○　薬
　ド　　　ユ

○○○　　兎

ド　　　　コ

○○○○　　金持
ド　　コ

○○○○　　からかさ
ド　　コ

○○○○　あいさつ
　ド　　コ

○○○○　紫
　ド　　つ

○○○○　　化物
　ド　　　　コ

○○○○　　小刀

　　　　　（2）
　2モーラ名詞の五つの類の歴史的統合も1／1・亜／W／Vのようで，高知：方

言と同様である。

　第3世は，4モーラ以上の語については型がほぼ一定しているが，2モーラ

以下の語は型が不定で，本人も高低配置の差を意識していない。すなわち，部

分的には無アクセント化していると見てさしつかえない。3モーラ藷について

も不安定である。たとえば，「花が～鼻が」，「橋が～箸が」は，臼によって時

によって，魎づ◎，○＠○のように発音し，しかも，働○○と○⑭○とを聞かせ

ても，どちらが「花が」か「橋が」かというようなことはわからない。4モー
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ラ語はこれが「紫」なら○⑳○○，「小刀」なら○⑳㊨⑳で安定している。

　池田一小野田家は，第1世の出身地が無アクセントの地帯であるので，第1

世にはもちろんアクセントがない。また，第2。3世にもアクセント意識はな

いようである。たとえば，3モーラ語では，現象的には，○㊥○が基調で，1

モーラ助詞がつくと，○⑳②○となるが，○㊥○○と○⑳⑱○とを発音してみ

ても，両者を聞き分けることはできな：い。

　倶知安一上野家では，第1・2世が

　　艦：雛讐二瀬墾｛護憲籠禦｛慧濾器

のような博学をはっきり持っていて，いつも変わらないのに対し，第3世は，

2圏聞いたところでは，次のようである。

　　　　　　界が　　花が　　箸が　　橋が　　飴が　　雨が　　粟が　　泡が

　　7“．lllil　（gpqA＠　op＠＠　＠ev　o　＠op＠　＠o＠　oo・　o　tw＠＠　（i）〈｝dy

　　ISI　2　ifli．1　＠．di　O　＠＆O　＠ge＠　＠＠O　OesO　＠＠tW　O（1）O　O＠O

　これからも，アクセント意識が薄れていることがうかがえる。一つの語に助

詞の「が」「の」rに」「も」などをつけて発音してもらうと，最初に，たとえ

ば○㊤○と発音すると，そのあとも続けてそう発音するし，何かの拍子で◎㊨

⑭に変わると，あとはまた続けてそう発音する，という状況である。

　以上を通してみると，アクセントは第3世になると無アクセントに近くな

る，ということができようg池f9で，第3批がアクセント意識のないことは，

その地域社会にも無アクセント化の傾向があることを示している。無アクセン

トの人でも，アクセントのある地方に移動したとき，その子や孫は，アクセン

トを獲得するに至る。しかし，この地方は，だれもいないところへ互にアクセ

ントの違う方欝の話し手が移｛主してきて混．儒したため，それらの方言が衝突し

て，無アクセントが生まれたのであろう。池田の第3世がアクセント意識を持

つに至らなかったのもそのせいかと思われる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　注

　（1）圏掃蕩語研究所の地方書語研究室が調査センターとなって，全麟の地方研究員

に依嘱して，昭湘32年度から8か年計画で始めた仕事で，全國の方言分布を知るのが属
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酌である。約300項臣を約2，4◎0地点で調べ，約300枚の書語地図を作る予定である。北

海道の講査で使った230語は，上の約300項欝のうちの第1次項N（初年度から調べてい

るもの）である。

　（2）　2モーラ名詞は，アクセントの変遷とか方雷の違いとかから見ると五つの類に

分かれる。それぞれを第1類，第厄類，第1甕類，第W類，第V類と言う。この五つの類

が，ある方欝では四つに統合され，別の方言では三つに統合され，さらに劉の方欝では

ニニつに統禽されるとい5ように，方書によって歴i史的統舎のしかたが違っている。高知

方欝は四つに統含される例である。それぞれの類に属する2モーラ名詞は，たとえば

軍顯語学辞典』の付録（994ページ）に嵩ている。
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3．北海道共通語の成立

　　　　　　　　　　一調査翌（3世調査）

§1　員　的

　調査1の結果，北海道第3世のことばは，第1世の鼠1身地がどこであろう

と，ほぼ共通であることが闘らかになった。しかし，それは，わずか数か所で

調べたことにすぎないQ調査1の結果がほかの土地でも当てはまるものかどう

か。北海道第3世をもっと多く調べてみなければならない。

　北海道第3世を多数，しかも能率よく得るためには都会地がいい。そこで，

札幌市と帯広市と釧路市とを選んだ。札幌は北海道全体の中心都市であって，

その言語的影響力も強い。帯広市は農村地帯の中心都市で，調査1の調査地と

も深い関係がある。釧路は，参考のために，海岸部から選んだ都市である。釧

路は海岸部に属するが，半島部にはないため，北海道共通語の影響を受けてい

ると見られた。

§2　実　施

　調査は，国立圏語研究所の分担者4人が担当した。調査に当たっては，市民

に1人ずつ面接して，調査票によって調査するという方法をとった。調査の月

L／1および被調査者の内訳は次のとおりである。なお，男0，女1などの，0，

1，2は生年をあらわす。大正14年以前生まれが0，昭秘1年以後生まれが

2，その中間が1である。

．躍塑調査・1馨直情｝男・勤男・｝二女・女喫陣
純幌h2月8日＿1。日

帯飾2脚一聯
釧　路112拷　16霞一18U
　　　l
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戸
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1　12　16
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3　13　17

2g　11　3
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3
3
3

5
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3

王
1
2

h
φ
6
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2
1
2

　　　　｝計　い6月53・・gl・・i185S　1・・

　なお，この調査では，3世の定義をゆるくして，両親のどちらかが北海道生

まれなら該豪者としたが，それでも，該当者を見つけることはやさしくなかっ

た。
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§3　結　果

　この調査では，被調査者を任意に選んだので，以下の数字は厳密にはその都

市の状況を示すとは言えない。また，それぞれの都市の男性なら男性だけの％

は，ある程度ある傾向を反映しているといえるかもしれない。しかし，男性の

％と女性の％を掬えたものを他の都市全体の％と比較することはしばしば危険

を伴うと思われる。このことを考慮しながら，以下の数字を見ていきたい。

1．　語藁について

　問ごとに，番号・質問文・共通藷。予想される北海道方言をこの願にあげ，

その次に結果を述べる。

101．物の値段をたずねるときには何と言いますか。「このまんじゅうはひと

　　つ……」，それから何と雷いますか。　　　　　　　　　　ik：ura・vnanbo

　ナンボという語を使うかどうかを調べるものである。調査地ごとに，男女別

に，ナンボを使う人の％を箪期すると次のようになる。

　ナ・ボi札幌絋鱗周　 札1晃だけがやや少ない・このよう

　　男　16g％　gl　g1　184　　に，札幌カミ比較的東北方言の色彩が薄
　　　　に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　女　i61　　69　71　i67　　いことは，この閥に限らず，しばしば

見られる。男性のほうが3箇所ともナンボを多く使う。なお，以上の数は，ナ

ンボを使うが，ほかにイクラなども使うと答えた老をも凹む。

102，これを何と雷いますか。この，物を見るものです。　　　me（・managu

　東北方言系のマナグが，どの程度北海道に行なわれているかを見ようとし

た。しかし，これは，わずかに釧路で男女ひとりずつから聞かれたに過ぎな

い。

103．まぶたのへりにぶつっとできる小さなできものです。何と言いますか。

　　うみを持って赤くはれると，むずむずしてかゆいものですが，間もなく直

　　りまづ〔o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　m◎110morai～n◎me

　これは，調査地によって差があるようである。被調査者の何％がノメやその

他の里誉形で反応しているかを示そう。

　北海道：方言としてノメを期待したが，意外に少なかった。ノメの三下の分布

地は，青森・岩手・福島県である。
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潔も蕩㌔・モ・イ・…レメi・…　ボ・　モノモライとい

　札幌　　83％　　10　　i4　　2　　2　　一　　う細岡共通語形は

　帯広　60　－unt　38　2　　2　　6　札幌に多く釧路に
鍛各い3－tnet　87“　一　2鋤く，．凶、

釧路に多く札幌に少ない◎帯広は，この項幾に関する限り，両都市の中闘刎，泡

位にある。このように，北海道のことばは決して単一一でなく，方言的差異が見

られる。なおメッパはこのように，北海道では割に有力であるが，内地では，

青森・秋田・新潟県などにわずかに分布するだけである。

ユ04．この指は何と晋いますか。　　　　　　　　　　kusuriyubixvbenisasi

　藪iヨ本的なべユサシは封鱗も聞けなかった。

105．梅干しの味はどんなだと言いますか。　　　　　　　　　suppai～sukai

　スカイなどの葉北方言形は，各調査地に，あってもひとりぐらいなものであ

る。スイという西i三｛本方需形は，帯広で男31％，女25％もあって，ここだけ特

異である。他では釧路の女性にひとりあっただけである。男女差・年齢差はあ

まりない。

106．漁の味はどんなだと言い服すか。　　　　　　　　　　karai～syoppai

　ショッパイが圧倒的である。

107．「あさって」の次の日のことは侮と掃いますか。　siasatte・N・yanoasatte

明畷；・iレアサ。テi・アサ。テiヤ・アサ。州ナ・サ。テ　なお洞一壷調
　　　　　　　　　ミ　　　　　　　　　　ミ　　　　　　　　　　　　　

　札幌1　23％　　　一　　　　63　　　　17　　　査者力弐たとえばシ

　考縞：　広　　　　　 42　　　　　　　　4

　釧　路　　　H，　　　　7

年齢0　　　一
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アサッテとヤノア

サッテの二つを答

えれば，それぞれ

の語に1名が反応

したとして計算し

たので，横に％を

湘えていくと，多くは100％を超えている。以下岡様である。

108．その次の田のことは何と言いますか。　　　　　yanoasatte～s玉asatte

　上の2問の結果では，シアサッテーヤノアサッテの順の東京式の柔いかたが

　　　　　　　　　　　　　　　　2フ
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　　男i・・　1・　5　4　46
　　女！43　2　4　343　　　　　5

い方が優勢である。しかし，このことが，北海道のなかの地域差を示すものか

どうかは，すぐには決められない。同じ調査地のなかでさえ，順の逆のものが

混在しているからである。むしろここでは，意味の違うシアサッテまたはやノ

アサッテが，同じ町に共存していることに注意したい。これが，北海道のこと

ばの一つの性格を面しているようにも思える。特に，閲108について無答（NR）

が非常に多いのも，このことと無関係ではあるまい。

　年齢的に見ると，年をとっているほうがヤノアサッテーシアサッテの順のほ

うに傾いているのは注目すべき点である。また，107について，ヤノアサッテ

かヤナアサッテかを比べると，高い年齢贋がヤナアサッテに傾いているのも

おもしろい。ピアサヅテが釧路に多いのは，おそらく地域的な特色であろう。

のちに，音声のところで述べる「ヒとシ」と比較せよ。なお，男女差では，

208のシアサッテが女性に多く，ピアサッテが男性に多いのが臼立つ。

109．爾と雪とがまじって降ってくる。何が降ると言いますか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　mlzoretvamayuki

　北海道力言といわれている，アマユキ・アメユキは，実数で次のように患て

いる。

みぞれiアー判・・董　これでは・錨にやや多い（舗で11

帯広に比較

的多い。帯

広以外で

は，関棄・

東北式のヤ

ノアサッテ

ーシアサッ

テの願の言

　　　ミ

鞭一入
釧eq　1　5
　　　t

いますか。

O
王
2

％）が，全体としてはとるに足りないく

らいである。

110．「手に手袋を・

28

・・… vそれから何と言
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墾を二1魚沼．丁年i・冷・・齢鱗・男女　ノ”／のほう

　・・ク92％9・95i67　87　95　9。96が圧倒的に多
一…212・一・5i172・172・18　V・．・の　三

道方言は，むしろ年齢が若くなるにつれて多くなっている点が注欝される。だ

んだん広がりつつある方言であろう。

111．冬の寒いときに石炭やまきをたく，暖房のための道具を何と言いますか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sat6bu・vsutohtt

　ストーブとストフを合わせて数えると，札幌3人，帯広5人，釧路7入とな

る。これを年齢牙Uに％で嵩ずと，年齢0は50％，年齢1は5％，年齢2はg％

となる。年齢2と年齢1とは大差ないと認めるならば，大正14年以箭に生まれ

たものにストーブ。スFフが多くあらわれると言えそうである。

112．ストーーブの火をかきまぜる棒，先の曲がった鉄の棒のことを何と欝いま

　　すか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　hikak圭b念～derekki

　デレッキがほとんどであって聞題ない。ただ，デレキとなる場合には地域差

があるようで，札幌で6％，帯広で6％，釧路で30％（男24％，女37％）とな

る。これでみると，釧路方言と言えそうである。そのほかに，デデッキ，デ

ルッキ，デルキ，デyッキ，デリキ，カンユなどの形がある。

且3．かまどでたきぎ（まき）をたいたあとに残る白いもの，あれのことを何と

　　言いまつ朧かO　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　hai（ノaku

　ハイとアクについて％を出してみると次のようになる。なお，石炭をたいた

灰
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釧　路
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あとに残るものについても結果が

出ているので，これも合わせてあ

げる。～ハイ，ハイ～のように上

や下にハイのつくものは省いた。

　この結果によると，札幌では，

たきぎをハイ，石炭をアクと言っ

て，爾巻を区乱する。帯広ではた

きぎについてもt’石炭について

も，ハイを使う人の翻合とアクを



使う人の割合との間に差がない。釧路では，たきぎについては整がないが，石

炭についてはアクのほうが圧倒的に多い。

　このことを励の面から明らかにしてみよう。たきぎの灰と石炭の灰とをこと

ばで区別するかどうかという観点から整理してみると，次のようである。たき

ぎ～石炭の順に％で示すと，札幌ではアク～ハ〈が2％，ハイ～アクが46％。

帯広でアク～ハイが21％，ハイNアクが15％である。釧路でアク～ハイが2

％，ハイ～アクが30％であった。帯広は，アクとハイの区：別が他に比べてはっ

きりしていないと言える。

　年齢0，つまり比較的年とった人が，昭和生まれの人に比べて区回すること

が少なく，男性が女性よりも区別することが少ないのも臼立つ特色である。

114．「かんらん」と言うのですか，大きな葉が巻いて玉になる野菜を何と言い

　　まつ一か。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　kyabeturvkaibetu

　カ〈ベツの％を出すと次のようである。札幌13，帯広35，釧路36。年齢0

67，年齢153，年齢219。男37，女15。札幌は，他に比べて北海道方雷的色

彩が薄くなっている。若い者ほどカイベツがなくなり，男性のほうにカイベツ

が多く残っている。この傾向は，他の多くの語に見られる傾向と同じである。

115．魚の名まえ。秋になると，海から川に上がってくる大きな魚。北海道の

　　名産です。何と需いますか。　　　　　　　　　　　　　　sake～akiazi

　アキアジが圧倒的である。アキアジと言わない人の％をあげると，札幌25，

帯広4，釧路7となる。札幌は，ここでも北海道方醤の色彩が薄いことを見せ

ている。年齢別に見ると，これら，アキアジと言わない人はすべて年齢2，す

なわち最も若い層である。なお，男！0，女15。

ユユ6．×のしるしのことを何と言いますか。　　　　　　　　batu～kakeτu

　カケルを予想していたのであるが，カケジルシを含めて，実数で，札幌1，

帯広5しかなかった。圧倒的に多いのはバッテンである。

117．荷物などを二二させるために持ち上げることを，ふつう何と言いますか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　motiagerutvtanagu　．　tagaku

　タナク・タナグ・タガクなどは次のようにあらわれている。

　次の表からわかることは，まず，釧路でタナク・タナグ・タガクが多く使わ
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膨

腿〆．翌之漁だ⊥．窯ガ・．i萱L．縦いることである・

　　札翻・％　・　131．・・　また・御ところでは
　　帯広i・　・　！・i19　タガクのほうがむし
　　釧酬．39一　19．，　一．19一．…し碧．…、ろ麟であるのに対し

驚：1副ll一（・釧路ではタナ・の
　　年齢2　　　19　　　　5　　　io　i　34　　　ほうが優勢であること

　　婁■l　l鷺i勇　翼議胤趨
調査者が2っ以上答えることはない。これも特色である。

　これらの語形にはすべて東北方書の色彩があるにもかかわらず，眠いほうに

だんだん多くなっているのも注臼される。なお，男性はタガクに傾き，女性は

比較的タナクに傾くというのもおもしろい。いずれも，これが偶然によるのか

どうかは，別にサンプリングによる調査をしてみないとわからない。

U8．荷物が重いから，酒屡にちょっと「あずかってこよう」というように，

　　「あずかる」ということばを使いますか。

　「使う」という答の％をあげると，札幌67，帯広73，釧路79となる。年齢0

83，年齢176，年齢272。男78，女67。年齢の若いほうが使うことが少ないと

いう傾向が見られる。地域別にも，札幌・帯広・釧路の順に「使う」が多くな

るが，これは他の多くの項鶏にも見られる傾向である。

！19．「こわい」ということばを疲れた，くたびれた，という意味に使います

　　か。重い荷物を背負って歩いたので「こわい」というふうに。

120．「あかい」ということばを，明るいことを表わすときに使いますか。ろう

　　そくより電灯の方が「あかい」というふうに。

　119は全員が「使う」であり，120は全員が「使わない」であった。すなわ

ち，すべて，関西的ではないと書えるようである。

　以上を通観すれば，全体に東北的色彩が見られ，そのうちでも，札幌は比較

的希薄であるのに対して，釧路はかなり濃厚であると言うことができる。すな

わち，語の面でも，北海道共通語というまったく等質なものが全土をおおって

いるのではなく，地域により多少の差が見られるということである。年齢別に
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，

見たときには，だんだん失われていく方言形と，勢力を得つつある方言形との

2種類があるようである。なお，この点については，調査璽で詳しく調べるこ

とにしよう。

2．　文法について

　動詞では，「書く」「起きる」「来る」「する」の4語について，若干の活用形

およびそれに続く助詞・助動詞を調べた。

　まず，r否定形」をめぐって，書カン式の「ン」がどのくらいあらわれたかを’

％で示してみよう。

．薦形の譲・睡・1来るけ・　季し瞭は蜘’が・僚は

幌
広
路

L
卜
．
」
睦

番
舷
竹
鍔
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年齢王
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これが語によってある程度聞

かれる。しかし，現実の北海

道の識語としては，この数字

よりもっと多く行なわれてい

るのではないかと考えられ

る。調査という場面なので，

多少改まったかと思われる。

今後調査すべき点であろう。性別では「書く」を除いてすべて男性のほうが多

い。なお，「来ない」をキナイというのは，札幌の年齢2の男にひとりだけあ

った。

　「意志形」に「べ」を使うものの％を出すと，次のとおりである。

悪形の早く障司来るiす・謡こよ・て・あらわれかたに
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帯　依

釧　路

男
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　　　　　1

つたのは釧路に比較的多く，他の語形をも書うものを含めて，
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それほどの差がないようであ

る。性別では，ほとんど男だけ

にあらわれる。年齢的に一定の

傾向は出ていない。「べ」は，

まず北海道共通語の男性語と見

てよさそうである。

　スルベーでなくシルベーと言

　　　　　　　8％であった。



あとは帯広で2％あっただけである。シルベー・・　｝＊東北的なのであろうか。

　次に，「仮定形」にrダラ」を使って，「書くなら」をr畿：クダラ」のように

言う者の％をあげてみよう。

璽劉書・腫・1来るヒ・語1こは縣なくすこぶる繋
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している。地域的には，札幌で

少なく，釧路で多い。帯広はそ

の中閥であって，やや釧路寄り

である。この傾向は，他のいく

つかの項饅と共通である。性鋼

では・男のほうが・わずかなが

ら，この形を多く使う傾向があ

るようである。年齢男巧に見ると，各年齢麿ともそれぞれに安定しているが，な

ぜ年齢1，つ玄り年齢的に中間の層が方言的でないかの説明はこれだけではっ

けられな1い。

　「命令形」では，r起きる」に対する「オキレ」，「する4に対する「スレjrシ

レ」が問題になろう。「書く」「来る」については共通語形が圧倒的であるので

問題はない。問題点だけを％で示そう。

航桝搬1畑…轡嘆は魅∴レ・i・・雲鳥（・・だけ・

繧Bi％，l　ili　lllゴ剛’鬼．…B［：；

釧路　82　15　（。）　157　33　74　10　（○）

年齢0　100　1フ　（O）　i50　33　67　33　（17）
年齢1　86　21　（3）　｝4731　6・　1・　（・）
年齢27・9　（・）｛．．・8．鰻＿璽＿－＿蔓．．．一

　　．Y｝i　1　g7　i7　（3）　11　62　54　87　15　（！）

　女｝52　6　（・）i2813・3　・（・）
　「オ・キレ」「スレjrシレ1などがEE｛5ij的多数形であり，まずはこれらを北海

道共通語形と断じていいようである。「スレ」＋「シレ」が，左の「スレ」「シレ」

の舎計と一致しないのは，両方欝う人があるからである。

　共通語形の「オキ円「シロ」はどちらも非常に少ない。しかも，これらの

　　　　　　　　　　　　　　　　　33



人は，「オキレ」などといっしょに：二つ以上答えている者が多い。「オキロ」ま

たは「シロ」だけを答えたという者は（）の中に示すように，きわめてわず

かである。この共通語形を使う者は，若い人ほど少なくなるのは注鼠すべきで

あろう。「オキレ」などの力の強さを知ることができる。

　「スレ」と「シレ」とでは，札幌・釧路では「スレ」が多く，帯広では「シ

レ」の方が多い。これが地域差を反映しているものかどうかは，これだけでは

判断できない。

　「仮定形」では，「来る」における「コイバ」窪たは「コエバ」が問題にな

る。こ．れは次のようにあらわれる。

．．網喉．三モ■煮二1．．．これ疎拗撚綱である毛こもかかわ

　　札幌i　10％　　14　　　らず・釧路の率が帯広よりも少ないのが注

　　帯広i・。　・5　意を引く・なお・この場合・・エバと・イ
　剣劉　　路　　1　　　34　　　　　　　2Q

　　　　　　　　　　　　　　　バの爾方を答えた人はいない。「コェバ」
　　年齢0　　　　0　　　　50
　　　　　　　　　　　　　　　が若い人のほうに多く，「コイバ」は年の
　　碩三二冷1　　　　　　18　　　　　　　23

　　年齢2　　32　　　玉6　　　多い人のほうに多いのは偶然ではないよう

　　男　　　29　　　26　　．に思われる。

　　女　　，　27　　　10　　　　rする」における「セバ」は，「コエバ」

などから考えられるほどは多くない。札幌・帯広それぞれにひとり，釧路にふ

たりだけであって，聞題とするに足りない。

　形容詞・形容動詞で問題になるのは，「仮定形」である。東北的な「ダラ」と

いう語尾を使うかどうかである。「ダラ」を使う人の％を示すと次のとおりで

　　㌘隔い問い［元蹴ある・
　　札幌1’1、％1，　18t’t’tt「ダラ」カ㍉やはり・他の嘲胴
　　窄｛S：　広　　　　　　35　　　　　42　　　　　34

　　£Jll　路　　　　　56　　　　　50　　　　　66
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じように，札幌で少なく，釧路で多く

なっている。年齢別には一定の傾向は

ないようである。勇女差で臼立つの

は，形容詞では男に「ダラ」が多し・の

に，形容動詞では両：方が同じとなって

いることである。形容動詞には「元気

34



だ」という共通諮形があるので，「ゲンキダラ」という方言形があまり方言形

として意識されないからではなかろうか。これによって見ると，女性にも形容

詞で「ダラ」を使う素地はじゅうぶんにあるようである。

　さらに，形容詞には「タカイバ」「アタラシ（一）バ」という方欝形もある。

この％を醒してみよう。

　　　，・縁ヵイ・・アタラシー・・　やはりこli，・k釧路にいちばん多儲て

　　札幌i　4％　　　4　　　いる。年齢では・若いほうにこの傾向が

　　帯広i・　・　強い議しく勤鵬。て広がろうとし
　　銑嘲い6＿｝＿1．5．．…．．＿ているものか。

　　年齢O　　　O　　　　　O
　　　　　　　　　　　　　　　　　以上，：文法についての結：果を通観する
　　年齢1　　　5　　　　　3

　　年齢2　　12　　　　9　　　と，語と同様，釧路が最も東北的で，札

　　　男　　　10　　　　5　　　幌が最も東北l／i（」でないと欝えそうであ

　　　．女　　　　10　　　　　9
　　　　　　　　　　　　　　　　る。語については，新しい方欝形が広が

りつつある現象はどこにも見られるもので，珍しくはないが，文法についても

この現象が割に有力に見られるのは，北海道方言の一一特色ではないかと思う。

3．　膏声について

　ここでも，問ごとにその結果を述べる。

1）　イとエとの区：別があるか。

　「慰」という語と「駅」という語で聞いている。結果は，釧賂で区別をして

いない岩が5％（3人）あった。区別はしているものの，「駅」の〔e〕が非常

に狭い者が，釧路でそのほかに5人，帯広で1人あった。

2）　スとシとの区：崩があるか。

3）　ツとチとの区鴉があるか。

4）　ズとジとの区騎があるか。

　2）はr煤」と「寿司」，3）は「月」と「土」，4）は「知事」と「地図」で

聞いている。すべて，区：別はする。ただ，「土」のチがキとなる個人が札幌で

ひとりいた。

5）　語中の力行子音は有声化するか。

　「茎」と「釘」との区励で聞いている。有声化するものは札幌でひとりだけ

　　　　　　　　　　　　　　　　3ro



であった。

6）語中のタ行子音は有声化するか。

　「的」とr窓」との区別で聞いている。三門はあるものの，ド的」のタ行子音

がわずかに有声化して〔t〕となった者が釧路にふたりあった。
　　　　　　　　　　v
7）　母音は無声化するか。

　「北」とrm」との，第1母音が無声化するかどうかを聞いた。無声化しな

い発音は，札幌だけで聞かれた。「北」で12％，自コ」で17％あった。帯広・釧

路では，全員が無声化する。

8）　ウの母音は丸いか平たいか。

　「兎」と「歌」という語で聞いた。結果を，まるくちの〔U〕を出した人を％

で幽すと，札幌6，帯広10，釧路13（ただし，「歌」では15）である。〔ur〕，

〔u）の閲をゆれているものが，釧路にひとりいるQ

9）　語中のガ行子音は鼻音化するか。

　r中学」，r道具」におけるガ行子音と語頭のガ行子音とを区別するものの％

は次のとおりである。

ガ御碗蝉」陣具」瞬とも剛　釧路が非常に多いのは・やはり

　　札幌135％　　3フ　　　25　　　葉北方言的な性格を反映している

　　帯広　　38　　46　　　36　　　ものと思われる。年齢別では，年
　　金贋　　路　　　　　82　　　　　84　　　　　　　　77
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　　男　　　50　　53　　　　41

　　女　158　63　　51
反映するものと言えるかどうか疑わしい。この特徴はまた東京語の特徴でもあ

り，女性のほうが，一般に，東京語的と考えられるからである。こころみに，

東北方言色の強い釧路を除いて，札幌・帯広について両語ともに区溺するもの

を男女甥に％の計算をすると，男21，女27となって，やはり女のほうが多い。

10）　ヒをシと発音するか。

　「火箸」と「膝」とで質問した。共通語のヒに当たる子音を〔∫），または〔の
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齢0に属する人数が少ないせい

か，年齢による傾向は特捌に出て

いない。努女溺では，女に区別す

る者の多いことが注目される◎し

かし，これが東北方欝的な性格を



と〔∫〕との中間で発音したものの％は，次のとおりである。

・と淑箸レ漆　このほかに・三星各で「嬬」について150／o，

、血腫麟　。　「膝」について8％が・〔gi〕〔Si〕を旧して動揺
　一1臼・　　　　　　　1

’1｝jP広14　　s
鐸【i　路　　1　　21　　　　　20

年齢。｝o　　O
年齢1｝6　2
向三二冷2　 i　3！　　　　25

　男　　　12　　／2

　女　　　16　　　7

している。札幌・帯広にはこれがないから，も

しこれを加えると，釧路では，粗画この傾向が

他の2都市に比べて強い，ということが言える

であろう。これも東北方言的な特徴と関係があ

る。年齢鋼で見ると，ヒとシとの混隅はだんだ

ん広まっているようであるが，さらに今後の調

査で確かめる必要がある。性霊については語によって傾向が逆なので，これだ

けでは何とも雷えない。

11）　シュ，ジュはどう発皆されるか。

　「乎術」・「主人」が調査語である。結果は次のとおりである。

．ご☆．ジ∫ll璽磐諭．畳」L鮨飯聖」～貌旋至．

　　　　
札幌155％38

纏窪轡 6
2
2

4
2
2

29　23　37
35　35　27
25　52　18

6
0
2

年齢0

年齢1

年齢2

67　33　0
52　39　3
59　34　4
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玉O
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63　O　17
29　26　39
27　lxl　21

0
3
3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

　　男　i5339　414i29　3233　2
　　女｝・・3・3i・い・・615　4
　「主人」の場合，札幌でシという発音が多い。しかし，「手術」のシは帯広で多

い。「手術」のジはまた札幌で多い。釧路ではシも少ないし，ジも少ない。し

かし，その釧路で，シュから想像されるようには，ジュが多くなく，むしろズ

が最大多数形となっている。これらが，地域的な差を反映しているのかどうか

は，にわかには決められないと思う。

　一般に，札幌・帯広・釧路の順1こ棄北方三色が深まるが，ズとジとについ

て，この順にズがふえ，逆にジはこの順に減っているのは偶然であろうか◎ま

た，ズは女性に多く，ジは男性に多いが，これが何を意味するか，これだけで
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　は，はっきりしない。

　　以上，音声を通じて見たとき，東北方欝的な色彩はやはり釧路に最も濃いよ

　うであるが，語・文法に比べたとき，その色彩はずっと薄れてくる。帯広は，

語・文法では，札幌と釧路との中閥的な性格がよくあらわれていたのである

　が，音声では，その傾向はいささかはあるものの，ごくわずかである。

　　東北方言で区励がないと言われる，シ・ス，チ・ツの区別は割にはっきりし

　ている。つまり，北海遂共通語は，他の点では糧轟東北方言的なものを有して

　いるが，音声的には，葉呈色から遠ざか・Lt＞て洗練されている，と言うことがで

　きよう。ただし，これは札幌・帯広・釧星各という，比較的大きい都会における

　調査（調査Jl］）での結果である。もっと小さな都甫，あるいは農村ではどのよ

　うになっているのか，それぞれの調査のところで述べることにする。

　4．　アクセントについて

　　この調査では，4モーラ以下の名詞のアクセントについて調査した。

　　まず，阿音の2モーラ名詞について比較したものを集計してみよう。調査語

　は次の6組である。

’　鼻と（1類）～花と（】IBggi．），飴と（1類）～雨と（V類），橋と（江類）～

　箸と（W類），紙と（1瀕）～髪と（到1類），泡と（1匪類）～粟と（IV類），跳＿

　（璽類）～蜘蛛と（V類）。

　　このうち，「紙と～髪と」，「雲と～蜘蛛と」は，東京ではアクセントがまつ

　たく同じであるから，洌に集計することにする。

　　アクセントで区湖する　（たとえば，「花と」が，○⑪○，　「鼻と」が○⑭⑫

　（◎㊤⑪）であるということで区別する）！組に○，アクセントの型を1語が2

　　札幌　　　　　　　　　　　　っ以上持つということで区：軽しうる（たと

　　論・同・同・1計えば，「IE2」が幡・，・羅」が・＠・

　　　。1人・・2｛・　とともに，○騰をも持つので，その訪

　　　rlsi3i　lio
　　　2632　ill観れ駆肌てV’ることになる）1緯

　　　えll∴　旦一含寒∴蒲諸農搬IP
　　詑・・13♂♂…「・2人数、の稲関麺作る、次の、おりであ
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揺がはなはだしい，と雷うことができよう。アクセンyを2っ以上持つ語をエ

驚法脹1鵬∴÷満願馨灘麓折

雛ll贈1　　に1紘85％・釧1路75
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　　　　％である。

　アクセントが動揺していることを示す△は省いて，何組アクセントで区別し

ているか，その平均を零してみよう。サンプルではないから，平均や分散はた

いした意味を持たないかもしれないが，参考のために漉してみた。なお，△が

多い札幌は雀くのが適轟であろう。

　　　　　　平均分散　　　この結果によると・帯広と釧路との闘に

　．冨…函　……1渇慈F｛1玉蒼一　は，儒頼度95％で，釧路のほうが有意差をも

　　釧路］2・4　　1・　22　　って，アクセントで区溺することが多いと欝

える。とは言っても，釧路でも，それほどはっきり区別をする，というわけで

もない。アクセントに型の区鯛のある内地の一頭に比べたら，区別がそれほど

はっきりしていない，と雷うべきであろう。しかし，○も△も0だった者，っ
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i16　2　i　il　g
2i圭65圭　　　22
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4i4　1　4
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る。

　たとえば，○が0イ醤（0組），△が0糸旦

（アクセント区別なし）の人は，札幌1人，

帯広9人，釧路3入であることを示す。こ

れを見ると，札幌では比較的△が多い（つ

まり1語にいくつかのアクセントの型を持

つ）ということがわかる。調査方法に精粗

の差はないはずであるから，このことは非

常に特徴的と君えるであろう。ここで，2

つ以上のアクセントを持った語数がどのく

らいあったかを12幽の調査語について数え

ると次のようである。

　2つ以上のアクセントを持つものは，雷

わば動揺しているのである。札幌が最も動



まり，まったく区：別しない人の数も札幌1入（2％），帯広9人（19％），釧路

3人（5％）であって，「無アクセント」の地方ほどアクセントの区別があい

まいなわけでもない。以上から考えて，型の一男i］はそれほどはっきりしていな

い，と言うことはできるであろう。

　「紙と～髪と」，「雲と～蜘蛛と」は，東京では前に述べたように，これらを

アクセントでは区別しない。これらについての結果をまとめると，次のとおり

である。r区別なし」を×であらわす。

弛織豊土熱胞、陰欝鵬1蓄
　　札幌138％27　35　21　8　アi
　　帯広i…　　711728・地でだいたい同じである

．釧1魁・・＿L311．212・7が，「紙と～髪と」のほう
歪罫欝令0　　　　　50　　　　1フ

年爵令1　　　　50　　　13

年齢2　　42　　n

33

37

婆7

33　O　67
11　8　81
22　3　75

　　男｝・ラ國1…46i・ア5・8
　　女t・・18・・1・・175
（×）のほうが多く，釧路では「区別する」（○）のほうが多い。年齢溺・性別

には傾向らしいものは見られない。

　下京で区別する他の4組でどうなっているかを見るために，○と×とについ

て集計してみよう。

㌘逆L盤で1鰭…．i．一讐璽とビ三型⊥磐二撃…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1’”比類

帯勾
．剣…剃

460／o　29

56　44
52　39

52　31

50　50
70　26

は△の多い札幌はともか

く，帯広と釧路との問にも

相当の違いがある。すなわ

ち，帯広では「区別なし」

年齢0
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年齢2
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　　男　i5338　i　553916429　　1974
　　女1・936｝6328　8113　2569
　「泡と～粟と」で○が少ないのは，これがあまり使われない語，特に「粟」と

いう語を含んでいるからであろう。「橋と～箸と」はどこでも，いちばん区溺
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するものが多い。しかし，これはいわば知識として習得したからではなかろう

か。他の組でも，知識の反映と見られる例が調査中に多く聞けたのである。知

識があれば，それをアクセントに反映させることができる人が半数以上あるの

は，薄れているとは言っても，アクセント観念がやはりあることを示している

と思う。

　さて，「紙と～髪と」の○は，「泡とN粟と」を除いた他の3品目○と比較す

ると，まず少ないと言える（釧路の「鼻と～花と」は例外）。すなわち，東京

方奮における紙・髪の「区溺なし」を多少反映しているのかとも考えられる。

　年齢別に見たとき，「橋と～箸と」のような知識を反映するものを除くと，

若い人ほど○が少なく，×が多くなっている傾向がうかがわれる。北海道方言

のアクセントが無アクセントに向かいつつあることを，示すのであろう。

　なお，参考のために1モーラ名詞について区別があるかないかの観点からま

とめたものを次にかかげよう。

　取り上げた調査諮は「柄と（1類）～絵と（罫1類）」，「iヨと（1｛類）～火と

（頂類）」である。

・・…鼕jG1娼5日∵（と1、　腿もFH’k
札幌
帯　広

釧　路

年齢○

年齢1

年齢2

　男

　女

6396　　玉0　　　　27

46　O　54
77　8　i5

67　17　17
73　5　22
60　6　34

65　4　31
61　9　30

46　｝9　35
33　13　54
44　10　tl　6

so　e　so
47　H　42
39　16　45

38　15　47
46　12　42

～火と」のほうが，

○が少ないことが

共通している。こ

れはどういうわけ

であろうか。釧路

で最もよく区乱し

ており，帯広が最

も区溺があいまいになっている。札幌はこの中間にある。この傾向は，前に述

べたところでも大体あらわれていたことである。また○の率にも，1モーラ名

詞と2モーラ名詞とで，そう大きな差はないようである。すなわち，2モ・一一ラ

以下の名詞が不安定である，という，調査1で得た結論は，大体ここでもあて

はまると思う。

　年齢的に見ると，若いほうに区：別しない傾向がわずかだが見えるようで，こ
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れも2モーラ名詞について述べたこととだいたい一致している。

§4　まとめ

　以上，調査flによって，都市部における第3世の言語の状態が明らかになっ

た。北海道方言も決して単一なものではなくて，地域差が椙当認められる，と

いうことも明らかとなった。この点については，なお全道的に調査する必要を

感じ，のちに調査Vを計画した。

　なお，同世代であっても，年齢の差によって，言謡の状態，あるいは共通語

化の程度が違うのではないかと考えられる。この点に焦点を置いて調査したの

が，つぎに述べる調査濃である。

　また，集団移住地，すなわち，今なお集団移住者の子孫が注民の大多数を占

める地域社会の第3世は，混住地の第3世とどのように違うか，どんな点に故

地の雷語を残しているか，などについても，ある程度の数について調査する必

要を感じた。そして計ilしたのが，調査Wである。
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4．世代の違いと年齢の違い

　　　　　　　　　　　　　一調査ll｛（富良野調査）

§1　目的

　この調…擬は，年齢層と世代のどちらが共通語化の要因としてきいているかを

知ることを主目的とした。すなわち，調査1によって，第1世から第2世，さ

らに第2世から第3世へ移るに従って共通語化が進むことが明らかとなったの

で，つぎに嗣じ世代にあっても，年齢が違えば共通誘化の程度が違うかどう

か，違うとすれば，年齢の差と世代の差のどちらが共通語化の要困としていっ

そうっよく働くかを知ろうとしたのである。

　言うまでもないが，第2世および第3世の言語の実態を把握することも欝的

とした。特に第3世のそれは，調査夏と比較すれば，調査地による差を見る資

料となる。

§2実施

　以上の｝舞的を達成するためには，調査地として，次のような条件にかなった

ところを選ぶのが適当である。すなわち，

①北海道の内陸部の農業地帯にあること。これは調奮1の結果と関う璽させる

　うえでも：重要である。

②　ある程度植民の歴史が古いこと。

③　人口動態のあまり激しくないこと。以上②，③は，被調査者，特に第3世

　の被調査者をたやすく得るためである。

④差を数量的に見るために，被調査者を多く得られるところ。すなわち，少

　なくとも総人口2万程度の町であること。

⑤　多くの町民に協力してもらえそうなところ。まず町当局の強力な援助が期

　待できるところでなければならなv・。’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソラ　チ　以上のような条件を備えたところとしてあがった候補地のうちから，空知郡

フラノチヨにカミカワ
窟良野町（YII支庁）を調査地として選んだ。警良野町は，人口　28，　747人（昭

1’R33年）で，明治30年に初めて植民のあったところである。位置は，経緯度で
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いえば，北海道のほぼ中央になる。

　調査は次のような段取りで行なった。昭和34年8月4H。調査費用の点を考

慮し，町励人口表によって，被調査者となる15歳以上の人口が約1：万人になるよ

うに，町内のある区域を指定した。また調査票などの関係書類を配布する準備

をした。8月5，6fi。その1万人に，国立圏語研究所第1研究部長名および

町長名の依紅熱を添えて，r社会調査票」を醜つた。各町内にいる町の嘱託員

に一括して概数を配布し，嘱託員から，該妾する15歳以上の男女に配る，とい

う方法をとった。8月7～10臼。嘱託員が各戸から調査票を集め，調i査本部に

鰯けた。8月8～13費1。集まった調査票を整理集計した。作業には北海道立富

良野高等学校の生徒の協力を受けた。8月13　U。整理した調査票によって，面

接至適の被調査者を200人選び出し，この被調査者に，国立国語研究所第1研

究藩1長名の，訪問予定Elを記入した依頼状を郵送した。8月14～21臨研究所

側の調査員は，この闘に「言語調査票」によって200人について面接調査を行

なった。同時に「社会調査票」によって得られた3世代そろった家族について

北海道側の調査員が面接調査を行なった。

　醜布した「社会調査票」は，本人についてたずねる部分と，家族についてた

ずねる部分とに分かれている。本人については，民名・性別・生年。現住所・

出生地・居住経歴・学歴について記入を求めた。家族については，父親・母

親・父方の無謬・父方の組母・母方の祖父・母方の祖母について，次のような

形で記入を求めた。なお，この「社会調査票」のねらいは，主として，本人が

北海道何世であるかを知ることにある。以下に示すのは父親の場含であるが，

母親以下についても問じ形で記入を求めた。
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　「社会調査票」の回収情況を簡単に表示すれば次のようである。この種の調

査の回収率としてはいいほうである。
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市街地

郊　外

配布数　　闘収数　　同収率

6，　108入　4，298人　フ0．4％

5，317　4，165　78．3
　　5／，”’i・ir－i”umT，’」，一2M，　un－abghrmrmn，　i

世・第3世とする），年齢（10代・30代を中・む・とする），性，

郊外か）などである。200人の内訳は次のようである6

　0世代・年齢

　　IO代第2世　50人　　30代第2世　50人　【第2世　100人
　　10f’kng　3世　　50　　　　　3G首覧こ第3－1嚢：　50　　　　　　第3－L111：　　i　oO

　回収された調査票によって，次

の条件を舶味して，面接調査の被

調査老200入を選んだ。すなわち，

第出世か（できるだけ純粋の鎗2

居住地（市街地か

　　玉○代　　IGO　30代　　1CO　i計　200

　0娃　男　100　　0艦住地　市街地　114

　　　　女IGO　　　郊外86
　このほか，選択に当たっては考慮しなかったが学歴・職業などについては次

のようになっている。

○学歴

　小学校卒（小と略す）　　　　　　　2！

　高小・新中卒（中）　　　　　　　　82

　旧中・薪高卒（高）　　　　　　　　84

　旧高・新大卒（大）　　　　　　　　12

　不明　　　　　　　　　　　　　　　　1

0居住経歴

　富良野町以外で2年以上住んデここと

　　カミ）な：し、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　169

　北海道以外に2年以上住んだことが

　　ない　　　　　　　　　　　　　　　29

　北海道以外に2年～9年間住んだ　　2

§3結果

肇．　蛙会調査の結果

○職業

　事務的俸給生濃墨・自由業・公務員

商業酌事業主

商業的労務春（商庸員など）

工員・運転手・鉄道員

その他の労務者・日雇

襲業

学生

主婦

なし

5
0
3
7
4
6
6
5
4

3
ま
圭
2
　
　
5
2
2

　回収した社会調査票を集計したものは，付表2にまとめてあげる。これらの

表は，薩：接ことばには関係しないことであるが，一一meにこのような農村を乱暴

に持つ都市（および住民）がどのような構造を持っているかを知ることは，言

語の変化の解釈にも役立つであろう。なお，集計対象は，回収数から，対象外
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（14歳以下），年齢や性別の不明な者などを除いた，8，337である。

　調査地区は富良野町のうち，次の区域である。

a．　1区～6区，鉄道区，製綿弓区。

b．学田，北・上・中・下・爾御料，上・中・下5区，藪・南・北下由，爾・北大沼，

　東・西鳥山，清水山，富沢，沼内。

　aは市街地。以下の集計では，必要に応じてはr町」と略記する。bは農林

的地域。置iじく「村」と略記する。

　集計表から読み取れることで，ことばにやや関係のあることについて説明し

よう。

　まず，出生地別に分けると，下の表のように，年齢の高くなるにつれて，窟

良野町で生まれた人が少なくなり，北海道以外で生まれた人が多くなる。窟良

野町以外の北海道で生まれた人はその中間である。この程度の規模と古さとを

持つ地点での住民構成は大体このようなものであろう。

王200－

leoo

800

600

4ee

200

　　　　　　　　　　　　　　　　　φ一富良賢町で生まれた人

　　　　　　A、　　　　　　　　　　ひ一…噌北海道（富良野町以外）で
　　　　／　　　＼、　　　　　　　　　　生まれた人
　　／　　＼　　一一綱重以外・生・れた人
　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

！！ @　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 こン阜一一一一一一一一一＿臓＿

！　　　　　　　　　　．／＼　　　　＼．
　　　　　　　　　」4ド　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　，＼
　　　　　　　　，’ρρ　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　噺
　　　ノ◎鱒一一嶋一一一吻ρρ’　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　ξ嘱
　　，’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　，”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

，”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
◎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　、、、　　　　　　噛嵐．．．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ◎鴨一一唖　　　　　　1－甲軸辱

15一一19　20一一29　30L3g　40一一4g　50：一sg　60一一6g　70：一一79　80　L89　90L

　出身県別に見て，多いのは，宮城県167，青森県163，富山県157，秋田県137，

福島県133，山形県114で，少ないのは，高知県・長崎県・宮崎県各2，鹿児島

県・島根県各3，千葉県・京都府各4である。ひとりもいない府県はない。な

お，中部473のうち，北陸3県で256を占めている。

　父親の出身県溺に見た場合は，多いのは，富山県491，富城県280，青森県

256，福島県230，少ないのは，長崎県・宮崎県各2，神奈川県・大阪府各3で

ある。母親の方は，多いのは，富山県361，宮城県260，福島県222，青森県209，
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少ないのは，長崎県・宮崎県・鹿児島漿各1，神奈川｝・島根県各2である。

ともに，ひとりもいない府県は一つもない。

　本人の出身地に比べて，中部（すなわち北陸）の比重が大きくなっているこ

とが注目される。本人の場合でも，中部は高年齢のところが多かった。富良野

の植書史では，まず，北陸からの移住が多く，ついで棄北からの移倥が多くな

ったことがうかがわれ、る。

　次に，父方の祖父の出身地を見ると，少ないのは関東各都堅である。多いの

は憲山県161，福井県80，新潟県53，鳥取県49，徳島県48などである。注意す

べきことは，鳥取・徳島両脚が本人および父親ではそれほど図立たないのに，

祖父のところで多いことである。この両県の露良野への植民の古さを物語る。

しかし，後続する者は少なかったわけである。

　父系3世代を合わせたところでは，出身者の多い県は順に霞山県809，営城

県491，青森県446，福島県393，秋田県339，新潟県330となり，逆に少ない県

は，窟崎県・長崎県各4，鹿児島県9，神奈川県11，千葉県。島隠果各12とな

っている。

　以上のような幽生地調査によって，本人が北海道何世であるかが決定され

る。その結巣を図示すると，次のようになる。

f”
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次に，本人の居住経歴について，

富良野以外で2年以上住んだことがない潜
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　北海道以外に2年以上餓んだことがない者　　　　2点

　北海道以外に2年～9年關鍵んだ者　　　　　　　3点

　北海道以外に10年以上住んだ老　　　　　　　　　4点

のように点数を与えて，年齢男弓に平均点を出すと次の表のようになる。ただ

し，「不明」は除く。点の高いほどよその土地にいたことを示すわけである。

1　15－19～・一293・一39・・一49・・一59．6・一69・・一・98・＝89．9・±計

男
女

1．　45　1．　65　2．　24　2．　46　2．　80　3．　52　3．　S7　3．　82

1．　47　1．　83　1．　98　2．　31　2．　76　3．　50　3．　70　3．　87　4．　00

2．23

2．16

si－ P　！．46　1．7s　2．　li　2．3s　2．7s　3．sl　3．7s　3．ss　4．oo　12．20

男女の計を図に示すと，次のようになる。

4

3

2

1

15一博　2δ一29　鷺、39甜一49　勢囎　W－69　70・跨　蹄欝　90，

2．言語調査の結果

1）　語繋について

　「言語調査」では語彙については，調

査亙を参考として，25問提出している。

なお，関連質問がほかに10問ある。次

に，簡単にこれをあげる。問の番号の右

上に＊のついているのは関連質問である。また，調査互の結果を述べたところ

に問題文の出ているものは，flとしてその間の番号をあげてある。

　101ジャガイモ。101＊rいも」といったら何を指すか。102（瓢∬114）キャ

ベツ。1035一モロコシ。103＊種類によって名に区別があるか。104（＝1

115）サケ。104＊rホッチャレ」を使うか。105（＝∬111）ストーブ。105＊（＝l1

112）ヒカキボー。106（＝豆113）ハイ。106al＝たばこの場合は？107冬ひど

く寒いことを？107＊池の水が氷になることを？107＊＊ぬれた手るぐいがカ

チカチになることを？108冷たいことを「ヒャッコイ」「シャツコイ」という

か。109（篇亙110）「手に手袋を～」それから？110（瓢n19）「コワイ」を疲

れたという意味で使うか。110＊楽でない，苦労だ，の意味で「ユルクナイ」を

使うか。111かわいいという意味で「メンコイ」を使うか。111＊人闘につい

ても使うか。112（二RO7）シアサッテ。113（　・璽　108）ヤノアサッテ。　i14

（＝登101）イクラ。115コンノミンワ。116一生懸i命になるという意味で「ノ、ッ
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チャキニナルjrハッチャキコク」を使うか。117持ち上げる，運ぶ，という意

味で「タナク」「タガク」を使うか。117＊その発音は？　118腐るという意味

で「アメル」を使うか。119加える，仲問に入れるという意味で「カテル」を

使うか。120とりかえる，交換する，という意味で「バクル」を使うか。121

ひっかくという意味で「カッチャタ」を使うか。122（＝∬109）「アメユギ」

「アマユキ」を使うか。123乞食の意味で「ホイト」を使うか。124ナンデモ

アルの反対は？125ソーダヨの反対は？

　以上のうち，次の20問について，ローマ字などで示したと同じ反応があった

とき1点を与え，これらを「使った」，「少し使う」とき0．5点を与える。これ

らの反応形は，北海道方言と考えられるもの（言われてきたもの）であるか

ら，点の多いほど北海道的と考えることもできるわけである。

　101　gosyoimo，　nidoimo．　102　kaibetu，　kyaibetu．　103　t6kibi，　t　5kimi．

104　akiazi．　le5　sut6hu．　106　aku．　107　sibareru．　108　hyakkoi，　syakkoi．

109haku．110＊使う。111使う。114　nanbo．116使う。117使う。なお，

tannakuも。118使う。119使う。なお，　kazeruも。120使う。121使う。

122使う。123使う。

　結果レさ次の表のとおりである。

　　　　　　　紙数平均分散　有意差　　これによると，

全 1　200　14．si　lo．04

10代
30代

100　14．　17　8．　35

1OO　14．96　13．95

　年齢膳では30代，

　世代では策2世の

tt ﾙうが北海道的で

2　世
3　重せ

　　tn　v　ttI　1OO　14．　99　10．　36

　100　14．03　8．27

10代2世
1o代3世
30代2世
30代3世

50　14．　71　9．　59

50　13．62　6．66

50　15．　28　6．　84

50　14．　43　8．　14

1Gt’1こ3世呉赫30代2寸坦：

男
女

1OO　14・．　77　6．　79

1OO　14．　25　8．　73

罵佐地市街地i114　14．32
　　　交匹　　　夕峯　i　　86　　　14●75

9．　24

7．89

　4・9

あるが，有意差は

ない。有意差はな

いものの，年齢・狽：

代ともさがるにつ

れて北海道的色彩

が薄れる，つまり，

：全国共通語的にな

る，という傾向を



居住経歴　　1点

　　　　　2　点

169　14．56　8．79
29　　　玉4．05　　　1王．50

学歴　小学校（小）i

　　高小籍中（中）i

　　IB中新高（高）i
　　　　　　　］
　　璽新大（大）

　2玉

　82
　84
1　12

1S．　48　4．　53

15．　21　7．　92

13．89　14．31

12．　20　14．　01

高
大
高
大

弾
　
鰭
　
鱒
　
幹

小
小
中
中

職業　　俸糸含生活者　　　　35　　　13．88　　　　7．44　　　　俸華会ee二［：員

　　　二玉二　　　　　員　　　　27　　　15。44　　　　7．30

　　　農　　　　　 業　　　　56　　　14．82　　　　7．20

　　　案郷：｝1：1：1：ll

の二つあるのは1％以下の危険率で，繋の一つあるのは5％以下の危険率でそ

れぞれ有意差のあるものである。以下も同じ）。

　性・居注地・居僥経歴では，それぞれ常識的な結果が出ているが，有意差は

ない。なお，居住経歴で1点，2点とあるのは，上の社会急劇のところで，そ

れぞれ1点，2点を与えた項目である。

　学歴でも，高いほうが北海道的でない，という結果で，常識的である。表の

「有意差」のところを見ると，中と高との問に断層のあることがわかる。中は

いわば義務教育的な教育程度の上限であるから，この点もうなづけるところで

ある。

　職業についても，人数の少ないものは省略したが，まずは常識的な結果とい

えるであろう。

　ところで，「北海道的」ということばは，これまでは，北海道方奮といわれ

てきたものかどうかという観点から決めていたが，なお，現在北海道でもっと

も多く使われているものかどうかという観点から決めることもできる。この後

者の観点から，もう一回計探してみよう。

　各問の多数反応形（以下「多数形」と略称）が何であるかを調べて，多数形

が比較約はっきりしていて，集計に都合のいい次の20問での多数形をとったと

き1点を与えた。多数形が具体的に何であったかについては，後に述べる。20

問とは，101，104，106，107＊，107＊＊，108，110，110t一，111，114，116，117，

118，119，120，121，122，123，124，125である。

示しているようで

ある。したがっ

て，この年齢と世

代とを組み合わせ

たとき，10代3世

と30代2世との間

には有意差が生じ

る（一番右の「有

意差」の欄で，N・

50



結果は次のとおりである。

　　　　　　　人数　平均　分散　 有意差
全 200　15．1　11．le

10代
30代

2　世

3　世

10flこ　　2礎二

10代3世
30｛L覧　 2世：

30代3微

iOO　15．0　10．68

100　15．3　8．　4t1

100　15．7　10．50

100　14．6　8．　06
3世聾2雄二

50　15．7　IO．35

50　14．3　10．03

50　15．8　7．　50

50　14．8　8．　88

1OfSこ3世ve　30N2世

10代3黛組O代2世

男
女

100　15．6　8．　26
　　　　　　　　　　女　N　男
IOO　14．7　10．50

　　　　　　　ミ
居醜市　街■14　14・91。・81
　　　郊　外i86　15．・・11o．・27

屠住経歴 1点い69
　　　2点t29
3点i詫

15．3　10．　30

14一．　2　13．　43

15．0　4．　00

学　　歴　　小

　　　　　中

　　　　　高

　　　　　大 t

21　i5．9　5．　76

82　　　　16．王　　　5衡58

84　14．6　8．　IO

12　！L8　13．76

高　韓　小

高　柵　中
ブ（　憩　高

大　瀬　中
大　Nff・小

高騰生唾1
　　工　員i
　　紫1：1

　　主　婦i

5
7
6
6
5

3
2
5
2
2

i‘1．3　8．　25

i6．2　4．　56

15．2　i3．30

15．5　9．　29

14．8　IO．　04

俸給bl二〔員

　この表を見る

と，葡の表と同じ

傾向である。しか

し，これは107＊を

除いて，すべて，

これまで北海道方

言といわれてきた

ものであることか

ら見ても，当然と

いえるであろう。

ともあれ，二つの

表とも，年齢層よ

りも，世代のほう

が大きい差を繊し

ている。

　先に述べた，2

世のほうが「北海

道的」であるとい

う結論は，調査1

の，3世になれば

北海道共通語が確

立する，とした結

論と矛盾するように見える。しかし，これは，調査1では故地の需語を手がかり

に世代を比較したのに対し，調査li〔では，東北以外の故地の書語があらわれる

ような調査票を用いなかったためであろう。すなわち調査ll｛では，2世に残っ

ているはずの故地の言語が表面にあらわれてこなかったと見られるのである。

また，調査1，豆で，3世で確立するとした「北海道共通語」も非常に全国共通

語的な性格のものであったから，3世は共通語化する，と一面からはいえる，
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調査挺の結果と別に矛盾するものではない，といってよかろう。

　なお，窟疫野の多数形（％で示す）が何であったかを表添してみよう。。じ

るしのものは，上に多数形による集計のとき使ったものである。年齢劉・世代

別に多数形を見ると，語によっていろいろの傾向があることがわかる。

　なお，二番瞑にあげた表は，多数形でない語形で参考になると思われるもの

である。
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というのは30代に多

く，、世代よりも年齢

が要因としてきいて

いる。

　102でキャベツと

いう言いかたは，年

齢のほうがさいてい

で，10代に多い。逆

に，カイベツという

方言形は30代に多

い。

　104＊のホッチャレ

も同様で，エ0代は

「知らない」が多数形

であるが，30代では

「知っている」が多数

形となる。

　105＊のデレッキは

世代の方がさいてい

で，3世の方が使う

ことが多い。これに1

対して，デレキは2
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世に比較的多い。デ

レツキよりもデレキ

の方が古いと考えら

れる。

　lO7’9の池の水がコ

ールは，年齢がきい

ており，10代に多

い。といって，多数

形でないものとして

のシバレルに一定の

傾向があるわけでは

ない。

　110＊のユルクナイ

は，世代がさいてい

で，2世に多く使わ

れ、る。　しかし，　3琶

もこの誰は少なくと

も耳にする者は：多い

のであるから理解語

彙ではあるわけであ

る。「聞く」という

ものも加えると，ほ

とんどすべて同じと

なる。

　111のメンコイは

年齢がさいていで，

30外こ1・こ多Vハ。．

　112では，シアサ

ッテとヤナアサッテとが混乱しているようである。共通語形としてはシアサッ
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テであるが，これをヤナアサッテというのは，3世よりも2世に多いようであ

る。なお，これとはやや逆の方向ではあるが，ヤナアサヅテは30代よりも10代

のほうが多い。

　113をヤナアサッテと言うものは年齢・世代でそう変わってはいないけれど

も，このヤナアサッテを知らないのが，3世に多いのはおもしろい。

　116のハッチャキも年齢であるが，これはむしろ10代のほうが多い。

　117のタガクは30代・2世のほうが多いが，これはそれほど大きな差という

ほどではないようだ。

　118アメルは世代の方がどちらかというときいており，2世のほうが多い。

　119は年齢のほうで，10代のほうが多いが，これは，この語が遊びの場面で

多く使われるからであろう。「使った」という者を加えても，10代のほうがや

や多い傾向がある。

　122アメユキなどは世代で，2世のほうが多い。

　124にナンモがあらわれるのも122と同じ傾向である。

　以上を総合すると，年齢のほうがきいているのは，101，102，104＊，107＊，

111，116，119の7項鼠であり，世代のほうがきいているのは，105＊，1！0＊，

112，113，118，122，124のやはり同じ7項昌である。つまり，全体としてど

っちがきいているということではなく，藷によって違うということになる。こ

の問題が，複雑な様相を示すゆえんである。しかも，たとえば年齢なら，30代

のほうが方言的とは言い切れない（101，116，119など）ことが，さらに間題

を複雑にしておil　，北海道方言の，他方言と違う特色を見せている。

　全体として年齢がきいているか，世代がきいているかについては，語彙につ

いてのはじめの二つの表から見ると，世代のほうがきいているとはいえるわけ

である。

　以上を総合してみよう。

　まず，世代がきくもので，3世のほうが多いものは，デレッキなどである。

これは，今までの結論から推理すれば，北海道で新しく広がりはじめた語では

なかろうかと思われる。東北に基盤を持つとしても，東北の比較的狭い地域の

語であろう。ハッチャキ……なども，年齢のほうがきいてはいるが，多少3世
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のほうが多いとも思われる。

　これに対して，2世のほうが多い語，ユルクナイ，ヤナアサッテ（しあさっ

ての意味の），タガク，アメル，アメユキ，ナンモなどは，東北的語彙かも知

れない。この点については，東北で調査して検証する必要がある。

　次に，年齢がきくものでは，10代が多いのは，まず，キャベツ，コ　一一ルのよ

うに東京語と同じものである。いってみれば，年齢の若くなるにつれて，東京

語的に，わずかながらなっていく面もあるわけである。また，ハッチャキとか

カテルのように，遊びのとき使うと思われるものには，10代に多いものがあ

る。

　逆：に30代のほうが多かったのは，ゴショイモ，カイベツ，承ッチャレ，メン

コイなどである。

　ゴショイモ，カイベツは東北に起源を有するが，それほど東北で有力ではな

い方言形である。北海道に古く渡って，この地で大きな勢力を得たものであ

る。ホッチャレは，近年鮭が川に上がってこなくなったからであろう，30代は

「知っている」が多数形なのに，10代は「知らない」が多数形である。

　メンコイは，菓北方言形として有名であるから，世代のほうがきいて，2世

のほうに多くなりそうなのに，年齢のほうがきいているのは，あまり方言形と

して有名なので，方言をきらう若い層で少なくなったのであろう。メン＝イは

人間についても需いうるかということを次に質閥している。はじめに使うと言

った人から，人間にも使うと言った人を引くと，使いかたに区別をつけている

人の数が出る。その％は，全体で6％，10代2世と30代2世とがそれぞれ2

％，10代3世と30代3世とがそれぞれ10％であった。すなわち，2世のほうが

区別なしに使う人が比較的多い。これは2世のほうが東北的であるという原則

にかなうものである。

以上のことから，次のことが概略言えるであろう。すなわち，北海道語彙に

は，第1次と第2次との2種がある。

　第1次北海道語彙は，東北方言基盤のもの，あるいは北海道で古く生まれた

もので，これは世代が下がるにしたがって薄くなっていく。

第2次北海道語彙は，北海道独得の風物につけられた名，および北海道で生
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まれた語彙の…部で，これは今のところ世代が下がるにしたがって多く使われ

るようになっている。さらに，年齢の若くなるにしたがって東京語的となる。

これは幾分，世代ともからみ合うから，第2次北海道語彙には東京語的なかお

りのする部分もある。

2）　文法について

　文法については富良野では21問聞いている。調査∬では，活用表を埋めると

いう・形で質問していたのであるが，ここでは心血文によることとした。

　質聞文を全部あげるのは長くなるから，番号と簡単な説明だけにとどめよ

う。

　201∫当山ナイ」202．「忌月ナイッケナンナイ」「書カナキャナラナイ」「書カ

ネバナラナイ」どの言いかたをするか。203．「書淫サラナイ」（書けないの意）

を使うか。204．「霧：ク（ン）ナラ」「書ク（ン）ダラ」どっちを使うか。205．「書

クダロウjr書クベ」親しい人にはどっちを使うか。206．r起キナK1207．　F起

キ灘ウ」「起キルベ」親しい入にはどっちを使うか。208．r起キレナイ」「起キ

ラレナイ」「起キランナイ」どう言うか。209．「起キロ」「起キレ」「起キイ」ど

う言うか。210．「行クベ」「行コウ」親しい人にはどっちを使うか。211．「見レ

ナイ」「見ラレナイ」「見ラソナイ」どう言うか。212．「見ロ」「見レ」「見イ」ど

う言うか。213．「勉強スレバ」「勉強シレバ」「勉強スリャア」「勉強シリャア」

どう言うか。214．「勉強セイ」「勉強シロ」「勉強シレ」「勉強スレ」どう言う

か。215．fコレバ」「クレバ」rコイ／〈」　rクリャア」どう言うか。216．「持ッテ

＝サス」「持ッテコサセル」「持ヅテコラス」「持ッテコラセル」どう言うか。

217．「笑ワサッタ」（我慢しても笑ってしまったの意）を使うか。218．「新シイ

魚ダラ」「新シイ魚ナラ」「新シイ魚ダバ」どう言うか。219．「新シイ・ダロウ」

「新シイベ」親しい人にはどっちを使うか。220．「食：ベラセヨウ」「食べサセ

ヨウ」「食：ベラソウ」「食：ベサソウ」どう言うか。221．「高イナラ」「高イバ」

「高イダラ」どう言うか。

　以上のうち，次の16闘について，採一マ字などで示したのと同じ反応があっ

たとき1点，これをr少し使う」「使った」のとき0。5点を与えて計算した結果

を次に示す。これらの反応形は，北海道方言と考えられるもの（いわれてきた
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もの）であるから，点の多いほど北海道的ということになろう。

　203．｛吏うQ　204．kakudara，　kakundara．　205．　kakube，　kakubesa．　207．

okirube．　208．　oklrenai，　okiren，　o！〈irene．　209．　okire．　210．　ikube，　ll〈u－

beya，　ikubesa．　2il．　mirenai，　miren，　mlrenwa．　212．　mire．　213．　sireba，

seba，　seba．214．　sire，　sure．215．　ko圭ba，　k◎eba，　koreba．217．使う。

218．rvdara，　Ndaba．　219．　atarasiibe，　atarasiibesa．　221．　takaidara，　ta－

kaindara，　takaiba．

　なお，分布は，1点から15．5点に及んでいる。

ユ
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　　2世のほうが北

海道的という点で

は語彙の結果と同

様であるが，年齢

的に見たとき，10

代のほうが北幸山道：

白勺である点が語；彙

の結果と逆であ

る。これは，r書く

べ」のような方言

形が，社会人が比

較的多い30代で出

にくかったためと

思われる。

　一番大きな差…が

あらわれたのは性

である。これも，

上と隅じく「べ」

のつくことが女性

では特に少ないと

ころがらきている



のであろう。職業で主婦だけが差が出たのも，これとまったく溺じ理由による

ものと思われる。

　語彙のところで述べたのと平行して，多数形を使っての集計を次にあげよ

う。

　集計に使ったのは次の15問である。202，203，204，206，207，208，209，

211，　212，　213，　215，　216，　217，　220，　221．

　　　　　　　随平均分散輔差　前の裁比べて
全 1’200　10．3　4．　54
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に掲げる多数形の表からもうかがわれるところである。

　　　　　　　　　　　　　　　58

著しく違う点は，

差が極めて少な

く，有意の差はま

ったく見られない

ということであ

る。この原因は，

「べ」のつく205，

210がこの集計で

は省かれ，わずか

に，207の「起き

るべ」だけが残さ

れたことに主とし

てあるのではない

かと思われる。い

ずれにしろ，文法

の多数形という見

地からは，「べ」を

除けば，富良野は

相当均一的である

わけである。

　このことは，次
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　201で「霧かない」

と「ない」を使うの

は年齢の方がわずか

にきいており，10代

の方が多いようであ

る。しかし，あまり

大きな差ではない。

　204は「書くなら」

が多数形である。こ

れはむしろ世代であ

って，3世のほうが

多い。しかし，これ

も差は微々たるもの

である。

　209の「起きれ」，

212のr見れ」とい

う命令形は2世のほ

うが多い◎これは代

表的な北海道：：方言と

考えられているが，

世代が下がるにつれ

て少なくなる傾向に

あるらしい。ただし，

214の「しれ」という命令形では以上の傾向は見られなかった。

　211の「見れない」は年代がさいていで，10代が多いが，同じものと見られ

る8の「起きれない」にはこの傾向はないから，これは偶然かもしれない。

　215の「くれば」に対して，コイバで反応するか，コエバで反応するかにつ

いては，年齢および世代で差があるようである。

　10代と2世にコイバが多い。特に，10代はコイバに傾いているようであ
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216では，30代3世だけが多数形コサセル

であるが，uラセルは320／oである。

　翼立つ点は以上のようであるが，全体にわ

たってそれほど大きな差の見られないところ

に，文法の反応の均一性が見られる。

　なお，多数形以外で参考になると思われる反応形を次にあげる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　205，207，210の「べ」
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　ことが言えるようである。

3）　　音ヌ葺1こつも、て

　音声については，次の10問（塁間2語）を質問した。

も1Q代のほうに片寄っ

ていることは注意すべ

き現象である。219の

「新しいべ」について

も，前の表と合わせて

考えると，上に述べた

　4Q1イとエとの区別一三。駅，4G2シとスとの区別一煤・寿司，403チとツ

との区別一月・土，404ジとズとの区鋼一知事。地図，405語中のkが有声化

するか一茎・釘，406語中のtが有声化するか一的・窓，407母音の無声化が

あるか一一北・口，408語中でgかDか一中学・道具，409ヒとシの混陶一火

箸・膝，410シ＝の音一手術・主人。

　これについて，各問に次のような点を与えたところ，次の表のようになっ

た。2語ともindex通りであれば0点，　2語ともindex通りでなければ1

点，三語だけlndex通りであれば0．5点とする。×は不明である。数宇は実

数である。総数200であるから，％はこの実数の半分である。

　この表で，一番上の401から，409までの8閥について，Q点を取った者と
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剛 index o O．　5 1 ×

・・1い翫の關な・

4・02

403

404

窪05

406

1，　e7

409

405

1．08

siとSUとの区別なし

ciとCUとの区劉なし

ziとZUとの区民なし

kukiの第2のkに．有声化あり

matoのtに有声化あり

「北」「口」の第1愚音の無声化なし

〔gi〕と〔∫i〕との甑別なし

「釘」の第2子音の轟音化なし

「中学」の第2：子音の轟音化なし

「道具」の第2子音の鼻音化なし

3

410

1

「手術」の第1音節が〔∫1〕。（反対1ま〔∫Zii〕）

「主人」の第1音節が（∫i〕。（反対々ま〔∫m〕）
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8i　4　正88
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212

その他3’ve

410　「乎術」の第2音節〔」7w〕41，〔ZXI；〕77，〔5呈〕44，〔ri）5，〔re〕1，

　　　　　　　　　　　第1音鎌雪と融合2，　X30
　　i「主ノ・」の第・蜘〔・・〕13・・　（・tU）・・…1

　　　・re〔sua〕1，第2音節と融合して〔∫il〕となるもの2。

0，5点を取った者とを合わせて集計すると，次の表のようになる。

401　402　4e3　404　　405

0　　　　0

4　　　3

406　z！07　409　t　一M’

　　　10代
年齢　　　30代

　　　2世
世代3世

　　　　男
性
　　　　女
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2　　　　2

3　　　2 0
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2
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4
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3　5　11
0　　　　1　　　2

4　9　6　　！　45

2　4　2　　i30
　　　　　　6　　i　67

　　　　　　2　i・　8

　この表によると，年齢では30代，世代では2世が東北的特色を強く持ってい

ることがわかる。すなわち，この2っの観点からいうと古い層ということにな

る。

6！



　性については差が見られなかった。伊佐地・居住経歴では差がありそうに見

えるが，それぞれの総数が少し違うから，これだけでははっきりわからない。

そこで，いろいろな要因別に，そこに属する人が平均今回このような東北的発

音をしたかを次に蓑示しよう。全数で，4回2人，3回3人，2回13人，1回

一．．．一．一……＿⊥蝉一．塾分熱＿、健．拳．一32人・あとの150

全 200　O．　38　O．　57

玉○代

30代

2　働

3　世

100　O．　27　O．　72

100　O．　48　O．　71

生00　　　0．49　　　0．フ3

100　e．　26　O．　39

10代一re　30代

3『駄　　N　　2i盤：

10代3世：

10代2世
30代3世
30代2世

男
女

50　O．　16　O．　17

50　O．　38　O．　64

50　O．　36　O．　59

so　o．　6e　o．　so

100　O．　38　e．　54

100　O．　37　O．　61

30代2世輯10代3世

雛地醐瑚114一
　　　郊外旨　86h．．．ww　．　．　．　L．［　．．．　i．　1．．．．　．．．．．．

居・偵三脚農釜　　l　　　i　　　169

　　　　2　　1　29
　　　　一一　…1

学歴　　　小　　　2王

　　　　　巾　　　82

　　　　　高　　　84

　　　　　大i　12

O．　39　O．　58

e．35　O．58

O．　40　O．　59

0．　28　O．　51

職業俸給生活者

　　工　　員
　　農　　業
　　学　　　生

　　主　　　婦

からであろう。

　次に，

O．　8i　1．　20

0衡40　　　0曹61

0．　29　O．　40

0．　08　O．　07

小
中
高
小

軸
瀞
膏
耗

大
大
大
高

r
D
7
6
6
r
D

3
2
5
2
2

O．　34

0．　56

0．　36

0．　08

0．　64

O．　62

0．　62

0．　48

0．　07

1．　27

学生ec・N工員

学生va主婦

学生ee農業

人は0囲である。

　この表の結：果に

よれば，年齢・世

代・性について

は，まったく前に

述べたことと同じ

であるといえる。

居住：地は差がない

ことは明らかとな：

つたが，居住経歴

にはやや差が出た

（しかし，有意差

ではない）。学歴

は低いほど，東北

的という理論的な

結果が出ている。

職業では，学生が

最：も：東北的でない

ようである。これ

も若い世代が多い

　　　問405，408の鼻音化の問題（9か9か）について，上と同じ方法によ

って計算すると次の表のようになる。

有意差はないものの，30代のほうが10代より鼻音化している点，2世より3世
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　全

10代
30代

2　徴

3　世

．！緻轍分散儲差
188　O．53　O．9146

95　O．　49　O．　8740

93　O．　57　O．　9546

　玉○代2世
　10ず枇　　3重量：

　30fEこ　　2担：

　30代3世

　　　男

　　　女

居住地　帯　　街

　　　郊　　外

チ含｝紐三井芝盤蔓　　　　　　　　（1）

　　　　　（2）

96　O．　69　！．　2436

　　　　　　　　　2世鯨3世
92　O．36　O．6528

480・7ア1・25ア11O湘南縄。代3世
47　O．20　O．0408
　　　　　　　　！o代2世N30代2世
48　O．60　O．9574
　　　　　　　　1O代2世焔。代3数
45　O．53　O．7714

94　O．69

94　O．37

110　O．527

78　O．532

1．li96
　　　　男　ac・女
O．　6605

0．　8681

0．　9659

161　O．48　O．8269

26　O．79　1．3662

学歴　小学校（小）

　高小・病中（中）

　旧中・新高（高）

　［lrl高・薪大（大）

者
員
業
生
酒

三生給俸
工
農
学
寵

業職

20　O．　90　1．　2150

75　O．55　O．9841
so　e．3s　o．6600　’

12　O．88　1．2220

婆
轡
D
2
5
2

3
2
ド
D
2
2

O．41

0．　54

0．　45

0．　26

0．　48

O．　6554

！．0400

0．　8023

0．　5624

0．　6900

のほうが有意差を

もって鼻音化して

いない点から，北

海道方言は冷々に

〔3〕を失いつつあ

ることが推定され

る。10代であって

も2世は〔9〕の率

が高いのは，移住

して比較的闘のな

い両親からの影響

ではないかと考え

られる。

　男性のほうが女

性より〔9〕の多い

のは何に原因して

いるかはっきりし

ない。

　410の2語を比

較すると，まず，

第1音節では，

「手術」のほうが「主人」よりも〔∫i〕になりやすいという傾向を持っている。

61ページ上の表で，0点と0，5点で示した計67人目っ痴り，〔∫i〕と君う人，

および言う傾向のある人）について，社会的要因を調べると，次のようであ

　　　　　1人数る・
　rf………　　　一tuntnd　30代，2世という古い層のほうが，〔∫i）の繊る
　　　代　　　　　　　　28　　10
　　30代　　　　3g　　　率が高いといえるようである。

　　2　世i　　37　　　　性励では，男性のほうが〔∫i〕ということが多

　　・酬　・・　いが融齢からない。
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10｛’1こ2’肚　　　　　　16

1Gfモこ3’廷ヒ　　　　　　12

30代2世　　　21

30代3世　　　　18

男
女

3
4
4

4
▲
2

　　市街i36（31．5％）
　　　　ミ畑地郊外i31（36．。％）

学制紙誌
　　　　　　　　　恥23伽％）
　　　　　｝　0（0。O％）　歴　大
　　　不明L王
　　　　　…

い。

4）　アクセントについて

　アクセントについては，便宜上，調査IVのところで，調査∬～Wを一括して

述べることにする。

§4まとめ

　富良野のような農村の中心地における住民の構成がi朔らかになった。このよ

うな構成については大体の想像はあるのであるが，実際にこのような規模で調

査したものはあまり見当たらないようである。

　言藷調査の結果によれば，次のことがわかった。

　1、世代がきくか年齢がきくかについては，項目によって違いがあり，一般

的な答は出せない。

　2．他の諸方誉における事情と全く同じで，世代のさがるにつれ，年齢の若

くなるにつれて，全国共通語にむしろ近くなっていく。独特の北海道共通語が

形成されつつあるわけではない。もっとも，項目によっては，北海道的なもの

が強くなっていくというものもある。

　ここまでに述べた調査1，調査皿，調査斑はすべて混住地についての調査で

あった。では，混住地でないところではどのようになっているか。それを調べ

るために計画したのが次の調査Wである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　64

　居住地では，郊外のほうが〔∫i〕という率が高

いようである。

　学歴の点では，一定の傾向はないようである。

「小」を除くと学歴の高いほど〔∫i〕といういわば

なまりの音が少なくなるようであるが，「小」のと

ころで狂っているので，偶然のことかも知れな

い。

　なお，r手術」の第2音節を，リまたはレとい

う者6人のうち，5人までは学田に住んでいるこ

とはおもしろい（他の1人は大沼）。すなわち，

新しい傾陶，健言の繭芽となるものかも知れな



　　　　5．集団移住地の特色

　　　　　　　　　　　　　　一調査IV（吉野・浦臼・豊頃調査）

§壌　旨的

　調査皿の結果と，集団移転的性格を持ったところとでは，特に3世の需語に

どのような違いがあるかについて明らかにしょうとした。

§2　実施

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カバ　ト　　　シン
　上のような目的のもとに，今までに集団移住地として知られている樺戸郡菊〒
ト　ツカワマチ

十灘川町のほか，3か町村を探し出して調査した。その地点名などは次のとお

りである。

調査地離故　　酬調　査　者i（言周挙託即」露L班｛禾035ゴド）

・帰　　・Vノーw“　　ナV　・一y・　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柴田・上村・徳川・佐藤i2月5日一8鷺i盗知郡窟良野町　　　　　　　　奈良県藩野郡

樺戸半開＋津津丁奈蘇部門榊川村野元　　　　i2月5日一8日
温血漏話　鵬県短慮　鋳丁田．長谷川　i・月・・一13・

　　　ウvvス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

樺細論村 ?ｆ，一一：’gva県響鵤県　野元●針嵐　12月9日｝13日

　調査地点ごとの調査情況をいま少し詳しく述べると，次のようである。

1．　野良野町

　調査避のときは衝接調査（言語調査）の地域に入れなかったが，批会調査票

によって，奈良県吉野郡出身者が多いことを知ったので，富良野町の上御料・

中御料・下御料・南御料・上五区で調査することにした。しかし，実際はそれ

ほど集団移住地的ではなく，柏藪混住している。社会調査票であらかじめ該嚢

外がわかっていたので，東京から郵便で依頼状を発送することができた。上

村・徳川・佐藤の3調査員によって，結局50人を調査した（柴田は別の3世代

調査を実施）。その被調査者の内訳は次のとおりである。なお，調査票は，調

査Hの「言語調査票」に，さらに吉野団体用の言語調査票および家庭の歴史・故

地との交通の度などの調査票を湘えたものである。以下この調査を「吉野」と

略称する。
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2．　新十iajll町（空知支庁）

　ここは古来集団移雛地として知られ，ことばの上でも故地十津川の趣きを残

すとされている。しかし，現地に臨んでみると，集団移住地的だったのは大正

年代までで，以後は非常に混住的な色彩が濃くなったようである。開村は，明

治23年1月4臼であるが，前年の十津川の未蕾有の洪水により，資財ことごと

くを失った約600戸の移住に始まる。しかし，その後の来住者は，母村からで

なく，多くは他府膿からであった。しかも，いろいろな理由から600戸のうち

にも離村するものが多かったので，十津川嵐身者の占める割合はかなり減少し

ている。この状況を，北海道教育研究所編の「北海道教育史」地方編二（昭32）に

所載（776ぺ）のr新十津川村夫妻の出身地」の表（前ページ下）によってみよ

う。なお，この表は調査年および調査方法が記載されていない。

　今回の調査では，十津川村出身，1世男3人，2世男5人，3世男3人・女

1人，その他の｝：嬌身家族，2世女1人，3世男3人にあたった。ここの調査で

は，必ずしも3世の人数が多く得られなかったので，以後の数量的な集計から

は省くことにする。

3．　豊頃村（十勝支庁）

　ここは典型的な集団移住地である。明治30年に禰島県楓馬郡から二宮尊親の

率いる興復社がはいり，以後170余戸が入植して，二宮農場を開拓した。興復

赴はいうまでもなく，二宮尊徳の報徳教を精神的支柱としているが，この二営

農揚だけでなく，豊頃村の三三となっている。このような精神的なものを中心

に強い団結を今にいたるまで保っている。故地との結びつきも強く，婚姻も集

落内でなければ，彬馬郡との聞で結ばれた。

　被調査者は，10代2世1人，10代3世15入；男7人，女9人である。

4．浦臼村（空知支庁）

　浦臼はLJ］治26年に，武市安哉に率いられた高知梨からの移住者によって瀾か

れた。豊頃村の報徳教に妾たるものは，ここではキリスト教であって，明治27

年には教会が設立されている。

　被調査者は，10代3世18人，30代3世2人；男13人，女7人である。
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§3結果

1．　語璽について

　問はすべて調査皿と嗣じであるから，ここでは省略する。

　調査頂における多数形で反応したとき1点を与えて，点数を出した表を次に

かかげよう。なお，☆がついているのは，それぞれの地点における多数形で反

応したとき1点を与えた集計結果である。それぞれの地点の多数形が調査璽と

違うのは，吉野では107＊，浦臼で101，106，118，豊頃では101，107＊である。
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言は，実は故地の言語という意味もあり，二つの颪が重なり合って2世のほう

が「北海道約」となったのであろう。

　この「北海遵的」であるかどうかを承す振標としては，しかし，調査｝獲の49～50

ぺ・・一・ジにあげた集計表と岡じ計算をしたほうが，今までいわれている北海道的

かどうかを示すものではあるが，適当であろう。この結果を次にかかげる。
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　吉野は，行政的に窟良野町に属しており，富良野とあまり変わりはないが，

浦臼・豊頃は寓良野とは桐当変わっている面がある。以下，簡単にこのことに

ついて述べよう。

　浦臼では，全国共通語的とでもいう傾向を持っているようである。このこと

は，北海道的であるかどうかを示す数字にもあらわれていた。101ジャガイモ

では，バレーショが多数形で，富良野の多数形であるゴショイモは35％にすぎ

ない。106のハイ（灰）もハイが多数形である。118のアメルも半数が知らない

し，119のカテルを使う人はひとりもいない。なお，107＊池の水がコールは，

わずかながらコ・一一ルが多数形となっている。

　豊頃で目立つことは次のようなことである。すなわち，102キャベツは他と

違ってカイベツが多数形となる。103トーモロコシでは，他の地点と比べて，

トーキビの率が下がり，トーキミの率が少し高い。これは故地のトーギミの影

響と考えられる。105＊のデレッキを知らない人が80％もいる。108のシャツ＝

イは，この二形がどこでも多数形であるが，豊頃は，これにほとんど集中して

いるのに対し，他の地点ではヒャッコイが多少の勢力を占めている点も注目さ

れる。109の手袋をハメルは，カケルが多数形で78％。ここではバクは56％で

あって，他の調査地でほとんど100％近くがバクなのと鋭く対立している。こ

こでは，バクが全国共通語であるとの意識を持っているようであるが，バクの

力はまだ弱い。112は他の地点がシアサッテなのに対して，豊頃はヤナアサッ

テなどである。したがって，113のヤナアサッテは非常に少ない。これは，故

地の方言の反映であろう。117ではタガク・タナクという北奥的な方言はずっ

と少なくなる。119カテルも浦田とともに知らない人が多い。123ホイトは知ら

ない人のほうがずっと多くなり，知っている入はわずか17％にすぎない。122
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アメユキなどは他に比べて多く，一方124ナンモは少ない。

　以上のように，豊頃は故地の方言をよくそのまま残している。

2．　文法について

　文法についても質問はすべて調査彊と同じである。

　調査Hにおける多数形で反応したとき1点を与えて，点数を繊した表を次に

かかげる。なお，☆がついているのは，それぞれの調査地における多数形で反

応したとき1点を与えた集計結果である。それぞれの調査地の多数形が調査ff

と違うのは，浦回では216，220，豊頃では202，204，207，208，209，211，

212，221である。この数だけからすれば，豊頃が大きく他の地点と違っている

ことが予測される。吉野は全く調査盤と同じであるから，ここでは☆は計算す

　　　　　　　　　　人数　　平均　　分散　窟意差　る必要はない。
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　語彙とは少し結果が違

っている。すなわち，年

齢層では，語彙とは逆に

30代のほうが北海道的で

ある。もちろん，有意差

はない。

　豊頃が吉野，ひいては

調査】1【の結果と三楽違っ

ていることが予想され

る。豊頃の☆と☆のつい

ていないものとの差は，
16　6．3　7．　99
i6　　g．8　2．83古野鼎豊頃講彙のときよりもはなは

平均　　分散　有意差
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だしい。

　なお，北海道的である

かどうかの観点から，今

まで北海道的な表現とい

われているものに1点を

与えて集計すると左の表

73



男
女

33　10．4　6．　01

17　4．6　3．　74
男鰻女

学歴　中

　　高
24　8．0　14．94

16　8．5　12．　95

座業農 27 8．2　15．10

浦　臼 20　8．4　10．05

豊頃 16　9．0　3．　77

のようになる。

　世に言われている北海

道的であるかどうかとい

う観点からするならば，

吉野では10代。3世のほ

うが北海道的ということ

になる。男女の差は極め

て顕著である。これは，この意味における「北海道的」が，起キルベのように，

「べ」をとるものであるために，「べ」のつきにくい女性の点が低く繊たのであろ

う。

　3箇齎の比較では，豊頃の分散が小さいのが注鼠される。これは，豊頃の雛

会の単一性を物藷るものであろう。

　次に多数形について，前と同じように表示すると次のようになる。
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　　202では豊頃に「その．他」が多数形となっているのは，調査嚢によるゆがみと

思われる。その中では「書カナカッタラ」の28．8回忌一・番多かった。これは，

反．弓形として求めていなかったものである。F書カナイッキャ」も「書カナキャ」

と並んで16．7％あるのも注意すべきである。

　　豊頃は3箇所のうちで～べ，～ダラという東北方薔にもとつく藷形が一番．多

い点で葉北的といえるけれども，一方，起キレ，見レ，シレなどのレ語罷は少

なく，霧語尾となっていて，この点では北海道鮒とはいえブよい傾向を持ってい

る。

　　その．他，参考となると思われるものを次に表示する。
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3．　智声について

　調査皿で試みたと同じように，問ごとの表を次にかかげよう。数字は％であ

る。
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　401～404については，富良野よりも青野のほうが，吉野よりも豊頃のほうが

東北的であるといえる。豊頃はこの点でも最も東肉的である。浦臼は，植民の

歴史からしても東北酌な色彩は割に希薄である。409のヒとシとの区鋼がない

という点も，浦臼を除いて空様である。

一．＿L＿コ趣＿塾．．錐、鑓のた疏・肚で・・輪
　　　　　ff一　III．　i．　50　1．　70　3．　73吉　野

1・属ド231．、，3．、1

・・代i・・2・153・82

2　　世

3　　担：

　男
　：女

学歴　中

　　高

26　1．　65　3．　62

24　1．75　3．85

33　1．58　3．57

17　1．94　3．94

24　1．50　3．58

16　1．8！　3．54

浦　繭

墜．農［…83・79
全

頃之
鑑

簸
ム 全

20　O．　40　O．　24

15　4．07　O．44

よび0．5点をとった数を個人ごと

に出して集計すると次のようにな

る。

　この表では，点の高いほうが東

北的である。有意差はないが，吉

野では，10代より30代，2世より

3世のほうが東北的ということに

なる。世代については，窟良野

（調査］腫）とは逆傾向である。

　浦臼と吉野，音野と豊頃の聞に

はそれぞれ有意差がある。浦臼が

一番葉北的でなく，豊頃が東北的であることがはっきりあらわれたわけであ

る。

　次に，405，408について，76ペーージ下の蓑によると，審野一浦臼一豊頃の順

にだんだん〔9’〕が多くなるようである。この点について，個人ごとに点を5kl

して合計すると次のようになる。

　有意差は全体について以上のように出ており，前に述べたことを裏書きして
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】人数　　平均　　分散　有意差

吉’野 全 50　O．　22　O．　28

玉0　代

30　代
　　　　1　．

2　　世　　26

3　　世　　24

男
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23　　　　0．王1　　　0蟹1フ
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学歴面2・・．・23・．・・

　　高i玉6・．19・．28
i職業農i「2・・・・…32

浦臼　全1・・1・・3・75静ll帽

豊頃 全1152・…　麟隔顛

いる。

　410看ま，　やレまり，浦匠ヨー

吉野一豊頃の順にだんだ

ん〔∫i〕が多くなるようで

ある。

4．アクセントについて

　前に述べたように，こ

こでは富良野のものも一

括して述べることにす

る。

　この調査では，4モー

ラ以下の名詞のアクセン

トについて調査している。4モーラから順に考えることにしたい。なお，参考

のために，調査∬の結果をもいっしょにあげた。付表3．各地のアクセントを見

られたい。

a．　4モーラ名詞

　付表3で（　）のついているものは被調査者によってゆれの激しいもの，（　）

のついていないものは，そのゆれが激しくないものであるから，（）のついて

いないものに2点，ついているものに1点，空欄に0点をそれぞれ近似的に与

えて計算した。その結果は次の表の示すようである。

2
1
0

凶二六釧肇墾十三黛墾田．雅t調塑．懲
玉0　　　9　　16　　　9

9　8　4一　14
1　　　3　　　0　　　2

9　10　9
15　8　15
i　　　7　　　1

9
2
4

10　18　18

10　7　4
5　　　0　　　3

訓・。・・2Q　25L．ぞ52525・・1252525
禰漏・・δ暇1茄・・8．i1・3至』1・1・’1・32［こ≡δ「・至・一濡こ6。

　この表では，点の多いほうが一つの語のアクセントが安定しているわけであ

る。釧路が安定したアクセントを持っていることは，調査皿のところでも述べ

たが，なお，この表で見ると，浦臼もよく安定している。豊頃も比較的安定し
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ているようであるが，これについては，のちに述べる。

　帯広と窟良野とは大体周じような結果となった。これは，位置・性格などの

類似によるものと思われる。

　寓良野の結果を，年齢と世代とに分けて集計すると次のようになる。

　　1鰍3・lti・世・世　これによれば・30代よりも10代が・2世

「「G『1…弓「91・よりも3世力蹴していないようである・
　1｛　1G　15　i　l4　9　　そして，年齢と世代とは要因としてそれほ
一一　．9　1．．∴＿滋．．魚＿駈ど差が加ように駅る。

様である。なお，×は多数形のないものである。

　　　　東京　④○○○○；北海道　◎○○○○

　　　　　　札　幌：（三角），　小使い，（あいさつ）

　　　　　　帯　広：（三角），　小使い，（あいさつ）

　　　　　　釧　路：（三角），　小使い，あいさつ

　　　　　　富良野：（三角，小使い，あいさつ）

　　　　　　霧　野：（小使い，あいさつ）

　　　　　　浦　臼：小使い，あいさつ

　　　　＝舜ご京‘　⑳○○○○　：＃ヒ学毎道　　⑳⑳○○○

　　　　　　古　野：（三角）

　　　　　　浦　臼：（三角）

　　　　東京　㊧○○○○：北海道　⑳◎⑤○○

　　　　　　札　幌：（貧乏）

　　　　　　帯　広：（貧乏）

　　　　　　釧　路：貧乏

　　　　　　富良野：（貧乏）

　　　　　　吉　野：盆乏

　　　　　　浦　臼：貧乏

　　　　｝に二蓉て　　○⑳○○○　：躍ヒ？f蓬道・　⑪⑳○○○，　○⑱○○○

　　　　　　札　幌：手袋，紫

　　　　　　帯広：手袋，紫

　　　　　　釧　路：手袋，紫
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　　富良野：（すずらん），手袋，紫，九つ

　　吉　野：（すずらん），手袋，紫，九つ

　　浦　臼：すずらん，手袋，紫，九つ

棄京　○⑳○○○：北海道　○⑳⑧⑳⑱

　　札　幌；（生花）

　　帯　広：（生花）

　　釧　路：（生花）

　　富良野：（生花）

　　吉　野：（生花）

　　浦　臼：生花

束京　○⑳○○○，○魑働○○：北海道　○鯵○○○

　　吉　野：建物

：東京　○⑳○○○，○㊥⑳○○：北海道　○⑱⑳○○

　　札　幌：（建物）

：舞ミ＝京　　○¢蓼○○○，　○⑳⑭OC）　：；1ヒ羅座道　　○⑱《懇｝㊥㊧，　◎◎⑳⑨⑭

　　釧　路：建物

　　窟良野：（建物）

　　浦　臼＝（建物）

東京　○⑳○○○・○⑭㊥○○：非海道　x

　　帯　広：建物

東京　○＠㊨○○＝北海道　○⑳＠○○，⑳鶴⑭○○

　　札　幌：窟傘，米粒

　　帯　広：唐傘，米粒

　　釧　路：甲州，米粒

　　審良野：G藷傘，米粒），先生

　　吉　野：（唐傘，米粒），　先生

　　浦　Eヨ：唐傘，（米粒），先生

東京　○㊨⑳○○：北海道　○⑳④⑳⑱○，⑭⑭⑳⑳⑭

　　札幌＝（腰掛），酒飲み

　　帯　広：（酒飲み）

　　釧　路：腰掛，酒飲み

　　富良野：（腰掛）

　　浦　闘：（腰掛，酒飲み）

東京　○㊥＠○○：北海道：x

　　帯広：腰掛
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　　　　　　富良野；酒飲み

　　　　　　吉　野：腰掛，瀬飲み

　　　　東京　○◎㊤○○，○⑳②◎○：北海道　○㊧◎○○，◎◎◎○○

　　　　　　札　幌：（化物）

　　　　　　帯　広：（金持）

　　　　　　吉　野：（化物）

　　　　東京　　○⑳⑳○○，　○¢）◎㊤○：＃ヒ汐暴，芭　　○建）㊤＠○，　◎○㊥㊧○

　　　　　　浦　臼：（金持）

　　　　東京　○⑳⑲○○，○⑪㊤◎○：北海道　○＠㊤◎◎，○㊥⑳㊨⑳

　　　　　　札　幌：（金持）

　　　　　　帯　広：（惜物）

　　　　　　釧　路：（小刀），　化物，金持

　　　　　　富良野：（小刀，化物，金持）

　　　　　　浦　臼；小刀，（化物）

　　　　東京　○⑱㊨○○，○⑫⑯⑭㊨：北海道　x

　　　　　　札　幌：小刀

　　　　　　帯　広：小刀

　　　　　　音　野：小刀，金持

　　　　東京　○⑳⑧⑱○：北海道　○◎◎㊨○，⑦⑭◎㊥○

　　　　　　富良野：（妹）

　　　　　　皆　野：（妹）

　　　　　　浦　闘：妹

　　　　甥芝京　　○⑳⑳⑳⑳　：オヒセ毎道　　○①⑳◎¢），　＠⑫⑳◎⑳

　　　　　　爽　京：ほの丸，友達，　（福引），　かまぼこ

　　　　　　帯　広：【ヨの丸，　（：友達），　福引，かまぼこ

　　　　　　釧　路：臼の丸，友達，福引，かまぼこ

　　　　　　富良野：1ヨの丸，友達，編引，かまぼこ，東京

　　　　　　霧　野：目の丸，友達，福引，かまぼこ，東京

　　　　　　浦　鼠：黛の丸，友達，禰引，かまぼこ，東京

　北海道では，東京に比べて，概して核が後ろのほうへずれている。このこと

は，東東の○⑳⑪㊥○や○㊤⑳④◎が，北海道ではこれ以外の形では対癖してい

塗いこととも合わせて，核の後ろにあるもののほうが安定していることを示す

ものである。
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も．　3モーラ名詞

　4モーラ名詞のところで述べたことと同じような分析をしてみよう。

　　i札幌帯広．釧購酬g岱雛雛雅、吉野．浦旦豊頃

？
一
玉
0

1s　13　21　IT　1

9　1・　3　剰
。．．一．　”1一一一一9－ww．．．Swwj

9　　　8　　　6　　　7

12　ll　13　11
3　　　5　　　5　　　6

8　13　12
11　5　9
5　　　6　　　3

郵・・2・2・2・2・24242ヨ・・2424
　　　ユ　　　　　じ　　　　　　　　　　　お　　　　　　　　　ミ

平均い・63・…861・・1311…1…31・・…41…31・291・38

一．一tt…i一磐．塾し空．．1竺…概絋蠣の欄白勺関係は4モー

li　il　、gl漏：響繋鷲二：鷺灘疑
　○．　＿免、．一三一L．…．9．．一．Z“一．　のようである。

劃…・…　1242・富闘。ついて，年齢、世代、紛けて
閥1・2・一1…11・1・…　婦してみると謹の。うにな。．

　4モーラ名詞とは年齢のほうが傾向が逆に娼ている。この理．霞については，

簡単に説明することはむずかしい。

　次に，丁丁方言との型の対応関係を表示してみよう。

　　　　；5捷京　　⑳○○○　：＃ヒ護二道　　○＠○○，　④㊥○○

菓京

東京

札　幌：姿，　（涙），

帯　広：姿，

釧　路：姿，　（涙），

富良野：姿，

吉　野：（姿，涙）

浦ff：姿，涙

　◎○○○：北海道

浦　臼：（烏）

（涙，鳥）
鳥
）
鳥

（涙，鳥）

oes＠＠，　＠＠＠＠

⑳○○○，○＠○○：北海道　○⑭○○，⑳⑳○○

札　幌：朝日

帯　広：朝日

釧　路：朝矯

吉　野：朝絹

浦　臼：朝日
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凍京　○＠○○：北海道　○⑭○○，④◎○○

　　札　幌：一一人

　　帯　広：一人

　　鍔H　K・各：一ノ＼

　　富良野：一一一人

　　吉　野：（一入）

　　浦　臼：…人

東京　○＠○○，○＠⑭○：北海道　○◎○○，＠㊨○○

　　牢L　　ili晃　：フコ，　（心）

　　帯　広；刀，心

　　釧　路：刀

　　富良野：（心）

　　寳　野：心

　　浦　臼＝心

ヌミ：芽ぐ　　○⑳○○，　○⑳⑱○　：iヒを飯3渣　　○⑳㊥○，　＠⑳⑭○

　　釧　照：心

｝1〔愛｝〔　　○◎○（），　○◎㊥○　：珪ヒセ1症，主Σ　　x

　　富良野：刀

　　書　野：刀

　　浦田：刀

棄京　○⑭⑳○：北海道　○◎○○，◎㊥OO

　　札　幌：頭

　　帯　広：（二人），頭，　（需葉）

葉京　○㊨㊤○＝北海道　○⑭㊨○，㊨㊧◎○

　　札　幌：二つ，二人，男，　（欝葉）

　　帯広：（二つ），男

　　釧　路＝二つ，二入，　（頭），　男，喬葉

　　富拠野＝（二つ，二人，頭，男）

　　吉　野：（二つ，工人，言葉）

　　浦　属：二つ，　（二人，頭，男）

東京　○⑯⑭○：北海道　x

　　富良野：雷葉

　　吉　野：頭，男

　　浦　属：言葉

菜京　○＠⑱⑳：北海道　㊥○○○

　　札　幌：（後ろ，鯨）

　　帯　広：鯨

　　　　　　　　　　　　　　83



　　釧　路：後ろ，鯨

　　富良野：（鯨）

東寒　○①㊤⑳：　北海道　○⑦○○，㊧㊨○○

　　札　幌：背中

　　帯　広：（兎，背中）

　　釧　銘：兎，　（鰻），背中

　　吉　野：（鯨）

＝舞ミ：〕蓉ぐ　　○㊤㊨建）　：iヒミ毎…道　　○⑳③○，　◎《⊇）㊥○

　　浦　隔：（つるべ）

東京　○◎◎◎：北海道　○⑳⑤㊤，◎⑭⑪⑳

　　札　幌：桜，形，隣，費，　（冤，鰻）

　　帯　広：桜，形，隣，昔，鰻

　　釧　路：桜，形，隣，昔

　　富良野：桜，形，隣，昔，

　　吉　野：桜，形，隣，昔，

　　浦

東京　○⑳⑳⑳：北海道　x

　　帯　広：後ろ

　　富良野：つるべ

　　吉　野：つるべ

　　浦　臼＝後ろ，鯨

東京

　　札　幌：（一H一母）

　　帯広：（薄）

　　釧　路：苺

東京　②○○○，

　　吉野：（苺）

蒙京

　　富良野：苺

　　浦　鼠：苺

東京

　　札　　幌．毛抜

　　帯　広：（慈抜）

　　釧　路：毛抜

　　當良野：（毛抜）

（兎，鰻，背中，後ろ）

（兎），鰻，背中，（後ろ）

目：桜，形，隣，昔，兎，鰻，背中

oOOO，○④⑳o：北海道　②○○○

○◎◎⑲：北海道　○⑳○○，◎㊤○○

⑳○○○，○◎①◎；北海道 ×

㊤○○○，　○◎藍）○　：靖ヒ～毎道　　○◎⑭㊨，　《i）㊨㊧◎

東京　◎○○○，OO⑤○：北海道X

吉　野：毛抜
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　　　　　浦　摩｛：毛抜

　ここでも，埼京の一つの型に多くの型が対応している。つまり安定していな

い。「朝M」だけはかえって安定している。核は後ろのほうにずれ，また平板

化が見られる点も4音節名詞と同じ傾向である。

　束：京の平板型のうち，1類のものはその疲ま平板であるが，Vl類は○◎○○，

◎◎○○へ，恩類は④○○○への傾斜がいちじるしいようであり，これは，東北

における傾向を反映するものである。IY類，　V類における○⑪○○，　OOOOの

傾斜もまったく岡様である。

　憲良野，吉野，浦臼で×が多くなっているのも高間される。　「兎」「鰻」「背

中」「後ろ」などの平板化がこれらの地点で見られるのとも無縁ではないであ

ろう。つまり平板化はまた不安定化へ通じるのである。核がなくなるというこ

とは，それだけ安定を欠くことになる。さらには，ギ頭3r苺」などで核が後ろ

に移っていることも無縁ではないかも知れない。

c．　2モーラ名喬司

　これについては，「鼻，鼻と口」「爾，雨と露」……というような形で質聞し

ている（付表3の321”u335を参照）。はじめの「鼻」「爾」……に当たるところに

ついて，今まで述べたのと同じようにして作った表が次のものである。

一コ．遡．．塑蝉墾野1．獲．豊．難．繁．勝継墜

つ
榊
生
0

i2　or　12　3
e　　　7　　　0　16

0　　　0　　　0　　　1

8　　　2　　　2　　　2

1玉　　　17　　　17　　　13

1　　　1　　　1　　　5

2　　　7

18　13
0　　　0

計 12　　　｝2　　　玉2　　　20 20　20　20　20 20　2e
・陶1、．。。田、∬漏㎞1．1。…．、：31［1．。51：。；。．851．1。1．35

次に「鼻と」「雨と」……のところの表をあげる。

一tt一．．蟹帯広塑霊璽．L壷鐙．繁灘　吉野諮｛1臼

2
1
0

4　　　2　　　8　　　王　　　　1　　　1　　　0

111’：1鷺鷺11 2
　
7

0　　　2

12　16
8　　　2

計 12　　　三2　　　12　　　20 2e　20　2e　201　20　20
勅i。33L。81．67。．75田 p。．85』。．，。。．、。。。7。i’。．、。．

B。。
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　「～と」が茄わるとずっと安定度が落ちることは，この2っの表を比べてみる

とすぐわかるところである。地点ごとの安定の度合いは相対的に3音節以↓と

ほぼ同じである。すなわち，釧路が最も安定していて，札幌→帯広の順とな

る。欝良野は帯広と同じような傾向を示すが，帯広よりは安定度が低い。

　なお，年齢・世代に分けると次のようになる。

　い・代・・斜・世3・・i！l：　聯のt，sうがきいているようであるが・

2　1。tt「71樋叛ら漏のとじ謎に30代のほう厳
　1　　15　12！　13　12　　定していないで，10代のほうが点がいい。

　ol　4　sl／　6　7
凱至箆二［［三二［；蕪［霊二丁纏丁丁讐1∴

溺・85…i　・…　・・7・はならない．無ア，セン，化も一つの難

化ではあるからである。

　なお，参考のために「…と1：」「…と露」・・…・のように発音したばあいの「口」

「露」……と，このような組み合わせでなく，単独に「枝」「壁」……のように発

音したばあい（付蓑3の331・v335）とについて，それぞれの表を比べてみよ

う。

札幌骸釧臨：蘭穿：｛墨撃，膿袋韮吉野欄
「…と口」　2

　　　　玉i
　　　　ol　．…’

　　　　　i”／

　　　　．．．一・／　6

　．．．．／’　14
一’

12　6　　　6　　　6

8　14　11．　14
0　　　0　　　0　　　0

4　　　6

16　14
0　　　0

．20
2b’T，　T，　Trmwwlwwo－ ?ｆ’M’TI’”6ww’”mm””’V，

「tt．二二7「．6。　L　6。　L　3。

1札幌・絋鱗富麟10代雅

1．3e　1．30

30｛’iこ　　30flこ

2貴．食下

1衡20　　1．30

「単独」・｝

　　　il
　　　o1

18

2

0

13　19　6
6　1　｛4
1　　　0　　　0

11　8　5
9　12　15
0　　　0　　　0

吉野　浦臼
　．；．
5

15

0i

4　　　7

16　12
0　　　1

計 20　20　20　20
　　　　　　　　　’1
20　20　2e　201　20　20

　　Ii”’1｝S’IM／．go　lM．601．gs　TI5t6wwo　r／．ggtrrl1146rr／ig－ilig：r．2s　1．2s　11201．30

　　　　c
この「単独」の表は，はじめの「鼻」「雨」…の表（前ページ上）と同じに出る
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はずのものであるが，必ずしも一致していない。これは各類の幽題数が彼我岡

じでないことにもヨ鰍諏はあろうが，なお，語が違うためということもあろう。

つまり，このようなものは基本的には語ごとに考えるべきものであろう。

　3モーラ以上と同じように，「鄭と」の形の対応関係を次に表示しよう。

　　　　幌ミ京　　《）○○　：二；ヒ著葺遊　　OOO

　　　　　　札　幌：箸

　　　　　　帯広：籍

　　　　　　釧　路：箸　　　　　　　　　　・

　　　　　　富良野：箸，秋

　　　　　　ti・＝野；箸，　（秋）

　　　　　　浦　臼：（秋）

　　　　菜京　◎○○：北海遜　090，の④○

　　　　　　札　幌：（雨，粟），国，蜘蛛

　　　　　　帯　広：粟，　（雲，蜘蛛i）

　　　　　　釧　路：（．雨），粟，雲，蜘蛛

　　　　　　富良野；：（雨，粟，雲，蜘蛛，糸，井獅）

　　　　　　齋　野：（雨，非戸）

　　　　　　　　　　　　　　　雲，蜘蛛，　（糸，井戸）

　　　　　　　　　　　　　　　Optge，　dy＠＠

　　浦　臼：（爾，粟），

ヌ芝京　　㊨○○　；＃ヒ？iif道

　　浦　麟：箸

束京　◎○○：北海道

　　帯　広：爾

　　富良野：鉛

　　吉

　　浦　摩i：針

東京　○㊤○：北海遵

　　古

舞ミ＝京　　○⑭○：；｛ヒ蓉姦這室

　　粍　幌：（花，髪），

　　帯　広二（花，髪〉，

　　釧　路：花，（髪），

　　富良野：（花，泡）

　　宵　野：（花）

　　浦

東京　○⑳○：北海道

　　札　幌：（矯，紙）

×

野：粟，雲，蜘蛛，針，糸

　　　　　　ooo
野＝（橋，紙，髪，蒙わ

　　　　　　o＠o，　eeo
　　　　　　　泡

　　　　　　　泡

　　　　　　　泡

鷺：（花，橋，紙，髪，泡）

　　　　　　o＠＠，　＠ee
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　　　　　　帯　広：（橋，紙）

　　　　　　釧　路：（橋），紙

　　　　　　浦　臼二（町）

　　　　東京　　○㊤○＝ゴヒ孝撰道　　〉く

　　　　　　富良野：橋，紙，髪，町，雪

　　　　　　吉　野：泡，町

　　　　　　浦　鶴：雪

　　　　束京　○⑱⑳；北海道　○◎○

　　　　　　富良野：（轟，飴）　　．

　　　　　　浦　ff：（飴）

　　　　東京　○⑳⑳：北海道　Oo◎，◎◎①

　　　　　　札　幌：（鄭，飴）

　　　　　　帯広：（算，飴）

　　　　　　釧　路：（ド；ゲlt），　飴

　　　　　　富田野：（道，蟻）

　　　　　　吉　野：（轟，道，蟻）

　　　　　　浦　臼：（轟，道，蟻）

　　　　東京　○④◎：北海道　x

　　　　　　吉　野＝飴

　全般的傾向としては，型の確定度はやはり粟京に比べて低くなっている。核

が後ろに移り，遂に0となる傾向も，3モーラ以上の場合と同様に認められ

る。以上は全般的な傾向であるが，なお，地点によって多少違っている。たと

えば，富良野，浦臼，ことに後者では○⑯○，⑳㊧○への傾斜が著しく，吉野

は他の地点よりも⑪○○が多い。この観点からするならば，札幌，帯広，釧路

は相：互にあまり差はないことになる。

　類の統合の関係を見ると，だいたい，札幌，帯広，釧路は，至・］II／盤／IV・V

となっている。1・］rは○⑪㊤，⑪⑳㊨，皿は○㊨○，⑭⑳○を空体としている。

IY・Vはi，　ttで終わるものは⑳○○，その他は○㊥○，⑳③○である。東京は1

／五彊／iY　・Vであり，東北主流は1畷／ll／IV・Vであることから考える

と，この北海道のアクセントは，紅葉のくずれたものというよりも，東北主流

からの流れと考えたほうがいいだろう。

　富良野は，このような類の統合関係がはっきり見られるほど安定してはいな

い。吉野もはっきりはしないが，1と皿とは分けられるようである。○⑳⑳，
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⑳⑳麟は1にだけある。浦臼もあまりはっきりしないが，1／夏・斑・W・Vと

なるようである。1は○⑤＠，＠⑳懸，他は○麟○，轡⑳○である。

　吉野・浦臼は被調査回数が少ないが，1と∬が分かれる点は，あるいは植民

の歴史を反映しているかも知れない。吉野および高知では1と正とが分かれて

いるからである。

　今まで，北天道のアクセントは，東北と同じく，】V・V類では，狭い母音i，

登に終わる2モーラ名詞は⑬○○になるとされている。各類の調査語をi，uで

終わるものとそうでないものとに分けて，それに属する藷のうちいくつが⑳○○

となるかを分数で漏すと次のようになる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この表から，．IY・V類
　　　　　　セ盤塑塑墜．豊鐙・肇で，、，。に終わるもの

　　ゆ

1鰯、
・・｛菰、

鼠　一1，一u

　その他

1／2　1／2

0／“，　O／4

！／5　1／5

0／2　O／2

0／3　Of3

0／s　e／s

1／2

0／4　I

o／2　l

o／3　l

O／5　1

1／6　2／6　O／6

0／6　O／6　O／6
o／s　1　3／ie　g／io　’sAe

o／・t一・　3／4　O／4

2／6　4／6　2／6

0／6　O／6　O／6

　　tn　i
・尉副
　　．　　　　　1

v｛　一1，　一tl

　その他

3／3　3／3　3／3

e／3　o／3　of3

2／2　2／2　2／2

0／3　O／3　O／3

5／6　5／6　3／6

2／6　O／6　1／6

5／5　5／5　5／5

3／6　1／6　1／6

はやはり，㊥○○にな

る傾向が著しいこと

がわかる。この傾向

は，札幌，帯広，釧路

ではっきり認められ

る。富船野，吉野，浦

臼になると，この傾向

は∬，鑑にまで及んで

いるが浦臼を除いて，程度はW・Vよりも低いようであり，やはり1・避とIV・V

との間には一線を引くべきであるかも知れない。なぜ札幌，帯広，釧路のよう

な大都市ではっき明鉦とIV・Vとが分かれているかについては，この調査だけ

からはわからない。1だけがどの調査地点でもあまり㊥○○に犯されていない

のはおもしろい。「鈴」だけが多くの地点で鯵○○となっているのはおそらく語

彙的な例外であろう。

　富良野で，321回目330までの調査項渇では，「鼻，鼻とMJ，「花，花と草」の

ように，同じ名詞を2回繰り返し，1回は助詞「と」をつけている。この「と」

のついたものとっかないものとが，違ったアクセントで発音されたとき1点を

与えて集計した結果を次にのべる。ただし，331の「枝」から335の「猿」までの20

のうち，全部または一つを除いて全部を同じアクセントで発音した人のものは
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「完全一型」と認めて，この集計の対象からはずした。そうしないとそういう人

は「一一一型」であるために，すべての藷を機械的に二つのばあいとも同じように発

音するため，0点となって，型を区洌する人と区溺できなくなるからである。

　このような人は全部で23人いた。内訳は次の通りである。

　　　　男8　10flこ8　2i髭：9
　　　　女　　15　　　30代　15　　　3世　　14

　2世より3世ρ曝うが「一型」の多いことは，今までのわれわれの設定してき

た仮説からしてもうなずけるところである。しかし，年齢で30代のほうに「一

型」が多いのは，年齢とともに型を失っていくことがあるからかも知れない。

謹1塑空誉畿綜轡総麹均一あ誓濃毒二鷺

　2倒316
畑・｛・罫痙攣糠竺さエ膿瀧藷

加えることができない。

　さて，点数の分布は次のようになっている。

　　　隔123・56・891－21314・5［郵平均撒
計11rノ、25三・塑堕8・・一丁．．…g．mi　23劉・・Sl・・2！1・・9

男
女

IO代
30代
2　世

3　世

2
4
‘
2
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7

S
（
d
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ご
」

7
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占

7
6
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五
轟0
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4
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Q
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1

4
つ
僧

？
鮒
52

8
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Q
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4
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4
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U
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Q
！

5
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ハ
）
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　1
2　1　！

0
5
一
2
3

9
8
　
9
8

11　818　13　11　654542　2　“　90
5　17　910　12　554534222　i　85

4電王　　　圭1．42

4の2　　　11．61

3．6　　9尋王1

4の8　　　王3・07

3．9　ILOI
4．4　　　玉2．OO

　点の多いほうが，安定していないことになる。男と女とには，この場合はほ

とんど差がない。10代と30代とは，5％の危険率で有意差をもって30代のほう

が安定していない。有意差はないものの，2世より3世のほうが安定していな

いことも今まで述べたものと同じ傾向を示している。

　次に，やはり當良野で，同じ2モーラ名詞のアクセントについて，同じ語を

励のところで2回聞いて，その2回が違ったアクセントで発音されることがな
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いかどうかを確かめてみた。「花」「針」「紙」「耳jr月」r糸」「壁」「水」の8

語である。2回の発音が違っているとき1点を与えて，各人に点をつけてみ

た。上に述べた23入の「完金一型」の人は今度も除き，また上でもそうであっ

たが，データの完全でない他の2人も除いてある。

＿一⊥黛．上翌幻．．！・f璽鰹」世．竺　まず瀟ごとに

花
町
紙
二
月
糸
壁
水

74湘

so

70

53

33

65　i

41

31

　’
尋
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数人臨
ほ含
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、

ラ
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9
玉
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…
0

4
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3
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9

　34　　　3圭　　43

　39　i　38　42
　31　1　36　34
　22　1　30　23
　22　　　王3　　20

　32　1　34　3／
　　19　」　23　18

　　17　i　16　15
”””””mm”” P”””””’mh’一”””’ P’”

　216　1　221　226　1

4
9
3
8
4
1
8
2

3
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3
1
1
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フ
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4
3
9

4
4
3
2
1
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2
1

！．　．．．f／．e．z．．．．1　．．．　．｛．．g．．｝．．．．．．，3．．｝．f．．．．．L．？．3．｝．．mm．．．．3．．F．fi．．．．．．i．．．．．一？．g．？．．，ww．．．ii／g．｛．．

司……85…・233「鋸…諄

8語をあわせた得点ごとの人数と平均得点とを表にして示す。

｛嚥12・・56パ計勅分散

何人ぐらいがこの

ゆれを承すかを調

べてみよう。

　この表による

と，語ごとに安定

度の高いものとそ

うでないものとが

あるようだ。

計
．
男
女

田「肱爆．33・・29・5・

9
9

　　　　　　　　　　　　　　　3

15　20　22　14　8　O　2
19　13　19　15　7　2　1

175　　　　2．6ノξミ2．34

90　1　2．6　2．30

85　1　2．5　2．90

代
代
一
世
慢

0
0
　
　
2
3

玉
3
．

10　24　17　16　15　7
8　10　16　25　14　8 2

1

92i　2．4　2．77

83　1　2．7　2．44

t．．．．…．． P2’． T4……「！5「71．・1田…‘．．81．…．・「弓・1’2．5．・．。i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
　　　　　6　1e　18　24　18　7　1　i185i2．82．三l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　I

　結果はすべて，前の321～330の傾向と同じで，性による差はほとんど見られ

なかった。これは，集計から省いた「完全一型」の人にあらわれた傾向とは一

致していない。しかし，上の321～330と同様，年齢磨と世代とは，「完金一型」

の場合と詞じであって，この場合は，世代のほうが5％の危：険率で有意差をも

って3世のほうが安定していな：い。両々あいまって，10代より30代のほうが，

2世より3世のほうが型が不安定になってきていることは言えると思う。

　321～326までは，たとえば，321が「鼻」と「花」のように，かなで碧くと
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区溺のなくなる語の組み合わせである。この「鼻」と「花」とをアクセントで

区慨しているときま点を与えて集計してみよう。つまりアクセントが語の冊子

的特…性になっているかどうかを見るものである。組み合わせば，321のほか322

「食台」～「雨」，　323目喬」～「箸」，　324「紙」（“「X」，　325「量包」裡「婁翼」，　326「肇翼」～　「蜘i

蛛」である。

　　i　1点0．5　0　計　　　前述のように，区別するとき1点，しない

嘱s37x11艇198・き・舗白縄なとき・・悟る姻

　　　　55　　2　／4！　198　別に金鉱で，寵良野では次のようになる。　322　il

護濃1劉；1323・冊・鞭一軸別さ漁輔
…i41・，157一・98これ磯分荻職によるものであろうというこ

　326i　38　0　160　198　とは鋳にも述べた。325「泡」～「粟」，326「雲」

～「蜘蛛」は一一番区別していない。と｛まいっても，それぞれの差ほそれほど大き

なものではない。

　男女別などで計算すると次のようになる。

｝…

r

人数　　「’lz均　　　分散

198　1．　6S　2．　Ori，77

男
女

98　1．　72　2．　051S

100　i．57　2．070／

絵喪．｝：：：

2　世i99　1．80
・パ991。49

付表3で（

1．9175

2．1805

2．　29，　！，

互．785G

　年齢は：全く差が見られないQ性より

も世代のぼうに差があるが，どちらに

も：有意差は見られない。すなわち，こ

の観点からは，あまり差がない，とい

うことになろう。

d．　1モーラ名講

　4，3モーラ名詞のときと同じ集計

をしてみよう。
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）のついていないものに2点，ついているものに1点，空欄に0

遡．帯広下町墾野1碧建仁．墾．繁　吉野灘ヨ

2　4　zir
3　　　0　　　2

1　　　2　　　0
6
3
0

7　　　5　　　5　　　5

2　　　4　1t　4・
o　　　o　　　o　　　o

∩
0
5

王

4
、
4
．

計 6　　　6　　　6　　　9 g　g　g　gl　g　g
平均．．．｝ﾑ費．…”1／1’h’5’va’．τ‘6汽ど1…．田「、．99”’1．561’1．，6繭。．67、22

　　　　　　　　　　　　　　　｝

　　　　　　　　　　　　　　　92



点を近似的に与えて計算すると次の通りである。

　この結架のうち，釧路が安定していることはこれまでと岡様であるが，あ

と，帯広→札幌の順となっている点が，2モーラ以上とは違っている。また，

富良野が大体帯広と岡じだったのが，ここでは変わって，・富良野が大変安定し

ているようである。いろいろな意味で，1モーラ名詞は2モーラ以上と違うよ

うである。

　察良野について年齢・世代ごとに集計すると次のようになる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　差はほとんどないといっていいであろ　　1　　　　10代　30代　　　2世　3慮：

……“諱@　tt　tt　　…　　　　tt　　　　う。

　21　6　6　1　7　」r
1133　2・　鯨据との型の対応麟臓添する

　oi　Q　　O　　　O　　O　　と次のようになる。

…組．…・… ?．一．”6”…一6…　　　棘⑭○，北髄⑱○

∫fZナ憂」　　　玉．67　　玉●6フ　　　　1．78　　1．56

　　釧　路：絵，火

　　富良野：絵，火，撲

　　吉　野：（絵，火，R）

　　潴　臼：絵，火，　（lfi）

東京　○㊥：北海道　㊧○

　　帯　広：名

　　釧　路：（臼）

　　富良野：（柄，搬），　田，名，葉

　　吉　野＝（名，葉）

　　浦　繭：（柄，撫，H，名），　葉

菓京　○⑳：北海道　○⑳，㊥⑳

　　札　幌＝（戸，柄，日）

　　帯　広：戸

　　釧　銘：戸，柄，（名）

　　當良野＝（戸）

鎮：京　○⑳：北海道　x

　　札　幌：名

　　帯　広：柄，1ヨ

　　告　野：｝面，柄，J倉1，｝ヨ
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札　幌：絵，火

帯　広：絵，火



　　　　　浦　ffl：戸

　棄京の⑳○は，北海道でもその型が比較的安定しているが，東京の○⑳は北

海道では不安定である。○⑳，⑭⑭に傾いている札幌，釧路に対して，富良

野，浦臼では⑤○に傾いている。いずれにしても，比較的安定している＠○の

ほうへ引き寄せられてしまっている。ここにも一種の不安定化があらわれてい

ることになる。富良野で，東京の○＠に対応するもののうち，いわゆる豆類に

カッコがつかず，1類のものにカッコがついているのは，おそらく偶然ではな

いであろう。

e．　アクセント全体を通観して

　以上の結果を見渡して言えることは，4モーラ名詞から3モーラ名詞，さら

に2モ・・一・一ラ名詞と，モーラ数が下がるにしたがって，固定化が薄くなる，つま

り無アクセント化していくことである。特に，3モーラ名詞と2モーラ名詞と

の聞には大きな断層がある。ところが，1モーラ名詞となると，圏定化炉著し

く，それまでの傾向と矛盾する。このことは，二三化と無アクセント化とが対

立概念ではないということで説明がつくのではないかと考える。ことに，モー

ラ数の少ないほうでは，無アクセント化した結果，現象としてある型への固定

化が行なわれた，と見るべきであろう。ある型への集中のうち，四割のものが

無アクセント化の結果で，二割のものがそうでないのかをふるい分けることは

むずかしい。

　一方，1モーラ名詞を除けば，モt一一一ラ数の多いほど二二化しており，これは全

都ではないまでも，無アクセン5化しにくいことと結びつくものと思う。

　さてt年齢では，4モーラ名詞で30代の点が高いのは，無アクセント化によ

らない固定化と考えてよかろう。それより小さいモーラ数で10代のほうが高く

なるのは，無アクセント化による圃定化であると解釈できる。世代のほうで3

世のほうが固定度の低いのは無アクセント化によるもので，無アクセント化に

よる固定化が，結局それほど高くならないところに，年齢と比べて，要因とし

ての世代のききかたがいっそうはなはだしいことを，かえって示すものであろ

う。もちろんこれは今のところは論証抜きの推論である。

　型の対応の表を見ると，3モーラ名詞全体として，4モーラ名詞よりも混乱
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が見られるようである。2モ・・一一・ラ名詞になるとようやく無アクセント化が扇立

ってくる。すなわち○⑳○，㊨⑳○型への傾斜である。ただし，i，　uに終わる

ものが○⑭○，⑧⑭○への「一型化」の妨げとなっている。これらの無声化しや

すい母音を持つモーラは，アクセントの核となりにくいからであろう。

　1e一ラ名詞では，もう疑いもなく⑳○に「一型化」が進んでいる。しかし，

これはまだ内地のいわゆる無アクセントぼど強圏ではない。

　以上1，2モーラ名詞で⑱○；○㊨○，⑭㊤○への「一型化」が有力となって

いるのに，3，4モーラ名詞では，必ずしもそれに平行して○㊨＠○，⑳⑳⑳○；

○⑦⑫⑳○，⑪㊧㊨◎○の型に統合していかない点に，北海道アクセントの複雑

さがあるようである。

§4結論

　以上の調査】Vの結果から，移佐の形態が集団的であるか混俊的であるかによ

って共通語化も相当違っていることが明らかとなった。なお，同じ混佐であっ

ても，地域によってas　tYL差の見られることも確かめられた。北海道方言は決し

て単一方言ではないわけである。
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6．　北海道内部の地域差

　　　　　　　　　　一調査V（高校調査）

§雀　目的

　広く北海道各地を調査して，北海道の華語の地方的な差異をつかむことを主

屋的とした。北海道3世になれば，その言語はほぼ北海道共通語になると思わ

れるが，3世のことばも地域によってだいぶ違うことは，調査夏，調査】Yです

でに明らかとなった。これを，もっと多くの地点において調べてみようとする

わけである。今まで，北海道の言語には，大きく分けて，海岸蔀のいわゆる

「浜ことば」と，内陸部のことばの2種類がある，とされていた。この差が3

世にも反映しているかどうか，反映していれば境界線は大体どのあたりに引か

れそうか，などがわかるであろう。

　そのほか，北海道と地域的に隣接する：東北地方のことばも調べて，北海道方

書との関係を明らかにしょうと，岡じ項目について東北地：方でも調査すること

を計画した。これによって，北海道方言の成立基盤のある都営が明らかになる

であろう。

§2実施

　3世である被調査者は高等学校の生徒から選んだ。上に述べた目的を達する

ためには，被調査者は高等学校で比較的容易に得られると考えたからである。

　高等学校にはあらかじめ「ことばの環境調べ」という調査票を送って，該嘉

する3世の生徒に記入しておいてもらい，これを材料にして調査者が適当と認

めた者約5入を指名して面接調査を行なった。調査票「ことばの環境調べ」は

その生徒がどこ出，身者の孫であるかを記入するよう求めている。この調査の場

合は比較的ゆるく条件を考えた。すなわち，

　①本訴はその土地で生まれ，よそに患たことのない老

　②父母は北海道生まれであること

　③父方の祖父が内地出身者で，書語形三期を過ぎてから渡道したこと

などである。父方の根母および母方の祖父母は問題としなかった。なお，棄北

地方については，その土地で生まれ，よそに出たことのない者で，数代前から
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その土地に定住している者から選んだ。

　このような方法で昭和35年8月の下旬から9月の上旬にかけて次の各地で調

査した。

調査者

騰
　

元
　

村
　

川
　

藤
　

嵐

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
厚
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
十
〃
〃
厚

面
　

野
　

上
　

徳
　

佐
　

五

　’ノ

長谷川

調　　査　　校

桧山郡江差町，江差高等学校

岩内郡岩内町，岩内高等学校

τll喜竜郡深刀町，深ノ1糖高等学校

名寄鷲了，名寄高等学校

北見市，北見北斗高等学校

函館市，帯立函館東高等学校

小樽市，小磁壁陽高等学校

掻室市，根室高等学校

標津郡中漂津町，中標津高等学校

余狸襲職陞町，斜黒高等学校

茅部郡森田丁，森高等学校

上州郡清水町，清水高等学校

苫小牧布，マ雪小牧東高等学校

浦湾郡浦泌田彦，浦河高等学校

広尾郡広尾町，広尾高等学校

松前郡松萌町，松前高等学狡

有汰郡伊達町，伊達高等学校

江別市，江別高等学校

留燕市，留繭高等学校

稚内市，稚内高等学校

瀬棚郡今金町，今金高等学校

余市郡余市町，藤布高等学校

夕張郡栗山町，粟山高等学校

静内郡静内町，静内高等学校

赤平揖，赤平高等学校

室極肺，室蘭清水丘高等学校

苫前郡羽幌町，羽幌高等学校

札幌郡豊平町，月寒高等学校

旭川市，旭川東高等学校

滝置市，滝川高等学校

士別市，士別高等学校

被調査巻

女
3
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3
2
2
っ
．
一
3
5
2
3
2
2
2
1

1
　
2
　
2
　
｝
乙

男
2
3
3
3
3
4
3
3
3
3
3
3
3
3
3
2
4
3
3
2
4
3
3
3
3
3
4
、
4
、
3
3
3
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ノ
ー
ー
ノ

石垣

ノ
ノ
ノ
ー

柴　田

野ツ己

　v

上村
ノF

穂、川

紋別郡遠軽町，遠軽高等学校

紋別市，紋劉高等学校

中川郡本別町，本劉高等学校

厚準郡厚摩町，厚岸高等学校

寿都郡寿都町，寿都高等学校

山越蔀長万部町，長万部高等学校

病垂鄭増毛町，増毛高等学校

歌志内市，歌志内高等学校

磁笠布，三笠高等学校

以下東北地方

　盛岡市，堂幅高等学校

　弘前甫，弘前高等学校

　能代市，能代市立商業高等学校

　デ∫森市，青森高等学校

　八戸布，八欝高等学校

　大曲市，大毒隔等学校

　　　　3　　2

　　　　3　　2

　　　　at．　2

　　　　3　　2

　　　　3　　2

　　　　3　　3

　　　　3．　3

　　　　3　　2

　　　　3　　2
fJN　｝？’［・　i　23　87

　　　　3　　2

　　　　3　　2

　　　　3　　2

　　　　3　　2

　　　　3　　2

　　　　3　　2

小　箭　　18　12

含　　；季卜　　i41　　99

すべて，特に断わらない限り，蕩等学校は道立または梨立である。

　このときの調査の結果から，内陸都にありながら，雷語上，海岸的色彩の強

い地点が明らかになったので，この海岸的色彩を確認するために，もう一’一度，あ

る岡じ地点の岡じ高等学校で同じlj　9について調査することにした。ただ，調

査者は前回と別の者を当てるようにした。なお，これと比較のため，内陸部に

あって内薩的なことばの行なわれているところも1地点調査することにした。

ここでも調査考は前陶と別とした。また，今までの調査で非常に東北方需的な

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　色彩の濃いこ

調査者

野元・長；谷川

上村・佐藤

佐藤

　調　　査　　　校

旭川市，旭川東高等学校

三笠市，三瀬高等学校

松前郡松前町，松前高等学校

99

　被調査岩
　男　　女

　　5　　　5

　　5　　　5

　　6　　　3

計　エ6　13

とが確認され

た半島部の，

植民の歴史の

古い地点でも

う一度調査し

て，被調査者



数をふやして参考とすることを考えた。

　旭川は，内陸部でも最も内陸的なところ，三笠は内陸部にありながら海岸的

なところ，松前は半島部の代表的なところとして選んだ。

　この調査は昭和36年2月の下旬から3月号上旬にかけて行なった。これが高

校調査の第2次調査である。

　以上の調査地点を図示すると地図1のようになる。

第2次議

・翻｝1

・三笠

・季公荊

今金ノ。

　り
江差ノ

松鏑

8

　　　　　増毛

　　　　　　”（；滝蓑㌧魯＼
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　　　　　　浦｝・
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　　　　　　　　　　　　　　　・穴曲・盛繍

　　　　　　　　　　　　　　地　　図　　1
§3結果

1．　語誌について

　一口に北海道共通語と君っても，必ずしも北海道全域に等質に分布するとは

限らない。分布図が示すように，北海道共通語の分布の濃淡は実にさまざまで

ある。一つずつ簡単に説明する。

　101．gosyoimo．　海岸部，特に半島部とオホーツク沿岸および内陸部ではあ

　　　　　　　　　　　　　　　　leb



　　　　　　　　　　　　　　　　　まり多くない。青i森察に行なわれるもの
　　　　　　CA’X
　　　　難
1・2・鉱・O @＼　　　　の反llgeと考えられる・少姻は瑠『Q
幹　　．λ　　　、。．，．．、k。ibetu．キ。べ。のことを力

　　　　　　地　鴎　2　　　　　iO人として換算したときの，その形を答
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ハ
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ダ
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地　図　3

甑、融、系V
初ｧ

　　　　　　　ll虫

地　図　4

　　　　　　　　　　　　　　　　えた人の数である。ka圭be蟹の分布図

　　　　　　翁／総凝澱吝墓澱1

　．、／芝1・、

審磨

　　　　　地図　5　　　　　　分布図によって，濃紅の都合上，ある

　　　　　　　　　　　　　　　　lel



いは，そう答えた人の数の多い地点を線で囲み，あるいは，そう答えた人の数

の少ない地点を線で翔んだ。たとえば，地図2は後者の場合である。

　103．トウモPコシ。主なものとしては，teokibi系とtooklmi系とがある。

それぞれを地図に描いてみたのが地図3，地図4である。後者は半島部に多

く，前者はそれ以外に多いことは明らかである。前者は少ないところ，後者は

多いところに線を引いてみた。ほとんど同じところに線が引かれることにな

る。なお，以下，表および地図では0の場合は省略することにする。

　次にto（0＞がっかない老の数を嵐してみた。（地図5）これによると，　to（0）一

のつくのは，半島部以外に多い。東北はtooklm圭系であるが，　to（o）一はつか

髄擁％

　　　　　嬉．

瀞ll註ζ献

鯵
　　　　　地　　図　　6

iliヨi

　
　
　
　
＼
．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地　　図　　7

ないことがわかった。葉北の南部のkibiにto（o）一がついて，このto（o）一のつい

た形が，北のほうから半島部のほうにひろがっていることがわかる。

　104　蛙

　105蜘蛛

　いずれも，ほとんどの地点で，それぞれ，kaeru，　kumoであるので，分布

図を描くことを省略する。

　106は鮭。地図6では，akiazlということの少ない地点を線で鵬んだ。点線

以外のところではすべていうと答えている。東北ではこの語は使わず，この影

響が半島部や，これと同じ傾向にある礒本海沿岸地方，中央部の炭鉱地帯に及

んでいる。

　akiaziといわないところはsakeという。（地図7）
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6
4
3

　　　　℃　，
　　むくてぬぐのさるこギむほ

　　　　　　　　バ

　し　　　　　　｝

　　　　　　地　図　　8　　　　　　　　　　地　図　　9

　　　　　　　　　　　　　　　　　107寒いをsibareruというのが全
　　　　v　rs
llO－le’9 @　ひく・・…；t／t　　　　　　　　道で圧倒的なので，地図を描くことは平

グ！～　　瀞
邑ノ1

地

　　　　導
1毛2C騨継。 ﾗ
画　4獅
熱麹

凝
念多芒

地

　　　　　　　　　調査員の誤差であるかも知れない。

　　　　　　　　　　108氷はすべて全国共通語的なので，

　　　　　　　　　地図は描かなかった。

　　　　　　　　　　109は池の水の氷ること。110は外に干
図　10
　　　　　　　　　してある手ぬぐいが「氷る」ことを何と

　　　　　　　　　いうかの嗣である。地図8，地図9を見

　　　　　　　　　ると，sibareruを，池の水が氷ること

　　　　　　　　　にも，手ぬぐいが氷ることにも使う地点
　　　！セ丁ξ

　　／》誓饗1：諜ご1筆器ごl
x
・
，
・

　　　　　　　　　がらを言い分けるかどうかを示す図（地
図　11
　　　　　　　　　図10）ができる。これを見ると，東部を

　　　　　　　　　103



除いた海岸部に言い分けている地点が多いことがわかる。

　なお，109は東北ではシミルが多数形で，弘前6，青森4，能代2，八芦4，

大曲0，盛岡4，隅じく110についても弘前10，青森10，能代4，八戸6，大

曲6，盛岡6である。

　111で，　「つらら」のことをsiga系でいうのは半島部と一一部の海岸に見られ

る。kooriというのは半島部と棄部とを除く一部に見られる。東北はsiga系統

が多いが，なお，tar◎npeもあb，能代10，大曲2である。（分布図省略）

　l12は「みぞれ」のことを，　ameyukiまたはamayukiという人の数であ

る。これらは半島部を中心にf吏われていることがわかる。東北でのeはame－

yuki，　aはamayuklを添す。漁者は東北では地域性があるようであるが，北

海道では地域差は兜られない。（地図11）

　113　「まぶしい」。東北はmatuppeが能代6，大曲2，盛岡2，　mazippe

が大葭4，盛岡2，ma晦oiが八戸8である。北海道のmatukoiは同じ系統

であるが，青森にmatukoi　4とあるのと無縁ではなかろう。（分；布図省略）

　114F冷たい」は，全域syal〈1〈oiで，地域差は見られない。大繭だけは

hakoi系である。地図は省略する。

　115　手袋を「はめる」。hameruもあるが，　hakuもなかなか多い。（図省略）

　116　の「ス1・一ブ」をsutohuというのは，海岸部・半島部に多い。：東北

でも，盛岡を除いて，使わないまでも，「聞く」と答えた老は多い。（地図12）

　117　はストーブの中をかきまわす棒。（2）のような促音のない言いかたは

半島部・海岸部，道央の炭鉱地帯に多いようである。地図13には面心を入れず

に，（1）の多い地域を実線，（2）を点線で獺んだ。（1）＋（2）でも少ないのは

紋別・清水・浦河である。なお，この棒を実際生活で使っていない者の数を示

すと地図14のようになる。半島部ではあまり使わないようであるが，これは東

北の生活形態の影響であろう。北海道の東半分であまり使わないのは薪ストー

ブを使っているからか。なお，レじるしは調査もれ。

　118の「煙突」をentooまたはentoというもの。　entoは今は半島部には

あまりないが，元来は海岸部のものであろう。entoが北海道の東半（いわゆる

道東）に多いのも特徴的である。（分布図省略）
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　119の「灰」をakuというのはほとん

ど全道的で，北海的語彙であるといえる

が，その中でも半島部。海岸部でその色

彩が濃いことが地図15で明らかとなって

いる。

　120　「眉…毛」を東北式にkon◎ke，121

「薬指」を関旧式にbenisasi（yubi）とい

うものは，一度も出なかったので省略す

る。

　122　「ほくろ」をazaというのは東北

　　　　　　地　　図　　鱒

式であるが，これは半島部から海岸部，

さらに中央の炭鉱部に見られる。　（地図

16）

　123　「凍傷」はsimoyakeに集中して

いる。地図は描かない。ただし，東北で

は，能代・大強はyukiyake系，青森・

八戸はslnpare系が多い。

　124「踵」をakutoという者。地図

17は言うと答えた者を実線で示し，聞い
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　　　　簿
124　akuto　C＞　t一一，

：・　筆法
・1 @　　／1．1．ジガ
　　　邑．熱き一選箋

繕尾鷲〆’（

グ拶〕謬　＼鍵…i，

　迅瓢，Fンノ

　　　地　　図　　17

たことがあると答えた者を，数字は省略

して，点線で示しておいた。聞いたこと

があると答えた者のいる地域が，言うと

答えた者のいる地域のまわりに分布し，て

いるのが図によく出ている。

　125　「くるぶし」はkuru一というよ

り，kuro一というのが海燦部に見られ

る。これも東北の影響であろう。　（地図

18）

　126　「塩の味」は東北系のsyoppaiが

圧倒的で，karaiという関西以西の形は

ところどころに少し行なわれているにす

ぎない。地図は省略する。

　127　は「砂糖の昧」。葉北系のuma圭

は，上の126とは違って，おそらく同音

異義語との衝突で，それほど大きな勢力

を占めておらず，半島部と，海岸部・炭

鉱地帯にわずかにあるにすぎない。　（地

図19）
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　128　「梅干の味」も，東北系のsukai

が海岸部を中心として残っているが，東

北で非常に優勢なのに対してあまり勢力

はない。おそらく消えていく寸前と思わ

れる。（分布図省略）

　129　「唾」。地図20では洋数字と実線

でyodare系を，漢数掌と点線でbero系

を示す。yodareは，東北では青森（特

に津軽），秋田北部に多く，beroは爾部

に多い。なお，tanpe系がこれらの南に

分布しているが，北海道にはこれはな

い。

　l30は，ほとんどすべてが共通語と同

　　〈1’じ「イピキオカク」で，東北系の「ha－

　　　　naotoオ～スル」はほとんど見られなか

　　　　つた。地騒は省略する。

四脚ほとんどすべ繍高調
　　　　じ「ニオィ」で，菓北系のkamariはほ

　　　　とんど髭られなかった。地図は略す。

　　　　　132は「においをかぐ3ことを棄北流

　　　　にkamuというかどうかを見ようとし

　　　　た。これはまだ半島部・海岸部には比較

　　　　的濃厚：に残っているようである。　（地図

　　　　21）

　　　　　133　の「ごはんが腐る」ことをいう

　　　　ameruも同様に海岸部的である。この

　　　　語を知らない者は炭鉱部，海岸部を揮い

　　　　た道央から道東に多いようである。この

　　　　語は，東北的語彙が北海道に根をおろし

　　　　le7



たものである。（地図22）

　134の「かわいい」の意味のmenl〈oiは，東北的語彙であるが，北海道で

も圧倒的多数形として使われている。地域差は見られない。地図は略す。

　135の「疲れた」の意味のkowaiは，東北的語彙であるが，北海道でも圧

倒的多数形として使われている。地域差は見られない。地図は略す。

　136の「草や木の大きくなる」意味のogaruは海摩部的である。東北的語

彙が北海道に根をおろしたものである。地図は省略する。

　137は「正座する」で，多数形はhizamazukuである。、ほかに，海岸部や

炭鉱部にnemaruやhizao～が分布するが，この二つはすでに弱まって，い

まや消えようとしている（地図は略す）。h呈zamazukuは，東北地方にはあまり

見られなくて，むしろ中国や九州に見られる語である。なお，東北地方では，

北部にhizao～，岩手・秋田南半・宮城・山形北半にnemaruが分布する。

　138の，夜，人の家を訪ねたときのあいさつのことばはoban　desuに集中

してv．・るので・地図は省略する・

　139の，物の値段を尋ねるときのnanboという語は，おそらくnanboが

多数形であろうと推定されるが，調査員による誤差があるようなので，ここで

は地図を描くことを省略する。

　140は「あさって」を何というかである。地図23を晃ると，共通語流にsi一．

asatteというのは道央部に多い。東北流にyanaasatteというのは半島部・

海岸部に多い。yanaasatte系のうち，はじめの部分をyana一というかyano一

地　　図　　23
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　　　　　　地図25　　　 地図26
というかyane一というかによって分類してみると，地図24で見るように

yana一は半島部に強い。東北地方の直接の影響であることがわかる。　yano一

はそれ以外の海岸部に多い。yane一は特別の地域を持たないようであるが，ど

ちらかというと道央部に多い。地図ではyana一の多い地域を実線，　yano一の多

い地域を点線で示し，それぞれ数字を省略し，yane一は数字だけをあげてみた。

　141140の次のlllのことをsiasatteと東北流にいうのは半島部・海岸都・

道話に多く，yanaasatteと共通語流にいうのは道央に多い（地図省略）。

　142は重いものを持ち上げることを何というかである。おもな形として，

tanakttとtagakuとがある。前者が東北北部的で，後者は磁北南部的といわ

れている。地図25，地図26で見るように，北郡的なほうが半島部や海岸部を占

め，南部的なほうが道央部・道東部を占めている。地図25では，tanaku系統

と認められるtanaguを特に四角で閉んで数字で示す。東北北部系の語彙と

南部系の語彙とが北海道の中で，このような地域性をもって分布していること

は興味がある。

　143一生懸命になることを「ハッチャキになる」というように使うかどうか

は，ほとんどの地点で，使うと管えているから，地図を描くことを省略する。

　144r煎える」という意味でrカテル」などということばを「使う」かどうかを

聞いた。　「聞く」というのも加えて地図を描くと，地図27のようになる。カテ

ルは実線でそのままの数字，カゼルは数字を四角で囲んで点線，カデルは数字

　　　　　　　　　　　　　　　　　le9



　　　　　　　　　　　　　　　　を丸で囲む。この語は調査盈で，小地域
iAAn7fレー．唱 @　　　　　　　　　　の中でも地域差があると考えられたもの

　カゼル　　
．噸捌レ @　　　　　　　　　　　　であるが，北海道全体から見たときも地
ll：6薦　　　　　　　　　　も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　ε誰
　　　　　　　　　　　　　　　　　ことを省略する。

　　　　　地．翻　　27
　　　　　　　　　　　　　　　　　146「乞食」の意味のホイ　トも，　「使

う」が各地で圧倒的なので，地図を描くことを省略する。

　147「きたならしい」「むさくるしい」をヤバチイというのは東北的語彙で

あり，したがって，半島部・海岸部，さらに中央の炭鉱部で多く使われている

ようである。ヤバシイという語もあるが，これはそんなに多くはない。おそら

く，ヤバチィという音が方言的な印象を与えるのを嫌って，　「奨しい」などに

類推してあとから生まれた形であろう。地図は省略する。

　148は「気楽だ」「ゆったりしている」「きまずくない」などの意味で，アズ

マシイという語を使うかどうかを聞いているが，これも圧倒的に「使う」と答

えているので，地図は省略するこ．とにする。

　以上の語彙についての記述からわかるように，北海道で行なわれている語彙

の分布にはいろいろのタイプがある。これをタイプごとに説明していくことに

しよう。

　まず，半島部・海岸部（この場含内陸の炭鉱地帯を含む）が東北的なもの。

これが調査語の中では比較的多い。　103tooklmi，111　siga，112　ameyuki

など，113matukoi，117　derek：kiなど，119　aku，122　aza，124　akuto，

125kuro一，　132　kamu，　133　ameru，　140　yaRaasatte，　141　siasatte，　142

ta鍛aku，144　kateruなどがこれである。

　これに似ているが，この半島部・海岸部が北海道的なものがある。110si－

bareru，116　sutohu，118　entoなどであるが，北海道的といっても，まった

　　　　　　　　　　　　　　　　110



く東北と関係がないとはいえないであろう。

　この変形として半島部・海岸部以外が北海道的なものとして103took圭bi，

半島部以外の海岸部が北海道的なものとして109s呈baτeruがある。

　次に，道東の特に内陸部が北海道的なものとして，102kalbetu，106　aki－

azi，142　tagaku（これは東北的），144　kazeruなどがある。これらの地域が

逆に共通語的なものもある。140siasatte，141　yanaasatteなど。

　北海道一門が：東北的なものも数多い。107sibareru，　114　syakk◎iなど，

115　halku，　126　syoppal，　134　menkol，　135　kowai，　138　oban　desu，．　139

naBbo，143ソ・ッチャキニナルがこれである。

　北海道一円が東北酌でなく，共通語的なものもまたある。104kaeru，105

kurao，　108　koori，　120　mayuge，　121　kusuriyubi，　123　slmoyake，　130　i－

bikio　kaktt，13i　nioiなどである。

　東北酌な語彙がだんだん消えていくことがはっきりしているものは，珍7u－

mai，128　sukai，129　yodare，　bero，137　nemaru，　hizao～などで，北海

道的な語糞がだんだん消えていくものは101gosyoimoである。

2．　文法について

　語彙の場合と同様に1項目ずつ説明し，地域的な差が見出せるものは地図に

書いてみよう。

　201は「書く」の否定形を聞いている。カカンという老はあまり多くない

　　　　　　　　　　　　　　　　　し，地域性もないようである（地図は略

　　　　　　　　　　　　　　　　　す）。　しかし，これは調査という場面に

　　　　　　　　　　　　　　　　　制約されているように思う。実際生活で

　　　　　　　　　　　　　　　　　はカカンのような表現はよく耳にした。

湾緊瓢これは垢だという意識齢’ので調

地　　図　　28

』ノ’

ｸでは出てこないのであろう。、

　　、202は「こんなペンではうまく書かさ

　らない」のようにkakasara一を使うかど

　うかである。この形を使うのは，地図28

　でわかるように，半島部・海岸部に多い

　111



　　　　℃　、
203　趣くL＝イイ，工■　　〔》

・・ @鋤∀
：1　　ン駿t，

　　　騰1

びジ1㌔窃，＼

　　　ご
　　3～3

　B

　　　　　地　　図

”．ri2　　　　・2　・2

　　　　　　　
　　　・4圃

　29

　　　　s　rt
pa3　kakereru　O　（．．i」，

宙．謬．濯

繕誌ニチ曇

un@Kl．　x”　xt－ii［i｝ll・；f

　1　一一　”A　”s’

　　　　地　　図　　3蓬

：
2
s

・A

　　　　地　　図　　32

2。3、、騙、餌B⑤

グも f｝　　応

　ノ　　　　ン

け
　　　地　　図

＼　鵬
　　　　一　　　　　　i

3e

　　のであるが，その他の地方にもあり・，ほ

　　とんど全道的といってもいい。これは東

　　道で得て発達したというべきか。kake－

　　re一の形をいうのは，これに比べるとず

　　つと少ない。．やや海岸的かとも思われる

　　が，それほど顕著ではない。

　　　203書きやすいペンのことを「このペ

　　ンは書くにええ」のようにいうかどうか

　　である。書くにイイまたはエエという者

　　を地図に示す。（地図29）　このうち，エ

　　エという者はその中核をなすように分布

　　している。しかし，エエというのは東北

　　にはあまりないようである。

　　　また，kakasaru，　kakereruという

　　言い方もあり，地図30，地図31に示すよ

　　うに分布する。202で述べたことと平行
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したことがいえる。kakereruはどちら

かというと弱い。

　204自分はローマ字で手紙を「書くこ

諜鷺とができる」をもう少し短かく“’うと・

地　　図　　33

地　　図　　34

グ　　く・1、：珍　　Xl・

　　　　　　　　　　　　　　颯

地　　図　　35

　　　どうなりますか？　というのが門閥文で

　　　ある。203が情況可能を聞いているのに

　　　対して，こちらは能力可能である。カカ

・10　・IO @サルやカク＝イイなどはずっと少なくな

　　　って，kakereruが多くなっているが，

　　　これは全道的というよりも，やや海岸的

　　　のようである。（地図32）

　　　　205手紙はあの人が「書くだろう」「あ

　　　の人が書くべ」のどっちを仲のいい友人

　　　には使うか，という形で尋ねた。kaku－

　　　beが方言であることはいわば知れわた

　　　っているのであるが，全道的に特に男子

　　　に根強く行なわれ，どちらかというと海

　　　三野といえる分布を見せている。　（地図

　　　33）

　　　　206手紙が来たから返事を「書けばい

　　　いのに」「書けばええのに」のどちらを，

　　　構手が仲のいい友人だったら使うか，と

　　　いう形で尋ねた。ここではイイかエェか

叢　　　の観点から集計した。イイの数をエエの

　　　数で割ったものを示したのが地図34であ

　　　る。ただし，イイ雫0であり，もしエエ

　　　＝0のときは，仮にエエ＝＝　1としての計

　　　舞に1を加えた。答えの数値の少ないと

　　　き線で囲んでみたところ，地図34のよう
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に半島部。海岸部にエエが多いことが明らかとなった。このことは203でも見

られたところである。なお×じるしは計算不能であることを示す。

　207「書くなら」「書くだら」のどっちを使うか，である。なお，これに関連

して，最後に短文を読ませ，標準語としておかしいところを直させる問（503）
　　　　　　　　　　　　（母　　　　　　　　　　　（B＞
を出した。それは，rそれだらそうと早く誉いばいいのに」のような文で，㈲を

直さなかった者で，しかも，この207でdaraと答えた者の数を出した。地図

35では，左に問207の場合の数字，右に短文の場合の数字を示し，かつ実線で

前者を，点線で後者を示した。結果を見ると，daraはやはり半島部・海岸：部

に多いことは明らかである。北海道では後者のほうが多いところが数地点，特

に南岸沿いに見られたのに対して，東北ではそのようなことが少ないのは偶然

であろうか。東北のほうが方言を直す点に注意が常に向いているものかとも思

えるが，この点は確実にはいえない。しかし，平均点を出すと，北海道3．8に

対して東北3．0と東北のほうがよく直していることも事実である。

　208「起きられる」の否定形である。okire一が圧倒的であって，これは全

道的といえる（地図略す）。これもrかれは肩をいためたので，ボールを投げ

れないそうだ」という短文を解せて，直すべきところを直させようとレたが

（聞505），縮当の人が「投げれない」のところは直していない。このokire一，

nagere一の起源は，東北地方に求めることができよう。

　20g　r起きる」の命令形である。◎kireが圧倒的であって，ほぼ全道的ではあ

る（地園略す）が，208に比べると，道東の勢力はそれほど強くないし，また多

少半島部・海岸部的である。この形は東北では能代，大曲で多く聞かれたから，

葉北全体でなく，少なくとも秋田の影響によって広がったのであろう。東北全

体を基盤としていない点が，208のokireに比べて少し弱い理由かも知れない。

　◎kiroという共通語形は，東北では秋田を除く4地点で多数形となっている

が，北海道では極めてi勢力が弱い。◎kixxasaiとokinaも北海道ではあまり有力

ではなく，東北では1團も出なかったのが注目される。

　210はrいっしょに映画見に行くべ・映画見に行こう」のどっちを仲のいい

友人にいうかという問である。205のkakubeと比べると，　ikttbeの勢力はわず

かに弱いようである。地図36では少ないところを線で囲んだが，210のほうが

　　　　　　　　　　　　　　　　　1．14



地　　図　　36
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地　　図　　37

地　　図　　33

　　　　それが広いうえに，205にはわずかに見

　　　　　られた海黒部的な傾向が少し薄れてしま

　　　　っている。なお，東北ではikubes圭とい

　　　　　う形が見られ，弘前6，育森6，能代8

　　　　　と北部のほうにかたまっているが，北海

　　　　道にはこれの影響と認められるものは冤

　　　　つからない。

　　　　　211「勉強するのは好きだ・勉強しる

　　　　のは好きだ」のどっちの言い方をするか

　　　　である。サ変動詞の一段化の程度を晃よ

　　　　　うとしたのであるが，まず認証なくsuru

　　　　であって，結果を示すまでもないので，

　　　　仲のいい友人にはどの言い方をするか。

　　　　一seeはそれほどない。一sure．一S1re／ま東北

　　　　には少ない（東北の圧倒的多数形は一see

　　　　である）から，まずは北海道でひろがっ

　　　　た命令形といっていいであろう。菓北の

　　　　影響を比較的受けがちの半島部・海岸部

　　　　でこの奇い方が少し少なくなっているこ

　　　　　とからもこのことは伺われる。地圏37に

　　　　は一sireと答えた者の数を示しておいた。

　　　　　なお，504は「しっかりしれ。．元気を出

　　　　せ。思いきって投げろ」というのを直す

　　　　　ものである。地図38は504において一sire

　　　　の部分を直さなかった者の数を示した。
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　213「早くこればいいのに・くればいいのに・こいばいいのに」のどのいい

方をするか。koiba（およびkoeba）について見ると，やや海岸部的ではある

が，ほとんど全道に行なわれている（地図は省略する）。なお，この雷い方は秋

田方言に起源を有する。

　214は「あんまりおかしくてどうしても笑わさった」というように「笑わさ

った」という言い方をするかどうかを聞いたものであるが，いうのが東北とも

ども圧倒的多数形である。したがって地図は省略する。

　215「このりんごは弟に食べらせよう・食べさせよう・食べらそう・食べさ

そう」のどれをいうかである。taberaseyooがやや半島部・海岸部的なのを除

けば，あまり差は見られない。北海道全体としては，多さの順に並べるとta－

besaseyoo～tabesasoo～taberaseyoo～taberasooとなる。なお，東北では

tabesaseyoo～taberaseyoo～tabesasooの順であり，　taberasooは一つもな

かった。地図は省略する。

　216は「冬には野菜がたけくなる」のように「たけく」を使うかどうかであ

る。これはほとんどの被調査者が知らないと答えている。函館3，松前2，長

万部2，増毛3だけが使い，わずかに半島部・海岸部的であったことを示して

いるが，もうほとんど消えてしまっているようである。：東北ではこれはもう少

し多く，弘前2，能代6，大曲2，盛岡8である。地図は省略。

　217は「冬は野菜は高かんべ・高いべ・高かっぺ」のうちどういう言い方を

するかを聞いた。以上の答を一be語尾のついたものと認めてまとめると，多少

の差はあるが全道に見られ，特に地域的な傾向はないようである。（地図略）、

　218は「寒いから寝たほうがいい」の「から」のところをどういうかであ

る。スケ，ハンデという東北系のことばを使うのは半島部に限られ，しかも，

これはほとんど消えかかっているといっていい。（地図略）

　219は「寒いけれども」の意味でサムイドモというかどうかである。地図39

で，今は使わないが，昔は使ったというものを特に四角で囲んで示し，点線で

その地域を示した。これは半島部・海岸部に限られ，しかも消えかかっている

ことが明らかである。このようなものは，すでに北海道方言とはいえないであ

ろう。なお，盛岡は10のうちサムイトモ2を含む。
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　　　　　　地　　　　図　　　　39　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地　　　　図　　　　40

　220は「学．校さ行く」のようにサを使うことがあるかである。219と同じ方

法で描いた。（地図40）これも半島部・海岸部でよく使われる。

　文法についての分布のタイプは，語彙のそれよりも簡単のようである。道東

の内陸部で北海道的または共通語的というタイプは文法の場合にはない。

　まず，半島部・海岸部が東北的なものが，205kakube，206書けばエエの

に，207dara，220サで，同じく北海道的なものが，202　kakere一，203　ka－

kereru，204　kaklereruで，東北と北海道の中間的とでもいうものは，202　ka－

kasara一，203書くにイイ・エェ，　kakasaruである。

　次のタイプは全道一門に伺じくらいの強さで行なわれるものである。菓北的

なものに，214warawasat£aがあり，北海道的なものに，201カカン，212

～reがあり，両者の中闘的なものとして，208　okire一，209　oklre，210三ku－

be，217－beなどがある。

　第3のタイプは，第1のタイプに属するが，ほとんど消え去ろうとしている

ものである。218ハンデ，スケ，219サムイドモなど。

　このようにあげてくると，文法の項罠はすべて東北的または北海道的であっ

て，共通語的というのがないようであるが，これは，すべて共通語的となるよ

うな項目を質問しなかったためと思う。北海道方言にはもちろん，共通語と同

じ文法的特微は数多い。

　つぎに項欝番号500台の質問のうち5つについて，それぞれ200台の質問と組

　　　　　　　　　　　　　　　　　］．17



み合わせて，1地点平均どういう数値になるかを計算してみよう。

　　　　　　　…．　上．兆壷．導＿！享＿．一．一，／g．．．

dara
207

503

5．3

　　　三曾5
3．8

okire一

208

505

ol〈ire

209

501

8．8

　　　2．1
6．7

7．9

　　　玉．1
6．8

．一vre

212

504

7．4

　　　LO
6．4

　　　　　　　　　213　1　7．1
　koiba，　koeba

　　　　　　　　　502　1　2．O　　　　　　　　　　　　　i

　200台のところの数値が比較的高ければ，

なわれていることになる。daraを除いて，

5．　1

6．7

　　　3．7
3．0

7．7

　　　1．0
6．7

4．　3

　　　1．c
3．3

O．　7

　　　－O．　3
1．0

3．3

　　　2．6
0．7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　このような方言形が比較的多く行

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すべて北海道で盛んに使われてい

ることがわかる。ことにサ変のレ語尾命令（212）は北海道独得のものである。

　200台と500台の中間にある数値は両方の差である。この数値が大きいほど方

言と知りながら使っていることになる。koibaまたはkoebaのその数値が，北

海道で一番大きい。東北ではdaraが方言であるとの意識が北海道よりも強いこ

とがわかる。

　500台の数値はどれも東北のほうが低い。つまり，方言訂正能力が高い。こ

の点からするならば北海道における共通語教育は多少遅れているようである

が，もちろんこれだけで確言することはできない。

　◎kire一，　okire，～reについては，ほとんど10人中6，7人までが北海道方

言だとは思っていない。被調査者が高等学校の生徒であるのに，こうであると

いうことは，問題にしてもいいことだと思われる。

　500台の501，502，503（A），同（B），504，505の6問について，共i通語のよう

に直したとき1点を与えて合計し，各地点を100点満点で換算すると地図41の

ようになる。点が高いところを線で囲んでみると，海岸部や半島部に多く出て

来るし，また東北にも多い。これは，今までに述べたことを裏書きしている。

　　　　　　　　　　　　　　　　1エ8



　　　　　地　　図
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地　　図　　43

　　　　　　3．　音声について

　　　　　　　音声については，溺な集計をした。た

　　　　　　とえば，　iとeとの区別があるかどうか

　　　　　　の観点から，調査語2語について，被調

　　　　　　査者各人が2語とも，iとeとを発音し

　　　　　　分けていないときは0点，2語とも完全

　　　　　　に発音し分けているとき1点，その中歯

　　　　　　と考えられるとき（たとえば，三語だけ

　　　　　　区別するなど）0．5点という点を与え，

41　　　　　地点ごとに，5人なら5人の平均点を出

　　　　　　した。地図に書いてある数字もこの平均

　　　　　　点である。だから，平均点が1点という

　　　　　　ことは，被調査潜全員がiとeとをはっ

　　　　　　　401iとeとの区別。東北でこの区鋼

管　　　　　　がはっきりしないことはこの調査でも明

　　　　　　らかであるが，北海道では，それほど強

　　　　　　くない。ただ，半島部・海岸部に少し残

　　　　　　っているだけである。（地図42）

　　　　　　　402siとsuとの区別。道菓部を除く

　　　　　　と，iとeとの区劉よりもはっきりしな

　　　　　　いようである。しかし，東北ではむしろ

　　　　　　このほうが区別ははっきりしている。

　　　　　　（地図43）これを403のciとCttとの区：別

　　　　　　と比べてみると，分布は極めて似てい

　　　　　　る。（地図44）4e4のz呈とzuとの区

　　　　　　捌のほうは区別のあやしい区：域が半島部

　　　　　　以外で402や403より少なくなっている

　　　　　　119



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　404　zit之uこの殴托〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　團嘉赦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・欝錦帯

　　　　　　地　　　　図　　　　44　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　土也　　　　図　　　　45

ことが注qされる。（地図45）

　405語中のkと9との区別。406語中のtとdとの区甥。ともに，わずか

に海岸部に残る程度である（地図は略す）。405のほうは東北でも薄れてきてい

るが，406のほうは東北ではまだ組当強いことがうかがわれる。

　407母音の無声化があるとき1点，ないとき0点とした。今金，余市，栗

山，赤平，静内では0点となったが，これらはある1人の調査員の担肥した地

点であり，この点は後にも述べるが，調査員の誤差とも見られるので，地図46

ではxじるしをつけて省いておく。やや海岸的な傾向もあるが，半島部ではこ

の傾向は見られない。

　408語中の9’とむとの区別。この場合も先の今金以下の5地点は，地図では

地　　図　　46 地　　図　　47
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地　　図　　48

地　　図　　49
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地　　図　　50

　雀略することにする。地図47によると，

　海岸部では比較的区溺されているが，オ

　ホーツク海沿岸や内陸部，蒋に後者では

　この2つを区忙しない。だんだんこの区

　鯛が密なわれる傾向が東京などにもある

　が，北海道では，東北の影響の強いとこ

　ろではまだよく露盤している。

　　409hiとsiとの区別。　hiとsiを区別

　しないのは，東京を初め，東北に広いと

　いわれる。結果を見ると東北では非常

　に薄くなっている。（地図48）しかし，

　東北の影響を受けていると考えられる半

　島部・海岸部ではまだ強く残っている。

　　410syuとsiとの区別。この区：励がな

磯ダいのは，どちらかといえば海崇的な特徴

　かと期待されたが，それほどはっきりし

　ていない。（地図49）

　　400台（音韻）の点数を合計したもの

　が付表4の3．音声の表の一番下の行に出

　ている。この点数の高いほうが東北的と

　冤られるものである。地図50によれば，

　いわゆる半島部。海岸都で点が高い6ま

た，内陸の炭鉱地帯も同様に高くなって

いる。つまり，これらの地帯は音韻的に

見て東北的だといえるであろう。

4．　アクセントについて

　アクセントについても，音声について

と同じような整理を試みた。

　今までに，北海道のアクセントが無ア

121



　　　　　　　　　　　　　　　　　クセント化しつつあることを述べてきた
　　　　　v　rt
SOI・d　trSKPt　σ　　　　　　　　　が，このような状況下にあっても，な

　　　　　　　　　　　　　　　　　められる。東北にはないから，北海道で

　　　　　地　　図　　51
　　　　　　　　　　　　　　　　　発生したものであろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　このように，東北と関係ないものもあ
　　　　唱．ua『

　　　　　　　　　　　　　　　　　が多いが，この2つの形は，ある小グル
　　　　　地　　図　　52

　　　　　　　　　　　　　　　　　一プを形成しながら，半島部・海岸部に

，。。燗。℃B坦　　　　締している・このよう眠なる型が並
　ooooie
　　　　　　　　　　　　　　　　　存していることと，北海道アクセントの

黛k’Nlx：・e．2　35・・の・つが出て・・…れは・輸

　　　，　　　幽3伽でこの語のアクセントを聞いて，

　　　　　　　　　　　　　　　　　そのあと，いくつかの語を聞いてから，

　　　　　地　　図　　53　　　　　もう一度351ロで聞いて得た結果である。
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これについては，あとで，さらに説明することにする。

　「生け花が」を地図に描いてみよう。地図52の数字の左は○○○㊥○，右は

⑭鯵㊨⑭⑳の数である。前者の多いところは，実綜で，後者の多いところは点

線で囲んだ。

　r九つが」では，○○⑳○○は半島部・海岸部に多く，○㊥○○○は内陸部か

ら道東部に多いという分布が認められる。

　「化物が」を○○○⑱○のようにいう数は地図53のようになっている。非常

に半島都・海岸部的な色彩が濃いようで，これについてはまた後に述べること

にする。

　「妹が」と「福引きが」の○○○⑳○の率を示すと，地図54，地図55のように

地　　図　　54

地　　図　　56
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なる。東北調査のほうはほぼ同じ条件であるが，「妹が」のほうが北海道では

ずっと勢力が強い。これは共通語のぼうの支援があるからとも考えられる。分

布が語ごとに区：々である例の一一つである。

　以上述べたところがらすると，半島部・海岸部はすべて○○○⑳○に落ちつ

く傾向があるように思える。そこで，4モーラ名詞の全調査語について，○○○

働○の数を合計して地図56を描いたところ，確かにその傾向は認められるよう

である。これは，東北の，特に秋田などの一一般的傾向の反映とも考えられる。

もっとも，秋田方言の○○○⑳○は〔○○○「○「○）のようであるが，北海道方

言の○○○⑳○は必ずしもそうばかりとは隈らず，○⑳⑫⑳○でもある。

b．　3モーーラ名詞

　「二つが」を○⑫○○を左，⑳⑳⑳翻を右に数字で示してみた。（地図57）

⑳○○○はないから，10から，上の2つの数字の和を引いたものが○○⑳○の数

となる。⑭㊥⑳⑳は中部に比較的多いことが出ているが，この傾向は他の語で

も多少見られる。東北に多い○○⑳○の型は，半島部・海岸部に多いことがう

かがわれる。

　r頭が」は，間にいくつか調査語をおいて2醐聞いている。その2つの結果

を地図58，地図59に分けて描いてみた。地図では○⑳○○のないところを線で

囲んでみたが，○膨○○のないところが半島部・海岸部にあることは否定でき

ないものの，二枚の地図は必ずしも一致していない。すなわち，ある個人のア

クセントがゆれているわけである。2つの答が一致した人数を各地点の被調査

者！0人として換算したのが，地図60である。これによれば，半島都・海岸翻，

つまり東北の影響を受けているところは比較的ゆれが少ないと認められる。無

アクセント化どいうことが盛んなのはおそらくそれ以外の地域においてであろ

う。

　「毛抜きが」を⑱⑳趣⑳のように平板にいうのは，『国立国語研究所年報12』

にすでに述べたように半島部。海上部に多い。これは東北の影響である。

　「心が」について，前に述べた「頭が」と同じような点を示してみよう。（地

図61，地図62，地図63）「心が」についても，「頭が」のところで述べたことが

そのままいえるようである。一致度からいうと，半島部・海岸部的1な色彩は

　　　　　　　　　　　　　　　　　124
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地　　図　　64

地　　図　　65

地　　図　　66

　　　「頭が」よりも少し薄れている。このよ

　　　うな場合でも語ごとに違うということが

　　　できる。東北も思ったよりも一致してい

　　　ないようである。

　　　　「涙が」の分布図（地図64）を見ると，

　　　○㊥○○が道：央から道東にかけ，○○⑳○

　　　が半島藩・海鴛部で行なわれていること

　　　が明らかである。東北では大戸・盛岡に

　　　しかない○○㊥○が半島部・海岸部に広

　　　がつたわけであるが，この地域には，4

　　　モーラ名詞のところで述べたように，

　　　○○⑭○型の広まる基盤があったのかと

　　　も思われる。

　　　　「ねずみが」の⑫趣＠⑳を地図に示す

㌧メ　と，東北調査では，青森県にこの型が多

　　　かったにもかかわらず，この型は半島

　　　部・海岸部には広がっていない。　（地図

　　　65）この部分には○⑭○○の型が行なわ

　　　れており，これは秋田に多い。すなわ

　　　ち，アクセントにおいては，半島部・海

　　　岸部が東北酌というのは，青森的という

　　　よりも秋雨的であることが多いようであ

　　　る。

　　　　「後ろが」については『国立国語研究

　　　所年報1瑚で述べたので，ここでは省略

　　　する。

　　　　「苺が」は鯵○○○が強い勢力を持つ

　　　ているが，これは特に半島部・海岸部に

　　　多いものである。（地図66）なお，これ
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には調査員誤差があるようなので，底巧

の×じるしの地点は集計から除外した。’

C．　2モーラ名詞

　「鼻と」～「花と」，「飴と」N「雨と」，

「橋と」tV「箸と」，「紙と」～「髪iと」，　「泡

と」～「粟と」，「雲と」～「蜘蛛と」という

鍔音語ρ）6つの組み合わせで，その地点

としてアクセント上の区別があるかどう

かを判定し，ないときに1として合計す

ると，地図67のような結果となる。最後

の組は東京方書では区別のないものであ

り，最後の2つの組は東北方言でも区別

のないものであるため，全部の組を区別

　　　　誇爽媒霧痛鍵露華灘島
　　　　　い

　　βり

　　　　　　　　　　　　　　　　　ではないかと思う。
　　　　　地　　図　　68
　　　　　　　　　　　　　　　　　40調査地点のうち何地点で肥州してい

ないかを各組について数：えると次のようになる。「鼻と」～ギ花と」18，　「飴と」

～「雨と」15，「橋と」～「箸と」10，「紙と」～「髪とj18，　F泡と」～「粟と」38，

「雲と」～「蜘蛛と」36。組によって相i当違っていることが明らかである。

　ここで1例として，「鼻と」～「花と」について，○⑳○の数を地図に描こう。

（地図68）・xじるしは，先の判定で，この組についてアクセントの区溺が，地

点として，ないと認められたものである。

　地点としての区別とは別に，各個人が区別しているかどうかを調べて，地点

ごとに被調査者が10人だとして換箪をし，6組について，区別しない人間の数

を合計してみた。数値の大きいほど無アクセント化の程度がいちじるしいこと
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地　　図　　70

地　　図　　ワ1

　になる。やはり今述べたことと同じこと

　がいえるようである。地図69が示すよう

　に，半島部・海岸部では区別する傾向が

く1’あり，道央（炭鉱部を除く）や道東では

　’無アクセント化している。

　　40地点400人のうち，何人が区：卜して

　いないかを各組について数えると次のよ

　うになる。「鼻と」・V「花と」209人，「飴

　と」～「雨と」194人，　「橋と」～「箸と」

　136入，「紙と」～「髪と」207人，　「泡と」

　～「粟と」333人，「雲と」～「蜘蛛と」330

　人。これも前に述べた結果と一致する傾

　向である。

《　また1例として，「鼻と」～「花と」に

Sついて，区別しなかった人の数を地図に

　描いてみよう。8以上のところは無アク

　セントだとして×じるしをつけた。この

　Xじるしのついた地点は，前のものとき

　わめてよく一致している。（地図70）

　　調査Wのところで述べた，1類からV類

　までで，i，　Uで終わるものが働○になる

　かどうかの観点からながめてみよう。条

　件を統一するために，付表3の331以下

　の各類で，iで終わるもので最初に出て

　くるものをとりあげて調べてみる。’

　　】y類の「海」，V類の「蛇」はともに

　⑭○が圧倒的で，特に「蛇」ではこれが

　著しい。これらは地図を描くまでもない

　ので省略する。
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　1類「糠」，翌類「垣」，1江類「年」についてまとめると，地鴎71のようになる。地

図には，この3語を⑳○のように筈えた者が内諾10人に何人いるかを計鋒して

合計したi数字を示してある。地図質によると，㊥○にならない傾：向（つまり，

東北や東京と同じ傾向）を持つのは半島部・海岸部を中心とし，それに影響さ

れている道央の炭鉱部に及んでいるのがわかる。このように，北海道のアクセ

ントは，東北と岡じくIV，　V類が㈱○となるだけでなく，1～粥灘こまでこの横

向が及んでいるわけである。これは北海道アクセントの一つの特色といえるで

あろう。

　なお40地点（つまり400人のうち）で，1類「柿」74人，笈類「壇」95人，比類「年」

　　　　　　　　　　　　　　　　　102人が⑭○である。1類まではなかなか

　　　　　　　　　　　　　　　　　侵していないということを調査Wのとこ

　　　　　　　　　　　　　　　　　ろで述べたが，まったく侵：していないの

　　　　　　　　　　　　　　　　　ではなく，多少はあることが，これで明

　　　　　　　　　　　　　　　　、、らかとなった。∬諏類はそれぞれほぼ同

　　　　　　　　　　　　　　　　　じ程度に侵されているが，1類は多少程

　　　　　　　　　　　　　　　　　度が違っているともいえる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　「鈴」が，1類であるのに⑭○なのは，

　　　　　　　　　　　　　　　　　語彙的な問題であろうとすでに述べた

　　　　　地図ワ2　　が，ここでは，北海道全域でどういう分

　　　　　　　　　　　　　　　　　布をしているかを地図に描いてみた。地

、、隔一。誓　　　即によれレま趣○は北野の蹴倒
誼　戴．　　で蹴型であ・・とがわか・．半離

　のわ

圃　撫遮。ガ裸馬とともにこの型砂ないから・こ
　　　　嘉ρヂ：嬉鞭蹴醐な・つ就髄網羅
嚢綾ノ漏

t7’壷　　房，、

地　　図　　73

　　　　勢になった型であろう。「すずらん」のア

　　　　クセントとはまったく関係なく，むしろ

：6：6　分：布は逆に出ている。

　　　　護．　1モ・・一一ラ名詞

　　　　　「柄と」のアクセントが⑭○である率
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　　　　唱
342　t，，354八

　　纏〉・1

［1　gE“ie　xvL　r．・3

　勘　盤
　r’，i．一f，

熱．
凱1：ご1

　　〈一一　x，x

　　．。　　＼・1ミゆ
　　臨∴茜　　　　、
　　　e．13

地　　魍　　74

　　　　を地図に描いてみよう。（地図73）半島部

　　　　で劣勢な型である。

　　　　　2回聞いたものの結果を1枚の地図に

　　　　描いてみよう。（地図74）r葉と」につい
　　《
　　　　て，2回の調査で趣○の者の数を出し，
　　a2

・・ @　差の大きかったところを四角で囲んでみ

囎噸　　た。この結果ではどちらかというと，差
の　　　

・α。噌　　の大きい，つまり型の安定度の低いの

　　　　は，それほど目立たないが，むしろ海岸部

　　　　に多いようである。この点は今まで述べ

　　　　たものとは違う傾向である。東北では，

　　　　この観点からいってもやはり安定してい

　　　　るので，こういう点からの安定度の低さ

　　　　もやはり考慮する必要はあろう。無アク

　　　　セント化というものにもいろいろの方向
1，f？，；？’

ｪあ。。とにな。。

グii　　　　　＼，　　　　　　次に，「血と」の2回のアクセントが違

　　　　　　　　　　　　　　　　　っていた者の数を地図に描いてみた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（地図75）半島部・海岸部では一致する

　　　　　地　　図　75　　　　　者が多いわけである。これは今まで述べ

たことと一一致しており，無アクセント化の地域性というものが単純でないこと

を噛している。

§4　まとめ

　以上をまとめると，調査ll「までの調査で，北海道方言をさらに細かく区分で

きる地域差というものが認められ，それが，この調査Vで，調査地点を比較的

多くとることによって，その境界線はどこに引かれて，どのような性質を持っ

ているかが明らかになった。

　大まかにいえば，常識的ではあるが，半島部・海岸部とその他とに分かれ，

前潜が比較的強く東北方言の影響を受けているということになる。
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　葉北との比較によると，特に日本海側のほう（ことに秋田）の影響が強く印

象づけられる。一方，：東北との比較から，新しく北海道に生まれたと考えられ

る表現もかなりあることが明らかとなった。

　全体として，共通語化の方向に向かっていることは事実であるが，無アクセ

ント化ということのほかにも，全圏共通語から離れていく現象もあることが認

められた。
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7．　調査結果の吟味

　　　　　　　　　　　一調査W（吟味調査）

§1　目的

　今までの調査の集計に当たって，調査に際して調査者の鰯入的なかたよりが

多少あるように思われた。このかたよりが大きいものであれば，今までの結果

を多少修正する必要があろう。調査VIの旨的はこのかたよりがあるかどうか，

もしあれば，どの程度かを知るためであった。

§2実施
　調査は，昭和36年2月25，26の両日，札幌市で一般市民を対象として行なっ

た。ひとりの被調査者に対して，2人ないし4人の調査老をつけるという方法

をとった。調査者の組み合わせば，7人（柴田，野元，上村，佐藤，五十嵐，

長谷川，石垣）が2人ずつの組を作ったときのあらゆる場合を尽くすように配

慮した。ひとりの被調査老に対しては，調査の始めから終わりまで同一の調査

者が質問し，他の調査者は口出ししないことを原則とした。調査者および被調

査％一は次のとおりである。

　被　調　査　者　　　i

姓性生年世代i　調査者　　　出代」のところの2・・5

野
岡
藤
野
部
藤
羽
越
村
井
珊
川
田
村
村

牧
北
後
喜
武
遠
呉
薦
北
今
沢
中
篠
崩
出

醇
　
　
5
　
　
　
5

2
2
2
2
2
2
2
2
3
3
2
3
2
2
2

9
6
2
6
6
9
5
7
6
1
6
0
6
7
3

3
2
2
3
3
0
Q
1
2
3
1
3
8
i
2

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
8
9
9

男
女
女
女
女
男
男
男
男
男
男
男
女
女
男

｝柴田，上村

佐藤，野元

i石垣・五＋嵐・柴田・上村

佐藤，長谷川

i柴田・佐藤・五十嵐，石垣

1野元，上村，長谷川
1

1五十嵐，野元
｝上村，長谷jll

i五楓，柴田

i野元，佐藤
i柴田，石垣

i長谷jll，上村，五十嵐
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は，父方か母方かどちら

かから見れば3世で，他

方から見れば2世である

ことを示す。？は，認癒

などが疑わしいものであ

る。なお，調査者のうち

一番左が質問岩である。

質問した回数は，柴田4

回を除いて，他は3圏ず

つである。

　被調査老は以上22人で



五十嵐男　19002　　　自証，上村　　　　　　　　あるが，おもな内訳は，
藤沢　　男　圭924　2　　　長谷川，野元，五十嵐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　男15，女7；2世13，2．5
渡辺　　男　王932　2．5？　柴田，佐藤

中沢　男　1g282？　　佐藤，上村　　　　　　　　世6，3世3；明治生ま

田上　男　19122　　長谷lli・石垣・柴田　　　　れ4，大正生まれ9，昭
欠　　女　1940　2．5　　五ナ嵐，上村，長谷川（一部）

杉山　男　隈22．5　　石煩，野元　　　　　　　　和生まれ9である。

　調査者7人のあらゆる組み合わせば21ある。その組の状況は次のとおりで

ある。

一tt一．一一tt墨餌璽＿．．＿塾．．　L＿．．＿奪．のう至欝賭．＿tt一．ny

長谷川～五十嵐

長谷川～石　塩

町谷川～野　元
長谷jll～猛三　　　　｝弱ξ

長谷蝿～柴　田

長：谷剛～．L　村

五十嵐～石　垣

五十嵐～野元

五十嵐～佐藤
五十嵐～柴　田

：五十嵐～上　村

石　垣～野　元

石　麺［～佐　藤

石　ゴ豊～柴　田

石　填～上　村
野　　ラ己～f～｝｛　ア二期

野元～柴　田

野　元～上　村

佐　藤～柴　田

佐　藤～上村

柴　閥～上　村

3
1
2
1
1
4
．
2
3
正
4
3
玉
王
4
2
2
1
2
2
2
2

川
常
常
藤
川
耀
獄
門

四
谷
谷
　
四
谷
　
十

長
長
長
佐
長
長
石
五

嵐
嵐
垣

十
十

五
五
石

垣
垣
元
元
元
購
藤
田

石
石
野
野
野
三
佐
柴

2，　烈一1一・嵐、

1　．．．，

1・野元
1

1

1，上　村

1

1，野　元

1，柴　田

1

i

l，柴　隣　　2

2

1，佐　藤　　1

玉

1，上　村　　1

2

1，上　村　　1

ユ

　この表の「数」の欄の数字と，「左のうち質闘老」の数字とが，合わないこ

とのあるのは，ときにふたりとも質問者にならなかった（第三者が質国者にな

った）ことがあるからである。結局，44の調査票を得て分析した。

§3結果

　以上の組み合わせについて，各論の答が違っているかどうかを調べてみた。

その答の記入の食い違った数を表にすると次のとおりである。な「お，問の数
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は，100台（語彙）…48，200台（文法）…20，300台（アクセント）…186，400台（音

声）…20，500台（文法訂正）…5（7か所）である。

長谷JII～五十嵐

蔓翻講劇職1

出村

藤i沢

．蒸一一や

鞠1．

　　lOO台　　　200台　　　300台　　　400台　　　500台
麟・・8項i・文法…項1（アクセント）1櫛）・・項｛（妾響）

＿＿、．．＿＿＿＿一＿．．　　　　　　　　　　　　　　　三86項

　　　3　　　　　3　67　1　0
　　　4　　　　　3　　　　　フ8　　　　　　　1　　　　　　　1

　　　3　　　　　4　67　1　1
　　　3．3　3．3　70．7　1　O．7

12 5 26 4 o

長谷測～野　元　北対

　　　　　　　．醐．

．長唇タH～佐藤1堅塁ぼ

　　　　　　7　　　　　　i

　　　　　　　　　　　　　ユ

i平均i……一∵ポ…’…”1…

　　　l　l・　　・
　　　．

　　18
　　17
…… ｹ器…㍉艀

’”@’C　g’　’”　m　”

　　5　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　

……’吹c……‘’6’J“9醒’『

…… ｼ一一……………す一『

長谷川～柴副mk　1 8 2 27 4 o

長谷JH～上　村

五十嵐～石　垣

五十嵐～野　光

北村

沢田

串村

．，一蒸一＿一

弛1．

1
5
4
3

4
＋
2
1
2

1
0
1
9

2
7
2

ド
D
1
▲
3
2

5．8 2．3 30．　3 2．8

藤
西

後
脚

「平司

r蒲
鎌
一祠

3
7

6　　　　　60

5　　　　　67
4
辱
4

O．5

1

6

5 5．5 63．　5 4 3．5

2
8
8

4
9
4
・

8
5
6

h
／
〆
0
7

3
4
ム
3

1
0
1

12．7 5．7 73 3．3 O．7

．財墨～佐藤隠刺 8 5 76 4 6

五十嵐～柴　田 藤
蔀
灯
花

後
武
竹
中

2
3
2
3

　
1
　1

　3

　5

　5

　2
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・TL均i
7．5 3．8 68．5 4．5 2

五十嵐～上 村　後藤

　　餓村

　、一一些」．

｛平均

2
フ
∩
◎

3
2
5石垣～野旧 ｳ1杉i－t．i　1

5．7 3．　3

51　O　166　4　068　1　0
6L7　1．7　O．3

石藤扉劇翻
9 6 22 5 o

1ユ 7 3i

3
…
1
3
0
0

o

石壌～柴 田　後藤

　葛西
　絹村
　｛田上
　i＿＿．一一

3
2
F
D
乱

3
6
3
3

0
8
8
3

2
1
2
（
φ

O
O
O
O

岡 7．　8 3．　8 24．8 1 o

辛〒　智覚～」ニ　子守 黄鯛　l　l　毒　　l　　l
　　ミ「華珂……馳’k一『’一一一’……召：言…’”Mrl’g：言一…間…卑扉π酬｝…’b一一…

野　元～佐 藤　北国

　山脚一．…

　　平均1

野元～柴田繭「

7　　　　　　6　27　4　1

16　5　29　2　0
11．5　5．5　28　3　O．5
11 4 25 4 1

野　元～上　村 藤
村

遠
北 O

O
3
3

8
0

5
4
．

1
0平均｝

10 3 14 4．5 O．5

佐）鍔華～蛋辱照葛1ti　8　326　2　0
　　　　　　　渡辺　　　　4　　　　2　　　25　　　　　1　　　　　1

　　　　　　　平瑚　6　2・525…　二5　…
佐　　姦奏～＿ヒ　　率寸

柴　田～上村

茅野

中沢｝

5
只
）

－
り
Q 2

3
3
2

4
ム
4

O
（
）

平野 6．5 2 27．　5 4 o

野
藤
…
均

国
後
…
平

2　　　　　2　24　3　0
1　　　　　2　15　3　0
1．5　2　19．5　3　O
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　これを調査者各人についてまとめて，平均を算出してみると次のようにな

る。

長谷月｛

五十嵐
石　　　垣

野　　　元

佐　　藤
柴　　　田

上　　村

i　1OO台（48項）200台（20項）300台（186項）400台（20項）500台

3
1
4
．
4
6
8
6

6
7
7
0
8
6
5

2．9

4．3

4．6

4．2

4．3

3．．2　，

2．7

39．　9

68．3

30．5

35

36．3

36．8

30．　6

2．8

3．0

2．8

3．7

3．1

2．8

3．　1

O．4

1．6

0．6

0．5

0．9

0．7

0．3

　数回が小さいほど他と離れないことを意味するから，各行で最：も数値の小さ

いことが多ければ多いほど優秀ということもできる。しかし，それは組み舎わ

せの相手次第で，だれが多く柑手になったかによって違って来るから，このこ

とだけで調査者の優劣を決めることはできない。

　さらに前の表を，調査者を国語研究所グループと北海道グループに分けて，

それぞれの食い違い，各偲人とグループとの食い違いを数えてみると次のよう

になる。

　　　調．＿李．壷．＿墜二階蝉．．遡r・r蝕r・台．…台

研
究
所
～
研
究
所

田
村
村
…

　
　
　
…
均

柴
上
上
一

～
～
～
…
計

元
元
田
…

野
野
柴
…
平

1　1　11
2　　1　20

2　1　3
5i　34
　1　，．，

4　25　4　1
6　28　9　1
4　39　6　0
14　92　16　2
2．8　　　玉8．4　　　3．8　　　0の4

野元～研
柴田～研
上村～研

1平均

研

嘗
し，
3

野　元～長谷州

柴　田～長谷JII

上村～長谷川

野元～五十嵐

柴田～五十嵐

上村～五十嵐

野元～石垣

ー
ノ

2
1
4
3
4
3
圭

10．3

4．7

5．8

3．3　i7．7　4．3　O．7

2．7　2L3　3．3　O．3

Z5　16．8　3．8　O．3

3
8
3
8
0
フ
9

1
　

2
3
3
i

2
2
9
7
5
0
6

35

27

121

219

274

185

22

7
4
王
0
8
5
5

　
　
1
　1
　1
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一
ギ

一
片
／

「
罫
ノ

～
北
梅
道

柴田～石垣
上村～石垣．

野元～佐藤
柴田～佐藤
上村～佐藤

　　計
平　　均

4
2
2
2
2

30

長谷JHpt一研

五十嵐’）死

石癒’〉研

佐藤～研
野元～二
二田一北
．一1二村N北

均　
〃

平

〃
〃
〃
〃
厚

北
　
海
　
道
～
北
　
海
　
道

長谷川疏＋嵐　｝

長谷月1～石川　i

長谷摺～佐藤

五十嵐～石垣

五十嵐～佐藤

石垣～佐藤

　　計
平　　均

3
1
1
2
1
王
皿
9

31　　圭5　　99

8　7　3！
23　　玉1　　56

12　5　51
玉3　　　4　　55

0
0
1
1
0

225　le3　1175　88　！6　．
7．5　3．4　39．2　2．9　O．5

6．3　1．9　26．1　3．1

8．5　4．2　67．8　3．3

6．9　4．0　21．7　2．3

8．0　3．3　27．0　2．8

10．A．　A－5　41．5　3．5

7．4　3．4　41．0　2．6

5．6　2．7　35．6　2．8

O．4

Ll
o

O．3

0．5

0．8

0．3

10

12

1e

IO

8

11

61

6．　8

王0　　2玉2

5　　26

ア　　58

1圭　　127

5　　76
7　　3主

45　53e
5．0　58．9

3　　　2

4　　　0

4　　　0

8　　　7

4　　　6

3　　　0

26　15
2．9　1．7

長谷廻～北

五十嵐～北

石垣～北
佐藤～北

1平均

　ll
i　li

6．4　4．4　59．2　2．2

4．7　4．3　69．2　2．5

8．3　5．8　46．0　3．8

9．7　6．3　55．0　3．7

4
5
8
0

Q
2
王
2　この蓑によると，研究所〃研究所のグループが一番食い違いが少なく，北海

道～北海道のグループが一番食い違いが多いようである。この食い違いの数を

多いとするか少ないとするかは議論の分かれるところであるが，調査というも

のには多少このような食い違いは避けることができないものであり，この程度
勢

は調査の結果に大きな狂いは生じさせなかったと見るべきであろう。しかも，

この食い違いは集計に当たって，・なるべく多醸に見て，つまり辛くとった結果

である。

　アクセントの数値は大きいようである。しかし，研究所～研究所のグループ
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ぐらいの少なさであれば満足すべきものであろう。北海道のアクセントのよう

に無アクセント化の過程にあるようなところでは，なかなか記述の一致はむず

かしいと思われる。すでに述べたように，項層によっては一部の調査員の結果

を省いたものもある。

　調査Vは，調査員が各1入で1地点を調査しているので，調査員間のゆがみ

が最も結果にあらわれやすい。この調査のうちから音声（400台）をとって，

調査員閥の食い違いを調べてみたのが次の表である。この表に示した点数は，

東北酌でないときに1点を与えたものであるから，点数の低いほうが東北的で

あるということになる。

調　

当摯田　　 江　 差：　　0．4　0．5　0．5　0．5　0．9

岩　内

深Jll
名　寄

北　見

O．8　O．9　1　i

1　　1　　1　　1

1　　1　　1　　1

1　　1　　1　　1

姻：：ilii　ili磁5

6．，　6．，　6．，　g19，1　gl？

野元　　 函　 食藍　　 0．5　0．9　0．8　1　　0．6　0夢7

　　　小　樽　　　1　　1　　1　　1　　0．6　1

　　　根　 窒　　　 0。5　0●8　 1　　　0．9　098　0．8

　　　中標津　　0．8　1　　玉　　1　　1　　1

　　　斜里　Q．81　0．90．90．91

謡：；lli　i：：鱒一

〇．g　o．9　O．6　O．81　9．OI

1　O．7　O．4　O．91　8．51

30
　
1
　
1
　
王
　
－

　
水
牧
河
尾

　
　
小

森
清
苫
浦
広

村上 1　1　1　O．6
1　1　O．6　1
1　　1　　1　　1

1　1　O．8　O．8

1　1　1　O．8

O．9　1　O．8　O．8i

1　O．7　O．9　O．81

1　王　o．91i

1　1　O．9　O．7　1

1　O．8　O．9　O．7i

9．0
　・！

9．　Oi

9．91｝　46．3

9．2i
g．・　2　，1

前
達
劉
三
内

松
傍
江
留
芦

川徳

金
市
自

今
余
栗

藤佐

O．7　O．5　O．6　O．7　1　1

1　O．5　O．5　O．5　1　1

0．7　O．7　1　O．8　1　O．8

0．8　O．7　O．9　1　1　O．9

0．6　0．7　1　1　1　1

o．s　o．　s　o．71

1　1　O．91
0．i　i　o．71

0．9　1　O．9i
O．60．80．フi

7．8’

，14i撃
7．8i’　41．5

9引
8．　4　！1

O．8　O．8　O．8

0．7　O．7　O．8

0．7　O．7　1

238

Q
O
O

O．2　O．9　O．91

0　O．6　O．81

0　1　O．8i

7．　4i

6．61

　tフ◎2、34，3



静　内

赤平
五十嵐 室蘭

羽　幌

豊　平

身　損

滝　死

別
軽
別
割
学

士
遠
紋
本
厚

規谷長

O．9　O．5　O．5

0．9　O．6　O．6

王　　1　　1

1　　1　　生

1　1　O．9
1　　王　　1

1　　］　　1

0．フ　三

〇．9　1

玉　　　1

1　　　1

1　　王

1　　王

1　　1

9　9　O・？　9・el　9・9i

o　　e　　　　O．9　O．91　6．8’

g：．i　g・18，　8ig　ilg・　ii　lgll・i，，．，

　　　　　　　　i　A’　Ai
slz　o，　1　：　glzj

　
　
　
9

1
1
1
0
1

　　1　　1

　　1　O．8

　　1　O．8
　　玉　　o．7

　　1　　　1

0．9　1　　1　　王

1　　　1　　　生　’　1

1　　玉　　○．9　1

1　　　里　　0．8　0・4

王　　　1　　　0．フ　0．4

O．8

1

0．7

0

0

0

0．2

0．5

0．9

1

O．9　O．91

0．9　O．6i

e．8　Q．81

，　，1
6．，　6．，1

塾
glZI）’　45・4

，1，i

石壌　　寿　都

　　　長万都
　　　増　・毛

　　　歌志内
　　　三三　笠

O．9　O．5　O．4　O．5

1　O．5　O．5　O．5

1　O．5　O．5　O．5

圭　　0。5　0ひ5　0．5

1　O．5　O．5　O．5

O．6　O．51

0．5　O．51

0．5　O．51

0．7　O．5i

l　O．5i

ill！　，，．，

i
i
9
1
．
j

　調査員の合計点について，低い頷に並べてみると，佐藤34．3，石壇36．2，徳

川41．5，野元42．6，柴田43．5，長谷川45．4，五十嵐45．7，上村46．　3となる。こ

の点は，東北的でないとき1点を与えたものであるから，点の低いほうが東北

的特色が強いことになる。したがって，佐藤，石垣は少し東北的に傾き，上村

は非棄北的に傾いているように見える。ただし，これも一当調査地点の分布

が，石垣のように，元来東北的色彩の濃いと認められるところに多く集まって

　　　　　　　　　　　　　　　　　いる丁合もあり，一様でないので，ただ

　　　　鴫　、
　　　　　Oc．，：；　　　　　　　　この数値からだけ結論を繊すべきではな

　　　　　　　1トzミ　　　い。

．さ％蕊　 響錨臨。きり＿い

　　　　　　　　　　　　　　　　　が，大体，半島部・海岸部，それに内陸

　　　　　地　図　76　　　　部の一部が東北的であることを示し，点
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数のことをそれほど考えないならば，調査員ひとりひとりでは，東北的と非東

北的とが分けられていることを示す。その他，調査Vで図示したように，多く

の項目で論理的に筋の通る結果が得られているから，食い違いが多少あること

はあっても，それほど大きい影響はなかったのではないかと考える。

　もっとも，上の音声の例でいえば，佐藤の406，407，石垣の402，403，404

のように多少個人の調査癖と考えられるものが出ていないでもない。

　次に，参考のため，調査Vの調査員別の調査時闘の表をかかげよう。

柴燈蕎i1・2・212・252・28293－2333・…2　鵬i礁蒙

騰瞼！1222・332211111・
野麗し細細廻竺至婚鯉盟．r剛
敵壌レ2212・2U31iL21一
上礁丁延蕩蕩．蒲56．・1．・6

1　，，．，　1　s．6

i　　l
’t　ii
I　40．　ssl，　6．　2

L－IL’：一：．一rWrr．1

村i

徳

ーー」

生213482121人
数

聴認2謡・3諭7繍三面

1・豊・・61・互

i

｛
3
5

25

@
1

蜷
入
筆
辮
塗

佐
藤
　

五
＋
嵐

．傘⊥注∴烈∵⊥鷺三一
1翻354・・5・9…56・659・至明

1　36．　15i　5．9

1　vv－i一］

1　4　9　1　7　2　1　2　1　2
＝．T．　J’f”’1’：’

1　49．6E　IO．4
i　　’　1

五i講25蕊．三流謡．画・互・Q ．
～

鑑

lpt．thl　i　7　i　i　8wwlnvL，　G一一．”．．　一tw135．6tlel　8．uml

露蕎瞬面罵磁ざ1・．跳喚55塾「’下…
「姦いU22111・・3目2・・1・147．19：・2．・

5853504542租403938363533323015

11121231225生221

瀦
人
数

石
　
垣

．　38，1・陣

　　　　　　　　　総……蓄　　…“　｛38，3211こ1

　（所要鋳・間は分で示す。）

　この結果を見ると，一番短いものと一番長いものとの差は2倍近くもある。

また，上村の最長時聞36分は長谷州の最短時闘37分よりも短い。要する・に，個

人間の変動はかなり大きい。ばらつきを示す標準偏差は，だいたい調査時聞の
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長いほうがばらつきも大きいことを示している。上村は最も安定gていて，岡

じスピードで調査している。

§4結論

　以上を要するに，調査員の蝦人差はたしかに存在するけれども，結果に強い

影響を与えるほどのものではないであろうと判断される。個々の項Eについ

て，多少問題となる場禽がないでもないが，その個々のものについて処理すれ

ばいいものと思われる。

　すなわち，調査聡によっても，これまでの調査1～Vの結果は修正しないでも

いいと判断する。
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付表エ 1世・2世・3世の言語の対照表

1。　美唄市・橋本家

　　　（1）語　彙

1．

2．

3．

4．

5．

ロ
　
　
じ

ハ
0
7

8．

かまきり

蜘蛛

蜘蛛の糸

蜘蛛の巣

かたつむり

なめくじ

おたまじゃ
くし

蛙

9。　ひきがえる

1G．蛇

ll．

12．

23．

14．

15．

16．

17．

コ
　
　
サ

8
Q
V

1
1
20．

21．

まむし

とかげ

かなへび

いくつ
（年齢）

いくら
（催事）

いくつ（数）

黄色い

赤い

「あかい」を
「明るい」の

意味で

「あおい」の
意味

櫨をつく

　　　1批

ka「皿aki「ri

l〈u　rmo

ku　rmo一　noe

ku　rmei　noe　rba

katatsun　muri
maln　rgo（di．　）

nゴm♂ku5i
－kairunoko

otamae7　ai　kuSi

－kagiru

－1〈awandzu

ja　rraon　ri

he「b玉

一mamuSi

NR
－ombal〈oze

i　rkun　tsu（ij）

一nambo

i「kゴra

nambo（高知ことば）

irkui　tsu

－kii

rkk　ro＝l

raka魔．

使5

5

urmi　so　jui　：

　　　2世

カマキリ

クモ

クモノイト

クモノス

カタツムリ

　　　いナへゆ

アンァンムシ

ナメクジ

オタマジャクシ

カエル

kawazu

ガマ

ヘビ

・マムシ

トカゲ

イクツ

ナンボ（まれ）

イクラ

nambo

イクツ

キイロイ

アカイ

使わない

　7，　8

　ウソ
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ユウ（第3者に）

　　　　3世

nv 汲≠高≠汲奄窒

ku　rmo

in　to

s旗つ；

katats斑muユr三

dei　ndemrnuiSi

－namekudsi

o「tamad呂a、　k叫i

’kaeru

1〈awaZtt（内地で隙・た）

ga　rma

hei　b童（多）

na　rgai　mtuSi

－mamulSi
一1～二anat∫oro

NR
oikutsva

一ikLllra（60，／o）

一nambo（400／a）

i「ku等tSU

ki■：ro王

arka護

　　　tt

8

u　rson　o　ju　I



1世

22．灸をすえる　kju　rl　ta「te「u

　　　　　　　　　　k∫U：　岬suer経

23．（時計を）つくる　tSui　kuru

　　　　　　　　　　nko∫lraeru

24．（瀬を）つくる　tSu、　kuru

　　　　　　　　　　ko∫三raeru

25．「なおす」の　修繕する
　　　意味

　　　　　　　　　　　　三

26．「なおす」を　使う
　　　「片づける」

　　　の意味で

27．「なおす」を　使う
　　　「修繕する」

　　　の意味で

28．「おどろく」使う
　　　を「目が覚
　　　める」の意
　　　味で
29．　「おどろく」　使う
　　　を「目をさ
　　　ます」の意
　　　味で
30．　「おどろく」　使う
　　　を「ぴっく
　　　りする」の
　　　意味で

31．頭　　　　「atarma

32．旋毛　　一ma三ma1（多）
　　　　　　　　　　の　　　サ　　　サ　　　コ
　　　　　　　　　　91rlglrl

．33．

34．

35．

36．

禿頭

屠

眉毛

麦粒腫

37．鼻

38．　　し、、、1・こお㌔、

ha　rr　ife

merr
rna　r3ui　nge

mo　rno：　girai・

”meppat∫i（糖道へ来て
から覚えた）

器駅子ナ（多。．本当は国

一hana

R三rG芝

一kaori

　　2撞

ウソ　ツク
（本人に対する時）

オキュウヲ　スエ
ル

tttkttru

　　rl

使わない

　　lt

使わない

使わない

t
l

アタマ

ツムジ

ギリギリマイ
ロ　　　ナ　　　の　　　り

91「191「1

　ロ　　　　　　　　コ

ma葺nal

ハゲアタマ

メ

マユゲ

メツパチ（老，幼）

メボウ（多）

　
イ

ナ
オ

ハ
ニ
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　　　3世

ursoi　e　tsui　ku

o　rkju　i　o　su　rei　rtt

kosaeru（屋上に；対して）

tSukuru（対等のとき）

tsurkulru

　　fi

ちゃんとした泣．．麗1にか

える

　　fl

　　！t

　　tr

ノ’

ノ’

a「ta「ma
コ　　　の　　　の　　　ロ

91r191rl

u「dz繰

ha「6e

me「

ma　rjui　ge

me「ppa
鴇Gnomaoズal（｛吏つたこ．と
がある）

瓢e「bo「二（観母が欝って
㌔・た）

一hana

　　　てni「o－i　i



s

39．　　廻塁し・1，こおし、

40．　きなくさい

4×

42．

43．

4・4．

45．

46．

47．

こげくさい

においを嗅
ぐ

耳

よだれ

唾

48．

49．；購い

　
　
　
ロG
l

F
◎
5

ロ
　
　
ロ2
3
5
5

の

45

ゆ

55

ロ

65

辛い
瞬ミカミ享奪し、

．繊彗カミ柑「し、

すっぱい

いびきをか
く

暖をする

頬

57．顔

58． 生まれつき
の癒

　　　　1世

nii　oi

ginakun　saエ

kinakusal（北海道で覚え
た）

1｛ongekusa’t

kangu

mi一｝　mi

－1〈utli

－jodare

tsun　ba

「tSuba「ke（多）

ku　rtSibil　ro

∫i「ta

be「ro（子供に対して）

「ka：　rai

∫i「oppa、工（北海道で覚え

てこちらの方をよく揮う）

　　　　　　ソ
「ka「ral

　　　　マa■エna1（多）

usul

　　　　ソa「ma工

su「王（＝と佐。多）

su　rppa一1三

su　rkkan　I

i「bP　kio　1〈a「’ktt

se■kio　su　rru

ta「ngGru（士儀）

ho「＝

hoppetq（北海道）

hO「二ta■皿bo（土俊のこ
とば）

一kao（多）

tsu　r「a（人の悪口を讐うと
き）

merrN
？a「さa

　　　2嶺

キナクサイ

コゲクサイ

ニオイヲ　カグ

ミミ

クチ

ヨダレ

ツバ（多）

ツバキ

クチビル

シタ

カライ

シオカライ

シeツパイ（まれ）

カライ

アマイ（多）

ウスイ

アvイ

スイ

イビキヲ　カク

セキヲ　スル

hoho

ボツペタ（子）

カオ

　　アザ
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　　　　3世

　リ　　　　　　　ソ

nl「0一蓬1

k量nakusa1

kogekusaよ

ni「O■io　ka「9U

mi■mi
ku－i　t∫i

－」◎dare

tsゼba
tsu　rbaki

kttt∫il）iru

kut∫圭be（たまに露う人あ
り）離kUt∫ibeniとt’、う接続
だけか窄

∫ita

bei　ro（赤ん坊の謝

　　　　マ∫oppai

　　　　　　ソ1〈a「ra－i工（度がすぎたと
き）

karrail
　ハ　　　　　　　ヤ

u「sunエ（多）

a「ma「工

su　rppai　1

　　ぜ
SUI（略した醤い方）

ibikio　kaiku

se■kiO　Surtt

ho：

hoho

hoppeta（子供に対して）

一ka◎

tsura（親しい購で激しい薪
い方をするとき）

o「me3　N（悪口）

arza



ロ
　
　
サ
　
　
の

（
》
0
1

5
ハ
◎
ρ
0

62．

63．

64．

65．

癒ができる

ほくろ

少し大き
い，ふくら
んだほくろ

「あざ」の意

味

親指

人さし指

中指

66．薬指

り
　
　
の
　
　
コ

7
n
◎
9

6
6
ハ
h
）

70．

71．

72．

小指

しもやけ

誘

くすぐつた
い

あぐらをか
く

坐る

73．みずおち

74．垢

75．郵旨

サ
　
コ

ハ
リ
7
7
7

ロ

87

コ

97

80．

鱗

「こけ」の意

「こけ」を重三

の意味で

茸

男

　　　1世

1〈urodsini　na　rru

？a、話a

hoi　kuro

o　rjai　jubi

gi　FtosaSii　jubi

na「ka刃ubi（多）

ta「kataka－l　jubi

「benisa∫ii　jubl（紅をこ
れで塗ったことを知っている。
下くちびるの一部分だけ＞

ko　rjui　bl

Si　rmojai　ke

－kagato（多）

ki「biisu（軍隊に入ってか
ら）

一1〈iribusa（＝ヒ佐）

ko　rsobail

Hgi6a　lgu　rmu

nen　maru（北海逆のこと
ば）　　　　　　　　　・．

ka「∫ikomaru（土控）

t∫into　suwaru（子供に
対して）

一mindzuotSi

ai　1〈a

sa　rsuri（±ts）

ipuke

ku　rke　．

tt：　ruko

蓄

ki「aoko喰えるの）

naba（餓ないの）

roton　ko

jarroi　i　（ee）

　　　2徴

不明

ホクロ

ホクロ

オヤユビ

ヒトサシュビ

ナカニxビ

クスリユビ

コユビ

シモヤケ

カカト

ロソ！ミイ（多）

クスグッタイ

アグラヲ　カク

スワル

。　rsui　wari　su－

rru

ka　rSikomaru

ミズオチ

アカ

フケ

ウロコ

湿気ある時木・石
に生え．る小さい草

欝わない

キノコ

オトコ

！46

　　　　3世

az哉

holcuro

a「za（多）

hokuro

o　rjai　jubi

gi　rtosaSi：　jubi

na　rkai　jubi

ln．isuri：　jubi

lgo　rrjui　bi

∫血ojake

kagato

kib量su鰯いたことある）

korsabail　（so％）

k墾suguttaエ（5096）

agurao　1〈ail〈tt

o　rsu：　wari　su　rru

一midzootSi

哉「ka

ipuke

uroi　ko

苔

　　　tl

ki「蕊。「ko

otolco

ja　rroi；



81．　女

　
む28

　
の∩

0
8

84．

85．

の
　
　
　6
7

8
凸
◎

の
　
　
の
　
　
ゆ

D
◎
（
》
0

8
8
9

9王．

92．

93．

●
　

・

4
＾
5

Q
ゾ
Q
プ

　
　
　
サ6
7

Q
）
Q
ゾ

凧

竹馬

お手玉遊び

お手ヨ三

爾車

片足飛びを
する

鬼ごっこ
）bliく，？’しんをま“

お金

おつり

お金を数え
る

鉛筆を数え．
る

もらう

やる

くれる

「あずける」

を「子供に
おもちゃを

　　　　1世

・・・…g・甑駅）

o「nna（北海道）

me「r♂二（北溝磁）

a「鵬z（北海遂）

tan　kO

｝takaha∫i（？）

一takemma（？）

「ajaai　SObi

o「dろa’　mi（誓磯で使）．

a「ja（国のことば）

・FdSai・・ni（北海道で使う）

一kubimnia

NR
∫in　“∫iN（土錠。詫灘遜で

は？〉

∫i血Siftsa

「o且i「sa刃ago、　kkQ

kaドk：urembo「：

一kane

－okaae

ze「・ni（asに）

　　　　サ
ーozem
”zeoko（北海溢で使う。子供に向って。）

　tStlri

｝tSur1θeN

uwalcu（土佐のことば）

kand30：suru

－kazuo　kla「zoeru

「lscand50i：一Suru

∫in　raberu

真nQコrau

一kureru（本墨）

ja斑

一kureru

使わない

　　　2量

オソナ（多）

onagO（少）

タコ

タケウマ

アヤツキ

オテダマ（子供）

アヤ

カタグルマ

kegkeN

千丁ゴツコ

オカネ

オツリ

カンジョ　スル

カゾェル

モラウ

ヤル

ヤル

147

！
1

　　　　　3世

onna

mero：

onago i聞くことはある。年寄りに多い。）

tail〈o

－takeuma（ig）

一takauma

o　rtei　dama

a」at・uki麟轡てい）

orte：dama（tti　）

aRja（本人はそう欝うが？）

kataguruma

keokeN　Sし繊

onigokl〈o

ka「ne（主）

ze「ni（子供）

zeel〈o

　　　　　サーotsuri

lcandso；　suru

kadzoeru

｝morau
の

ja「u（多）

kureru

－kureru

使う



98．

99．

100．

101．

102．

103．

翼って与え
る」の意味で

「あずける．1

を「よく働
いたから，

ほうびにお
金を与え
る」の意味で

借りる

貸す

「かってく
る」の意味

今田

昨日

104。　一il善事

ユ05．　一｝」乍・々N

206．

107．

108．

109．

110．

111．

昨晩

一一�ﾓ
明ff

　
　
日

　
購
後

日
後
々

後
々
々

明
明
明

112．今晩

113．　明日の晩

114．太陽

115．

116．

117．

118．

まぶしい

月
爾
梅

1世：

使わない

　　コ　　　　　　　で

karltekO工

一kaSU

買ってくる

lcjo　r　i

kinjon　：

．「曹 盾狽盾狽潤u至

rsal｛iototoi　I

sa「ototsun　1（土佐）

一jo：be

－ototo￥no　baN

a「Su（多）

一aSita

rasatte

HSiasatte

saSiasatee（thith）

janoasati　te

ko　rmi　baN

ko「i「sa（土佐。北海道で
は使わない。通らないから）

Masuno　baN

orgil　l　saN

mabangi：（北海道）

「baba葱i：（土．鋤

tSu「ki

a「m6
　　　　　　ソーnju：ba1（時期）

2徴

’F

カリル

カス

　　　fl

措ってくる（多）

キョオ

キニョオ

キノオ

オトトイ

サキオトトイ
（父から聞く）

sa「oto一玉i（蕾使った）

ユウベ

オトトイノノミン

アシタ

アサッテ

シアサッテ

コンハン

1〈oilja

アシタノ　　ハン

タイヨオ

マブシイ

　アメ

　ツユ（子）

148

1’

3世

kariru

kasu

　　　tt

kjol；

ki「noコ：

cto「to一葦i

NR

sakiototoi（父が使う）

sa　rl｛ui　baN

圭「ssakU一】baN

a　rsu

a　rfita

a　rsai　tte

janoasat一｝te

Si　rasati　te

koi　mb2N

mjo「＝baN

－asuno　baN
　　コ

0911saΣ澄a
　　　
091：saN
gi：

ta一…i30：saN

ta「ijo　i

ma　rbu∫in　：

o　rtsui　kisaN

　　コtsuju（時期）



119．　　夕5篶

120．雷

L
a
　
a

2
　
ワ
扁
　

2

1
　
1
　
　
1

ゆ
　
　
　
　
　
サ
　
　
の

遂
ド
0
6
7

2
2
2
2

1
ー
エ
ー

の

821

ロ
　
　
　
　
の

（
》
　

0

2
　

q
◎

－
　
　
¶
↓

コ
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　

一
　
ウ
一
　
3

6
0
　
6
0
　
9
り

1
　
1
　1

ゆ
虞31

ゆ
　
　
の

5
ρ
0

0
δ
3

1
1

の
　
　
　
　

サ

7
　

∩
◎

0
0
　3

1
　
　
1

ごろごろ
（欝鳴）

稲光

落露する

虹

氷

水が氷る

手拭が氷る

氷柱

つむじ風

臼に．戟瓦裕・る

ごみ

睾葎で痛｝き≠建

めるごみ
　　カtSら　躍る

ほこり

魁の棒ぐい
にひっかか
ったごみ

地震

たきぎを捨
し、1．こ．行くオ塗

∫ド地でも
「ハヤシ」か

　　　　1世

na「ga■∫i

－ju：dat∫i

ka「mina－i　ri

ra「i

　90「090「osaN（子供に鴛して）

「dondo負「s・喉襲）

一90ゴ◎goro

i「　nadzuma

－ralga♂t∫iru

a「搬aru（北海道では弩わ
ない）

nii　5童

1ゴ痘

一ko＝ri

－ko：撫

Fsib・・縦娼騰滋の、　t
ば）

kO：ru．

「∫量ba「reruα晦道の二と
ば）

一tStt1’ara

1〈urara

榊tatSunユaki

go■mi

gox　m1

－hok◎rl

－kawago．t｝1i

dろ欝∫iN

　　　　　
｝morl

（縮などの）森一mijallem◎ri

　　　2世

パイウ

ユウダチ

カミナlj

　　　や　　　　　　　　　　ず

　　雛　ロ　コ　；コ

　　イナヅマ

　　カミナリガ　オチ
　　ノレ

　　nizi

　　ユキ

　　コオジ

　　コオル

　　シバレル（鷹t）｝）

　　シバレル

　　ツフフ

　　タツマキ

　　ゴミ

　　ゴミ

　　ホコリ

　　ゴミ

　　ゴミ

　　ジシソ

　　ハマシ

　　ハヤシである

　　モリ

149

　　　　3世：

　　　　　　てn蜘：baエ（時期）

ju：dat∫i

kami且ari
ra至

goroqoro

inabエkari（多）

inadzuma

kaminariga　ot∫三ru

rakurai　suru

ni「d5i

ju「ki

korri

ko：ru（多）

∫i「baa・rertt

ko：ru（少）

∫ibareru（多）

一tsurara

tatSU　rrman　k量

tsumud5i「kaze（小さい）

90m量

go■mi

h◎kori

gQmi

dろ玉「∫i「蕪

　　　のmor1（何田∫歩，原始材1）

haja∫i（二・講歩，鱗〉

ハヤシである

d5ind5anomori



139．

14e．

141．

142．

143．

144．

145．

146．

147．

148．

149．

150．

ユ51．

152．

153．

154．

155．

156．

15Z

「はやし」の

意味

「もり」の意

味

「象のにわ」

の意味

「家の土間」

をr＝ワ」と

「家の前の
仕事場」を
「ニワ」と

「かど」の意

味

「tt一夕穏を
「カド」と

「家の前の
仕艶場」を
「カド」と

弁戸

炊く

煮る

かまどに残
る灰

火鉢の中に
入れる灰

お湯から立
つ湯気

御飯から贈
る湯気

まな思

すり鉢

すりこぎ

瀬戸物

158．大きい

　　1量
：並木にして植樹したも

の

ニヒ間

腿園

仕濁專場（北海道で）

う言

君わない

角（curve）

雷わない

言わない

一indzumi

irdo

－tsurui（土俊）

’taku

－ni職

Hha量（北海道。多）

一aku（蜀の方で轡う）

一hai

ju　rnge

ju　rnge

一n母malta（魚用）

一saibaN（野菜用）

｝ぬamaita（国ではどっちも

これを使う）

rsurii　batfi

「suriつk：ong量

se　rtomoi　no

ka一達ratSU（±佐）

o　r；　kil　1

φU－lto至（多）

2世

庭園

玄瀾内

’「

道路から：玄関迄の
道

　　tl

イド

ノ7

タク

ニル

ハイ

アク（巻爺）

アク

ユゲ

ユゲ

マナイタ

スリバチ

スリコギ

セトモノ

オオキイ

150

間
園

土
腿

ノ「

ノ’

3量

角，端

ノ『

1’

in　do

idzumi㈲母のことば）

ta「ku

丑i「ru

　　ソーhaエ（まぎ）

aku（石炭）

一hai（多）

arku

jun　6e

jui　6e

ma「且aita

su　rrii　batil

su　rril｛oi　g1bo　；

se『tOl〕識O篇O

o　r；　kil　1



　

951

α
L
6
β

三
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食
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2
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ハ
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ハ
◎
6
ρ
0
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ハ
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1
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三
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エ
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サ
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∩
＞
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ハ
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ワ
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7

1
1
　
1

ロ

271

ロ
　
　
　
　

リ

6
δ
　
4

7
　
7

1
　
1

175．

176．

177．

178．

179．

180．

小さい

太い

細い

荒い

細かい

綿

真綿

糸

絹糸

木綿糸

織り糸

「せんたく」

の意味

「裁縫する」

の意味で「セ
ソタク」と

「くさる」を
「濡れる」の

意味で

誓

うるち

もち米

飯指

米羅

籾がら

糠

田

　　　1世　　　　　　　　　2世

kon　mal　　　　　　チイサイ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　komal

「o：kin　l　　　　　　フトイ

φui　tol

「kol　ma王　　　　　　　　　　ホソイ

「t∫i：sa商

hor　so王

「arar王　　　　　　アライ

「k◎n　mal　　　　　　コマカイ

wa「ta　　　　　　　　　　ワタ

Hmawata　　　　　　　マワタ

i「to　　　　　　　　　　イト

ーkinuito　　　　　　　キ・ヌイト

「momeNii　to　　　　momeNito
　　　　　　　　　　　　　　　　　　kanaito

「bo：石ekii「to　　　　　　　　bo「iseki

洗う　　　　　　　　　　t1

－藷身つな㌧、　　　　　　　　　　　　　　〃

使わない　　　　　　　　　〃

　　　　　コーMOMI（」転ミカ・らコメにす　 コメ
る）

一一 汲?ｉｎ?

　　　　　　ソーurumal（多）　　　　　ウルマイ（老）

　　　　　　マーko：mat　　　　　　　コウマイ傭年）

1〈ii　t∫圭（北海遜のことばでは　疑「ru「t∫i（最近まで使

ない）　　　　　　　　　　　　つたことがない）

　　　　　　　　マ
ーmot∫imai　　　　　モチゴメ

ー∫okurjo：mal　　　　　ハソ・マイ

ーhamma：（多）

一tobitsu　　　　　　　　　　コメビツ

　　　　　サ
ーmomlgara　　　　　モミガラ
ntti　1〈a　　　　　　　　　ヌカ

ta・「：（多）　　　　　スイデン

tambo　（よそのことば）

　　　　　　　　　　　　　　　　151

　　　　　3世

　　　　　　　ソt∫ir；sa「エ

　　　　　　　マ1〈O・「manエ（多）

φurto商

為orSQ畷

a　rrar　I

kormakai　I

wa「ta

ma「wata
in　to

ki「nuito

mo　rmeN「　ito

tSゴmugii「to

　　　　1ノ

　　　　「ノ

　　　　’ノ

mo「mi（eミからコメに
する）

1〈ome

U「ru■90搬e（多）

ko　「JrnaS

mo　rt∫igome
　　　ド　　　　　マd3ulmai

ha　rmmal

ko「mebi：tsu

mo　rmigara

nu「ka

ta

ta「mbo

SU「圭deN（多）



181． 田の一区画

182．畦

183．畑

184。　鳥おどし

185．　　案聖工ξ子

186。　　じゃカミし、も

187．

1．88．

18　9．　．

19e．

　さといも

　さつまいも

　「いも」とい

えば備をさ
層すか

　とうもろこ
　し

191．　かぼちゃ

192．藪
193．　たんぼ1袈

194．　　二i二黛箋

195．

196．

197．

198．

199．

すぎな

どくだみ

松かさ

竹

指にささっ
たとげ

　　　　1盤

rsemaitSi
（工区爾のこと）

ta「：（多）

tambo（よそのことば）

a　「ぢe

ha　rrta

ha　rtai　ke

NR

ka　rgai　Si

ba「re「i∫0（多）

90「∫0：■imo

，5　angatara！mo

　　　　の5angalmo
　　　　ロ　satolmo
　　　｝ta王1no（土骸三）

　　　　　　　の　satSumalmo

どれでもありうる

to「：「kibi（多）

mo　Frei　koSi

’kabotSa

－boφura（土舵）

NR
tai　mpopo

tar　mpol〈o

tsu　Fku－i　Si

一撮atsuna

－dokudame
Hmatsukasa

“tal〈e

一七〇nge

ba：　ra

　　　　2世

？

osemat∫i（子供のと
ぎに麗いた）

アゼ

ハタケ

ナルコ

カカシ

イモ

ゴシ＝イモ

サトイモ

サツマイモ

じゃがいも

ト・一キビ

tOimoroko∫i
（よそゆぎことば）

カボチャ

ボーフラ

スミレ

タソポポ

　　　　ウツクツクシ
（学校で習った）

tsuk賃∫lmbo：
（子供に対して）

su「gina

ドクダミ

マツカサ

タケ

トゲ

152

　　　　　3巌

ta

ta　rmbo

a讐ze

ha　rtai　1〈e

O「d♂∫i（ぎらぎら光るも
の）

na「rゼko（鳴るもの）

｝〈a　rka：　Si

ba　rren　：So

go　rSoimo

dsa　rgaimo

sa　rtoimo

sa　rtsurpaim　o

　　　　’ノ

to「エki一…bi（多）

to「二mo「roko∫i

ki「bi（子供のとき＞

ka「bot∫a

　　　ゆsumlre

七amapopo

tSU「kU∫im「bo＝

NR
do　Fkudami

　　　　rr

　　　　tl

　　　　rl



　　　　　　　　　　　3量

2QO．　ばらの木な　一tonge
　　　どのとげ

201。　「おちる」を

　　　「降りる」の
　　　意味で

箪驕a20

2Q3．　rこわい」の
　　　惹味

ba「ra（騒のことば）

－言わない

｛吏う（圏のことば）

疲れたとき

トゲ

2世

1’

使わない

ノ’

ノ’

ノ’

〃

3世

　　tf

恐しいとき

204．　「こわい」を　使う

　　　「疲れた」の
　　　意味で
205．　「こわい」を　｛爽牙つない

　　　「團い．」の意

　　　味で

206．　「こわい」を　使う

　　　「おそろし
　　い」の意味で

2G7．　「けち」の意

　　　味

ノ’

ノ’

ノ’

物を少ししかくれない　物惜しみする

208．　rけちだ」を　使わない

　　　「けしから
　　ん」の意味で
209．　　「けちだ」を　　使走）なVi

　　　「不思議だ」
　　　の意味で
210．　「けちだ」を　使う

　　「物惜しみす
　　る」の意味で

211．　「はそん」の　こわれた

　　　意味

212．「修繕する」　雷わない

　　　ことを「ハ
　　　ソン’スル」と

213．　SIIs’　m－i　ma
214．　莫土馬　　　　　　「otol｛omi　ma

不吉，順調でない

破損

1f

ノノ

ノ’

ノ’

ウマ

オウマ

〃

’f

ノ’

出し惜しみする時

ノ’

〃

ノ’

こわれること

ノ’

ノf

オスウマ

オンタ（動物の雄を全蔀）

215．牝馬

216．　「」：馬

me：孤ma

to　rne

to　rnei　ko

一komma
217．たてがみ　　一”mmanokan　mi

218．牛
一u∫i（今）

メウマ
gimba（譲式のこと）

トネコ

トネ

タテガミ

ウシ
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　　fノ

ヒンバ

ロウマ

トネコ

ノ
ノ

　



219．牡牛

220．　　彗ヒti：

221．子牛

222．

223．

224．

225．

226．

227．

もうも5
（牛のなき声）

もぐら

ほうほう
（棊のなき声）

せきれい

ちつちつ
（藷れいのな）

　　1営
be「ko（今）

「mmo「：偶でいう）

一〇uSi

一meauSi

－kotzSi

一rn斑0：

rznoguramoitSi

munguramotii
…9・・a皿・t∫i櫨のこ）

rhukurol：

”ipUI　一ipUI

「sek圭「re頚

NR

228。　　雀　　　　　　　　　一SUZume

229．　ちゆんちゆ　t∫litSir
ん（雀のなき声）

230．　とさか

書く　終止・連体

　　　否定

　　　希望

　　　意志

推測

便
虫

音
過

完了・進行

一tosaka（北海道）

ka「bu「to（土de）

　　1撹
karku
1〈an　1｛aN

ka　rkii　tai

l〈an　ko　i

　　2燈
bei　1〈o

オウシ

メウシ

コウシ

モオオモオオ

モグラ

mo　rguramoitSi

フクmオ

ホオホオ’

セキレイ

チッチッ

　
【

　
ユ

　
チ

メ
ー

ズ
ユ

ズ
チ

トサカ

1．　美唄市・橋本家

（2）文法

ka　rl〈uda：　ro　：

ka　rlrudsai　ro　i

kak鷺ro：（土依のことば）

ka　rite

I〈ai　ita

ka「ite「r薯ユ

ka　ritSoi　ru

　　2世
カク

心心ナイ

カキタイ

カコー

カクダpa一
力P・・…一（子供のとぎ）

カイテ

カイタ

カイテル
カイチ・ル（子供のとぎ）
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ベコ

3量

　　’ノ

ォソタ（罵にも岡様）

〃
〃

コツコウシ

’’

ノ’

ノ’

s
l

〃
〃

チュソチュソ（多）

トカサ

トッカサ

　　　3世

　　TI

カカン

　　rt

　　rt

カクベー（子供のとぎ）

’’

ノ
ノ
F
　
7この否定カカナンダ

　　tt

カイトル



仮定

順接

逆接

命令

可能

尊敬

ていねい

読む　終止・連体

　　　　　否定

希鯉

意志
推：：箪：

膏便

過去

歩芒了。〕笙そテ

仮定

順接

逆接

命令．

可能

　　　　1世

ka　rkijoi　ru

ka　rken　ba

ka　rkukii　ni

karkukeiredo（moga）

ka　rke

ka：　keru

この否定ka「keN，
（能ヵ・状混によって不可能）

ka　rl｛ike：　ni　nai　raN，

G覆がなくて不可能〉

「kaka－1　reN（禁1ヒ）

o　rl〈akini　na　rrti

ka　rkiman　su

cf．謙譲ka「ka∫itei

nlorannastt

jo　rmu

jo一　maN

jo　rtmanai　i

jo　rlnitall　i

jol　mor

jo　rmui　db．aroi

jo「ユユde

joi　nda

この否定lo「manannda

jo　rndei　ru

jo　rndoi　ru

jo　rndb．　oi　ru

jo　rmi：　joru

jo　rmei　ba

jo　rmjal：

jo　rmul〈i：　ni

jo　rmukara

jormul〈e：rede〈moga）

jo　rme

jon　meru

2盤

カイトル（子供のとぎ）

力担ル（子供のとぎ）

カケバ

カキやPt

ヵクカラ

カクケレ1：’」｛i

カケ

カケル

この否定カケソ

カイテ　オラレル

カキマス

ヨム

ヨマナイ

ヨマソ（子供のとぎ）

ヨミタイ

諏モーヤ

ヨムロー

ヨムダロー

　　　　リヨンア

ヨンダ

　　　　や
ヨンアル

ヨソドル

ヨミオル

ヨメハ

ヨミヤー

ヨムカラ

ヨムケレドモガ

ヨメ

ヨメル

155

’’

3世

　　　r／

　　　rl

　・　tノ

　　　：t

　　　ff

カカレル

この否定カカレソ

オカキニ　ナル

　　　ft

ヨWソ
ヨマナイ

ヨモー

ヨムタロー

1’

ノ
ノ

’
　
「

1’

ヨメ（ヤ）

t
l



売る

買う

尊敬

ていねい

終iE・連体

否定

希墾

意志
撫＝；t”

音便

過去

完了・進行

仮定

順接

逆接

命令

可能

尊敬

ていねい

終亘二・連’体

否定

希豊霊

意志

推・鳳

音便

過虫

　　　1世

この否定jo「meN
jo　rmarei　ru
（jo「斑eruと葱／味の差なし）

この否定jo　「marei　N
　　　　　　　　　　　　（禁止）

jo　rmikei　ni　na：　raN
　　　　　（暇がなくて不可能）

jo「nユil鷺a「SU

u　rran　N

u　rritai　i

urro：1

「urゴdろarQ：

utte

utta

この否定u「ranan　nda

a　rtten　rtl

u　rttol　ru

tt　rttSol　ru

u：　rijoru

ai　reba

u　rrjan　：

u「r猿ki　ni

u：　re

u　rrertt

rurare「N（禁血）

ka　rwai　N

ka　rkai　i

ka　rorr　i

rkaui　de7aro；

kai　tte

kon　：t・（警むかって）

1sca：　tta

　　　2世

この否定ヨメン

ヨソデ　オラレル

ヨミマス

ウル

ウラナイ

ワフン

ウP一ヤ

ウルダロー

ワツア

ウッタ

ウットル

ウツテル
ウ・チ。ル（欝の）

ウレバ

ウリャー

ウルカラ

ウルケレドモガ

ウレ

ウレル

この否定ウレン

ウッテ　オラ．レル

ウリマス

カウ

カワソ

カワナイ

カオーヤ

カウダロー

カッテ

　カッタ
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ノ’

タド

ノ
ノ
’
－

3世

ウμ一

ウルダロー

　　　rl

ア’

ウレ（ヤ）

　　　’ノ

ウラレン（禁iヒ）

　　　tノ

カワナイ

カワン

カオー

　　　t／

　　　li



完了・進行

定
接
接
令
能

仮
題
遊
命
可

　　　　尊．敬

　　　　ていねい

起きる終．1．L・運体

　　　　否定

　　　　希望

　　　　磁器

　　　　推鍛

　　　　音．便

　　　　過去

　　　　完了・進行

定
接
接
令

仮
順
逆
命

可能

尊敬

　　　1世

koi　：　ta

この歪定ka「wanan　nda

ka　rttei　ru

ka　rttoX　ru

ka　rtt∫or　ru（土俊のことば）

kaijoru

lscai　eba

kai　e

ka　reru

この碇ka「頭魏），

k・・w・・e・・N（金がないから）

◎「1く至箪aコi

el　kiN

orki七a「i

on　kijo　：

ぞ量定。「kina「エida

o　rkitel　1’u

o　rkitoi　rtt

o　FkitSoi　ru

oi　kireNo　rl〈iire

◎「kr　io（よく．使う）

0「kil　I（子供にむかって）

O、kiro（まれに演う）

o　rl〈ire＝　ru

o　rl〈irai　rertt

2世

カットル

カッテル
カ・チ・・レ（欝の）

カエバ

カウカラ

カウケレ1“

カエ

カエル

この蒼定カワレソ

カッテ　オラレル

カイマス

矛キル

オキナイ

オキン（子供のとき）

オキヨーヤ

オキルSt“　Pt一

オキテ

オキタ

オキテル

オキトル

オキレパ

オキルカラ

オキ・ルケレドモガ

オキレ

オキP

　オキレル

　この否定ナキレソ

　オキテ　オラレル
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ノ
ノ

’
　
－

1’

3世

　　　fl

　　　’ノ

この否定カエソ，

カワレソ

　　　ft

オカイ＝　ナル

オキソ

オキra　・一

　　　tt

　　　tf

否定オキナカッタ

　　　tt

　　　7／

　　　tt

ノ
’’
f

　　　rf

この否定オキレソ，

オキラレ・ン

ォキラレル



見る

来る

ていねい

終止・達体

否定

希望

意志

音便

過去

完了・進行

仮定

順接

逆接

命令

可能

尊敬

ていねい

終11二・連体

否定

壷振茎

意志

音便

1世

mi「nai　i（多く働）

mii　N

min　tai

孤i「i♂二

mirten　ru

mi「も0「ru

mi「t∫O■ru（まf，Z｛・こf／’t’う）

mi　Fjoi　ru

mP　re（まれに使う）

mi－1　jo（よく使う）

min：

mii　reru

mi　rrarei　ru

ko　rN

ko：：

rkuru：　do7　aro　i

rkurui　daro　r

　　　2徴

オキマス

ミル

ミナイ

ミヨ・・一・一ヤ

ミルダPt一

ミテ

ミタ

ミアノレ

ミトル

て　　　　　　　　ぐ

ミ　し／ノ、

ミルカラ

ミルケレドモガ

ミレ

ミロ

ミレル

この否定ミレソ

ミテ　オラレル

ミマス

クル

コナイ

コソ

欝一

コヨヨー

抽一（方霰かもしれない）

クルダ一一
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　　　3徴

オキラレテ　イル

’1

ミヨpm

　　　ti

　　　t］

この否定ミナソダ，

ミナカッタ

　　　t／

　　　ti

　　t7

ミリャー

　　　tt

　　　tl

　　　v

この否定ミレン，

ミフレン

ミフレル

ゴラソニナル

コン

ロナイ

ー　＝マ　ー

キテ

’’



過去

完了・進行

仮定

順接

逆接

命令

可能

　　　　尊敬

　　　　　ていねい

する　終」．ヒ・連体

　　　　否定

蒋錘

意志

罷
賊

～
．
塵
…盤↓漣」

鷺便

過虫

完了・進行

．仮定

順接

逆接

命令

3世

ki　rten　ru

ki　rton　rtt

ki　FtSoi　ru

kii　joru

koi　i（jo）

ki■：（」◎）　　（届一やカ，したこと

ば。きれいな麟のことば）

lscoi　reru

l〈o　rrareru

∫inai

　　　ひsenal

se「N

Fsuru：　dsaro　i

rsttrui　ctaro　r

Si　rteei　ru

Si　rtSol　ru

rsin　joru

su　rrei　ba

su　rrja■二

Ji　rre

sei　jo

se：

∫i聖ja（国のeeとば）

cf．∫圭i　ro（山形のことば）

2蹴

キテル

キトル

キヨル（子供のとき）

クレパ

クリャー

クルカラ

クルケレドモガ

コイ

コレノレ

この否定コレソ

コフレノレ

スル

セソ

シナイ

シ虫一

（ヤロー）

スルPt“　T・一

シアル

シトル

シヨル（子供のとぎ）

スリャー

【
レ

セ
ス

1S9

ノ
ノ

　

ノ’

’’

’’

3世

　　’　，ノ

この否定コレソ，

コフレソ

　　　ft

セナイ

セン’

シナイ

シテ

’’

ノ’

ノ
ノ’
f

スレハ
セノミ

スルカラ

セ

シP

ノ’



いる

可能

尊敬

ていねい

終止解体

否定

希ii甚

志
旨

意
三

音便

過去

完了・進行

仮定

順接

接
令

逆
命

可能

　　　　尊敬

　　　　　ていねい

高い　終止・連体

　　　　連用

連用

　　　1世

se　rrei　rtt

se　rrareru

oi　ru

irru

rinan　i

oranal
o、raN（多く使うが，雑な智い方）

irtani

・rr圭’t・呈（鎚魯翻

◎つro＝

oi　rudsaro　r

O■ruro＝（鰯のことば）

i「七e

O「tte（多く使う）

ii　ta

O－Itta（多く使う）

oi　reba

0「rukini（醐のことば）

0「rukara（多く使う）

oi　rukeredo　（mo）

oi　re　（jo）

oi　reru

そのU5fa　oi　reN，

rorai　reN（禁止）

o　rriman　su

tar　ka呈

ta「ka「ku　na「ru（多）

ta　rkoi　；　na　rrll

ta「kan　ku　na三（多）

ta「ko－l　Z工lai

ノ

2盤

イル（他人の存在）

オル（自分の存在）

オラソ

イナイ

オラナイ

オリタイ

イタイ

オロー

イルダロー

オルダロー

イテ

オッテ

マ　　　　　　　　す

Z一レハ

イレパ（まれに葵う）

オルケレドモガ

オレ

オレル

タカイ

タカクナル

タカクナイ
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　　　　3世

（デキル）

シテ　イラレル

セラレル

〃
ぴ
〃

〃
〃
〃

オリャー

オレ’バ

イレパ

イルカラ

オルカラ

イレ

ノ’

イラッシャル

　　　ft

　　　fノ

タコーナル

　　　tl



重い

安い

連用

推鍛

二
野

過
肝

臓接

逆接

ていねい

終止・連体

記田

連用

連日

推量

去
定

干
反
、
フ
｛

順接

逆接

ていねい

終止・連体

連用

連矯

連用

推量

　　　　1世

ta「1〈　a「kute（多）

ta　rkoi　i　te

tan　kaid，saro：（多）

tan　1〈aidaro　i

ta　rl〈alscai　tta

ta　rl〈akei　rja

tai　kaikereba

ta　rkai　kereba　（・i．ll　）

ta：　kaikara

ta一…kaikin玉（少＞

ta一　kail〈eredomo

ta　rl〈ai　idesu

ormoi　i
ormoku　na　rru（＄，　’“i’otri）

〇一ln窪0：　］ユa「ru

oi　inoku　nai　（一ts’）

oi　mo：　nai

o　rmo：　kute

ormol：te　（一v’）

0「鵬oid7）aro：（多）

oi　rnoidaro　i

oi　mokatta

o　rmo＝　kerja

O「工獄0「ikereba

O「nユ0－Ikereba（多）

o　rmon　ikara

O　「mo、　ikini　（少）

o　rmo：　ikeredo

Oドmo讐ideSU

jai　sui

ja「SU、　ku　na　f－ru（多）

三a「S砥讐：　1〕La「ru

ja　rsui　ku　nai

ja　rsui　i　nai

ja　rsun　1〈ute

ja　rsui　i　te

ja「sun　id3aro＝（多）

ja　rsun　idare：

　　　2世

タカクテ

タカイダロP・

タカカッタ

タカケリit　一

タカイケレドモガ

オモカツタ

オモケリee一

オモイケレド

ヤスクナル

ヤスクナイ

ヤスクテ

161

ーダ

ノF

3世

　　　st

　　　tt

タカケレパ

タカイカラ

タカxfケレドモ（ガ）

タカイケド

タカイデス

オモクナル

オモクナイ

オモクテ

オモイダロー

〃

〃

壷
、

　
ノレケモオ

ーノ

ヤスイダロtr一



撰
定

過
仮

　　　　　順接

　　　　　逆擾

　　　　　ていねい

暑い　終止・連体

　　　　　連用

連用

連用

推量

去
濾

過
仮

順接

　　　　　逆接

　　　　　ていねい

寒い　終止・連体

　　　　　連用

連用

連用

　
臨
　
艀

量推

忌
門

過
仮

順接

　　　　1世

ia　rsuka：　tta

ja　rsuken　rja

jai　suikereba

ja　rsuke：　reba

ja”　suikara

jai　suike（re）do

ja”　suidesu

ai　tsui

a　rtsu］　：　na　rl’u

a「tsuku　　na「ru（多）

a「tSU弩ku　　エユai

a　rtsul：　nai

a　rtsu］　kute

a　rtsu：　；　te

atsuid3aro：

a　rtsun　idaro　i

a　rtsukai　tta

a　rtsui　kerja

a　rtsui　ilscereba

a　rtsun　kereba

a：　tsuikara

an　tsuil〈ini

a：　tsuikeredo

ai　tsuidesu

san　bui．vsai　mui

sa　rmui　ku　na　rru

sa　rmun：　na　rru

sa　rmui　ku　nai

sa　rmui　：　nai

sa　rmui　kute

sa　rn｝ui：te

sai　muido7aro　：

sai　muidaro　：

sa　rmukai　tta

sa　rmui　kerja

sa　rmun　il〈ereba（ていAい）

sa　rmun　kereba

sai　muikara

sa「muikini（少）

　　　2琶

ヤスカッタ

ヤスケジヤー

ヤスケレドモ

アツカツタ

アツケリャ

アツイケレドモガ

サムケリャ
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ノ
ノ
f
’

3世

ヤスイケレドモ（ガ）

アツクナル

アツクナイ

アツクテ

アツイダpa

ノ’

サムクナル

サムクナイ

サムクテ

サムイダロ

サムカッタ

　　　tノ



　　　　　逆接

　　　　　ていねい

よい　終止・連体

連用

連用

連月薯

塞ず穣”．’

過去

仮定

順接

逆接

ていねい

ない　　終．1］［二　・連体

連用

連用

推鍛

去
定

過
仮

順接

気

　　　1世

sa3　muikeredo

sa：　muidesu

er：

i：

jo「・　na「ru納繍で）

jo：ku　na「ru（虚器に）

jo＝i　nai　i

jo－ku　na：i

joi　i　te

jo：　kute

eコ：daro：

ei：　dsaro　i

jo　rka：　tta

jo：　lgereba（f；．）

joi　ikereba

j♂kerla（土佐のことば）

e「：nkereba（会話中）

envi　i　lgara

jo「圭kara

er：kin量（’まれ。土佐のことば）

jo　rikii　ni

e　rii　1〈eredo．v

　　　　　　　en：keredo

jo　ri：　keredo

e　r：i　desu

jo：　idesti

n副i
1ユa「圭　　gi「to

na「ku　　na　l．一ru（多＞

normi　i　na　rru

nai　kute

no「＝te（土控のことば）

n・・呈d」7・…（土佐のことば）

na一　idaro　：

na　rkai　tta

nan　1〈ereba

nan　kerja

nall　ikereba

na］　ilcara

　　　2世

サムイケレドモが

二島一

ヨクナル

va一ナル

ヨクナイ

ヨーーナイ

ヨクテ

エーダPt

ヨカッタ

ヨケリャ

ヨイカラ

＝．一ケレドモガ

ナイ

ネ

ナクナル

ノts．ナル

ナクテ

ノpmア

ナイダロ

ナカツタ

ナケリャ
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1’

ノー

3黛

ヨイダ獄

イカッタ

ヨカッタ

ヨケリャー一

　　　’ノ

イーカラ

ノf

ノ’

ノ’

ノ
ノ

　



　　　　　逆接

　　　　　ていねい

淋しい終止・連体

　　　　　連用

連用

連山

推：監

虫
定

過
仮

順接

　　　　　逆接

　　　　　ていねい

静かだ終皇｝∵連体

用
粥
用
簸

達
連
連
推

二
塁

二
黒

順接

　　　　逆接

　　　　ていねい

りっぱだ終止・連
　　　　　　　体

　　　1世

na「　il〈圭且i

nan　ikeredo

naコidesu

sa「巖∫i「ku無a「ru

sa　rmiSii　：　na　rru

sa　rmlSii　1〈u　na一　l

sa　rmiiii　：　nai　i

sa　rmi］ii　kute

sa　rmiSil　J　d」7aro　：

sa　rmiJii　r　daro　i

sa　rmiSii　katta

sa　rmiSi：　；　1〈ereba

sa　rmiSii　1〈ereba

sa　rmisin　：　kara

sa　rmifii　i　kini

sa　rmliP　；　keredo

sa　rmifii　i　desu

Si　rdzui　kad3a

Si　rdzui　kada

∫圭「dZu「ka貧a

fi　rrdizui　kana　girrto

∫圭「dZゴk3亘i　na「ru

Sirdzui　kade　nan　i

ii　rd　zui　kade

Sl　rdz　un　kads　aro：

Si　rdzui　kadaro　i

Si　rdzui　kade　a　rtta

Ii　rrdzui　kanara

fi　rdzui　kade　a　rrei－

ba

Si　rdiztti　1｛adsakara

fi　rdzul〈anakara

Si　rdzui　1〈ad」7akeredo

Si　rdzun　kadesu

「r圭ppadろa（会話中）

工三ppada

rrippana　gi　rto

2世

ナイケレドモガ

サミシクナル

サミシ＝L　一ナイ

サミシクテ

サミシイダPt　一

サミシカッタ

サミシケジャーー

サミシイケレドモ
ガ

シズカニナル

シズカデナイ

シズカデ

シズカダロー

シズカダッタ

シズカナラ

シズカナラバ

シズカダケレドモ
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ノ’

3燈

サミシクナイ

’
ノ
！
’

ノ
ノ

　

ノ
ノ
ノ
ノ

’
’
　
　

　　　Fノ

シズカナラノミ

シズカダラ

シズカダカラ



用
用
用
贔

連
連
磯
回

去
定

愚
反
、
フ
　
ィ

　　　順接

　　　遡妾

　　　ていねい

まっすぐだ終」玉∵

　　　　　連体

連用

連用

連摺

去
定

愚
反
、
コ
｛

順接

逆接

ていねい

　　1世
r’ 窒奄垂垂≠獅堰@na　rru

rrippade　nai　i

rrippade

rrippad　D7　aro：

rrippadaroi

rrippade　an　tta

rrippanai　ra

rrippade　a　rre］ba

「rippadろa＝コkara

rrippai　d」7　akeredo

rrippade－i　su

ma　r－唐唐普F　｛　ud3a

ma　rssu：　guda

燃a「SSゴguna踊t∫i
ma　rsstti　guni　na：　ru

ma　rssui　gude　naMi　i

撮a「ssゴgude

ma「SStlコgudろaro：

ma「SSゴgudarQ二

燃a「SSゴgude　a、　tta

ma　rssun　gunara

ma　rssugui　de　a－
rrei　ba

ma　rssui　gudsakara

ma　rssui　gunakara

ma　rssui　gudstake－
redo

ma　Fssui　gudesu

　　2供

ジッパニナル

リツバデナイ

リッパデ

リッパダμ一

リッパダッタ

リッパナラ（パ）

リツパダケレドモ

マッスグニナル

マッスグデナイ

　　　に　　やマッスクア

マツスグダロ

vツスグダッタ

マッスグナラ（バ）

マッスグダケレド
モ

ノ
ノ
ノ
ノ

’
　
’
　
　

3世

　　1ノ

リッパナラパ

リッパダラ

リッパダカラ

　　’ノ

　　tl

　　fl

マッスグダP一

　　tl

vッスグダラ（バ）

マッスグナラバ

マッスグダカラ

1　（d）

　治の丸

友達

1．　美唄市・橋本家

（3）アクセント

葉　憶　　2　世　　3　琶

㈱魑㊥㊧駒纏㊥⑱○魎⑳㊥

働⑳魎⑳囎懸囎㊨○働⑳O
　　　　　　　　　oewtw＠

くちばし○⑳働○⑭毯｝働○○㊥働○

館
三
筆

函
東
鉛

懸懸⑳⑳鯵⑳轡⑳○駒＠⑬｝

⑳囎⑳⑳⑳⑳⑳⑳○魑鱒⑳

⑳働働愚㊨魎⑳⑱○⑳魎噛
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　　　　　1　慢　　2　翫　　3　世

福引き　　魎趣⑱○働働⑳○○醗雌蟹麹

かまぼこ愚璽轡働趣麟⑳麟○鯵⑳魎

夕焼　　魑働醗麟働趣鯵⑳○醗⑭⑳

魚屡：　　趣働⑭愚麟懸愈⑯○魎⑳働

金持　　愚働駒○鰯⑳働○○⑳醗○
　　　　　　　　　　　　　○働愈醗



腰掛

H帰り

耳掻き

単

車

道楽
く
A
）

小刀

化け物

1　世　　2　世　　3　世

＠＠＠o　dyaso　o＠＠o

ew＠＠o　ee＠o　o＠oo
＠ee　o　＠＠＠o　opa＠op

＠＠＠o　＠eeo　otwoo
＠＠＠o　＠eeo　o＠＠＠
　　　　　　　　o＠oo
＠＠＠o　op＠＠o　twooo

o＠asas　o＠＠dy　o＠＠＠

o＠＠o　o＠＆，・o　o＠＠＠

からかさ㊨⑱○○○㊧⑭○○＠○○

先生　　⑳○○○⑳○○○㊥○○○

争い　　④⑭○○㊨⑳○○○⑳⑳○

長男　　○⑳⑳○○⑪④○㊨○○○

考え　　○⑭㊨○○⑳⑱○○⑱＠○

ろうそく○＠㊥○○⑪⑱○○＠㊥＠

さいころ○趣⑱②○⑯⑳◎○②＠㊥

朝顔

建物

。＠oo　o＠oo　o＠oo
　　　　　　　　o＠＠o
otwoo　＠＠opo　oes＠＠
ewouoo　＠＠oo　・

すずらん⑯○○○㊤⑳○○⑳○○○

手袋

座蒲灘

土曜田

九つ

生け花

紫

生き物

otwoo
＠＠oo
o＠＠o　＠＠＠o　o＠oo

＠ooo　＠ooo　o＠＠o
o＠oo　o＠oo　o＠oo
dyooo　ooco　o＠oo
Oee＠　＠＠＠＠　OAksw　O　O

o＠oo　oopoo　o＠oo
＠＠oo　ee＠o　o＠＠＠

あいさつ⑭○OO⑳○○○⑳○○○
金国

羽二重

本人

親切

貧乏
2　（d）

桜

eeooo　＠ooo　＠ooo
opooo　＠ooo　o＠oo
＠ooo　opooo　＠ooo
＠ooo　twooo　＠ooo
o＠oo　o＠oo　＠ooo

＠＠＠　＠＠＠　o＠ee
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し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
き
べ
　
り
　
　
　
　
　
　
ば

　
わ
　
　
　
　
　
物
　
　
　

、
ず
抜
る
つ
た
　
　
　
　
　
　
と

形
い
煙
早
朝
回
議
着
棄
率
昔
㈱
あ
毛
つ
二
ふ
聞
0
9
頭
温
感
刀
こ
女

男

　
　
　
　
　
臼
つ

宝
東
光
袋
㊥
朝
五
種
心
懸
涙

1　世　　2　世　　3　世

asas＠　＠tw＠　omp　o

＠as＠　＠optw　o＠o
働麟⑳　㊨鯵⑭　○⑭④

＠＠＠　＠＠＠　o＠o
趣⑭働　㊥⑳⑳　　○⑭O

ee＠　＠＠＠　＠oo
＠op＠　＠＠＠　o＠o
＠＠as　as＠op　o＠＠

＠＠op　op＠＠　＠＠o

ee＠　ee＠　o＠＠
o＠o　o＠o　ooc

o＠o　o＠o　opao
＠＠o　o＠o　o＠o
o＠o　oaso　＠oo
＠＠o　o＠o　o＠o
o＠o　oevo　oee
＠＠＠　＠＠＠　o＠＠

＠dyo　＠dyo

＠＠o　pmo
op＠o　＠dy　o

＠mpo　asaso
＠＠o　＠＠o
＠＠o　＠＠o

asoo　＠＠o

＠＠o　＠＠o

＠opo　＠＠o
＠＠o　＠＠o
＠dyo　＠＠o

tw＠o　o＠o

＠oo
＠oo
＠oo
＠oo
ovoo
鯵○○

o＠o
o＠o
o＠o
＠＠o

＠＠o

＠oo

o＠o
oaso
ortw　o

o＠o
oago
ody＠
asoo
ody＠

o＠o
O鈎＠

o＠o
o＠＠

o＠o
o＠o

o＠o
oewo

o＠o
O磯○

○鯵○

○囎○



火箸

油
鼠
㈹
兎
鳥

　うなぎ

　きつね

雀

背中

ねずみ

よもぎ

後ろ

蚕

　いちご

鯨

薬

　ひとり

3　（d）

鄭

～が

～は

～の

～に

～も

～を

（pt）

花

～が

は
の
に
も
を

～
～
～
～
～

④
橋

4

1　世

。＠o
＠oo
＠oo
o＠o

2　世　　3　盤

asoo　o＠o

o＠o　otwo
o＠o　o＠o

otwpm　ody＠　o＠o

oee　o＠＠　o＠o
oew＠　otw＠　ody＠

oee　oee　o＠o
o＠＠　o＠＠　o＠o
o＠＠　otw＠　oopo
oew　o＠＠　o＠＠
o＠＠　o＠mp　o＠o

o＠o　ontw　o　oas　o

o＠o　o＠o　＠oo
otwo　otwo　o＠o
o＠o　＠oo　dyoo
o＠o　odyo　o＠o
o＠o　oewo　o＠o

＠dy　pmtw　o＠
＠＠＠　＠＠tw　o＠o

＠＠＠　＠ee　o＠o
ee＠　ee＠　o＠o
⑭⑳働　　麟㊥⑳　　○㊥O

tw＠o　＠ge　o　o＠o
働㊥⑳　⑳鯵㊥　○㊥○

⑳○　　働○

働○○　⑳○○

＠oo
＠oo
＠oo
mpoo

＠oo

働○

twoo

＠oo
働○○

＠oo
鯵○○

＠o
o＠＠
o＠o
o＠o
o＠o
o＠o
O鈎○
○㊥璽l

o＠o

働○　　○⑳，⑳○
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～が

～は

～の

～｛こ

～も

～を
（n）

箸

～が

～は

～の

～に

～も

～を
5　（d）

飴

～が

～は

～の

～に

～も

～を
（n）

爾

～が

～は

～の

～に

～も

～を

6（O

釜

～が

～は

～の

～に

～も

1　世　　2　世　　3　世

＠oo　dyoo　o＠o
opoo　twoo　otwo
dyoo　＠oo　o＠o
＠oo　＠oo　o＠o
＠oo　＠oo　oewo
twoo　＠oo　opmo

o＠
鯵⑩⑱

twew＠

＠＠＠

tw＠rrdi

o＠
＠＠＠

＠＠＠

＠oo
dy＠op

as＠＠

twO

ogeo
otwo
OCJ　O

ompo

O＠O　O＠O　Oevi　O
＠agma　＠＠＠　o＠o

＠＠　pa＠
ee＠　＠＠＠

mp＠as　＠＠＠

＠dy＠　＠ee，

ee＠　＠＠＠
鯵⑬○　㊧⑳○

⑭㊨⑳　　⑳鰹⑳

○愈　　　○⑳

○ゆ○　　○⑳○

○囎○

○麟O
otwo
odyo

o＠o

⑯醗｝

働醜㊨

漁戸㊨

麟⑳⑳

働鱒⑳

轡⑳○

o＠o
o＠o
o＠o
O麟O
o＠o

＠＠

㊥囎⑳

⑭鯵㊥

tw＠＠

魎魎⑳

璽麟○

ag，　o

tw＞oo
㊨轡O
ptoo
twtwo

dy＠o

＠two

＠two

＠o

＠oo
＠opo
轡④○

自働○

＠＠一）o

繍⑳○

＠＠o

o＠
○鱒○

○鯵O

o＠o
orwo

O鱒○



～を

鎌

～が

～は

～の

～に

～も

～を

7（D

紙

～が

～は

～の

～に

～も

～を
（g）

髪

～が

～は

～の

ノ〉に

～も

～を

8　（（）

泡

～が

～は

～の

～に

～も

～を

（n）

粟

～が

～は

1　徴　　2　世　　3　世

＠＠＠　＠ee　o＠o

○轡　　○⑭　　○⑳

pm＠＠　dyop＠　o＠o
＠ewag　dy＠＠　oew　o

＠twtw　＠，ss＠　oag：o

＠＠＠　dygA＠　Qtw　O

oeso　o＠o　o＠o
＠tw＠　＠ew＠　oas’o

＠o

＠oo
＠oo
＠＠o
＠oo
＠oo
＠oo
＠oo

＠o　o＠
＠oo　o＠o
＠oo　o＠o
＠oo　o＠o

＠oo　orvQe　o
＠　O　O　o　ropr　o

＠OO　Ont“wT　O

opo　＠o
dyoo　＠oo
＠oo　＠oo

＠oo　＠oo
魑○○　㊨○○

＠oo　＠oo
＠oo　dyoo

＠o
twoo
twoo

＠oo
＠oo
＠oo

＠oo

pmo

＠oo
＠oo
dyoo

＠oo
＠oo
＠oo

○憩　　○⑳

ew＠＠　＠＠op

㊥懸⑳　　⑳⑳趣

Orof

o“ofo

o＠＠
o＠o
otwo
ortw　o

otwo

o＠o

ag，　o

o＠o
osso

O働O
odyo
optwf　o

o＠o

魎○

鱒⑲○

㊧鈎○
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～の

～に

～も

～を

9　（d）

糸

～が

～は

～の

～に

～も

～を

　
戸
が
は
の
に
も
を
　
　
が
は
の
に
も
を
　
　
が
は
の
に
も
を

㈲
井
～
～
～
～
～
～
ω
蟻
～
～
～
～
～
～
㈲
針
～
～
～
～
～
～

　
　
　
　
　
　
　
　
1
0

1　世　　2　世　　3　徴

ag＠＠　dytw＠　dy＠o

＠＠av　＠dy＠　dwdy　o

oewo　oewo　twavo
＠＠＠　o＠o　eeo

o＠　o＠
＠＠＠　＠twdy

趣＠⑭　⑳㈱⑳

鰯⑳鞠　　⑭鰺⑳

⑳⑳⑳　㊥働⑭

oego　o＠o

eso

tw＠o
odyo
⑳働○

＠＠o
鯵○O

as＠o

＠＠o

⑳⑳⑫　　⑱⑳⑱　　鯵鯵○

otw”　o＠　＠o
o＠o　o＠o　＠oo
O働○　○⑭○　魎○○

○⑱○　○鯵○　醗○O

o＠o　o＠o　asoo
onof　o　oop　o　＠oo

O＠O　OCJO　dyOO

⑱⑭　　　⑳憩　　　○鰺

mp＠as　＠＠＠　twoo
⑱⑭⑳　働⑳醗　㊥○○

＠＠＠　ee＠　dyoo
＠＠＠　＠＠＠　eetw
㊥⑳○　⑳麟○　駒○○

＠＠＠　twtw＠　twoo

omp

＠dy＠

⑳鰯⑳

鯵⑳轡

⑳囎⑭

oewo
⑳劔轡

○轡

働⑱⑳

⑱懸⑳

＠＠tw

⑳⑳融

O鯵○
醗⑳⑳

＠o

＠oo
魎○○

魑○○

働○○

＠oo
働○○



11（K）

　足

　～が

　～は

　～の

に
も
を
　
　
が
は
の
に
も
を
　
　
が
は
の
に
も
を
　
　
が
は
の

～
～
～
㈱
汗
～
～
～
～
～
～
¢
り
牛
～
～
～
～
～
～
㈱
石
～
～
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
2

に
も
を

～
～
～

13（d）

　昼

　～が

　～は

　～の

　～に

1　盤

ago

＠oo
＠oo
twoo
dy＠tw

＠oo
＠oo
twoo

2　徴　　3　世

＠o　＠＠
＠oo　o＠＠
＠oo　o＠o
＠oo　o＠o

＠oo　o＠o
＠oo　o＠o
ewoo　o＠o

o＠　oop　＠o
o＠o　odyo　＠dyo
o＠o　o＊o　eeo
otw　o　ogtueq　o　dyes，　o

o＠o　o＠o　ouo
o＠o　o＠o　＠＠o
o＠o　odyo　＠＠o

＠＠　＠＠　o＆
＠pa＠　dympmp　oaso

＠ee　＠＠dy　o＠o
ee）＠　＠op＠　otw　o

pt＠＠　＠tw’pa　o＠＠

o＠o　eeo　o＠o
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　　　　　　1　営　　2　世　　3　世

　振らない　　　　　○⑳⑪○○㊨⑤○

　（振らん）⑭⑫⑳　◎O㊤

　振られる⑳⑳⑳《塾○⑳○○○㊥㊤○

　振らせる㊧㊧⑳⑳○㊤○○○⑱⑭○

　振った　　⑭○○　◎○○　⑱○○

　振る時　　⑫㊤⑳○○⑫②○＠○○○

　振れば　　㊥○○　⑳○○　⑳○○

　振れ　　　＠○　　②○　　轡○

　振ろう　　④㊧⑫　　◎⑳⑳　　○⑭○

　振りたい③◎○○㊥◎◎○⑳○○○

　（p）

　降る　　　　○◎　　　○㊤　◎○，㊥⑭

　降らない　　　　　　○＠⑱○○⑭＠○

　（降らん）　⑭○○　　㊧○○

　降られる⑤⑳○○○㊥○○○⑱⑳○

　降らせる＠㊧○○○⑳⑱○○㊥⑳○

　降った　　○○⑳　　○○◎　⑳○○

　降る時　　○㊤⑱○○○㊤○⑳○○○

　降れば　　○◎○　○◎○　⑭○○

　降れ　　　○⑪　　Ol）　　⑳0
20〈d）

　鳴る　　　　◎㊤　　　◎◎　　　㊥O

　l鳴らない　　　　　　⑱㊥OOO⑭毯）○

　（鳴らん）　㊤⑪⑳　　㊨◎⑳

　鳴ら・せる⑳＠⑱⑳⑧⑳⑫③○⑳⑭O
　　　　　　　　　eci＠oo

　鴨った　　oOO　⑨○○　○⑳㊥
　鳴る時：　⑳㊥⑳○㊨⑳⑭○○⑳㊥○

　鳴れば　　⑫○○　㊨○○　⑳○○

　鳴れ　　　◎○　　◎○　　⑬○
　（ll）

　成る　　　○㊤　　○⑱　　⑭○

　成らない　　　　　㊨o⑳○○鱒㊨○

　（成らん）　◎○○　　⑳○○

　成られる⑫◎○○　未使用　○⑳⑳○

　成らせる⑭㊥○○○⑭○○○⑳⑳○
　　　　　　　　　＠＠oo

　成った　　OO⑳　⑨㊤⑦　㊥○○

　成る時　　○㊥⑦○＠◎⑳○○⑭⑭O
　　　　　　　　　oo＠o

　　　　　　1　世　　2　世　　3　坦

　成れば　　○＠○　○⑦○　⑫○○

　成れ　　　Oo　　O◎　　②○
　成ろう　　⑳○○　　⑳○○　　○＠○

　成りたい⑳㊨○○⑧⑳○○○⑱⑳0
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　　　　　　1　従　　2　世　　3　世

　勝つ　　　　　　　　　　　⑭○

　食う時　○⑱鯵○○○⑭○

　食う　　　　　　　　　　⑳○
　読む時…　○⑳⑭○○○㊥○

　読む　　　　　　　　　　　②○

　取る蒔　　○㊨⑳○○○⑳○

　取る　　　　　　　　　　　⑱○

　切る時　　○＠⑭○○○⑯○

　切る　　　　　　　　　　　○⑯

欝三時働⑭r聯○⑳。

　見る時　　○⑱⑳○○○㈱○

　見る　　　　　　　　　　　＠○

　来る時　　○⑳㊤○○○魎○

　来る　　　　　　　　　　　④○

　居る時　　⑱○○○○○⑱○

　旧る　　　　　　　　　　　㊨0
22（rf）

　　　　　＠twtw＠O　ordias＠＠　磨く時
　　　　　　　　　⑱鰺㊥⑱○

　磨く　　　　　　　　　　　○⑳⑱

　　　　　＠oooo　oeeoo　騒ぐ時
　　　　　　　　　＠oooo
　騒ぐ　　　　　　　　　　　○鯵○

　　　　　＠＠nee　o　O＠＠＠＠　拾う時
　　　　　　　　　麟⑳⑭④○

　拾う　　　　　　　　　　　○⑳囎

遊ぶ時麗⑭⑳（順M⑳8総○○

　遊ぶ　　　　　　　　　　　○⑳○

進む時⑳総㊨（寐S⑭8⑳⑱○○

　進む　　　　　　　　　　　○⑳O

　　　　　ee＠＠o　o＠＠oo　送る時
　　　　　　　　　㊥鰍塾⑭○

　送る　　　　　　　　　　　○⑭○

醗時総⑬＠（･鵜（9麗○○

　明ける　　　　　　　　　　○⑳○

断る時鵬◎⑰（ﾇ瞬8総○○
　借りる　　　　　　　　　　○㊥○

174

捨て・旧観鱒（F総8鋤鱒
捨てる

（u）

歩く時

歩く

隠す時

隠す

乾く時

乾く

入る時

入る

動く時

動く

泳ぐ時

泳ぐ

起・携⑳○○○（ｩ。。。

起こす

　　　　＠oooo思う時
　　　　　　　　＠oooo
思う

　　　　＠oooo頗む時
　　　　　　　　＠oooo
頼む

　　　　＠oooo通る蒔
　　　　　　　　＠oooo
通る

粥・蒋㊧○○○（ｩ。。。

掛ける

遡・時㊨○○○（ｩ。。。

逃げる

厭塒⑳○○○（ｩ。。。

晃える

　1　世　　2　世　　3　世

　　　　　　　　　Onof＠

○総㊥㊨○
　　　　⑭鯵⑮⑯O

　　　　　　　　　o＠o

o＠eeo
　　　　ee＠＠o

　　　　　　　　　o＠o

＠oooo
　　　　＠oooo
　　　　　　　　　o＠o

O⑫働⑱O
　　　　dy＠ag＠o

　　　　　　　　　asoo

＠oooo
　　　　＠oooo
　　　　　　　　　O4geO

＠oooo
　　　　＠oooo
　　　　　　　　　o＠o

　　　　　　　　　o＠o

　　　　　　　　　oreoj　o

　　　　　　　　　o＠dy

　　　　　　　　　＠oo

　　　　　　　　　o＠＠

　　　　　　　　　oaso

　　　　　　　　　ody＠



　　　　　　1　徴　　2　＃t　3　世
2C！

　濃い　　　⑭O　　oO　　㊧○
　酢い　　　㊥○　　㊤○　　⑭○

　無い　　　⑯○　　⑳○　　◎○

　良い　　　　○⑭　　　○⑳　　　③0
2il，（Jf）

　厚い　　　⑫㊨○　　㊥⑳○　　○⑳O
　　　　　　　　　　eeoo

　　　　　dydy　o　ofiof　o＠oo＠　厚い板
　　　　　　　　　（yesootw

　馬£くなカ、　　　　　　　　　○⑲○○廼》⑭○

　つた　　　　　○⑫○⑳○○○

　厚うなか＠㊥○⑳○○○
　つた

　（ll）

　熱い　　　④○○　○㊧O　O⑳○
熱いお茶㊨○○ E㊤。α8⑬○○㊨

ま
つ
郁
3
4
5

6
7
　
　
8
　

Q
》

（
）
玉1
1

かまきり

蜘蛛

蜘蛛の糸

蜘蛛の巣

かたつむり

なめくじ

おたまじゃ
くし

蛙

ひきがえる

蛇

まむし

　つた

25（／）

　赤い

　堅い

　甘い

　眠い

　遠い

　（両

　青い

　強い

　近い

　古い

　多い

　　　　　1　巌

熱くなか○観�早B。。

tw＠o

＠dyo

駒鯵O

dy＠o
dytwo

＠oo

ewoo
opoo
opoo

＠oo

　　　　　2。　池田町。小野田家

　　　　　　　（1）語　彙

　　1　世　　　　　　　　2　世

ka　rma　rtan　te（mui　SD　NR

kuiド1）0　　　　　　　クモ，クボ（少）

kur「bo■no「6「to　　クモノイト

k糠「boi　nOSUI「▼　　クモノス

ma　「￥ma￥「tSUI■一　　　カタツムリ
bui　ri

（今はka「tatS田「bu1乱　デンデンムシ

ri）　　　　　　　　（同じ激に）
na　「「mi　rkuri　siri　　ナメクジ

ka　rX　r3a「　ku；∫i　　　オタマジャクシ

（1晦道では「otama「5ai一カエルノコ
lguiSi）

｛ja（▼）rUX　　　　　　　カエル

（北源道ではkaWaz服，ka－
r6rrr1）

gi　rki’　rgan　Erur　NR
　（越鶴にもここにもいない）

he：’　bi　　　　　　　へ「ビ

ma「m田「∫i　　　　マムシ

　　　　　　　　　　175

　2　世　　3　世

　ooo＠ooo

o＠o　o＠o
o＠o　opmo
⑳㊨○　○鯵○

㈱憩○　○衝○

鰺⑳○　⑭○O

opao（？）　o＠o
dydy，　o

＠oo　opao
twoo　o＠o
駒○○　　○⑱○

＠oo　pmoo

　　3　世：

カ「マキリ

ク「モ

　　’ノ

ク「モノス

フ噌ソアソムシ

ー
ノ

　　’ノ

ヒキガエノレ（しかしいない
ので見たことがない）

ヘビ

　　rノ



サ

　
ゆ

2
0
0
4

エ
ー
－

ワ
　
　
サ
P
O
6

1
　
1
コ
の
　

7
0
◎
Q
り

1
1
1

ロ
　

む0
1
2
2 ゆ

22

の

32

　
　
　
コ

丞
凸
戸
D2
2ロ

62

コ

72

0
82

29．

30．

31．

32．

33．

　
　
　

　
び
｛
備

げ
へ
　
つ

か
な
く

と
か
い

　簸段くら

照

臨
　
鼠

　
　
　
を
の
　
　
の

　
　
　
ヨ
ヨ
　
　
　
コ

　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ノ
　

黙
黙
譲

るえすを灸

　　1　貴
to　rft　（i）」’akvaH

to　rk　（Djak　ur

na　rmbo

na　rmbo（t　）

1「k’tura（少）

na　rmbo

i「kて工ltSU王

k圭「lro「Y

arlgai　r

使わない

5番

刃ほ「SO：　tSU王「klll

ltjUi「：n　ta「te：　rur

　　　　　サ（越繭ではja「1to　SUIe㎜の
方が多い）

kO「∫dVra　「ertu

ts｛U　rkXX；■r㎜

∫Ul　i乃en　Sir　uT（こわれ

たものを臓すとぎ）

使わない

使う

使わない

使わない

使う（bi　「kn　kZ　I■　ri∫irUl　ex

あまり多くない）

a　rtama
gl　rri　rpii　ri

haseatama

　　2　世
ト「カ「ゲ

NR
イクツ

ナソボ

イクラ（多）

ナソボ（少）

イクツ（多）

イクラ

キイロイ

アカイ

　　1／

5番

ウnソ　ツク

ヤイトオ　 スエル
　　　　　　　（多）

キューオ　スエル
　　　　　　（まれ）

ツクル

ツクル

修理すること

　　t／

　　tl

　　tt

’’

ノf

　アタ’マ

　ギリギリ

　ハゲアタv

！76

　　　3　世

ト「カ■ゲ

　　tt

　　lノ

ツーンボ（岡じぐらいに使う）

イクラ

ナソボ（隅じぐらいに使う）

イクツ（岡じぐらいに使う）

ナソボ

キーロイ

ア「カイ

　　1／

8番

ウソオ　ツク（多）

ウソオ　ユー（少）

ヤイト　Jk　＝ル（多）

フ㌃キューオ　　スエノレ（少）

　　lt

　　fノ

修繕すること

　　tt

　　’ノ

　　rf

ノ’

ノ’

ノ
ノ
ノ

　

　
F



ロ
　
　
　
　
　
の
　
　
ゆ
　
　
コ
　
　
　

4
5
（
b
7
Q
U
Q
）

3
3
3
り
O
n
O
3

40．

41．

42．

43．

44．

45．

46．

じ
　
　
サ
　
　
サ

7
8
9

4
4
一
4

国

lls毛

変粒腫

曝

し、し、をこおV、

悪いにおい

きなくさい

こげくさい

においを嗅
ぐ

耳

口

よだれ

唾

唇

青

墨い

50．辛い
51．　味が葦奪い

　
　
　
　

9
紹
n
δ
5
5

コ

45

リ
　
　
ウ
　
　
サ

5
6
7

r
D
5
5 コ

85

の

95

砂糖が甘い

すっぱい

いびきをか
く

咳をする

馬

顔

生まれつき
の癒

癒ができる

　　　1　世

me■t

me「j　ipe

磁erm8コra￥

hana
　コ　　　　　　　　　リ

nl「O「1

　　　　りni「0「1

ka　rza　（物の腐敗，こげく
さい）

ke「nam斑「sa一1￥（多）

he「ぬa鵬Uエ「sa「と（少）

ko「8ekm「san￥

ni「0■￥　「kai　ICiU
　　　　　　　　　V　　G

mii　mi

kzi「t∫i

io「dare

tSU王■ba（｛多）

t＄zu「ba1ζi（少）

k臓「t∫i「bP　ra

∫i「ta

∫0「P「paix

（（絹Q）kur　rde「yt．味の

強すぎるとぎ）

1〈aビra「Y

a「ma双この程度のはなlx
だしいものはmi「”Z斑kuエー
「sai　i境の足りないの｝こよ
　　　　7

「mi　「na■￥）

a「ma「Y

SUI「p「pa「￥（多）

SUゴIY（少）　囁

irb罫ξi　「lcarr　kUi
　　　　　　　　　v

§re「1ζ二i－l　s℃〔lrmu

hO　r：be

kan　O

ツラ（悪たれことば）

a「za

∫inUl

　　　2　世

メ

マ「イゲ

メモライ

ハナ

ニオイ

ニオイ

キナクサイ

糞ゲクサイ

＝オイオ　 カク

ミミ

クチ

a「「ダレ

ツバキ

クチビル

シタ

シ滋ツパイ（多）

カライ（少）

カライ

シヨモナイ

って墜ずるうまくない感じ∫o一アrマ、イ

ア「マ「イ

スイ

イビキオ　カク

セキオ　スル

ポツペタ

カオ

　アザ

　ウチミニ　ナル

177

　　　　3　世

　　　fl

マイゲ

メムライ

　　　ll

　　　tノ

　　　声i

ケナグサイ

コゲクサイ

　　　rノ

ニオイオ　カプ

ミ「ミ

　　　戸f

nダレ
ツノミ

　　　tt

　　　tr

シヨツパイ

　　　rノ

アマイ

ショモナイ（ひょっと綴る
だけで滅多に使わない）

アマイ

スツパイ

厚
〃
〃
厚

ア「ザ

ウジグpeク　ナル



の
　
　
ニ0
1

ρ
0
ρ
0

62．

の
　
　
の
　
　
の
　
　
け
　
　
の
　
　
り

6
0
4
r
O
ハ
◎
7
・
8

ハ
◎
ρ
◎
ρ
0
6
ハ
0
6

ほくろ

少し大き
い，ふくら
んだほくろ

「あざ」の意

味

親指

人さし指

中指

薬指

小指

しもやけ

69．踵

70．

7！．

くすぐった
い

あぐらをか
く

72．　坐る

ワ
　
　
サ
　
　
の
　
　
の

3
4
5
6

7
7
7
η
’7Z

78．

79．

みずおち

山

雲

鱗

「こけ」の意

味

　　1　世
　　　　　はur「3igulro　「na『ruΣ

hok：uuro
　V
hok：Ulro
　V

他にはない

。　rja　rr　bi

gi　rto　rsa：　Si　（rbi）

na　rka　rii　bi

be　rni　rsan　Si（ibi）

ko賀「t∫圭「bi

irki　rjan　ke

（北海道では∫i「molakeこれはほっておいても直る。ひどいのはto「：∫o＝）

ki　rbil　sul

ko　rso　rban　y

arsrura　rka：kur

50　「ro「1く♂k㎜（繍言こ

とば）

　　　　　　　　　tSUI「kU匡Fba■ru

m環「nasaki－

arka

う臓「ke
i

ru　rr琴ko

きのこのこと

「こけ」を茸罰．ただ咽で。今は
の意味で　　k’inokoの方が狽・。

80。男

k芸nQkO

o　rter　ko

　　2　量

ウジqO　Pt　ナル

ホクロ

ホクロ

ノ’

オヤユビ

ヒトサシニしビ

ナカユビ

クスリユピ

コユビ
シモヤケ（ユ0月末～3月）

　　サシバレル

シパラカイタ（真冬）

トーーショー（少）

1・一シューネ　カ
カル（少）

カガト

キビス

アグド（少）

uソバイ

アゲラオ　カク

ツクノミウ（多）

オツクバイ

スワル（少）

ミゾオチ

ア「カ

フケ

ウPtコ

スノレ

木に生えるもの。馬糞に
生えるものもい｝し，緑
の普通のものをいう。

1雪う。　キノコともいう。

岡じ篤囲に，岡じぐら
い昏こ。

オトコ

178

’3　世

ノ’

ノ’

ノ’

ノー

ノf

ノ’

ノ’

　　’ノ

シモヤケ（鍵閣

トーーショーニ　カカッ
タ　　　　　　　（爽冬）

シバレタ（爽冬）

　　’ノ

キビス（少）（祖父驚が使う

のでたまに嵐る）

ノ’

アグラ　カク

スワル

1f

　　tl

フ「ケ

ウ「ロコ

馬糞などに生える食べられな
い。木に生えても闘くて食べ
られないもの。

讐わない。

キノコ　（食べられないので

も懲のあるのにドクキノコと
いってコケとは欝わない）

ノ’



81．女

ロ
　
　
　
　
ゆ

9
臼
　

0
0

8
　
8

・
　

・
　

●

4
戸
◎
ハ
b

8
8
n
◎

　

78

・
　

・
　

◇

Q
り
Q
4
A
U

O
◎
0
0
（
》

コ
　
　
コ

ー
2

Q
ゾ
9

93．

サ
　

ぴ
　

　
　

の

4
5
ハ
0
7

Q
》
Q
》
Q
ゾ
Q
V

98．

9｛．

leo．

101．

　　1　轍
。　Fnna

爾　　　　ta　「igo

　　　　　　i「ka（國）

竹馬　　ta「ka「mma
　　　　　　ta「karye（露）

お手一Elil．遊研a「ja　rh・n　ri

お手玉　　a「jakko

肩車　　　1〈atamina

片足飛びを　ege「D「3Ul■ri「kai一

する　　　kur
鬼ごっこ　　O　「ni30to

かくれんぼ　1〈a　「kuT　rrei　mbo’

お金　　　箱♂ni

おつり　　ts　Wh　「rl（qen）

お金を数えlga　「n　「son　・∫iru・

る　　　　　　　　　　　　（多）

　　　　　　ka「n「5i「　rmu（少）

鉛筆を数えka「n「50■・∫ir田
る　　　　　　　　　　　　（多）

　　　　　　ka「昂n「5ii　rur（少）

　　　　　　　　　　し　もらう　　m・「raur

やる　　　ja「rllI

くれる　　kUi　「re”i　rw

「あずける」使わない。ja「rtUとい
を「子夢隻に二　う。

おもちゃを
貿って与え
る」の意味で

「あずける」　使わない。ja「rUlとい
を「幽よく働　　う。

いたから，

ほうびにお
金与える」
をの意味で

イ綴りる　　　1〈arUi（多）

　　　　　　1（a　「ri■　rtU

貸す　　　　kais田

「かってく借ってくれ
る」の意味

　　2　世

オソナ

メロ（下品なかんじ）

メ・カイ（子供に対して）

タ「コ

タケンマ

タカンマ

アヤコツキ

アヤコ

カタソマ（多）

カタゲルマ

ケンケソ　スル

オニゴツコ

カクレソボ

ゼソコ

ツリ

カゾェル

カ　ソジョrw一　　スノレ

　　　　　　　（少）

カゾエル

モラウ

ヤル

クレ’ル

使わない

使わない

カリル

　カス

　両方使う。コーチ
　クルともいう。

179

’’

3　世

　　tノ

タカソ・マ（多）

タケソマ（少）

アヤコ

　　tノ

タカン’マ（多）

カタグルマ（少）

　　tl

　　rt

　　ri

ゼソコ（多）

カネ（少）

オツジ

カゾエル（多）

カソジョー　スル
　　　　　　　（少）

　　tl

ノ
　
一
　
ノ
　
ノ

f
　
’
　
　
　

ノ’

’’

　　’ノ

買ってくる
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恥
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1
　
1
1
1

　
　
　
　
繊

　
　
摂
　
々

田
田
　
奪
　
礁

　
　
く
　
　
　
　
　
　
　

ヒ

山
門
　
一
　
一

　
晩

晩
昨

昨
一

　
　
臼

　
臼
後

　
日
後
々

臼
後
々
々

明
明
明
明

　
晩

　
の

晩
疑
陽

今
明
太

いしぶま
月

　
爾
立

雨
梅
夕
露

翰
協
儒

こ

ろ
光

ご
稲

るす雷
門
虹
雪
氷

　　　1　琶

乱買ってくるはkO「：te一一

rkutl　ruT）

1〈joi　i

kin　nno　；　（ij）

kii　noi

e　rtoto￥

sa　r，ttiototc－l

jo　rmbe

ortot8ino　baN

a「∫圭ta

a　r－唐≠狽狽

Si　ra　rsai　tte

go　rja　rsai　tte

koi　mbaN

a　rSieano　baN

明治一面i・

童としてni「t∫irinsama
hetolgesama

ma　rbuiiY

gatSirinsama

jo一　rum　（josari）no　ho－

rtel〈e

a「皿e

ts廊rj血「sa「me

jul　r；　datSi

k二armi「na一lr三

ra￥

q．　o　rrosoro　I

irna　rbii　kari

ra￥pa　（ka　rml　rnaa　H

ripa）　o　rtSin　rul

n6ro7i

jzrrki

ko：：ri

　　　2　泄：

キョー

キソノ

オトトイ

サキオトトイ

ニLpmヘ

オトトイノ　ノミソ

サキオトトイノ
バソ（？）

アシタ

アサッテ

シアサッテ

ゴアサッテ（うたが
っていた）

　　　いコソバソ

ァシタノ　ハン

テソトサマ（多）

オテソトサマ

マブシイ

ツキ

オッツキサマ

ア「メ

ニユーバイ

ユーダチ（甥でもいう）

カミナリ

ゴロゴロ

イナピカリ
イナズマ（滅多にいわない）

カミナリガ　オチ
ノレ

エジ

ユ「キ

コーり

180

　　　3　世

　　　tl

キノーー

オトツイ（多）

オットイ（少）

サキオトツイ（多）

サキオツツイ（少）

　　　1ノ

オトツイノ　バソ

　　　lt

　　　tf

　　　It

ヤノアサッテ

　　　tl

　　　’ノ

タイヨー一

　　　ft

オツキサソ

ア「メ

ツユ（ただし爾が長く続かな
いから滅多に使わない）

ユーダチ（午龍中でもいう）

　　　rf

　　　sノ

イナビカジ（多）

イナズマ

　　　rt

　　　rt

ユキ

　　　lt



127．　水が氷る

128．手拭が氷る

玉29．氷柱

130．

13一　1．．

132．

133．

つむじ風

薬にはいる
ごみ

籍で掃き集
めるごみ

愚から出る
ほこり

い
か

ぐ
か
み

棒
つ
こ

の
ひ
た

鷲
こ
つ

ノ
セ

塩／3

　　1　徴
∫i「baダre－l　ru芝

kO「：ru誕

Si　rba　rrei　rur

kO「二r田

ta「r由k噛で）

ko「ぼi（こちらで）

ts　ti［　rsir｝〈ange

geiMl

go　rmi

ho　rkori（ip）

90「m三（少）

go　Flx｝i

go「m圭k田taは滅多に
いわない。

　　2　世

シバレル

シバレル

ツララ。　タルキしと

は欝わない。

タツマキ

ゴミ

ゴミ

ホコジ

ゴミ

ノノ

ノ’

ツララ

～
ノ

ノー

タ’

ノ’

3　枇

135．地震

136．　たきぎを拾
　　　いに行く林

137．平地でも
　　「ハヤシ」か

5i「∫iN　　　　　　　ジシン

5瓢r・圃i（北灘道に来てから）NR

どちらも

138。　（お嘗などの）羅蓑　mo「1’i

139．　「はやし」の

　　　意味

MO。　rもり」の意
　　　昧

／41．　「家のに；わ」

　　　の意味

142．　「家の土問」
　　　を『　＝＝ワ」と

｛封オ木地を㍉・う。

普遜の家のうちの横を
いう。綺麗にして木で
も楠えてあるところQ
壁塗をいう。お寺さん
なら倉霞もいう。

雷う。張ってあって
も，はきものを・脱ぐ所
ならいう。

山だとシンリン，
．天然だとハヤシ，

木のあるなしにか
かわらず「劇の
こと

NR

要領を得なかった

使わない

戦脱のところで床
カミな：いときはドマ

だ。家1の前もjx一
だ。

雷わない

～’

ハヤシ　植林した平ら
な1町2町程度の広さ
のもの。

ヤマ　藏然林で何十町
もあるもの。

細長く続いたのは防風
林。

平地はハヤシ，斜地は
ヤマ。

別にいわない

cf．136．植林した平ら
な1・2町歩程度の広
さのもの。

’蓄

家の中の玄関入口のと
ころ。魔の有無にかか
わりない。

言う

181



143．

144．

ユ45．

146．

147．

ヂ家の前の
仕慕場」を
「ニワ」と

ヂかど」の意

「船外」を
「カド」と

「家の前の
仕畜場」を
「カド」と

井戸

148．炊く

149．

150．

151．

152．

153．

154．

255．

156．

157．

158．

煮る

かまどに残
る灰

火鉢の中に
入れる灰

お湯から立
つ湯気

御飯から出
る湯気

まな愛

すり鉢

すりこぎ

瀬戸物

大きい

159．　小さい

160．太い
161。　細い

162．荒い

163．　糸田力、し、

　　1　世

雷わない 言う

2　貴

家の前の厩の前など　　家の前の庭一帯を
　　　　　　　　　　　いう。それぞれの
　　　　　　　　　　　建物の碕も含む。

言わない。前だけを言　雷わない
う。

欝う。ただし脱穀・豆　言う
干しば北海道では畑で
してしまう。

6「1〈・吻　　　イド（イケとはいわない）

eFdo

tan　lS　UI　　　　　　　タク

　　　　　　　　　　　ニノレ
ta「kUl　　　　　　　　　　　　　ニノレ

a　「「kUi　　　　　　　　　アク

a「k斑

ハイ（内地でいった）

」輌3e

jiige

lti　rribaN

sw　rri’　i　batSi

sru　rrfur　rkol　oi

qe　rtomoN

orl　kiT

6「kai￥（越飼で）

1〈o　rmei￥

t∫i：Fsaつ￥（越Ptで）

φua「to暇

ho「s◎暇

kQ「ma一塚

O「二kiコi

a　rran　i　（9．

　　　3　琶

欝わない

家の前・横の広いとこ
ろ。褻はいわない。

需う。しかし無制限で
なしに裏はいわない。

言う。しかし無制限で
なしに裏はいわない。

イ「ド

アク（ハイはこたつに　アク
入れるのやらワラのも
のをいう）

ユ「ゲ

ユ「ゲ

キリ／ミン（多）

マナイタ（少）

スリバチ

スリコギ

セトモノ

イカイ（多）

オーキイ（多）

デカイ

チサイ

フトイ

ホソイ

　　　　　　アライ（多）
めったにいわなjオ判

6「ka「i（子どもにいう）

ko　rmasnI コマコイ（多）

182

ノ’

ノ
ノ

　

ユ「ゲ

ユ「ゲ

キリバソ

　　tt

　　tノ

　　！1

デカイ（9）

＞r　一キイ（少）

チッチャイ（多）

チーサイ（少）

　　tt

　　rl

　　’ノ

オッキー（少）

コマイ（多）



164．　綿

165．　真綿

166．糸

167．網糸

168．　木綿糸

169．織り糸

170．

171．

172．

エ73。

174．

q
乳
と
を
の

麟
欝
翻
練
米

肪
、
）

175．もち米

176．飯米

1？7．米腿

178．　糎カミら

179．糠
180．　田

181．

182．

i83．

184．

田の一区画

畦

畑

鳥おどし

1　撹

uwa　fta

tsui　rrzui　wata

el　to

ki「葺UΣ「e等to

mo　rmeN　r61　to

e’n　to

ha　rta6　rto

洗5

欝わない

使わない

ko　rme

Tu　rrtueome

ul　rr環r鶏a「　￥

mo　rtSieome

mo　rtSimaY

ha　rmmaY

ko「mebitsS；t（木範。ユ
俄も入る火きいもの）

mo　rmYntui　kwa

mo　rmi　rkai　ra

1〈o　rmaenurkwa

ta　rmbo　T

tarmbo．

a　r7」e

ha　rtai　ke
　　v
to　rri　rol　doSi

185．案山子　　ka「孕a∫i

186．じゃがいもq．　o　「∫on　imo

187．　さといも diz　dr　rki　ril　mo

　　2　世
チサイ

ワタ

マワタ

イ「ト

キヌイト

モメソイト

NR

洗うこと

ノ’

f
l

　　　3　世

チッチャイ（少）

　　f／

　　tt

　　tt

　　’ノ

　　r／

　　tt

　　tt
騎麗にすること

　　’ノ

1ρ

コメ　　　　　　　　　　　t／

Utメを訂証してウ　ウルマイ
ルマイ

モチマイ

ジカwイ

コメビツ

モミカラ

モミ

コメヌカ

スイデソ

NR
ア「一ビ

ハダケ

このごろはカpmバイh
で躁帝器を使う

スズメオドシ

カラスオドシ

カカシ

イモ（多）

パレイショ

ゴショイモ

サトイモ

183．

モチゴメ

ジカヨ…一

　　tr

モミ

モミガラ

　　tt

タソボ
スイデソ

タソボ
スイデソ
　　tf

ハタケ

カカシ（カカシの他は認め
ない。殺げない。）

　　〃

　　〃
や

ハレーショ

ゴショイモも使う

　　’ノ



188．

189．

i90．

191．

192．

193．

194．

195．

196．

197．

198．

199．

2eo．

さつまいも

「いも＿1とい

えば何をさ
すか

とうもろこ
し

かぼちゃ

蓬

たんぽぽ

土筆

すぎな

どくだみ

松かさ

竹

指；’こささっ

たとげ

ばらの木な
どのとげ

1　貨

sa　rts　dimaimo

じゃがいも

to「：珪ib圭

ka　rbotSa

SUエ「mire

ta　rmpopo

ts療「k田∫圭

sI嚢「gina

do　rkva　rnan　b6

ma　rts　drno　rka：　sa

ta隊6
to　rge

hai　ri

2　世

サツマイモ

　　’ノ

トーキビ

カボチャ

スミレ

タソポポ

ツクシ

スギナ

NR
マツカサ

タケ

トゲ

トゲ

ハリ

201．　「おちる」を　言わない　　　　　　　　　ti
　　　「降りる」
　　　の意味で

202．「すてる」を　使わない　　　　　　　　　fi
　　　「紛失する」

　　　の意味で

203．「こわい」の　汗たらして仕事したと　疲れたとき
　　　意味　　　　　　　　　き

204．　「こわい」を　使う　　　　　　　　　　　’ノ
　　　「疲れた」の

　　　意味で

205・ e融擁幽い（ゴハン，赤飯，肉IZI’s．いう）勲い（諮）

　　　味で

　　　3　遣

町ではイモノコといっ
ている。

　　rt

’f

ノ’

ノ
ノ
ー

’
　
－
　
’

　　’ノ

スギナ

NR（見たことがない）

　　tt

トゲ

トゲ

ノ’

’’

ノf

仕泰をしたとき

ノf

使わない（御飯，赤飯等に使う）

206．「こわい」を　使わない
　　　「おそろし
　　　い」の意味で

使う

207．「けち」の意　ものを人に出しおしみ　けちん坊の時，物
　　　味　　　　　　　　　したときなどに　　　　　惜しみする時使う

208、「けちだ」を　使わない
　　　「けしから
　　　ん」の意味で

209．　「けちだ」を

　　　「不患議だ」

　　　の意味で

使わない

ノf

ノ’

使わない

しみったれの場合

ノ’

ノ’

王84



　　　　　　　　　　　　1　世

210。「けちだ」を使う
　　　「物惜しみす
　　　る」の意味で

211．「はそん」の　直すこと
　　　意味

212。「修繕する」醤う（木のものが多い。金
　　　ことを「ハimltナオス。人の家では使わ
　　　ソンスル」とない）．

313．馬
21．4．　牡馬

215．　el七、琴葛

216．　　子、耳葛

217．

218．

219．

たてがみ

牛

牡牛

220．　　彗七ゐ1二

m　rma

koi　ma

me　rmi　ma

m　rmanoko　rk　rko

to箆6

もO「鍛6rk－1kO

もa「te「ga、　m圭

田「∫i

o　rn　rta

斑e～宸

2　世
n

こわれること

言わない

ソマ

コマ

ボパ

メソマ（多）

ヒンハ

コソマ

タテガミ

ウシ

オ’ソタ

メウシ（多）

メソタ

ノ’

ノ7

ノ「

3　盤

ウマ

　　fノ

うまれたばかりのとき
はオソ，オγタという

メソ

　　tノ

トネ

トーザイ

タテガミ

　　ti

：子牛にオソタという。

その他におすはタネウ
シしかいない。オウシ
はいわない。

子牛にはメソタとい
う。その他にめすは＝
ユーギュPtしかいない
ので，ウシといえばき
まっている。

221．子牛

222．

223．

224．

225．

226．

227．

もうもう
（牛のなき声）

もぐら

　レ　　　　　　　も

ほ）ほ）
（暴のなき声）

せきれい

ちつちつ

ko　rk　rkol　ulsi

mo；：mo：：

mo「1〈U工ro「rα0「t∫i

φur「kturokuΣ
　　レ　　　　　　　　　　レ
ho一｝棚Lhoi瓜ho「ho「一
蔵ho「菰hQr｛五

NR
NR

　（せぎれいのなき声）

228．雀　　　　sdiZdime
229．ちゆんちゆ　t∫　va「　rt∫　uii　rt∫　ur　：一

　　　ん（雀のなき声）；t∫urn：

230．　とさか　　　to魯a琴a

コウシ

コツコウシ

モー

モグラ

フクロー

ポー

セキレ

ピッピッ

スズメ

チュ　・一チ＝t　一

トサカ

コツコウシ

コウシ（少）

　　tt

ホー

ノ
ノ

　

セキレイ

ツンツン

’’

’1

1’

185



書く　終．蓋1：二・連．体

　　　否定

望
志

希
意

量
便
譲

三
音
過

完了・進行

仮．定

順接

逆接

令命

能可

尊敬

ていねい

使役

　　　　　2．　池照町。小野照家

　　　　　　　　（2）文法

　　3　世　　　　　　　2　世
カク　　　　　　　　　kai　kui

カカン　　　　　　　 ka「ka「N

カカナイ（あまり使・わない

がやかましくFカケカケ」とい

ったtき）

カキ・タイ　　　　　　　ka「民i「ta一残

力zウ　　　　　　　 ka　rko－1：

’．　ka　rkur　rben；
カクデァロウ　　　　ka「1〈UT　「jai　ro

カイテ　　　　　　　ka「ite

カイタ　　　　　　　　kai　Yta

この否定カカナソダ　　否定ka「karnan一
会話の中で拾ったもの　nda
カカソカッタ

カイテル　　　　　　　ka「iterlll

カキャア　　　　　　kai　kja▼

カクンナラ　　．　　　1〈an　keba

　　　　　　　　　　　ka　rkvanara

カクサカイ（ひらことば）　ka　rk：ua「鑑ar　ra

　　　　　　　　　　　　　　o
カッカラ　　　　　　ka「kmnde

　　　　　　　　　　　kan　kuindakara

カクケレド　　　　　ka「　kurga

　　　　　　　　　　　ka一；kmkedo
　　　　　　　　　　　　　　o
カケ　　　　　　　　ka　「ke

カケル　　　　　　　　ka　F琴e－1　rUl

その否定カケソ

カキナサル　　　　　　あまり使わない

オカキソナル（まれ）

カキマス　　　　　　　ka「撮「ma「S田
野カシェル　　　　　　ka　rka　rsei　fur

　　　自発

読む終止・連体　ヨム

　　　否定　　　ヨマソ

望希

志意

ヨミタイ

ヨモウ

jon　mul

jo　rmai　N

　jo　rmo　t

186

　　3　世
カク

カカン

目鼻ナイ

カキタイ

カコー

カクベー

カクベ

カイテ

カイタ

カイテル

カクソ．ダラ

カケパ

カクソナラ

カクカラ

カクケド

カケ

カケル

カイテイラッシャル

カキマス

カキセル

カカス

カカサル

ヨム

ヨマソ

ヨマナイ

ヨミタイ

ヨモー



便
張
了
定

音
過
完
仮

瀬接

逆接

三品

可能

尊敬

1　世：

　　りじヨソプ

ヨミヤア

　　いヨメハ

ヨムソナラ

ヨメ

ヨミナサル

　　　使役

売る　終．翫・連体　ウル

　　　否定　　　ウラン

論寵二．．．：lt

，1遥ゾじ・

簸
便

推
音

仮定

　　　命令

　　　尊敬

軍う　終ま．k・連体

　　　否定

志意

音便

仮定

ウロー

ウ．ッテ

ウッタ

ウリャー

ウルナラ

ウレ

ウリナサル

カウ

カワソ

カオー

コーテ（吊口）

カッテ

カヤー

カェパ

カウナラ

　　2　世

jo　rm　rrbel　I

jo　rnde

joi　me

w　rr　u；

ui　rrai　N

U工「ro■＝

ua　rrur　rbel　I

ur　rtrte

ru　rre

　　レka「at

ka　rWaN

ka　「oi　i

　いkaI夏rbe－l　z

ko「＝te

187

　　　3　貴

ヨムヘー

　　へいヨソフ噛

ヨソダ

　　　ゆ露ソアノレ

滋ムソダラ

玄ムソナラ

ヨムカラ
キ　ノ

ヨムケド

ヨメ

ヨメル

オヨミニラ‘ノレ

ヨミマス
葺マセル（ヨマサノレ｝よf吏わなt・x）

ウル

ウラソ

ウラナイ

ウロー

ウルベー

ウルベ

ウッテ

ウッタ

ウルンダラ

ウルナラ

ウルンナラ

ウレパ

ウレ

ウジナサル

カウ

カワソ

カワナイ（少）．

カオー

カウベー

カッテ

カウソダラ

カウソナラ

カェパ
カウナラ



　　　命令

　　　尊敬

起きる終止・連体

　　　否定

望

志野

推量

便
去

音
過

完了・進行

仮定

順接

接
令

平
群

可能

　　　尊敬

　　　ていねい

　　　使役

見る　終止・連体

　　　否定

望
志

三
下

推量

便
去

音
過

完了・進行

　　1　糞

カエ

カイナサル

オキル

オキソ

オキタイ

オキヨー

オキルダロー

オキッデァPt　一

辺キタ

オキテル

オキリャPt

オキルナラ

オキルサカイ

オキルカラ

オキルケレド

オキョ

オッキョマ

オキレ

オキラレル

オキレル

オキナサル

オキマス

NR
ミル

ミソ

ミタイ

ミヨPt

　　リドミルアアロー

ミタ

この否定：ミナンダ

ミテル

2　世

orkilrtu

o「k圭■N

　o　Fki　rta：　i

　okijor

　o　rkirru　rbei　i

　o　rkirwjaro

　O「k呈rUl「be－1＝

　Oコk：呈te

　orkil　ta
　この否定オキナソ
　ダ
　oi　ttitertu

　o　rkin　rja

　e　rk　i：　rtunara

　O　「蓼i■　ruエkara

　O「陸i笥rUln（ie

　o　rkii　rval〈edo

　o　rtr　i一　ja

　Q「ki一…xe（少）

・　orkii　na

　o　rk　irarer　ui

　orkirrei　rui

0「ki「mal　SU〔エ

（orl〈orsarseirru）

mii　rzu

miN

職i「ta「i

mまjo▼

嫌i「ru【「be「二

mi　rrurjaro’

工黙i「1・w「be驚＝

mi　rte

mi　rta

mP　tertu

ユ88

カエ

3　世

オキル

オキソ

オキナイ

オキタイ

オキヨー

オキルベ

オキテ

オキタ

オキテル

オキレバ

オキルソナラ

オキルカラ

オキルケド

0「擬re

オキレル

オキラレル

オキマス

オキラセル

ミル

ミナイ

ミン

ミタイ

ミヨー

ミルベ

ミテ

ミタ

ミテル



禺る

来る

定
　

接
接
全
　
能

　
　
順
逆
命
　
可

仮

　
、
　
体

　
鯖
連

　
ゆ
　
　
　
ロ

敬
い
役
止
定

尊
て
使
終
否

志
便
定
令

意
音
仮
命

体煙
敬
止
定

尊
重
否

望
志
量
便
淡

墨
意
推
音
過

行進了
定

完
仮

　　　1　世

ミリャー

ミルナラ

ミルサカイ（普通）

ミルカラ

ミルケレボ

ミヨ

ミー

ミレ

ミラレル（多）

ミレル

ミナサル

ミマス

ミサシェル

デル

デソ

　ウ

アヨー

デリャー
　ネ

ァルナラ

デョ

デイ

デレ
リや

フ¶ナサル

クル

コソ

キタイ

コヨ門一

クルデァロー

キタ

否定コナソダ

キテル

クリャー

クルナラ

　　　　　2　世

　　min　rja

　　ヨ　　　　　　　　や

　　ミレハ

　　ml「r｛慧nara

　　mP　rurl〈ara

　　mi「　r糠mde

　　ml「r｛ukedo

　　miコre

　　mi　rrra「re「ruユ

　　斑量「ren　r㎜

　　mi「ma■sur

　　den　rur

　　de「N

　　de「jo▼

　　de「ruエ「be一馨＝

　　de「te

　　de「jo（普通）

　　de「re

　　kurn　rm

　　ko「N

　　fti「tai　i

　　koコ＝

「　k臓、rUljaro：

　　ki　「te

　　擬「もa

　　鮭圭「te一｝至rUZl

　　k礁「rja

　　kuエ「reba

　　kuirztTnara

王89

世
　
　
ラ

3
　
ナ

　
パ
ソ

　
レ
ル

　
、
ミ
　
ミ
、

ラカレノ
ミ
、

ドケ
ル
レ

、
ミ
　
、
ミ

レノレこ
、

ル

レ
ス
ル
　
　
イ
【

ラ
マ
セ
ル
ソ
ナ
ヨ

ミ
　
ミ
　
ミ
　
’
ア
ー
ア
ー
ア
ー
ア

　
　
ラ

　
　
ナ

　
パ
ソ

テ
レ
ル
レ

ー
ア
♂
ア
ー
ア
ゴ
フ

ル

レ
　
　
イ
イ
【
ベ

ラ
ル
ソ
ナ
タ
ヨ
ル
テ
タ

ー
ア
ク
コ
コ
キ
コ
ク
キ
キ

ル
パ

テ
イ

キ
コ

ラナソルク



　　　　　順接

　　　　　遡妾

　　　　　命令

　　　　　可能

　　　　　尊敬

　　　　　ていねい

　　　　　使役

する　終止・連体

　　　　　否定

　　　　希望

　　　　　意志

　　　　推黒

　　　　音．便

　　　　　過玄

　　　　　完了・進行

　　　　　仮定

接
接
金
能

順
逆
命
可

尊敬

ていねい

使役

いる　終1ヒ・達．体
（おる）

　　　　1　世

クルサカイ

クルカラ

クルケレド

コイ

コレル（多）

コラレノレ（少〉

キナサル

キマス

3サシェル

．シノレ

シェソ

シェナンダ（過去）

シタイ

シ…ヨー

　　　　へゆ
シルアァロー

シタ

：否定シェナソダ

シテル

シリヤー

シルナラ

シルサカイ

シルカラ

シルケレド

シェイ

この形で出ない．

シラレル（鳥取の人）

シナサル

シ幽マス

サシェル

イル

　　　2　世

コエパ（聞いた程度）

kur－i　rtu　rkai　ra

l〈　tu　rruinde

kur　rrwl〈edo

kO鰻
ko　rra　rrei　rur

lsco　rrei　rui

あまり使わない

kirmai　suT

ko　rsa　rsei　rur

kiドsa「se「ru工

Sirzu

昏e、N

si　rtal　r

SijO　i

Sol　I

Si　rrgljaro　i

Si　rte

Si　rta

否定セナソダ

∫i「teir田

Si　rrja：　：

∫i「reコba

szu　rrui　Fnai　ra

Sifrva　rna”　ra

Si　rrur　rkai　ra

Si　rruin　nde

Si　rrxll　rke：　do

Si　rre

se「二

Si　rra　rrei　riu

∫i「r♂ruI（多）

Si　Fman　stu

sa「ser孤

irllj［
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　　　　3　世

クルカラ

クルカラ

クルケド

コイ

＝Xレノレ

コフレノレ

キマス

コフセル

コラサル

シル

セン

シナイ

シタイ

シ9一

シルベ

シテ

シタ

シア～レ

　　　　ゆシレハ

セーハ

シルソナラ

シルカラ

シルケド

　　　’ノ

セー

シレル

サレル

シマス

サセル

シラサル

イル．



　に　

尚い

重い

定顕

爵
意
漏
壷
過

行進了
定

虚
仮

畷
終
話

　
い

　
ね

敬
い
役

韓
て
使

戦
撃

細
用
　
量
去
定

終
連
〃
〃
推
計
仮

　
　
、
体

　
鮎
違

　
オ
　

　

接
接
い
継

接
逆
て
終

るな｝用量

　　　1　世

イソ（国でいった）

オラソ（ここでいう）

イタイ

イy一

イルデアロー

イタ

（否憲，イナンダ）

なし

イジャー

イルナラ

イルサカイ

イルカラ

イルケレド

オレ（多）

イヨ

イラレル

イナサル

イマス

イサシェル（普通）

オラシェル

タカイ

タコナル

タコナイ

タコテ

タカイデァ．ロー

タカカッタ

タカケリャ

タカイカラ

タカイケド

タカイデス

オボタイ

．オボトナノレ

　　　2　世

6nN

三「tai　i

至「ま。「x

i　rr　uija　rroi：

irte

圭ta

（讐レ多ナンダ・エ

i　rrj’　an　：

i　rrur　rkai　ra

i「ru炉nde

オッカラ
i　rriu　rl〈err　do

圭「re（一jo）

i　Fra　rrei　rw

irre：　rul

irmai　szu

　　　　　’ノ

乞arkor聡a－1と

ta　rkai　te

ta「ka「Y三arQ二

ta　rka　rrkai　ti　ta

ta　rkakerja

　ormeii

　ormokuirnairui

　ormo　rnai　rur
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　　　　3　世：

エソ

イナイ

イタイ

イヨー

イルベ

イテ

イタ

イ．レパ

イルソナラ

イルカラ

イルケド

イレ

イレル

イラレル

イマス

イラセル

ta　rkaiY

tarl〈akva　rnai　rur

タカクナィ

ta　rl〈ai　￥da　．rroi　：

ta「k二akerja

ta　rl〈akereba

タカカッタラ（多）

オモイ

オモタイ

オモクナル



い安

い暑

い寒

よい

無い

ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

奪
灘
鄭
藩
藩
藩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
止
用
　
　
止
用
　
　
止

〃
〃
終
連
〃
〃
終
連
〃
〃
終

秘
無
藩

用
　
　
　
出

連
　
　
〃
〃
終

る
い

な
な
て

【
　
轡
　
心

用
　
　
量

連
〃
〃
推

去過

定
　
接

仮
　
順

接逆

、
体

瓢
惑

い
止

て
終

る
い

な
な

一
　
｝

連
〃

　　　1　世

オボトナイ

オボトテ

ヤスイ

ヤスナル

ヤスナイ

ヤステ

アツイ

アツナル

アツナイ

アツテ

サブイ

サフナル

サフナイ

サブテ

ヨイ

イー

ヨクナル

ヨクナイ

ヨーア

ヨイデァロー

イーデァロー

ヨガツタ

ヨケリャ

ヨイサカイ

イーサカイ

ヨイカラ

イーカラ

ヨイケレド

イーケレド

イ・・一デス

隷記Σ

Rel

ノ・一ナル

　　　　　2　世

　ormo　rnai￥

　ormol　te

　∫aFSU工「1王a一｝￥

　ja「s田「te

　a　rtsuln￥

　a「tSUI「口a－1　rミ罧

　a　rtsmu　rnan　V

　a「ts｛】日【一1もe

　sa　rb　urnr

　sa　rburYi

　sa　rburkur　rnai－

　rur

　sa　rbur　rnan　rus

　sa　rb　tu　rnan　X

　sa　r．Pcai　te

　jo　r．rnan　rEu

　jo　r　w　rnal￥

　jo　r：te

　ii　：jaro　；

　jo　rl〈ai　tn　ta

　jo　rkei　rja

jo　rka　rrjan：．

　i「二「ke－1　dQ

　i：　：oa

　i「エdeSUi

　nai　X

　　　　　　tt

　na　rl〈　ur　rnan　￥

　ノーナイ

t92

　　　　3　量

オモクナイ

オモクテ

ja　rsur1￥

ia　rstakw　rnai　rut

ヤスクナイ

jasval〈pa．　te

　　　　　a

アツイ

a　rtsrukva　rnai　rui

アツクナイ

アツクテ

サムイ

サムクナル

サムクナイ．

サムクテ
inI

jo　rl〈ur　rnai　tta

ヨクテ

イイベ

joi　katta

エカッタ

ェカッタラ

イイパ

イイケド

イイデス

ナイ

na「k田「na■むta

使わない



　　　　連用一て

　　　　推鍛

　　　　過…k

　　　　仮定

　　　　順接

　　　　逆接

　　　　ていねい

珍しい終止・連体

　　　　連用一なる

　　　　rt　一ない

　　　　rl　一て

　　　　推：量

　　　　過去

　　　　．仮定

　　　　瀬接

　　　　逆接

　　　　ていねい

静かだ終止・連体

　　　　連用一なる

　　　　rノ　一ない

　　　　ft　一て

　　　　推：轟＝

　　　　過表

　　　　．仮定

　　　　順接

　　　1　世

ノーテ

ナイデァs＝

ナカッタ

ナケリャ・・一

ナイカラ

ナイサカイ

ナイケレド

ナイデス

（これよりアリマセンを使う）

メズラシー

メズラシナル

メズラシナイ

メズラシテ．

メズラシ㌘デァロ

メズラγカッタ

メズラシケリャ

ンズラシーカラ

メズラシーサカイ

メズラシr一ケレド

メズラシP・デス

シズカダ

シズカナ

シズカソナッタ

シズカネナッタ

シズカジャロー

シズカジャッタ

シズカナラ

　　　2　世

no「＝te

nan　Y　jaro▼

na　rka一l　tn　ta

na「kerla▼

　　　　　ゆナケレハ

na　rY　kedo

nai￥ga（少）

naiidesui

meFzui　rrarSPr

me　Fzuira　FSii　一

王1anu

merzurrarSiinaV

me　rzurraJite

me　rzurra　rrSii－
jaro

merz｛urarfirl〈ai一．
tta

me　rzuira　rSii　1〈e－

rja

me　rzurra　VP　1〈a－

ra

ine　rzrura　Ffii－
kedo

me　rzturaSi’一

rden　stu

　　　　tt

Si　rzui　rkai　na

　∫illzurkade「無a「と

　Sii　zwkade

　∫呈「Z斑kaja「ro「：

　∫i：Z斑ka「謄∫a：tta

　Sii　zurka　rnai　ra

　Sii　zuika　rja　rt－

　rta”　ra

　∫量「z田ka∫akara
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　　　　3　世

ナクテ

ナイベー

ナカツタ

ナカッタラ

ナイケド

ナイデス

メズラシクナル

メズラシクテ

メズラシイペ

メズラシカッタ

メズラシカッタラ

メズラシイカラ

メズラシイケド

メズラシイデス

Sii　zuikada

シズカナ

Sii　zuikan　rnan　rTti

シズカデナイ

シズカデ

Sii　zuakada　rroi　：

Si：　zuikadatta

Sii　ztu1〈a　rnai　ra

ジズカダカラ



　　　　逆接

　　　　ていねい

虻痴長だ終蝦二・連体

　　　　連用一なる

　　　　　rf　一ない

　　　　　〃　　一て

まっすぐだ終．1、．【二・

　　　　　　　　連体

　　　　連粥一fsる

　　　　　tt　一ない

　　　　　〃　　一て

あれは学校だ

　　　　～だろう

　　　　～だね

　　　　～か

　　　　～かね

先生が来た

金がない

学校に行く

川に魚を取りに行
く

　　　壌　盤

シズカジャケレド

シズカジャケド

リッパダ

リッパジャ（多）

リッパヤ（少）

リッパンナル

リッバネナル
　　　　　にゆリッパフ幅ナイ

　　　　　　ウリッパア

マツスギジヤ

ジャ

ジャナ

カ

カネ

シェソシェァ　オィデ
m　ナッタ

カネァ　ナイ

カネガ　ナイ

ジェニァ　ネー

ガッー」一イ　イク

カワエ　サカナ　トソ
ネ　イク

　　　2　世

Si　rzui　rkajalscara

Jii　zuikajakedo

Sli　zuikadesur

ri　Fppaja

rFp　rpana

ri　rp　rpan　rnai－

r田

ri　rp　rpade

rna：Y

ri　rp　rpade

ma　rssu；Dija

斑a「SS田珈a

ma　rs　rsva3urn
「難a「rzm（多）

ma　rs　rsuroin
r口a「ru王

ma　rs　rstui　Dide
「捻a暇

ma　rsrsuxi　gide

i94

3　’世

シズカデス

リッパダ

ジッパナ

リツパニナル

リッパデナイ

　　　　　　ゆ　　　

リツパア

Ina「s「s佃卿da

マッスグナ

マッスグニナル

マッスグデナイ

マツスグデ

da

da「roi　r

da「be

ダネ（改まったとき）

da▼

｝　ga「k　rl〈o：da　rbel－

　ka（na）．

se・「N「seiiBa　kita

せんせい来た

ze躯oga　ne：（nEeY）

カネナイ

ga「k「ko▼i「kzu

ガッコーイ　イク

ka「wa「5　saka無a
　　　　コ　　　　コ

tonnl　ik：瓢
　　　　　》　　　o



　　　　　　　　　　　　　　2．

1ω　 1世2世3徴
　日の丸　　○麟㊥○○⑭⑯轡○㈱⑱鰯

～の　　　○⑳㊥鈎㊥

友達　　○趣⑭○　　　　　○⑳⑳㊥

～の　　○⑳⑳⑭○

　くちばし○㊥⑳○

～の　　○魯鱒駒○

函館　　○⑳⑯○　　　　　○㈱轡⑭

東京

鉛筆　　　○＠⑭08綴麹響○㊥⑱働

退引き　　○⑳㊥○

　かまぼこ

夕擁

魚堅
（pt）

金持　○㈱○○⑳⑳Oq㈱㊥
～の　　　○⑳⑯㊨⑱

腰掛　　　○醗⑳○

　～の　　　○㈱轡働○

　田帰り

隅二掻き　　○⑱⑭○

，妹　　　　○㊥○〔6rmol・to〕

弟　○㈱08雛80⑳㈱
道楽　　○鱒㊨○
（A）

小刀　　○⑬㊨○○⑳⑳⑳○働⑭⑳

化け物　　○麟⑱○

　からかさ

先生　　○㊨②○

争い

長努　　　　　　　○㊨轡⑯○＠⑯㊥

考え

　ろうそく○働㊥○

池田町・小野田家

（3）アクセント

195

　　　　　　1　量　　2　盤　　3　世

　さいころ○㊥⑳○

～の　　○⑳⑳魎○

下平　　○⑱⑯⑳○⑳磯懸○鱒⑳麟

～の　　○懇趣趣⑳

建物　　○⑭⑭OO⑲愈⑳
すずらん○轡働趣　　　　　○⑳○○

手袋　　　○⑯㊨○　　　　　○麟㊥○

座蒲國　　8霧講愚　　　　　○⑳働○

土曜日　○⑳麟鯵○⑱翻⑳○愚⑱〇

九つ　　　○⑳⑳働　　　　　○⑳⑳⑭

盤け花　　○働⑫働　　　　　○麟轡㊥

紫　8灘麗　　○囎㈱
生き物　　○⑱魑｝⑳

あいさつgeeas・繍・・盤・

～の　　　○⑱㊨鱒㊨

全国　　○⑳⑳⑳　　　　○㈱＠○

～の　　○⑳⑳⑱○

羽二重　㊨○○○　　　　　○轡○○

本人　　　　　　　　　　　○⑳○○

親切　8麗憲　　8雛8
～の　　○磯⑱⑭○

貧乏　　○鱒働○○鰺駒○○魎⑭鶴
2　（d）

　　　　　＠oo
桜　　　　○㈱○　○働○　○⑳⑳

　　　　　o＠as
　～の　　　○籔鈎○　　　　　○⑬働○
　　　　　　　　　　　　　　　（～も）

形　　　　○⑭○　　○⑳O

　　　　　　　　　　　　　　o＠o　いわし　　○働○　　○⑱○
　　　　　　　　　　　　　　○麟懸



　
の煙

～
机
隣

の

～
氷

～の

　
の
物
の
　
　
の

柳
～
着
～
印
車
～

二
一

～の

（n）

あづき

～の

毛抜ぎ

つるべ

～の

二つ

～の

ふたり

～の

　
　
　
も
　
　
　
の

間
㊨
頭
～
表
鏡
～

1　嶺

。＠o

o＠＠dy

o＠o
asoo
o＠o
o＠＠o
otwo

2　世　　3　世

　　　　o＠＠

o＠＠

o＠dy

⑳○○　　○⑳醗
⑳○（コリとなりカ：ち）

o＠＠o

o＠o
o＠＠＠

o＠o
o＠＠o
otwo
oaso
o＠＠＠

o＠o

o＠oo
o＠＠o

○⑳繍

。＠＠o
　（～も）

○働⑳　　○⑳㊨

　　　　oopoo＠o　　　　O㊨魎

。＠ewo

○働O

o＠o
O⑳鰺○

o＠o
o＠＠o

o＠o
O働⑳○

o＠＠

oopo

o＠o

o＠o　oee

o＠o　o＠o
o＠o　o＠o
o＠＠o

O＠ew

o＠o
O働⑳

oewo

o＠oo　（～も）

○働⑳

o＠o
o＠＠o
　（～も）

○⑳働

○鯵O

o＠＠o
　（～も）

o＠＠
○働⑯○

o＠＠
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　　　　　1　世

刀　　　　○㊨○

ことば　　○働○

暦　　　　＠⑳○

女　　　　○⑯○

男　　　　○＠○

の

～
宝
東
光
袋

日
の
つ
　
　
の

朝
～
五
命
心
～

姿

～の

涙　　「

～の

箸
の

火
油
～

　
　
　
も

柱
㈹
菟
～
鳥
うなぎ

～の

きつね

～の

雀

～の

背巾

2　世　　3　世

。＠o　oen
　　　　Oゆ○

o＠o　oew＠
　　　　o＠oo＠o　　　　O⑭鋤

○八八○

○醗○　○⑭○　○働O

oopo　odyoO働○　　　　　　○働○

○働⑳　　　　　　○⑯⑱

o＠o　mpouag
○鯵⑳　　○⑭○

○働③

○醗⑯　　○⑭○

○働⑳　　○⑳働

odyew＠

○鍵⑳

＠oo
O轡鯵⑳

o＠o
o＠＠＠

o＠o
omp＠
○働麟

○⑳轡⑳

o＠o
otw＠

otwo

O⑭錬O
odyo
O鶴○
○囎○

o＠o

○懸⑳
○魎○

○⑧○　　○ゆ○

○⑳⑳　○働⑳

o＠＠　o＠＠

o＠o　o＠o

＠oo
o＠o
otw＠o
otwo
O鯵⑱○

○働O

o＠＠o
o＠o

o＠o

o＠o
O働鰯○
○働○

○鯵○

○駒○

．o＠o

o＠o



ねずみ

～も

よもぎ

後ろ

～の

逐

いちご

～の

鯨

～の

薬

～の

ひとり

～の

3　（d）

鼻

～が

～は

～の

～に

～も

～を
（の

花

～が

～は

～の

～に

～も

～を
4　（rf）

橋

～が

～は

～の

～に

1　批　　2　世　　3　世

oaso　o＠o　o＠o
　　　　　　　　O醗⑫O

otwo

o＠o　oss
o＠｝＠o

○働○　　○⑳O

orop　o

o＠＠o

o＠o
oeeo
o＠o
o＠＠o
orswi’o

oewoo
o＠＠o

＠o

o＠o
o＠o
o＠op
o＠o
o＠o
o＠o
otwo

＠o

o＠o
o＠＠
o＠o
o＠o
o＠o
o＠o
o＠o

o＠op

o＠＠o
　（～も）

○鰺O

o＠o

○働○

○働○

oas　o＠
o＠＠　o＠o
o＠＠　o＠o

o＠o

○⑭　　　○鯵

○⑭轡　　○⑭○

○⑳⑳　　○働○

o＠o

○＠　　　○⑭　　　○働

。＠o　o＠＠　o＠o
o＠o　o＠＠　oopo

i97

も
を～

～
α
⇒
箸

が
は
の
に
も
を
　
　
が
は
の
に
も
を
　
　
が
は
の
に
も
を
　
　
が
は
の
に
も
を
　
　
が
は
の

～
～
～
～
～
～
ω
飴
～
～
～
～
～
～
㈲
雨
～
～
～
～
～
～
ω
釜
～
～
～
～
～
～
＠
鎌
～
～
～

　
　
　
　
　
r
Q
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

1　世　　2　世　　3　世

an
o＠

o＠o
o＠o

＠o　o＠
otwdy　o＠o
o＠＠　o＠o

㊥○　　○⑯　　　○轡

oajo　o＠o　oewo
otwo　oewtw　o＠o

⑱○　　　○㊥　　　○纏

。＠o　otwo　otwo
o＠o　o＠o　o＠o

＠o

dyo

o＠　o＠
○⑳○　　○鰺○

○⑳㊥　　○鯵○

○㊥　　　○懸

○麟○　　○働O

opa＠　otwo



～に

～も

～を

フ④

紙

が
は
の
に
も
を

～
～
～
～
～
～
㈱
髪
～が

～は

～の

～に

～も

～を
8　（d）

泡

～が

～ほ

～の

～に

～も

～を
（両

粟

～が

～は1

～の

～に

～も

～を

9　（d）

糸

1　巌　　2　巌　　3　徴

④
○

○
⑭

○
○

⑳
⑳

○
○

＠o
o＠

o＠o
oopo

＠o
o＠

o＠o
o＠o

ewo

＠o

o＠　oew

oee　o＠o
o＠＠　oigo

o＠　o＠
o＠＠　o＠o
o＠＠　o＠o

o＠　ody
o＠＠　o＠o
o＠＠　o＠o

○⑱　　　○趣

。＠＠　odyo

o＠＠　otwo

○㊥　　　O趣

198

～が

は
の
に
も
を
　
戸
が
は
の
に
も
を
　
　
が
は
の
に
も
を
　
　
が
は
の
に
も
を

～
～
～
　
～
～
㈱
井
～
～
～
～
～
～
④
蟻
～
～
～
～
～
～
㈲
針
～
～
～
～
～
～
④

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

足

～が

～は

～の

～に

～も

1　世　　2　世

　　　　oopo
　　　　o＠＠

　　　　odyo

o＠o
o＠o

3　徴

。＠o

○魯○

㊧○　　○㊥　　　○鯵

　　　　o＠o　o＠o
　　　　O⑳㊥　　○鯵○

○働O
onwi　o

＠o　oas　o＠
　　　　o＠＠　o＠o
　　　　O鰍轡　○麟○

○鯵○

○魑○

㊥○　　　○⑳　　　○魎

　　　　○趣⑭　　○働○

　　　　○鯵働　　○⑱○

○鱒O

o＠o

○愈

otwo

O鯵○
○趣醗

mpo
o＠

o＠＠

o＠＠

otw

o＠o
o＠o



を
　
　
が
は
の
に
も
を
　
　
が
は
の
に
も
を
　
　
が
は
の
に
も
を
　
　
が
は
の
に
も
を
　
　
が
は
の
に
も

～
⑭
汗
～
～
～
～
～
～
ω
牛
～
～
～
～
～
～
㈲
石
～
～
～
～
～
～
ω
昼
～
～
～
～
～
～
㈲
春
～
～
～
～
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

1　’世　　2　番　　3　世：

＠o　o＠　o＠
　　　　ompo　otwo
　　　　o＠＠　o＠o
oopo
O鯵○

o＠

opmo

o＠o

o＠　o＠
o＠o　o＠o
o＠＠　otwo

○⑳　　　○⑭　　　○働

　　　　○働⑳　　○⑭○

　　　　○鯵⑭　　○⑳○

＠o

oewo
ompo

働○

tw＠o

o＠o

o＠　o＠
○麟働　　○㊧O

o＠dy　odyo

働○　　　○⑳

otwo　ongo
O働鱒　　○鱒○

199

を
　
　
も
　
　
　
　
び

～
④
箱
～
梅
枝
楴
風
え
“

　
1
4

も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も

～
顔
周
壁
国
首
竹
腰
霧
海
鈴
袖
鳥
滝
棚
爾
鷹
口
羽
蝿
蜂
紐
㈲
州
～
岩
脚
病
北

1　世　　2　徴　　3　世

⑭○　　　○④　　　○働

　　　　　　　　○⑳趣

＠o

＠O

○
○

＠
㊥

○麟　　　○趣

　　　　○㊥鱒

鯵○

㊥○　　○㈱　　　○趣

㊥○　　○⑳　　　○働

働○　　○⑳　　　○趣

mpo

ewO
　　　　O鯵　　　○趣。＠

　　　　　　　　○⑳嚇

㊥
働

○
○



寺

夏

～も

梨

旗

冬

町
胸
村

　
　
　
も

蝉
人
⑭
池
～
密
議
腕
脳
裏
栗
鍵
神
筋
立
櫛
島
戦
倉

坂
昏
鐘

炭
谷
月
年

1　轍

＠o

㊨
⑳
○
⑭

○
○
㈱
○

魎
⑱
○
⑱
○
⑳

○
○
⑳
○
㊨
○

○働

otw

⑳
⑳
○
⑭

○
○
㊥
○

⑳
⑳
働
⑭
○
働
○
ゆ
し
⑳

○
○
○
○
㊥
○
㊨
○
○

⑱
○
⑳

○
④
○

轡
⑭

○
○

2　世

○鶴

＠o

o＠

○
働

魎
○

otw

3　世

。＠

o＠＠

○働

。＠　oav
　　　　O＠＠

○爾

opm

o＠

o＠

o＠

o＠

oag

○愈
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波
縄
皮
貝
雲

　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蛛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
は
の
に
も

◎
甕
～
跡
稲
海
晶
帯
簸
屑
職
種
晶
晶
㈲
窓
晶
晶
鯉
猿
鶴
嘉
島
桶
上
下
亀
④
柄
～
～
～
～
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
5

1　盤　　2　世　　3　世

。＠

○魎

○⑳　　○⑯　　○魎

○働

＠o

㊥○　　　○鈎　　　○⑳

　　　　　　　　○働○

○
○

⑭
⑳

○
○
○

⑭
魎
⑱

ewo

働○

働○

dyo

o＠
○⑳　　　○働

。＠

＠0
　　　　0tw
働○

働○

㊨○　　　髄○　　　○働

　　　　otw

＠o

○
○

⑳
鰯

otw

○
○

懲
⑳

○
○

⑭
⑳



　～を
（ロ）

絵

　～が

　～は

　～の

　～に

～も

　～を

16（4）

　火

　～が

　～は

　～の

　～に

　～も

　～を
（u）

　日

　～が

　～は

　～の

　～に

　～も

　～を
17（d）

～が

～は

～の

～に

～も

～を

（ロ）

名

～が

～は

～の

1　供　　2　姫　　3　世

○
○

④
⑳

　
○
○

⑭
◎
㊤

　　　　＠

　　　　＠o
　　　　ody

　　　　＠o

＠o　o＠
＠o　o＠

　　　　＠

　　　　o＠

　　　　o＠

＠o　o＠
＠O

○
○

⑭
㊧

㊨

○
○

⑳
⑫

　
○
○

㊥
㊤
⑫

　
○
○

＠
㊨
⑳

　
○
○

⑳
＠
⑫

⑫

○
○

⑯
⑭

＠　　　＠

o＠　＠o
o＠　＠o

201

　～に

　～も

　～を

18（d）

　蚊が

　～の

　子が

　～の

　1血が

　～の

　実が

　～の

　世が
（p．）

　葉が

　～の

藤
⑭
鷲
転
調
酬
懲
諒
解
蝿
叩
照
門
吻
撚
郁

1　世　　2　世　　3　世

＠o

＠o

two

＠o

oo

dyo

dyo

＠o

＠o

＠O

　　　　o＠　＠o
＠o
＠o　　　　＠oo＠

＠o

ewo

＠o

＠O

＠o

＠o

＠o

opo

＠o

＠o

＠o

○
○

㊥
㊨

＠o

＠o

＠o

o＠　＠o



　～の

　刃が

　～の

　巣が

　歯が

　～の
19（d）

　振る

　振らない

　（振らん）

　振られる

　振れる

　振らせる

　振った

　振る特

　振れば

　振れ

　振ろう
　（振るべえ）

振りたい
（u）

降る

降らない

（降らん）

降られる

降らせる

降った

降る時

　降れば

　降れ
20（rf）

　鴨る

　鳴らない

　（鳴らん）

1　世　　2　世：　3　世

＠o
　　　　o＠

＠o

　　　　＠o
　　　　O＠

＠o

＠o’　o＠　＠o

oew　o＠o
o＠＠o　o＠＠o

　　　　　o＠o

o＠＠＠　o＠＠o
O⑳鯵　　○⑫㊥

8聯動○麗O

o＠＠　o＠o
　o＠　o＠
○⑳⑱　○鱒O
　　　　o＠two
o＠＠＠　oew＠o

＠o　o＠　＠o

○愈⑤　　○㊨O

o＠＠o　o＠＠o
o＠＠＠　o＠＠o
O⑭鯵　　○㊥⑳

○鯵㊧○○⑳⑨O

otwmp
　　　　　o＠o
o＠o
　ody　＠o

　　　　＠o働O　　　　　　　　　two
　　　　o＠

　　　　　o＠o　oew　o＠o
鴨ら・せる○働曜｝⑳○⑳醗1轡○⑳醗｝趣

鳴った　　○魎働　○鍵⑱　○⑭⑳

鴨る時　　○⑳⑳○　○⑳⑳○○⑳鱒○

1　世

鳴れば　　○㊨○

れ
　
る

鳴
㈲
成

。＠

＠o

　　　　　＠o
成らない

（成らん）○㊥○

成られる

成れる

成らせる○㊧㊥○

成った

成る時

成れぽ：

成れ

成ろう

成るべえ

。＠o

o＠o

＠O

o＠
（na”ro’）

3

○⑳○

世
○
⑳

　
㊥
⑭
2
0
0
otw

○鈎

。＠

働○

o＠＠　ogeo
o＠dyo　o＠ago
　　　　　o＠o

　　　　o＠＠o
　　　　　o＠as

　　　　oopeso
　　　　　O（：LA　O

　　　　　opo
　　　　　o＠

o＠o　odyo
　　　　o＠＠o

成りたい○⑫㊥○○㊨⑳㊥○⑳㊨○
21（i）

　行く時

　聞く蒔

　曝ぐ時

　貸す時

　死ぬ時

　雷う時

　買う時

　飛ぶ時

　売る時

　着る時

　為る時
　い
　屠る時
　（両

　書く時

　漕ぐ時

　打つ時

　刺す時

　勝つ時

　食う時

　読む時

202

o＠＠o　o＠＠o　o＠＠o

O⑱⑱○○麟⑭○○懸⑳O

oop＠o　o＠aso　o＠＠o

o＠＠o　o＠＠o　o＠＠o

oaso　o＠＠o　o＆＞two

otw＠o　o＠＠o　oee＞o

o＠＠o　oeeo　o＠＠o
O⑭⑱○○⑯趣○○鯵⑫○

○⑳醗○○働⑳○○⑱⑳○

響露80鱒○○馳○



　取る時

　切る時

　蹴る時

　児る時
22（d）

磨く時

騒ぐ時

拾う時

遊ぶ時

進む時

1　世　　2　世　　3　世

oopao　o＠＠o　o＠＠o

O｛beeO　O＠＠＠O
　　　　ogh＠＠o

ooo＠o　o＠＠＠o　　　　oew＠＠o

送る時　○㊤O⑳○

明ける；碍○⑭⑭㊤○

㌻りる時

捨てる晦
（の

　　　　○⑭⑳◎○
歩く時

隠す時　○◎⑱㊥○

乾く時
はい

入る蒔

動く隠

泳ぐ懸　○＠◎㊤○

起こすi寿○⑩㊥④○

思う時

頼むi痔

通る読

掛ける時○⑭㊨㊧○

逃げる時○⑳㊧⑳○

見える時

①　胃

　　糸

tw＠op＠e

o＠eeo
o＠＠＠o

O＠＠pt20
o＠＠＠o

o＠＠＠o
o＠＠＠o

1

oopeweso

o＠eeo

oop＠＠o
o＠ew＠o

i■▼（響は横に広い）

in　to

23

　濃い

　細い

　無い

　乗い
24（／，）

　厚い

1　世　　2　世　　3　世

＠o　o¢・｝，　＠o

CA　O　Q　O

＠o　＠o
ago　＠o

oeb．　o＠＠

○
○
○
○

◎
◎
⑲
◎

厚い板○㊥OoO
　　　　　　　　oc・　｝ooew

厚くな　　　　　○⑳○○○○○
かった　　　　　　　　　⑭⑭㊥⑭㊨◎⑭

讐建か○⑳㊨○○○

（ロ）

熱い　　　OoO　　O④⑳　　○⑯○

　ottt）o

e3＠ut一）as＠

oaj・）oo＠

熱いお茶○◎○○ 刀宸O8⑳○○⑳

　　　　　　（熱なった）
　熱くなつ○⑳⑳○○
　た
25（d）

畿
融
働
魁
螂
迅
毅

　2。　池田｝町・小野田家

　　　　（4）音　声

営　　　　　　　　　2　世

　　　　　　　irr

　　　　　　　irto

⑭⑳＠懸⑭⑭

otwoo＠＠

oou　o＠o
ooo　o＠o
o＠o　o＠o
oco　odyo
　　　　（soo
　　　　o＠o

oc’・）o

oec？o

o＠o
O愈○

o一＠＠

o＠o
o＠tw

o＠dy

oss＠

o＠＠

3　供

。“whp＆

o＠＠

o＠＠

o＠＠
o＠＠’）

1・（蘭残｝象ど畏くない）

irto
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息

　
　
び

単
機
え
雑
劇

　
　
　
　
　
ゴ

　
　
貨
た
　
ソ
　
　
　
気
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
習

古
木
銀
煮
躍
り
足
石
毛
元
寝
間
望
洋

　
②

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

　
　
　
都
　
気
油
対
物
る
概
台
い
産
語

意
銭
風
全
手
電
懸
絶
養
鯉
大
仙
咲
財
英

　
　
　
　
　
　
　
③

世1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム

識
盤
詣
誌
野
帳
臨
掌
濃
需
耐
常

州
e

酒酔

葬
p

細
細
紘

　
ゆ
エ　
k

▼

「e
e

ム
し
d

轡㎏
）
罪
贈

計
画
ゴ

卿
a

aS）
－aZ

？097
β

e

　　　　　　2　世

　iコta

　i　rrki

　ko　r￥

　e

　e「b三

　e　rda

　6rki

　ko噂
　痘「▼

　gii　Bka

　ni　rta

　mi　rmi

　rエPgO

　a　rSi

　i　rrsi

　ke

　ge「8痘

　ne「七a

　Mey
re　rnSvaI

　a　rse

　mi　rse

　ze　rni

　ka　rze

　dz♂mb瓢
　　　　　　　　　e

　te．

　de”　eki

　．C，　e　rkij　ZII　i

　a　r￥　rsai　tsui

　lca　rb’rxm

tarypay

　　庵e「且「da「i

　sa　r￥ta

　　za　r￥saN

　e「二90
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3

ね
．
雇
vi

r
喧
擁
肱
総

0
▼
「
r
「

k
e
e
e
6

喩
e

▼

ak8

O
i
「

　
　
リ
ユ

k
琉
9

組

．
㎜
g
・
璽
i
甲

．
㎜
鞠
ゴ
珂
短
般

▼
▲

喰
s
e
㌔

㎜
鈴
ゴ
ガ
．
㎜

　
瓢
。

　
b

e
斑

吻
「a

z
e

の
エ

k9「

　
　
e
e

k
d
t
d

　
瓢
。

誠
爲
田

既
副
㌃

脆
r
陀

e
「
a

塔
a
k

》
－

「ad「
　
a

n
猛

「
、

e
　
a

S
　
S

酵
a

SV
l

aZd

ザQ9ド臼．e



糸
隊

甲
兵

先生

税金

見えた

消えた

教えた

④　四

　　　媒

　　　すし

　　　月

　　　土

　　　四病

　　　通学

　　　獅子

　　　ikl

　　　地図

　　　中学

　　　：：霞箱

⑤　湯治

　　　孝行

　　　冬至

　　　奉公

⑥■茎

楠

臣
拙｛芝

釘

鍵

たが

難．儀

　　　　蓬　徴

ke「二to・

ge「沈e二（無意識）

　　ド　　　　　　　
ge　l：ta1

亀e「蕪sei二

3e「：擬賛

mる「eta

k6「eta

ki「eta（ていねい）

o「∫E「eta

　
▼
△

「●
－

～

SUI■S臓

s田一i∫き

tsul　rxi：・

tsw　r’ei　I

t∫i「謀

tsuエ「：gak聖

SU工「・

i　rrno　rSii　ii

『㌧iつ＝

tSilzu1

eS　um　一i　i　Daku．i

ey　ur　ri　rbai　ko

tol　：ow　i

to「x3圭

koi　；k’o．

　　　　v

to「＝5至

hQ「二ko・

kul　r蓼圭

k灘「．疑i

ka「撰

tan　k’a
　ポ　　リ

k㎜〔：　oi

lcai　si

tai　sa

na　Fnoi

　　　　2　世

ke「とto

he　r：taY

se　rrNse，

ze　r：　1〈iN

mi略r　ta

．ki　rE：　ta

o∫玉e：ta

∫ii・

∫i

　サ　コ　　　　　　　ロ

Slltsgn

s螢∫茎

tSUI「ki

tSm「t∫三

t∫i「5i

tStU「・「ga「1〈　iy

SU工「・

∫i「∫i

t∫三「二

t∫ii　zux

t∫ur「Σ「1〕a「k1…1

5田「：「ba「ko

to「：ろi

lscoi　i　1〈o　，

to「：3圭

hoi　：　1〈oT

k灘「短

ka　Flli

kal髭i

ta　rka
　　　v

ktui　gi

ktll　rei

ta　Foa

na　rsgi

205

　　　　　3　世

ke　r；to

he　rJtal

se「Nse二

dze「：霊ヒ圭至

mi　ren　ta

ki　reta

oSi5ta

o　rs　rseta

si．

　の　ロ　　　　　　サ　る

S猷SUし

s煎∫i

ts瓢k呈

tsUlt∫暑

tstu　：　rrsa　rkiy

s直l

sisi

tsi・

tSul　r；　real　kli1

5斑＝ba琴o

to　ri　：6i

koiko．

to「：5三

holkoT
　　v
km「k圭
　o

k　uT　rgi

na　r］［　iny№



　　　産後

⑥2旗

　　　的

　　　肌

　　　窓

　　　はんだ

　　　　3度

⑥3松
　　　先ず

　　　水

　　　風、

　　　あんず

　　　何時

⑥4渋
　　　あぶ

　　　いぼ

　　　新聞

　　　田んぼ

⑦　木

　　　秋

　　　義理

　　　脚絆

　　　今田

　　　京都

　　　灸

　　　九州

　　　牛乳

謬／
、ソ

子菓

⑥

繭瓜

元臼

煉瓦

桑

深

1　世

ha　i一　Ya

ha・ta（ていねい）

ma　rt◎「慈

ha：　nda

mai　do

maつts丘瓦

　　ヨnla「zu工

mi「z田

㎜11ZU工

ka「7ae

SiMl　bLu

ai　bur

6n　bo

si　rmbulN

a「 ai

gi「ri

kja「スhaN

kjoi二

kj◎「：to▼

kjxll　r；

kj臓「：∫UI・

　ひ　　　　　　　ハ　　　　　　　　コ

9」田1：nj鵬

ka　rSi

kaつ∫i

sur：￥ka

ga　rntaN

re吻ga
kwa

蜘kWa

2　貴

ha　rta

ma　Fto

ha　rda

maコdO
handa

ma「ts皿
　　　　　　e

man　zur

mi’rzu：

si　rb　ly

　　　　e

arbtu
　　　　e

irbo

SiMbuN

ta　rmbo

a「ﾕi

gi　rri

kja　i－thaN

1｛joi　i

kjo　rin　to

k麺「＝

kjLu　r：sul

glUI「：皿麺

sa　rkzxxnjui

ka：　e7i

kan　Si

　　swri’ika

　　ga　rntaN

　　reeoa

　　k皿wa

　　l田「kWa

　　沁「wka

206

ha　rta

3

ma　rto

ha　rda

ma　rdo

ha　rnda

sa　rnda

ma　rtsuz
　　　　v　　　e

maztu

arnzur

na　rni　si

Sill　bul

arbva

irbo

SirmbzxlN

a「痘

Oi　rrri

装laドhaN

kjo：　，

kjo　r；：　to

kjuii　i

kjui－i　r　Szz；：

gjul　r：njzm

kai　3i

ka　rJi

S朕王「il〈a

ga　rn5itSlgt

re　Foga

ktuwa



＠

＠

ロ
　
　
ロ
　
　
　
　
　
サ
　
　
リ
　
　
　
　

ゆ
　
　
サ

ー
2
3
4
5
　
6
7

ロ
　
　

リ
　
　

ロ
　
　
リ

8
9
ハ
）
ユ

　
　
一
－

サ
　
　

ロ
　
　
の

2
3
4

1
1
1 サ

［
b

1

歯

火

ひげ

兵隊
　　　こド

東．

入る

蝿

位牌
　　　　　　　　　　　む

フソフ

リソゴ

ローソク

料理

三

春

大工

銅像

かまきり

蜘蛛

蜘蛛の糸

蜘蛛の巣

かたつむり

なめくじ

おたまじゃ
くし

蛙

ひきがえる

蛇

まむし

とかげ

かなへび

いくつ（年齢）

いくら（敏段）

　　　　1　世

ha　r，

giつ96

hei：

ge　r；te：

gi　rearr　Si

ha「さrm

jtu　r：　fM 奄垂≠戟@￥

ra弓mp響
rii　pgo

ro　ri　Fso7　kui

drjo：　：ri

an　ri

ha「r田

da附k：田
　　　　　e
do一季・zo・

　　　　　　　　3．

　　　　1　琶

kamaFkiiri

ku　rrmo

kumonoju

kumonosu
katatsumuri

dendemmvaSi

namel〈usi

otamasakuSi

kaeru

ombago；to

xeb圭

hami

mamzuSi

tokaうe

gitSibuds　a（　？　）

ikuts直ft

nambo

nambo（惣然）

　　　　　　　　　　2世

　　　　　　ha

　　　　　　gi

　　　　　　gi　ree

　　　　　　he

　　　　　　he　rita￥

　　　　　　gi　roa－l 　si

　　　　　　ha：　Yrw

　　　　　　ha暇

　　　　　　圭「ha￥

　　　　　　ra　rmpbl

　　　　　　r圭「3go

　　　　　　ro　r：　rsol　ktu’

　　　　　　rjoi　iri

　　　　　　a　rrri

　　　　　　ha＝　rui

　　　　　　do　rzo：

倶知安1町・上野家

（1＞語　彙

　　　　　　　　　　2　世

　　　　　　kamal〈iiri

　　　　　　　　　　’ノ

　　　　　　kttmonoito

　　　　　　　　　　f／

　　　　　　katats“一tmuri

　　　　　　　　　　lt

　　　　　　　　　　’ノ

　　　　　　　　　　rl

　　　　　　NR

　　　　　　hebi

　　　　　　marauSi

　　　　　　NR

　　　　　　NR

　　　　　　　　　　tl

　　　　　　nambo（多）

　　　　207

　　　　　3　世

ha
gil

gi　ree

he：

he「二taY

gi　rgaSi

ha　rei　rtu

董「ha￥

一ra　rmi　pq．i
　．　　　　　　　　　　一　　e

ro「：「so「k乳旺
　　　　　　　　　　o
rlo「二r呈

．a　rri

ha：　ruT

da　r￥”r　ui

do　r：zo

　　　　　3．盤

　　　　t／

　　　　ti

　　　　l／

　　　　tl

dendemmonSi

　　　・　rt

　　　　tl

　　　　tt

kasagoito

gebi

NR

tokage

　　　　l／

　　　　t／

nambo（まれ）

ikura



　　1　量
ikura

16．いくつ（数）　nambo

17．黄色い

18．赤い
19．

il〈utsu

k三：roi

akai

「あかい」を使う
「明るい」の

2　世

　　ft

nambo（多）

ikutsm

ノノ

　　tt

使う（まれ）

3　世

nambo

ノ
’
ノ

’
　
　

20．　「あおい」の　　5，6 5 8

21．　彊をつく uso　ts双王ku王

22．　灸をすえる　kju：sueru（多）

23．

　　　　　　jalto　ueru

（蒔計を）つく　ko∫iraeru

る

24．（酒を）つくる　ts痕ku「u

25．rなおす」の　質問せず

zu　soo　julr

l〈jui　sueru

，1

ノ
’’
f

USO　ts｛天工k田

jaite　suru

ts｛近kUlrてU

’
ノ
貫
－

26．「なおす」を　使わない
　　「片づける」
　　の意味で
27．　rなおす」を　使う

　　「修繕する」
　　の意味で
28．　「おどろく」　使う

　　を「臼が覚
　　める」の意
　　味で
29．「おどろく」使う
　　を瞬をさ
　　ます」の意
　　味で
30．　「おどろく」　．使う

　　を「ぴっく
　　　りする」の

　　意味で
31．頭

32．旋毛

33．禿頭
34．　目

35．贋毛

36．麦粒腫

kaSlra

atama

ma1澄｝al

tsulo7i

glr王9m（新）

hage

meT

masuge
magloe

ma五noke

maro（：）to

ノ’

ノ’

使う（まれ）

使わない

ノ’

atama

glrlglrl

hageatama

me二

matsulge（？）

maj皿Ige

melbo

’’

〃

使わない

，’

使う（まれ）

〃

tSUTrrlU／15i

91r191r王

hage

me
mae漁oke

NR
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ロ
　
　
ロ
　
　
　
　
　
ひ
　
　
の

7
8
　Q
ゾ
0

り
0
3
　

3
4

じ
　
　
　
ロ

ー
　
2

4
　
4

ひ
　
　
じ
　
　
ロ

3
丞
ρ
【
D

4
由
4
4

ロ
　
　
の
　
　
ロ
　
　
　
　
　
リ

ハ
0
7
8
　

Q
》

4
轟
4
4
　

丞
轟

る
　
　
の
　
　
　
　
　
ロ
　
　
ロ

0
1
　2
3

5
5
　5
5

ロ
　
　
　
　
　

ロ
　
　
　

丞
｛
　
　
ド
D
6

門
ひ
　
　
芦
O
P
り

の
　
　
サ

7
∩
◎

5
F
O

の

95

ロ

06

いいにおい

悪いにおい

きなくさい

こげくさい

においを嘆
ぐ

：耳

口

よだれ

唾

繍い

辛い

味が薄い

砂糖が甘い

すっぱい

いびきをか
く

咳をする

頬

顔

生まれつき
の癒

癒ができる

ほくろ

　　　　1　世

meibQ

hana
　コ　　　　　ロ

PIOl

kaza（少）

kaza

ginomekuTsai

sokokusai

kazam田

mimi
kut∫呈

jodare

tsurba

l〈ut∫ibiru

∫ita

be：ro

∫iogarai

∫ioppai

karai

mlz魚kusai
　　　　　matal

amai

sui

　　　　　のsuppal

至biki　kaku

neb圭ki　kaku（少）

sekiga　deru

holt∫abu

ho：be七a

kao

kotojake

∫iJii　iru

aza

　　　　　2　撲

　meppa（幼＞

　　　　　tノ

　　サ　　リ　　　　　な

　♪ljOl

　　　　　1／

　　ginomikusai

　　ginal〈iysai

　　kogekusai

　　　　　’ノ

　　kagLU（少）

　　　　　7ノ

　　　　　〃

　　　　　’ノ

　　bero

　　　　　’ノ

　　　　　’ノ

　∫ita

　∫iOgarai（多）

　∫oppai

　　　　　〃

　　　　　’ノ

　　　　　η

　　　コ　の　　　　　　　　　　　　　　コ

　SUtppa1

　　　　　〃

　　sekio　SUIAU

　　ho：（多）

　　hOibeta

　　hOPP¢ta

　　　　　〃

　aza

　　gibukuro，i　naru
　　（？）

　　koaza

　　kurobo∫i
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　　　　　3　世

　　　　1／

rlol

距oi

NR

　　　　tt

　　　　lf

　　　　’ノ

　　　　’ノ

bero

　　　　rノ

　　　　’ノ

　　　　厚

Soppai

　　　　tt

　　　　tf

　　　　lノ

　　　　’ノ

ibilcio　suru

　　　　ft

ho：beta

　　　　’ノ

　　　　tl

NR

hokuro



コ
　
　
　
　
　
　
コ

ユ
　
　
2

6
　
　
ハ
◎

の
　
　
ロ
　
　
の
　
　
ロ
　
　
コ
　
　
コ

q
O
4
e
D
ρ
0
7
8

6
ハ
0
6
ハ
0
戸
0
ρ
0 ら

　
　
　
　

の
　
　
　
　
　
ロ

G
》
　

0
　
　
1

ρ
◎
　

7
　
　
7

　
ゆ
　
　
ロ
　
　
ロ
　
　
い
　
　
ロ
　
　
の

2
ら
◎
4
5
ハ
0
7

、
7
7
7
7
ワ
5
7

り

87

ゆ
　

　
　

ロ
　

じ
　

ほ
　

ひ
　

　

Q
V
O
1
2
q
O
4
5

7
8
8
8
8
8
8

ゆ
　
　
　
　
　
　

サ
　
　
　
　
　

6
7
　
8
　
9

8
8
　
8
　

∩
○

き
ら
ろ
意蝋

灘
味
蕾
翫

たつ
ぐす

かを“らく

　
ち

　
お

る
ず
　
脂

幽
－
　
、

のら
ヨ

けこ
需

産祝

　
び

　
遊

　
玉
戴

馬
手
手

踵
　
　
く
い
　
あ
く
　

坐
み
垢
嚢
鱗
「
味
「
の
茸
男
女
凧
竹
お
お

　
を

　
び
　
こ

　
ゆ
　
ロ
　
　
ひ

　
ヨ
ノ
　
　
　
　
ノ

車
足
る
「
ご

ぼんれくか

　　　　零　世

hok：uro

質問せず

ojajubi

gitosa∫ijubi

nakaj登bi

be♪isa∫ijubi

kojub圭

∫imojake

∫ibare

kaoato（多＞

kibiSU

koSUba圭

kQSQbai

giza　kumuτ

ka∫iko瓶aru

mizoot∫i

aka

φuke

urokO

蘇州

質問せず

kinoko

otoko

O無na

tako

takemma
　サ

ajaor斑

i∫inago

katakuma

kegke－o　swrur

owaegO

O内okko
kakure瓢bo

　　　　　2　世

　　　　　tノ

　　　　　’ノ

　　　　　tl

　　　　　t／

　　　　　r／

　lcusurijubi

　　　　　7／

　　　　　t／

　　kag’　ato

　　　　　t／

　　　　　1／

　　gizaokumui（sk’れ）

　　aerura　kakui

　　　　　tt

　　　　　r／

　　　　　tt

　　　　　t／

　　　　　li

　　　　　tt

　　　　　lt

　　　　　tr

　　　　　’ノ

　　　　　t／

　　　　　ff

　takewma
　otedamaasobi

　otedama
　aj’al〈o

　kataguruma

　　　　　rl

opigokko

　　kakturembo
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　　　　　3　世：

NR

　　　　tl

　　　　tl

　　　　ti

　　　　tt

　　　　’ノ

　　　　tl

　　　　7／

　　　　tt

ko＄obai

aguirao　1〈akzzi

SIIIWarUT

　　　　ri

　　　　tt

　　　　’ノ

　　　　ll

　　　　rt

　　　　rl

　　　　’ノ

　　　　ti

　　　　rt

　　　　tl

takemma
ajako

ajako

　　　　’ノ

　　　　1／

bojakko

　　　　tt



の

09

の
　

の1
2

9
（
コ

の

39

む
　

　
　

の
　

ロ

4
5
6
7

9
Q
ゾ
Q
ゾ
Q
》

98．

コ
　
の
　
の

Q
）
0
1

◎
ゾ
0
0

　
1
1

の
　
の
　
の

2
つ
り
4

（
V
A
）
0

1
1
1

の
　
の

r
O
ρ
0

0
0
1
1

の
　
の7
8
0
0
1
1

の
　
●
　
9
　
0

9
（
）
1
2

0
1
1
1

1
1
1
1

ビ

311

　
　
の
　
　
の

丞
幽
5
6

ー
エ
ー
1
1
1

纏

醐
織
響
撫
隷
濃
欝
搬
贈

緊々昨
晩一

昨

晩昨
臼一

明

　
　
日

　
臼
後

臼
後
々

後
々
々
説

明
明
明
今

磯．

鵬

　
い

馨

　　　　1　世

kakuregOkkO
okane（多）

　　サzepl
　　コ　の　　　　　りtsurlseN
kazoerU

kazoeru

morau1
3aru

kureru
使う

使わない

kariru

kasu

買ってくる

kjo：

kij：o：

　　　　　ototQl

　　　　　　　ototsτ工ll（附波で）

sak三〇totoi

kino＝nobaN

otQts凱ino　baN

aSU

asatte

∫iasatte

goasatte

ko”la

asuno　baN

og”saN
babaii

ts最k三

　　　　2　徴

　　　　〃

　　　　1’

　　　コ　リ　　　　　の

ots襟rl

ka且d50二suru
kazoeru（まれ）

　　　　’ノ

　　　　〃

　　　　〃

　　　　〃

使わない

ノノ

　　　　　’ノ

　　　　　〃

　　　　　’1

　　　　　’ノ

　　k童no：

　　　　　ゆ　　otto1（多）

　　oto七〇i

　　sakiottoi

　　　　　〃

　　ju：be

　　ottoine　baN

　　aSU（多）

　　a∫ita

　　　　　tノ

　　　　　〃

　　janasatte

　　kombaN

　　　　　〃

　　a∫itano　baN

　　　ロ　　091：sama

　　mabm∫i：

　　　　　〃

21！

　　　　　3　世

Oka且e

　　　　fl

kazoeru

　　　　’ノ

　　　　’ノ

　　　　ff

　　　　ft

　　　　tt

1’

　　　　〃

　　　　’ノ

　　　　〃

　　　　tノ

　　　　〃

　　　　　　ゆototSU乙ll

sa｝〈iototStHi

ju：be

　　　　ロ　ロ　　　　　　　　　　　ロototsfiklne　JorUt

a∫lta

　　　　〃

　　　　’ノ

NR
l〈o”ja

kor【｝baN（多）

　　　　〃

　　　　〃

091sama
　　　　〃

　　　’ノ
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ロ
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コ
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1
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召
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1
1
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サ
　
　
ロ
　
　
の
　
　
　
　
　
サ

n
δ
4
戸
0
6
7

2
9
但
2
2
2

1
1
1
1
1

　

821

ロ
　
　
コ
　
　
ロ

9
ハ
U
1

2
3
3

1
1
1

ロ
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
の

2
　
0
0
　
4
▲

O
Q
　
q
O
　O
O

1
　
1
　1

リ
　
　
サ

5
ρ
O

n
O
9
り

1
1

つ
　
　
　
ウ
　
　
　

の
　
　
　
ロ

7
　
8
　
Q
v
　
O

3
　
0
0
　
0
0
　
4
点

1
　
1
　
1
　1

サ

ー41

　
爾

雨
雪

　
　
ち

　
　
こ
）

立
　
　
ろ
鳴
光

夕
雷
ご
儲
稲

る
　
　
　
　
　
　
る

す
　
　
　
　
氷

ひ
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
も

　
に
　
　
　
　
　
　
カ

落
下
…
欝
氷
水

る氷が拭手

　
　
る

　
風
い

　
じ
は

営
む
に
み

氷
つ
羅
ご

集
　
る
　
い
か

き
み
出
　
ぐ
か
み

掃
こ
ら
り
棒
つ
ご

で
る
か
こ
の
ひ
た

篇
…
め
難
ほ
田
川
に
っ

　
拾
林

　
を
く

　
ぎ
行

震
き
に

地
た
い競
蘇
騨
欝

　　　3　世

ame
ptt　i　bai

nagase

ju：datSi

l〈aminari

gorogoro

lnazuma

kaminariga　otSiru
S）i」V　i

juki

　　　？

ko：ru（附波）

Sibareru

ko二ru

Sibareru

tSirara

maikaze

doro

suna（？）

gomi

hokori

gom．i

akwta
gomoku

，7，　ifiN

SinriN

質開せず

mori

小さい木で，あまり
広くない

質問せず

家の前

　　　　　2　世

　　　　　’ノ

　　　　　tt

　juidatSi

　　　　　ノノ

　　　　　7／

　　　　　lt

　inabil｛ari（無冨鳴）

　　　　　tt

　　　　　st

　　　　　tt

　ko：r圭

　　ko　i　ru

　　　　　rl

　　∫ibareru（多）

　tS孤rara（幼）

　　　　　「ノ

　goml

　　　　　’ノ

　　　　　’ノ

　　　　　’ノ

　　　　　lt

　sanriN

　liajaSi

　　　　　li

　　　　　tl

　疎林

　　　　　tt

　　　　　t／

212

　　　　3　世

　　　tt

NR

　　　fl

　　　st

　　　S／

inabll〈ari

　　　tt

　　　’ノ

　　　ノノ

　　　u

　　　tf

∫圭bareru

Sibarerur

ts証しrara

tats櫛し11玉aki（？）

　　　tt

　　　tt

goml

　　　’ノ

　　　1／

morl

　　　’ノ

　　　rt

笹，瀧など

　　　ft

　　　’ノ



142．

／tlB．

M4．

145，　．

146．

147．

148．

149．

r劣《の」二目男」

を「ニワ」と

「家の前の
｛i［：馨輩場」　を

「＝ワ」と

「thliど」の意、

味

「．騰外」を
「カド」と

「家の前の
亡ヒ斗茎場」を・

「カざ」と

法皇

炊く

煮る

150．　かまどに残
　　　　　る灰

！51．

152．

1，53．

に中
灰

の
る

鉢
れ

火
入

らか
気

湯
湯

お
つ

鐵らか
気

飯
湯

御
る

154．　　まな：｛疲

155．すり鉢

156．すりこぎ

157．瀬戸物

158．大きい

159．　小さい

160。　太し、

161．　藩liし、

162．荒い

163．　flllカtSし・

164．綿
165．　　；甕1；糸岳蓬

　　　1　世

u1；伽iwa

　り　　　　　　　　　　　　し

91rOPIwa

羅外

航う

言う

ido

taku
niru

七aku（多）

hai（多）

aku

hai（多）

al〈u

j崎e

hoke（StiJ波）

j婚e

hoke（FiiJ波）

manaka
suribatSi

depgi

seto

lcaratsift

olki：

komai（附波）

t∫i二sai

φ臓toi

hosoi

arai

hosoi

koinai

kommai
wata

mawata

　　　2　世

欝う。ut∫is・iwa
とも

言う

ノ’

ノ’

言わない

　　　’ノ

　『　　1／

Pll’u（魚）

　　　rl

　　　tt

　　　　rt

h．ai

ノ’

ノ’

　　　’ノ

　　　’ノ

surikogi

setomono

　　　’ノ

tSi：sai

　　　tt

　　　f／

　　　lt

o；kiI

　　　rl

tSi；sai

213

ノ
ノ

　

ノ’

3　繊

　　　　りsotOplwa

う一毯

ido

plrU

hai

al〈Lt

NR

ノ’

ノ’

ノ’

ノ
ノ

　

ノ’

ノ’

ノ
’

　

ノ’

ノ
’

　

ノ
ノ
ノ

’
　
　

komakai

ノ
ノ

　

”
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ρ
0
7
Q
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ρ
0
ρ
り
ρ
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1
山
－
正

の
　
　
　

Q
》
0
6
7
1
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ゆ

一
　
　
ワ
】

7
　
　7

1
　
　1

の
　
　
コ

3
4
幽

7
8
7

1
1

の
　
　
サ
　

の
　

の
　

ゆ
　

の

5
6
7
8
Q
ゾ
（
）

7
7
7
7
7
（
6

1
1
1
／
1
！ の

　
　
の
　
　
の

1
2
0
0

8
8
8

1
1
乏

コ
　
　
ゆ
　
　
る
　
　
コ

4
5
（
b
7

8
8
8
n
◎

1
1
1
1

コ
　
　
コ

8
Q
》

n
◎
8

1
1

ロ
　
　
　
　
　

（
）
　

1

9
　

（
り

1
　
　
1

　

291

　　　　　　　　　　　　　　1　盤

糸　　　　　ito

編糸　　　　kinuito

オく新｝糸　　　　　ka捻aito

　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　や　　　　　　　　　　mome　ito

織り糸　　ito（？）

「せんたく」　洗うこと
の意味

「裁縫する」　囲わない

の意味で
「セソタク」と

Fくさる」を　gitokusari　pi

黙劇の　・・…

米　　　　　kome

うるち　　　kit∫igome

　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　uru塒al

もち米　　　mot∫igome
叢反米　　　　　　　dろika∫Q＝

米綴　　　　tobits醸

靱がら　　momigara
糠　　　　nuka
田　　　　　ta：
　　　　　　　　　　tamb◎

　　　　　　　　　　su雄eN

田の一区藤　180と区．卜せず

畦　　　　　aze

畑　　　　hata

　　　　　　　　　　　り，1籍おどし　　　　odo∫」

：案lj．1子　　　　　kaka∫i

じゃカミいも　bareゴ。

さといも　　5iimQ
　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　satoi．mo

さつまいもsatsttmaimo
「いも」とい　じゃカミいも

えば何をさ
すか

とうもろこ　namba（課皮）
し
　　　　　　　　　　to；kibi

かぼちゃ　　kabot∫a

漿　　　　sumQ：toribana
　　　　　　　　　　sumide

　　　　　2　徴

　　　　　〃

　　　　　’ノ

　　　　　　　　ロ　　momenito

　　翼R

　　　　　”

　　　　　tノ

　　演わない

　　　　　’ノ

　　　　　　　コ
　　疑rumal

　　　　　ti

　　hammai

　　komebitsfft

　　S意ftrinul〈a

　　　　　’ノ

　　　　　t／

　　　　　1ノ

　　　　　’ノ

　　　　　’ノ

　　　　　〃

　　hata（まれ）

　　ha七ake

　　odo∫i

　　kaga∫i

　　　　　〃

　　　　　の　　satoimo

　　　　　’ノ

　　　　　〃

　　to二kibi

　　　　　’ノ

　　　む　コ　　　　　　　　の

　　S職mlre
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世3

猷
〃
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く
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儒
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〃
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〃
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●
し
　
a

　
　
直
9

じ
ユ
　
　

　
　
エ

　
　
　
　
〃

訂
　
瓦
膿

㎜
紐
励
㎜

肋町触

　
　
e

〃
〃
嘘
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a

　
　
t

　
　
a
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む

”
勘
一
－
’
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”
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a
a

眺
畿

〃
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1　量

193．　たんぽぽ　　tampopo

エ94．

195．すぎな

ho：Siko

nlatS憩na（多）

stt｛　lna

196．どくだみ　d3嘱aku

197．　松かさ

dokudame（北海道）

燃ats農φUguri

2　＃t

　　tf
tsulkuJSi

ノ7

　　t／

dokudami

niatsiftl｛asa

matsUipugttriとも

3　世

　　tr

tsuikwtsuikrubo：Si

I］〔亙atSUしna

NR

matslgnomi

198．竹
199．

200．

2gl．

202．

20g．．

204．

　　　　　　take

指にささつ　tOge
たとげ

ばらの木な　toge
どのとげ

「おちる」を　’需わない
「降りる」の

意味で

「すてる」を　∫iteru

r紛失する」
の意味で

「こわい」の　質賦せず
意味

「こわい」を　使わない
「疲れた」の
　　　　　　sekoiという意味で

ー
ノ

1’

ノf

欝わない

使う

ノ’

　　tr

to　lige

toVge

ノ「

〃

ノ’

ノ’

205．

206．

207．

208．

209．

21e．

211．

212．

「こわい」を　使わない
「払い」の意

味で

「こわい」を　使わない
「おそろし
い」の意味
で
「けち」の意　質闘せず
味

「けちだ」を　使わない

「けしから
ん」の意味で

「けちだ」を　使わない
「不思議だ」

の意味で

「けちだ」を使う
「物惜しみす
る」の意味で

「はそん」の　弁償すること
意味

「修繕する」　匿う（？）

ことを「ハ
ソソスル」と

’’

ノ’

ノ’

ノ’

ノ’

’’

質問せず

使わない

ノ’

ノ’

ノ’

ノ’

ノ’

’’

ノ7

’’

215



2ユ3．　馬

214．　牡馬

215．　　隼ヒ．馬

216．

217．

218．

子馬

たてがみ

牛

219、　　生｛：牛

220．　牛ヒま1二

221．

222．

223．

224．

225．

226．

227．

　
　
陶譲

牛
毒

巨獣
も
（

らぐも

ほうほう
（轟のなぎ声）

せき’れい

ちつちつ
（せきれいのなき声）

228．

229．

230．

　
　
ゆ

　
　
ち
り

　
　
ん
の
声
か

　
　
ゆ
雀
き
さ

　
　
　
く

雀
ち
ん
と

　　　　1　世

1取111a

koma

onagomma
ZOijaku（北海；遊ことば）

　　　　コto；zai

　　　　　　　　tategam三
u∫i

kottoi

oNu∫i

otokQU∫圭

me”u∫i

be「ko
　　　　のto＝zaエ

mo＝

oeoro

mogura
eukuro

borokirehoho

sekire　i

NR

suzume
tfittsi

tosaka

saka

　　　　2　世

u磁a
otok二〇uma

◎烈愈a犠ma（まれ）

Inem魚a

f
／

t
t

t
t

otokou“

meuSi

1〈ouSi

　　　’ノ

mogura

NR
t
t

ノ’

ノ’

　　　　tt

tSuntSuN

ノ’

　　　　3

m驚a

om盟a

ノ’

komma
　　　　tl

beko（まれ）

0呵1

ノ’

ノ
’r
fノ’

1’

’’

1’

　　　tt

tsurttsur

’’

世

L　靴下
2．　みの

3． みぞれ

4．　ストーブ

　　　　壌　徴

kuts薮5玉ta

kera
　　コrnlno

　りmlZOre

stoiju

ta鯉stoφ縫

　　　　2　世

kuエts藻∫ita

kera（多）

　　　　t’

　　mlzore（多）

ameluki

s豊ltOibu

　　　　　3

　　　　〃

kera

　　　　〃

　　コmlzore

StO¢UI

世

216



5．火掻き糠

ロ
　
　
サ

£
U
7
8．

の
　
　
　

9
（
）

　
1

11．

12．

煤煙

スケート
　　　　　（：並）

スケート
　　　（上等）

暖かい

鮭

えら

キャベツ

13．小麦
14．　小豆

1．5．

16．

17．

18．

の
　
　
サ9
0
1
2

子供

丸心彗り平

野

「ガツチヤ
．キ（痔）」を

使うか

弱い

成長する

21．　くすぐる

22．　坐る

23．転がす
24。　持ちあげる

25．　　umF’さし・

26．

27．

28．

ありがとう

訪問のあい
さつ（朝）

〃　（夜）

　　　　1　世

gkaki

susu

？
・

sketto

Sake

akia．si

jera

sasame

kaibetsur

komusi

So：zti

　　のkodomo
gobUgari

φuataegUlt∫i

北海道で使5

ワ　　　　　　　　　　　　　　　

jowal

Oga「U

kosubakasu

kakeru（摘子）

suwaru（坐す）

korOgas漁

tanagu！1＊北海道でき
く

mottSagerua

t∫〇二dai（上）

kure＝（中＞

okose（下）

kombaN
obandesmu

　　　　2　世

　　　　t／

derekki（多）

　　　rf

siftke：to

S菰ke：to

ノ’

era

sasameはeraの
巾にあるもの

kjabetsur（．4i　）

1〈ai1＝）etSUI（幼時）

　　　　fノ

∫o：zift（多）

az豊iki

　　　　tt

bo：Z疲竃atama

gitai

使わない

　　　　〃

礁obiru（多）

oga「u

　　　　’ノ

　コ　ロ

S職waru

　　　tl

motiiageru

　　り
itadakitai（上）

　　　　じ　　　　　　　　り

moralta1（中）

kure（下）

obandeSita

2i7

　　　　3　黛

gikaki

sake

厚
∩
r
・

ノ’

ノ’

kjabets臓
kaibetsui

　　　　tt

az豊Uくi

　　　　’ノ

bolz顔

odeko

　　　tノ

　　　　tt

o；kiktt　naru

NR

NR

ノ’

’’

　　　？

　　　　？

kvare：

obandesur



書く　終止・連．体

定
望
志

否
希
意

推量
：sfntﾖ
過ii長

完了・進行

仮定

血
女
血
女

ヨ
　
　

順
逆

令
能

命
可

尊敬

ていねい

3．倶知安町・上野家
　　　　　　　　　　　　　（2）

　　　　1　世

kaku

1〈aku　gito

kakaN

kak三t註i

kakoi

kakusa一　ror

kaite

kaita

kaite　oru

kaitoru

l〈akkioru

（上，区別はつぎりせず）

kaitara

kakukeN

kaku｛　a

kakukendo

kake（jo）

1〈akeru

kak鞭圭i乏いう入も
ある

（e：kakaNあり）

kalginasaru

okakininaru

kakimas登

読む　終．【｝二・連体　jOMUI

否定

意志

畜優

命令

コ

jomaN

jomo：ka

jonde
の

jome

文　法

　　　　　2　世

　　　　　7／

　kaku　hito

　kaku　toki

　　　　　’ノ

　　　　　’ノ

　　　　　r！

　kakube（まれ）

　kal〈udaro：

　　　　　ti

　　　　　lt

　kaitoru

　1〈akijoru

繊騨区溺がみら

　1〈akeba

　kal〈unara

　kakukara

　kakukeredo

　kake

　　　　　’ノ

　k二akareru

’　tt

　　　　　u

　　ヒ
　　jomu
　　　　　30Mu　hito

　　コ　　jo磁u　tok呈

緬・N（主として簸庭で）

　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　Jomanal
　　　
　　jomOr

　　］ONde

　　　　　ft

2玉8

　　　　3　世

　　　tt

　　　f／

kakana圭

　　　t！

　　　tノ

〃
〃
〃

区別をしない。いずれ
の場合もkaiteru

ノ『

　　　’ノ

kakukedo

，
ノ

　

　　　　〃

kaku（一・一般）

kaku

（ふだん皿asuは使わぬ）

　　　〃

　　　〃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

joma工｝a三

ノ
ノ
’

’
　

f
　
f



尊敬

売る　終．ii：：二

貿う

否定

　　　　　　　　　　1　世

　　　　　　jo1ユde　oideru

　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　ゆ

　　　　　　Ojom斑asaru

・連体　uru

意志
点．ﾖ
完了・進行

．命令

系冬．i．．1：二・連体

否定

意志

立便

命令

　　　　　尊敬

起きる終1．．｝二・連体

否定

希望

意志

推：職

音便

過去

完了・進行

仮定

頴接

uraN

uranal

urQ：

utもe

　　　りurrjoru

ure

ka㎜

1〈awaN

kao：

ko：te

l〈ae

ko：tol〈e

ol〈ai罫i皿aru

okir斑

okinai（多）

okiN

okitai

OkゴruZO

ol〈irudaro：

okiru，7）aror

okite

okita

okitoru（完了）

okijoru（進行）

okitara

okirukara

ol〈irul〈eN

　　　　2　働

　ロ　　　　　　　　　　　コ　　　　　ロ

OjOllll♪1鍛aru

　　　tt

uru　hlto

uru　tok至

uraN（多）

　　　tt

　　　　’ノ

　　　　fノ

挙建山＝5せつ認

　　　　’ノ

kau

l〈au　hito

kau　toki

1〈awaN

k・w・照i（諜つた）

　　　　rt

’1

　　　　’ノ

okiru

ol〈iru　hito

okiru　toki

okiN（譲≡に嶽1邊で）

ok量nai（獄鑓外で）

　　　　｛t

o琴ijo：

okirube：（まれ）

　　　　tt

　　　　’ノ

　　　　st

　　　　；l

　　　　tt

okireba

ol〈irttnara（まれ）

　　　　u
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　　　　　3　世

jomu（懸敬褒環をせず）

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　　コuranal

〃
〃
〃
ヴ

kawanai

ノ’

kau

　　　fl

　　　；t

　　　ft

okina至

〃
〃

ノ£

L

　　　　fl

　　　　tl

・kit…（完了・進手㌢簡方に使う）

・kim（魏でい囑合も）

’f

’f



見る

娼る

接
令
　
能
敬

二
丁
　
可
尊

体
い
連

ね
・

い
丘

て
終

　
　
　
　
　
行

　
　
　
　
　
進

　
　
　
　
　
「

定
　

轟
轟
鍛
　
便
了

否
　
希
意
推
　
音
完

定
接
接
令
　
能
敬

仮
順
逆
命
　
可
奪

い強0
体連ロ

止
　
定
志
丁
令

終
否
意
音
命

　
O

世
磁　

e
）

　
k
．
3
0

1
U
（

　
r
　
：

　
ロ
ユ
　
ロ
ユ

　
k
k

　
O
O

Urerリ
エ

kO

搬㎞
斑

磁
．
㎜

演m

憾
野
畑
t
e
認
蹴
臨
、

．
撫
磁
翻
頗
．
㎜
．
皿
．
㎜
蜘
崩
謡
．
㎜
．
撫

斑研媛m

U総㎞m

Ured

ロ
ユ

鎗
N
甑
t
e
：

　
e
e
e
e

e

d
d
d
d
d

　　　　　2　世

　okirukeeredo

　oldre

　oki：ということも
　　ある

　　　　　〃

　Oikip圭naru

　okirareruともい
　　う

　　　　　”

　　　　　’ノ

　miru　hito

　miru　tol〈i

　　　　　’ノ

　minalともいう

　　　　　f／

　　　　　ll

　mirudaro

　　　　　tl

　　　コ　lllitortt

　　　ロ　の

　mljortt
（完了・進行の男llはつぎりしない）

　mireba

　mirukara

　mirukeredo
　mire（多）

　mi：

　　　ロ

　mlreru
　　　　　　　サ
　goran5コ1無aru

　mlrareru
　　　　　fl

　　　　　〃

　deru　hito

　deru　toki．

　deN（鍮庭内）

　denaiも使う

　　　　　’ノ

　　　　　〃

　　　　　11

220

　　　　　3　世

okirukedo

　　　　’ノ

　　　　〃

okiru

　　　　tノ

　　　　〃

　　　　’ノ

　　　　〃

　　r　　　　　　，．

mma1

　　　　’ノ

　　　　〃

　　　　〃

　　コ　　　　　　　　コ

mi七eiru

（区別なし、

　　　’1

　　　　1／

niiru1｛二edo

mire

　　　　’ノ

　ひmlru（敬語i観なし）

lnll’u

　の職1maS砥まれ）

　　　　tノ

　　　　’ノ

　　　　’ノ

denai

（dene：もf吏う）

derttbe：

　　　　〃

dere



来る

する

体連7

敬
　
止
　
定

尊
　
終
　
否

希
意
推

　
逝鞭

馨
齪
鰍
馨

　
い

　
ね

能
敬
い

世
尊
て

体連O

亜
　
定

終
　
懇

望
志

鍛
便
玄

無
音
過

　　　　1　世

kuru

koN
konai

kitai

kijoi

kurttdaro：

1〈urusaro；

kite

1〈ita

kitara

l｛urul〈二eN

kurukende
koi

ki箆asa呈

suru

seN
Sinai

Sitemitai

So，

surudaroi

surusarol
Site

Sita

　　　　　2　世

　odepi　naru

　　derareruともい
　　5

　　　　　tl

　kuru　hito

　kurtt　toki

　koN（豪庭内で霊に使う）

　konaiも使う

　　　　　「ノ

　　　　　rl

　　　　　fl

　　　　　t／

　　　　　ft

　kitoru（完了）

　kijeru（進行）

　kureba

　lcurul〈ara

　kurukeredo
　　　　　rt

　1〈oreru

　oidepi　naru

　kimasu

　mairirnaSUも使
　　う

　　　　　’ノ

　suru　h圭to

　suru　toki

　　　　　tt

　　　　　tl

　Sitai

　Sijo；

　　　　　lt

…ub・・（この贋よく．使う）

　　　　　tf

　　　　　rt

221

　　　　　3　世

deru

　　　　rt

　　　　tt

　　　　tl

konai

　　　　rt

　　　　rl

　　　　’ノ

　　　　ft

　　　　rt

kiteru（両方に使う）

1〈u1’u（進行）

koiba

kurebaも使う

k疑ruaode

kurukaraも使う
kurukedo

　　　　lt

　　　　tt

kura

　　　　tf

　　　　rt

　　　　tl

　　　　tt

Sinai

　　　　’ノ

surube：

∫ijOrも使う

surube：

surudaro；も使う

　　　　tf

　　　　rl



完了・進行

仮定

順接

遂接

命令

可能

：尊敬

ていねい

おる　終．止・連体

否：定

希藍

意志

雛

帝便

遡法

完了・進行

仮定

順接

逆接

命全

可能

＝尊敬

ていねい

　　　　1　貴

∫itorてu院了）

∫量jor甑銃口）

s登reba

surukeN

suruk：endo

seI

　　　　　suru♪le：

01’　tl

oraN
　　　　　oranal（阿波。あやしいが
こう雪つた。）

oritai

orOr

orudaror

orud夏5aro＝

otte

otta

oreba

orukeN

orukendo

ore

oreru

　の
oidepi　naru

　　　　　2　憧

　　∫itoruで両者を蓑
　　規する。完了・進
　　行の巨ζ男麺『く明磁；

　　　　　r／

　　surukara

　　surunode（まれ）

　　sur礁kedo

　　　　　’ノ

　　serareru
　　　　　　　　　surUPIe＝

　　serarer疑

　　∫imaSU

　　jarimaSUの方を
　　多く使う

　　　　　ノ！

　　oru　hito

　　ortl　toki

　　　　　　”

　　ina圭もf吏う

　　　　　〃

　　ゆ　　　　　　　　コ

　　ita1

　　　　　　〃

　　irudar◎二

　　〇rudaro

　　orube：

　　　　　’～

　　　　　’1

　　0ru（賦嚢擁なV

　　iru

　　　　　’ノ

　　oruk：ara

　　orukeredQ

　　　　　’ノ

　　　　　　η

　　　　　コ　　0「Uple：

　　orarer競

　　onmaSU

　　ロ

　　1maSU

222

　　　　3　世

∫iteirtl（完了・進行）

　　　　’1

surunode

surukaraも使う

　　　　〃

S鷺re

deklru
コ

jareru

∫iteiru

　　　　’ノ

i1－U

三ru　hito

iru　tolgi

inai

，
－atO

l

▼
ム0●

」
．
－

ノ’

ite

ita

の

lru（区Sljなし）

ireba

irukara

irukedo

ire

ireru

iru

十　　・

王ru

ゆ　　．

1111clSU



高い

重い

安い

繕い

終止・連体

連用

連用

連用

推燈

過去

仮定

順接

逆接

ていねい
終．1．．【：　・連体

連用

連用

達溺

雛獄

過去

．仮定

順接

逆接

ていねい

終止・速体

連胴

連用

連胴

終止・連体

連用

連用

連用

　　　　1　世

taka至

takaku　naru

tako＝naru

takO＝na宝

takaku　nai

takO：te

takakute

takaidar◎：

takaindaro：

takai5aro：

takal｛：atta

takakattara

takaikeN

takaikendo

takaidesu

　　　ロOlllOl

omomaru

onユoku　naru

　　　　　　　
omo：nal
omo1（U　Rai

O騰0：te

　　　　　　　　　　　　　　

jaSU1

の

jaSUIエユaru
ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

jaSU二na1
の

∫aSU：te

atSU宝

atSU：工laru

a｛；SUI】aai

atsUとte

　　　　2　世

　　　　rt

t・k・m…鰍に）

takaktt　naru
tal（alscu　nai

takal〈ute

　　　　t／

tokaibe二

　　　　rt

　　　　rl

takaikara

takaikeredo

　　　　tt

　　　　tt

OMOI－

omol〈u　naru

omo：naru（子供の
時いった）

omoktt　nai

　omokute
　omoidaro＝

　o斑oibe＝

　　omol〈atta

　　omokattara．

　　0皿oikara

　omoikeredo

　omoidesu
　　　　　t1

　　　　　　　　　　　　　　　コ

　　JaSUI－

　　jasuku　nar疑

　　jasuku　na三

　　jas登k｛乏te

　　　　　〃

　　　　　　　　atSU1－

　　atsuku　naru

　　atsakttnai

　　atsukute

223

　　　　　3　世

　　　　rl

takaku　naru

　　　tt

　　　　rt

　　　　tt

　　　　tl

　　　　rl

takakereba

　　　　’ノ

もaka呈kedO

taka宝

　　　’ノ

　　　　rt

　　　　厚

　　　　tt

　　　　o

　　　　tt

　　　　tt

　　　　rt

omokereba

　　　　lt

oinoikedo

〃
　
〃
　
〃
　
〃
　
〃
　
θ
　
げ
　
〃
　
〃
　
〃
　
〃

（日常desuをよつけない）



寒い　終止・連体

用
向
用

連
連
連

よい　終止

用
田
用
瀬

連
連
連
推

芸
出

過
仮

順接

　　　　壌　世

　　　　　samUl

　　　　　　sanユU＝naru

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　samumal

　　　　　　samukute

　　　　　　samu：もe

・連体　joi

　　　　　　je：

joku　natta

joku　nai

jo：te

jeidaro

j．¢‘’daro

jolgatta

jokereba

je：kara

　　　　　逆接　　　　jel〈endo

　　　　　ていねい　　je：desu

無い　終jL・連体

薦
用
周
童

謡
連
連
推

去
定

過
仮

順接

逆接

ていねい

珍しい終止・連体

　　　　　連用

　　　　　連用

mezuraSi：

mezuraftt；

mezuraSul　nai

　　　　2　黛

　　　　’ノ

　　　　　
samu王一

samuktt　naru

sam題1〈tt　nai

　　　　「ノ

　　　　「ノ

i
i

jo圭k圭mot∫呈

ir　kimetSi

jol〈u　naru

　　　　tt

jokute

joidaroi

jojbei

　　　　rt

jokattara

jokereba

joikara

　　］oikeredo

　　joidesu

　　nai

　　na呈一

　　nakunaru

　　ar疑

　　nakute

　　na呈daro：

　　naibe：

　　nakatta

　　エ｝akattara

　　nakereba

　　na三kara

　　na圭kerede

　　Raidesu

　　　り
　　arlmaseN

　　　　　〃

　　mezura∫ikunaru

　　Inezura∫圭ku　na圭
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▼
▲

●
－

〃
〃
〃
〃
〃

3　営

ii　kimotSi

　　　tl

　　　ti

圭kute

　　　　tl

jokereba

　　　　tl

i：　kara

joikedo

l・i（1？idesuとはいわな）

　　　　ft

　　　　t／

　　　　rt

　　　　tt

naibei

t
t

t
r

〃

Odekサ
ユa

）けだ．
田nは通普（〃

　　　tt

　　　tl

mezuraSi　nai



用連

嶽叢

　　　　　」＠iki

　　　　　．仮定

　　　　　順接

　　　　　遡妾

　　　　　ていねい

静かだ終止・連体

用
用
溺

連
連
連

推騒

過去

二
丁

仮
綴

逆接

　　　　　ていねい

立派だ終止・連体

用
用
用

連
連
連

唱．．！tt｛一

去
定

論
仮

顧接

逆接

　　　　1　世

mezuraSu　t’

mezuraSiaaro；

mezuraSikatta

mezuraSikereba

mezuraSi：keN

mezuraSiikendo

Sizttkasa

Sizukani　natta

Sizukade　nai

Sizukade　je：

Sizukadaro：

Sizuka3aror

Sizul〈adatta

Sizul〈asatta

Sizukadakara

SizukasakeN

Sizukasakeredo

Sizukasakendo

Sizukadesu

　　　　2　世

mezurafikute

mezurafndaro．I

mezuraf1idabe：

mezurafikatta

mezura∫ik二attara

mezurafirkara

mezuraSi；keredo

mezuraSi：desu

fizul｛ada

fizukana

Sizql〈ani　naru

　　　　’ノ

Sizukade　joi

fizukade　ei

　　　　ll

fizukadabe：

fizukadattara

　　　　tノ

Sizukadakeredo

　　　　「ノ

rippada
　らrlppana
　の　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

rlppa豆1　naru

rippade　nai

rippade　joi

rippade　e：

rippadaro：

rippadabe：

rippadatta

rippadattara

　　rippadakara

　　rippadal〈eredo

225

　　　　　3　世

　　　　r／

mezura∫圭二dabe：

　　　　ll

　　　　Tt

　　　　f／

mezurafikedo

　　　　ft

（普通deSUは使わない）

　　　　f／

　　　　fl

　　　　tt

　　　　tl

Sizukade　i：

Sizukadabe：

’’

ノ
’

　

fizukadakedo

∫izukada丸普遜∫izukade一

SUとはいわない）

　　　　tt

　　　　t／

　　　　lt

　　　　｛i

rippade　i：

rippadabe：

　　　　ft

　　　　’ノ

rippanaraも使う

　　　　tt

rippadakedo



ていねい

1　世 　　2　徴
rippadesu

　　3　世
rlppada（rippadesuと
はいわない）

まっすぐだ
　　　終止・連体

用
用
用

連
連
連

過去

仮定

massuguda

massuguna

massugum　naru
maszugude　nai

massugude　jol

massugttde　e：

massugudaro：
massttgudabei

massugudatta

massugudattara

〃
〃
〃

　　tt

massugude　i：

rnassugudabe：

ノ’

’f

妾
妾

躍
J
J
ゴ

雁
逆

ていねい

massug　udakara

massugudakere－
do

massugudesu

maSSUgunaraも使う

　　’ノ

massugudakedo

maSSUguda（desu景欝
通使わない）

あれは学校だ

　　　～だろ5

　　　～だね

　　　～か

　　　～かね

（先生）が

（学校）に

（魚を）を

1　（d）

BのSL

友達

Av刀D　a

tvdaro：

”vTaror

A－ka

解
露
一
6
o

．vda

t－vdaro

Avdabe

tvdana

　　’ノ

．一vkane

（9aをつけずにいう）

へ

（oをつけずにいう）

3．　倶知安町・上野家

（3）アクセント

1　糧　　2　獲　　3　世

㊨⑱㊤

⑳⑱⑱⑭

⑳
○
○
⑭
O

⑳
○
㊥
鯵
○

㊨
○
⑫
㊨
○

＠
㊧
○
○
⑳

㊥⑭㊨○

②
○

㊨
②

⑭
㊥

○
○

くちばし・総・盤饗⑯騰

函館　○総⑫麗鰭○⑫㈱

京亀1
、

謎

〃
〃
〃
1
1
〃
2
1
1
1
μ

’「

1　世　　2　世　　3　世

○総⑭紙雛⑳⑯囎

8麗響器鰭⑭⑳③○

川州1き　　○⑭魑｝○④越｝㊨㊥⑳愈㊥⑱

かまぼ・8eese　O総⑱麗㊨㊨

夕焼　　　○趣⑳⑳○⑳⑭○㊥⑳魯⑭

226



無騰
（pt

金持

腰掛

臼帰り

耳掻き

皇

弟

道楽

の

小刀

化け物

1　盤　　2　蝕　　3　世

。＠＠＠　＠astw＠　dy＠＠op

○㊥⑳○雛鰭○⑭㊥O

　　　　es＠o　＠ee＠＠＠＠o　　　　o＠＠o　＠＠＠o

O⑭⑭○器品⑳総⑯

　　　　o＠dy＠
⑱㊥⑳○細編○㊥⑲○

　　　　＠ev＠o

O⑭○○雛紹㊨鰭⑭

・㊨⑳・雛鰭⑳麗㊥

○⑳㊥⑳＠㊨㊥略墾8

○㈱○器麗⑳⑳○○

○麗○艦鰭騰⑳○

からか罐…8雛8総⑫・

追
い
男
え

先
争
長
考

ろうそく⑳㊥㊥○鯵㊥⑳○㊥⑱⑳㊥

＠ooo　＠ooo　＠＠＠o

O⑳鯛器翻翻雛
。＠＠o　oeeo　＠＠＠o

麗艶器雛鵬⑳⑱
　　　　⑱⑳⑫趣

　　　　opooo

さい・ろ・⑳総雛鰭騰総

朝顔　　㊨○○○◎○○○○⑭○○

渤＠鶴・総点8灘8
すずらん⑤○○○◎○○○○⑳○○

手袋・⑳⑳⑱鑛鵬・⑳・・

座蒲団　⑳○○○⑳○○○⑱㊥②○

耀田○麗○認880⑭○○

九つ

生け花

心

生き物

1　盤　　2　世　　3　畠世

⑳○○○⑱○○○響綴肇8

0⑳㊨○細細○⑳騰

。＠oo　o＠oo　otwoo

曹雛8⑭総⑭・⑱⑱・

あいさつ⑳○○○⑳○○○○⑳○○

全国

羽二重

本人

親切

盆乏

2　（d）

二

形

いわし

　
　
　
　
物

煙
机
疑
氷
柳
下
欄
車
昔
㈲
あずぎ

毛抜き

つるべ

二つ

ふたり

問

（A）

dyooo　＠ooo　o＠＠o

＠ooo　＠ooo　ee＠＠

geeg　＠ooo　＠ooo

㊥○○○⑱○○○働鯵⑱○

＠two　odyoo　o＠opo

o＠＠　＠＠pa　ua＠

oopo　＠oo　＠ee
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　～の

　～に

1　世
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○融

ewo
oew

o＠
○趣

○働

otw

O磯
ody

劔
⑳
⑳
働
⑳
働
鯵
懸
働
⑳

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

oew

　2　世　　3　棋

　○㊥　鱒⑱，㊥O

　o＠　＠＠，oop

　O⑭　　　魎⑳

　○麟　　㈱⑳

　two　two
　O駒　⑳○，⑳⑱

　○働　麟○，㊥㊥

鱒⑳，○⑳　働轡

　○⑳　　　働○

　○⑳　醗○，駒⑳

　○⑳　趣○，○⑳

　omp　o＠

　otw
　otw
　otw
　o＠
　o＠
　○麟

　o＠
　○働

　○騨

醗⑳，○⑳

轡翻，○⑭

⑭⑳，○働

＠ew，o＠

mpo，　o＠

＠as，　oop

　＠o
鯵⑱，○⑭

＠o，　o＠

○
⑳
⑳
⑱
⑳
○

⑳
○
○
⑭
⑳
⑳

繭⑳（長）　⑭　　　　　⑳

twtw　＠＠，otw　o＠
＠＠　＠＠，＠o，omp　otw

⑳⑳⑭愚，⑲○，○醗○⑲

魎⑳囎鱒，○⑳，囎○○㊨

～も⑳⑳○⑳⑳，⑭趣○，○⑳○○⑳

～を　⑳⑱⑳⑳，⑯駒○，○⑳○○㊥
（両

絵

～が

tVﾍ
～の

～に

○鱒（ft）⑳，○⑲（長）⑳

oody　oew　＠o
oody　opa　＠tw，　o＠

ooew　ong，　o＠＠　o＠

○○⑳　　○魎　　　○⑳



　～を

16（d）

　火

　～が

　～は

　～の

　～に

　　　　　1　世　　2　世　　3

一一 狽浴翌潤C　oo＠　o＠o，＠O　twO

　　　　oo＠　otwo，　o＠　two

～も

　～を
（の

　漏

　～が

　～は

　～の

　～に．

　～も

　～を

17（d）

戸

　～が

　（〆は

　～の

　～に

　　○鈎（長）⑭，○㊥（畏）⑨

　ootw　＠tw，o＠　oew

　oo＠　＠＠，　o＠　otw

OO轡繭⑳，○⑳，○鯵愈○⑳

　oo＠　tw＠，oop　otw

　⑳働○　　○㊨○
　　　　　　　　　＠o，otw　OO魑　　○⑳

　oo＠　oewo，　o＠　o＠

鈎（三隆下降的）㊥（単幾一隅・的）⑭

○
○
○
○
○
○

⑳
⑭
働
㊥
㊨
⑯

＠o　ee，＠o

＠o　＠tw
＠o　o＠
＠o　o＠，＠o
⑳○　○魑，働○

麟○　　⑭○

＠魎（長）　⑳

趣⑱　　　㊨⑳

㈱⑳　　　麟⑲

㈱⑳　　　⑳醗〉

蓬塾⑱　　　働⑳

㊥
幡
幡
。
⑳
。
働

～も働⑱，⑳醗｝○働魑｝○，⑳○○⑳，⑳○

　～を
　（pt）

　名

　～が

　～は

　～の

　～1こ

　～も

　～を
i8（d）

　蚊が

　子が

　血が

　i爽が

⑳⑯　働囎○，⑳⑳　○⑳

⑳，⑳○（長）　⑳○帳）　㈱

　tw＠7＠O　tw　O　twtw，　O＠

　　⑳O　　㊥○　○麟，働○

　　鱒○　　働○　　⑳○

　○⑳，㊥○　駒○　　鱒○

　⑳働，⑳○　鱒○　　麟○

　働○，○⑳　⑳○　　愈○

⑳
⑱
⑳
⑭

㊥
働
轡
⑳

⑳鱒　　　⑳翻

愈⑭　　　⑳働

鰯⑳　○魎，㈱⑱

轡鍵　O⑳，働⑳

が
が
が
が
が
が
が
が
が
が
が
が
が
が
が
が
が
が
が
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世
㈲
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藻
の
木
田
手
酢
虚
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瀬
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毛
刃
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歯
④
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汐

1　世　　2　世　　3　糧

⑧⑭　　⑳⑳　　魎○

⑭○○　㊨○　醗○，○鯵

ewoo　mpo，＠tw　wwo

○○⑳　　○鯵　　⑳O

ooas　＠＠，　oew　aso

oo＠　o＠　two
⑳㊥　　　○⑳　　　働O

ootw　o＠　two
oo＠　＠＠，　ody　two

oo＠　＠＠，　o＠　ewo

OO㊥⑭＠，○麟麟O
oo＠　op＠，　otw　two

oo＠　＠＠，otw　avo

ooas　o＠
oo＠　o＠
pa＠　＠＠

dyoo　ago
＠as　dydy

dyoo　＠o

㊥㊥，翻○

○
醗
○
働
○

⑳
○
⑯
働
⑯

⑭⑳　　　⑳＠　　轡○

勧な・・騰・・翻愚論麟

　　　　　　　　　＠two（振らん）　⑯④⑭　　　　　　　　　　　　　dytwo　　　　　　　　　＠oo

振られる麗総鍵器⑭総・

振らせ・麗総麗88総⑳・

贈った

振る時

　　　　　＠＠oewoo　　　　　　　　　ewoo　　　　　働OO

⑳⑳⑭・鰭艶囎翻

振れば　　⑳○○

振れ ＠o

振ろう　　⑭＠⑳

av＠o
愈○○　鍵櫓O
o＠o

㊥⑳，⑳○　働○

雛8㈱・
振りたい㊥⑳○○鵬88齢⑳○
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　（麺）　　1徴　2量　3量
　降る　　　　○㊥　　　○⑲　　　⑳○

　降らない⑭⑳○○⑳⑳○○⑳⑳⑧○

降らん鵬器霧⑭◎・
　　　　　　　　　o＠oo
　降られる④○○⑳⑳○○○㊨⑭⑳O
　　　　　　　　　as＠＠o

　　　　　　　　　o＠oo
　降らせる⑭○○⑱◎○○○㊥㊥○O
　　　　　　　　　ev＠oo
　降った　　○○⑳・○○⑳　⑪○○

　降る時　　○○⑤○○○⑱○㊨㊥○○

　降れば　　⑳⑨○　○㊥○　⑤○○

　降れ　　　○⑳　⑫⑭，○④　⑳0

2C（d）

　鳴る　　　⑭⑳　　⑭＠　　⑳⑳

　　　　　　　　　＠＠oo
　鳴らない　　　　　　⑭○○○⑤⑳⑭○
　　　　　　　　　＠dy＠o

（暢ん）⑭㈱艶8◎④・

鳴らせ・④・・⑭器翻麗④・

　鳴った

鳴る時

鳴れば

鳴れ

（g）

成る

成らない

　　　　　＠＠odyoo　　　　　　　　　twoo　　　　　dyoo

㊥◎⑳・墾麗⑳⑳⑳⑳

　　　　　o＠o＠o＠　　　　　　　　　＠＠o　　　　＠oo
　＠o　＠o，o＠　＠＠

ody

（成らん）㊥○⑳

○◎亀⑳

○◎⑳⑳

　
○
○

㊥
○
○

○
④
○

　
㊨
㊤

○⑤⑲
○
○

○
⑳

㊨
○

成られる⑭・・⑳器88囎⑳・

成らせる⑱…欝墾騰＠・
　　　　　　　　o＠oo
成った　　○○㊥　○○⑭　⑭○○

成塒・・⑳…観麗鵬
成れば　翻○○㊨○雛8

成れ

1　世

。＠

成ろう　　働○○

2　世

。＠

＠oo
o＠o
麟⑱○

3　棋

＠＠

or　ttz　o

働たい…⑳麗88・㈱・
21（d）

　行く時

　聞く時

　曝ぐ時

　貸す時
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死ぬ賭

博引言

買う時

飛ぶ縫

売る時

着る時

為る時
い

居る時
（の

書く時

漕ぐ時

打つ時

刺す時

　勝つ時

　食う蒔

　読む時

　取る蒔

　切る時

　蹴る時

　兇る時

　来る時

　お
　罵る時

22（i）

ee＠o　＠＠＠o　ee＠＠

⑭⑱⑳・⑭㊥＠・醜語

　　　　＠＠＠o　＠ee＠

麗⑧○⑳④⑯○幽艶

⑭⑳㊥・＠麗・轟轟

⑳⑧⑭・⑫麗・雛雛

＠＠㊧・⑳⑳⑭・麗雛

④㈱○⑭㊥◎○細面

＠es＠o　tw＠＠o　asew＠dy

＠＠as　o　＠＠＠o　ee＠＠

＠asdy　o　＠＠＠o　dy＠otw

＠＠＠o　＠＠＠o　＠＠＠＠

oo＠o　oo＠o　＠ooo
oo＠o　ootwo　＠ooo
oo＠o　oo＠o　＠ooo
OO②○○○◎○欝欝響

○○＠○○○⑪○難論

oo＠o　oo＠o　＠ooo
oo＠o　oodyo　＠as＠
○○⑪○○○㊨○編曲

oo＠o　oo＠o　asooo
oo＠o　as＠opo　＠＠＠as

oo＠o　oo＠o　＠ooo
oo＠o　oo＠o　＠ooo
OO⑳○㊥○○○霧鶴8



　　　　　1　世　　2　世　　3　盤

磨く時◎○?８000（認欝9

騒ぐ時

拾う時

遊ぶ時

寺む
佳
｝、

フ

送る時

　　　　　1　巌　　2　世　　3　鍵

逃げ・時④○○＠（縺B。（鮮○○○

◎○○宦B。。8⑱○○023見麟④○○鴨…8◎○○○

oas＠＠o　tw一　＠＠＠dy
　　　＠oeeo　＠＠eeo
＠mp　tw＠O　（b　tw＠tw＠
　　　oo＠＠o　asee＠o

eeeeo　＠＠＠＠＠
　　　＠gooo　＠ee＠o
oas＠＠o　twdy＠＠ew
　　　　＠c）＠＠o

鵬・鹸鵜輪総。雛器気

働る時総灘ｩ齢8㊨麗＠
捨てる時臆麗（ﾇ⑳㊧（鐸⑳⑳⑭

（ll）

歩く時◎。◎⑳（|鱒8＠○○○

隠す蒔

乾く時

eei＠OO　＠＠OOO　　　　dy＠as＠o

＠oo＠o　＠＠ooo
　　　　ooooo

茨塒麗騰（磁囎8◎○○○

動く時

泳ぐ時

＠oo＠o　＠＠ooo　　　＠oooo　＠＠＠oo

ooo＠o　＠＠ooo　　　　＠oooo

㌫欝。○○◎（驕B。。（鈴○○○

思う時

薯事むπ
ン

通る臨

＠oo＠o　＠＠ooo
　　　　QOOOO

＠oo＠o　＆＠ooo
　　　　＠oooo

＠oo＠o　＠＠ooo　　　　＠oooo

鮒礎㊧○○⑳（驕B。。（鱒○○○

　濃い

　霞乏い

　無い

　良い

24（K）

　厚い

○
○
⑭
④

◎
◎
○
○

＠O　Q＠
＠o　＠＠，c｝o

O＠　＠so
o＠　＠o
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　　　　twoooas　＠＠oo＠　～擾
　　　　　　　　＠oooop
　　　　　　　　＠oooo
｝享くなカ・○㊨○○○○O

　　　　　　odyoooooっデこ

　　　　　　　　　　＠＠ee＠oo
厚くなっ
た
くpt）

twoooo＠

＠rvi　o　＠＠o　＠＠o
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　　　　　　　　　ooooo
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　　　　　　　　000000
25警）

赤い

竪い
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眠い

遠い
くpt）

強い

し
テ
｝
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多い

ooo　＠oo　ootw
＠oo　＠oo　＠＠＠
＠oo　＠oo　c｝ee
dioo　＠oo　ee＠
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かまぎり

蜘蛛

蜘蛛の糸

蜘蛛の巣

かたつむり

なめくじ

おたまじゃ
くし

蛙

ひきがえる

蛇

まむし

とかげ

かなへび
いくつ（年齢）

いくら幽

いくつ（数）

黄色い

赤い

「あかい」を
「明るい」の

意味で

「あおい」の

意味

號をつく

灸をすえる

（時羅を）つく

る

（酒を）つくる

rなおす」の

意味

「なおす」を

r片づける」
の意味で

「なおす」を
「修繕する」

の意味で

　　　　　　　　4．

　　　1　盤

ka：nal〈ir2

gumo
ito

kumono　su
dendemnniSi

且a想eku5i

otainasakuSi

gQ：もa

oinbiki

gutSillago

hame
tokake

NR
naエnbo

nambo

nambo

NR
NR（眼が悪いため）

使う

5

uso　jur

jaito　sLleru

kofiraeru

tSUkur疑

修繕の慧

使わない

使う

永山町・近藤家

（1＞語　彙

　　　　　　　　2　量

　　　　　　　　　’ノ

　　　　1〈umo

　　　　　　　　　’ノ

　　　　　　　　　1／

　　　　1〈atats　iftmuri

　　　　d・・d・mm・Si（謝

　　　　NR

　　　　otama5a魚評∫i

　　　　kaeru

　　　　gama（憂・たことなし）

　　　　hebi

　　　　NR（罎ない）

　　　　tokage（余り見なV、）

　　　　　　　　’ノ

　　　　nambo（幼時）

　　　　i1〈nts丘㌃
　　　　　　o
　　　　ikttra

　　　　nambo（幼時）

　　　　i1〈Utsf良
　　　　　　o
　　　　ki：ro
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28．　rおどろく」
　　を「E：；還が覚め

　　　る」の意味で

29．　「おどろく」

　　を臼羅をさま
　　す」の意味で

30．　「おどろく」

　　をrび・つくり
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駕
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指
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指
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かをちく
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い
く
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癒
ほ
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い
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味
親
人
中
薬
焦
し
踵
く
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あ
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弊
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馬
手

凧
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ibikl〈akti

koztiku

ho；beta

kao

lgotojake

∫i艶i　itta

aza

aza

ojaibi

gitosafiibi

takatakalbi

be“isa／ilbi

kojubi

fimojake

1〈iribusai

kosobai

giza　kumu

ka／ilcemaru

suwaru
mizuotSi

aka

ipuke

uroke

木の駈などに生える
もの

雷わない

kinolgo

otolto

enage
neSol

tako

takambo二

〇d7aml

　　　　2　世

ibiki　kaku

seki　suru

hoppeta

　　　　　fl

aza

　　　　　
azaPl　naru

hekuro

hokuro

ojaibi

gitosa∫iibi

nakaibi

k膿suri董bi
　o
　　　　　’ノ

　　　　　〃

kagato

　　　　　〃

agurao　kaku

　サ　コ

Slitwal’tl

ka∫ikomaru（幼時＞

mizo：t∫i

　　　　　〃

φ讐ke

　　　　　’ノ

　　　　　〃

　　　　　’ノ

　　　　　’I

　　　　　t／

O且na

　　　　　’ノ

tak：euma

ajatori
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87．

88．

お手玉

片足飛びを
する

鬼ごっこ

89．　かくれんぼ

90．　お金

91．

｛2．

93．

の
　

の

4
門
0
9
9

おつり

お金を数え
る

鉛筆を数え．
る

もらう

やる

96．　くれる

97．「あずける」
　　　を　「二四捗要に1お

　　　もちやを買っ
　　　て与える」の
　　　三昧で

98．「あずける」
　　　を「よく｛動い
　　　たカtSら，　季まう

　　　び吾ぞこお藁≧を与

　　　える」の意味
　　　で

99．借りる

100．貸す

101．「かってく
　　　　　る」の意味

1e2．今臼
103．　昨．日

104．　　一摂乍1ヨ

105●　　一H艶々華ヨ

106．

le7．

エ08．

ユ09．

咋晩

一昨晩

明日

明後日

　　　　1　世
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katakuma

keokeg　suru

　　の

0鼻goto

oalgoto

kak疑rembo
dzeJ壕

tsuri

∫01黙u

50m疑

mor薮U
jaru

a葛geru

kurertt

使わない

使わない

kariru

kasu

借りてくる

kjo：

kino：

ototoi

sal〈ino　ototoi

sa！ciototoi

ju；be

ototeino　ba3

aSita

asatte

　　　　2　世
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keDk二eg　S　iftru

　　　　　1／
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　　　　　’ノ
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kazoeru

kande70：　s　filru

　　　　　tl

　　　　　l／

ageru

　　　　　厚

使う

r
l

　　　　　tt

kas醸
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　　　　　tt

sakiototoi
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　　　1　樹

∫iasatte

NR
koija

asuno　bag

　　ロ091zsama

斑abai：

otsu域sama

ame
nagase

sadat∫三

kaminari

gorogoro

lnabikari

kaminarisagga

a斑atta
pi5i

luki

ka茎〕ko：r圭

ko：撫

ko：ru

セsurara

tSU5ikaze

恥0亘Oga　haitta

t∫圭ri

90瓢i

“omi

gom◎ku

d5i胸
jama

hala∫i

kiwara

　　　2　盤

　　　　　　〃

goasatte

　　　　　ll

asGino　bag

a∫itano　bag

O91sama
mabu∫i：

11｝abai：（まれに）

ts血ki
　　o

　　　　　〃

　　リ　ロ　じ

ts撮ju

蜘dat∫i

　　　　　〃

　　　　　〃

　　　　　f／

　　　　o

ru

　　　　　fノ
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∫ibareru

ko：ru

ts薫rara

makikaze

tatSUimaki
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　　　　　「’
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kaminariga　otSi一
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154．

155．

156．

157．

15S．

159．

160．

161．

162．

163．

　　　　　　　　1　世

平地でも　ヤマである
「ハヤシ」か

森　　　　　mori
（お欝などの）

「はやし」の

意味

「もり」の意

味

r家のにわ」玄関の土間，鷹園
の意味

「家の土闘」　謡う
を「＝ワ」と

F家の前の　耀う
仕戯場」を
「・ワ」と

「かど」の意　外庭のこと

「屡外」を欝う
「カド」と

「象の前の　言わない
仕事場」を
Fカジjと

井戸　　　iZUIユli

炊く　　　taku

煮る　　　taku

かまどに残ihai
る灰

火鉢の中に　hai
入れる灰

：お湯から立　jUge
つ湯気

御飯から鳩　hoke
る湯気

まな二日　　　　　　manaita

すり鉢　　suribatSl

すりこぎ　reggi

　　　　　surikogi
瀬戸物　　karatsum・9
大きい　　o：ke：～o：ke1

小さい　　　koma呈

太い

細い

荒い

細かい

iputoi

hosoi

oke王～0：1（e王

koma呈

　　2　世
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164．綿

165．真綿
166．　糸

167．

168．

169．

170．

171．

172．

173．

174．

網糸

木綿糸

織り糸

「せんたく」

の意味

「裁縫する」

の意味で
「センタク」

「くさる」を

「漏れる」の

意味で

米

うるち

175．　もち米

176．飯米
177．　ラ1乏蘇蔓

178、　　籾カミら

179．

180．

181．

182．

183．

184．

185．

186．

187．

188．

189．

墨

田の一区画

畦

畑

鳥1おどし

案山子

じゃがいも

さといも

さつまいも

「いも」とい

えば何をさ
すか

　　　1　巌

wata

mawata
ltOSO　　　　　　　　　　　　　　　　呈to

ito

kinuito

momeiito

洗うこと
のり張りなど

言う。（ただし，懸物，ふと

んの皮等をほどぎ，洗い，つ
くり薩すaと）

使う

kome
kitSigome

uruma王

斑ot∫igO斑e

liammai

t◎b玉tsu（木製のもの）

stirinuka

nuka

tambo
tambo

aze

hatake

odo∫圭（まれ）

ka｛　aSi

goSoimo

bareiSo

玉mo

satoimo

rju：kjuiimo

さといも（昔）

「じゃがいも（今）
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uru田al
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　　　　　tt

bareifo

呈mo
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satSUξmalmo

じゃがいも
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　　　　　　　　　　　1　世

190．　とうもろこ　namba（董）
　　　し
　　　　　　　　　to：lgibi

191．

192．

i9．　3．

1｛　4．

195．

196．

19Z

198．

19E．

200．

201．

202．

203．

2e4．

205．

206．

207．

208．

209．

210．

21！．

212．

かぼちゃ

感

たんぼぽ
＝1二雑i

すぎな

どくだみ

松かさ

竹

指にささ・つ

たとげ

ばらの木な
どのとげ

「おちる」を
「降りる」の

意味で

「すてる」を
「紛失する」

の意味で

「こわい」の

意味

「こわい」を
「疲れた」の

意味で

rこわい」を
ヂ躍1い」の意

味で

「こわい」を

「おそろし

kabotfa

sumotorigusa

tampoko
tsukutsLtkuboiSi
　n’　　　　　　　　　“

matna（マツナ）

dJyurjaku

matsukasa
　　鶏
take

kui（ga　tatta）

bara

言わない

使う

疲労の意味（エライ瑚

使う

使う

使わない

い」の意味で

rけち」の意　肝癌の意
味

「けちだ」を　使わない
「けしから
ん」の意味で

「けちだ」を　使わない
「不思議だ」

の意味で
「けちだ」を　使う
「物・階しみ

する」の意
味で

「はそん」の　破損の意だが使わず
意味
「修繕する」　言わない
ことを「ハ
ソソスル」と

　　2　世
toikibi

　　　tl

S撮mlre
tampopo

ts興ku∫i

NR
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nユats敗kasa
　　e
　　　tt
toge
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使わない

疲労の意味

ノ’
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213．

214．

2！5．

216．

217．

218．

219．

220．

221．

馬

牡馬

牝馬

子騰

たてがみ

塵

牡牛

牝牛

子牛

222．　もうもう
（牛のなき声）

223。　もぐら

224．

225、　　iまうVkう

（稟のなぎ声）

　　1　世

mma
omma
memma
tozai｛　o

erlgaml
ttfi

gottoiufi

onameuSi

u∫inoko（辮）

mo：

斑α（子牛）

oguro

oouromotSi

diuruts！．tku

NR

226．　　せき’れし、　　　sekireg

227．　ちつちつ　　NR
　　（せきれいのなき

　　声）

228．雀　　　　suzume
229．　ち・》んちゆ　t∫u：t∫u：

　　　ん（雀のなぎ声）

230。　とさか　　　 tosaka

1（イ）　

1憧2世3　臼のメL　⑳㊥○○○⑳㊥⑲○⑳⑱⑳

　友達　　㊥曾○○○⑳⑳㊥○⑭⑭⑭

　くちばし⑭⑳⑱○○⑳⑳⑭○⑳⑳⑱

　　　　　＠＠oo　otwmp＠　o＠＠as
　戯涼　　　⑯⑯⑪○○⑯憩⑭○⑨⑱⑭

　　　　　㊥轡⑭○○⑭⑳⑳○醗⑭趣

　福引き　⑭⑭⑳○○鈎⑳⑳○⑳⑳＠

　かまぼこ⑭㊨㊨○○⑳働⑳○㊨⑳⑳

焼
麗
　
持

沖
魚
㈱
金

　　2　世

　　　f／

　　　r！

　　　rl

七〇neko

tategami

　　　r／

oufi

撚eu∫i

beko

koufi

　　　tt

mogura

ipttkuro：

　　　ft

sekirei

　　　ff

S撮Z撫me

　　　’ノ

　　　　　　　　t／

4．　永山町・福島家

　（2）アクセント

　　世

　　　　otwdy＠　o＠＠as

＠op＠o　o＠＠＠　o＠＠＠

ew＠o　o＠＠o　o＠＠＠
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腰掛

日帰り

耳掻き

妹

弟

．道楽

（？D

小刀

化け物

盤　
〃
　
〃
　
μ

3

amouk

〃
　
〃
　
〃
　
げ

り
ま

～UQk

NR

’’

ノf

’
ノ
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ノジ

雀　世　　2　盤　　3　世

＠＠＠o　o＠＠o　odyopdy

鯵⑳⑳⑳○⑳＠○○⑳轡○

＠op＠o　ooppao　oew＠o

O⑳働⑯○魎＠○○魎⑪⑳

o＠mpdy　o＠＠o　oasdydy

O⑳鯵⑳○⑳㊥愈○⑳㊥○

o＠＠＠　ooo＠　oee＠
○⑳囎曾○憩働⑳○⑳憩○

からかさ㊨⑭⑳○○＠⑳○○⑳劔㊨

先生　　⑤○○○○㊨⑱OO⑳⑳○
争い　　○＠⑳㊥○㊥㊥⑳○㊥⑳⑭



　　　　　1　撞　　2　批　　3　撹

長男　　○⑭⑳⑬○働⑳○○⑭⑳○

考え　　○⑳⑳⑳○勲⑳⑳○懸㊥○

ろうそく○⑭㊥⑳○⑳⑳㊥○⑳⑳⑭

さいころ○⑭⑱○○⑳⑭㊧○⑫⑯⑭

朝顔　　　　　　　○⑳⑳○○＠⑤⑳

建物　　○⑳⑫⑱○⑳⑳○○⑱⑱○

すずらん○⑭○○○鯵○○○㊥⑳○

手袋

座蒲閲

二L躍欝

九つ

生け花

塗

生き物

oag？＠＠　oas＠o　otwop＠

dydyoo　o＠oo　onee　o

OEee？O　O＠OO　O＠OO

twtwoo　o＠oo　ossoo
　　　　o＠＠op　otwesag）

＠＠oo　o＠oo　oopoo
o＠dy＠　oee＠e）　otw＠＠

あいさつ⑳○○○⑭○○○⑳○○○

　全園

　羽二薫：

　本入

　親切

　貧之

2　（d）

　桜

　形

　いわし

　煙

　机

　隣

　氷

　柳

　碧物

　印

　車

　背

　（n）
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o＠＠
Orckew＠

oopo

o＠o
o＠＠

245

　：z’．つ

ふたり

閻

の

三

二

鏡

帯

ことば

暦

女

男

宝

東

光

袋

臼
つ
　
　
　
　
箸

劒
五
命
心
細
目
火
油
単
㈹
兎
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tw＠O　OE，geO　OtwO

o”two　otwo　＠oo
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～
④
釜
～
～
～
～
～
～
㈲
鎌
～
～
～
～
～
～
④
紙
～
～
～
～
～
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ

（n）

髪

～が

～は
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＠＠＠　o＠＠　oee
＠＠o　o＠ag　onofag
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○
○
○
⑭
○
○

⑳
働
⑳
⑳
働
○
⑳
⑳

働
○
魎
○
⑯
○
○
麟

○
⑭
○
⑳
○
㊨
働
○

otw（o＠dy）　o＠

醗
⑳
㊥
○
働

○
○
○
鯵
○

⑳
⑳
○
懸
⑳

○
○
⑳
○
○

○麟（○働魑）○轡

⑱
働
⑳
⑳
魎

○
○
○
○
○

㈱
○
⑳
○
⑳

○
⑳
○
鯵
○

o＠（o＠o）　＠o

O魎（○轡○）⑫○

　　○⑳　　　○趣

　○魎　　　鯵○

　○⑫　　　働O

　　O⑳　　　○働

○⑳（○嚇○）醗○
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が

露
桶
上
下
亀
q
D
柄
～

　
　
　
　
　
1
5

は
の
に
も
を
　
　
が
は
の
に
も
を
　
　
が
は
の
に
も
を
　
　
が
は
の
に
も
を

～
～
～
～
～
㈲
絵
～
～
～
～
～
～
④
火
～
～
～
～
～
～
＠
日
～
～
～
～
～
～
④
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

1　世　　2　世

。＠　o＠
○⑭　　　○駒

ewo　＠o
＠o　mpo
⑭繍　　　働○

3　世

two

o＠
two
ewo
otw

⑱　　　⑳（半擾）　⑳

⑭○　○翻辮箆）OtW

働○○⑳（岡2）○⑳（欝擾）

○
○
○
○

⑳
⑳
⑯
⑯

○＠（剛＝）⑳○

○⑭（岡上）⑳○

○⑭（問上）○働

○⑳（同上）○磁》

○愈（長）⑳（半長）　轡

ooew

oo＠
oo＠
oomp

oo＠
oo＠

○⑳（第1音簿半擾）嚇○

○⑭（同上）働○

○⑳（同上）⑱○

○⑳個上）⑳○

○懸（目上）⑯○

○⑳（岡上）㈱○

⑭○（長）　㊥

○○⑳　　O鯵

oo＠　otw
oo＠　o＠
○○駒　　○⑳

○○㊥　　働O

oo＠　o＠

　＠

＠o
＠O
ootw
OO働
oomp
ooew

⑳
謝
謝
劉
＠

⑳
。
⑳
。
⑳
。
㊥
器
。
⑭

○
⑳
⑳
○
○
○

⑭
○
○
働
⑳
働



が
は
の
に
も
を
　
　
が
は
の
に
も
を
　
が
が
が
が
が
　
が
が
　
が
が
が
が
が
が
が
が
が
が
が
が
が
が
が

～
～
～
～
～
～
㈲
名
～
～
～
～
～
～
ω
蚊
子
心
実
世
㈱
葉
藻
㊨
木
田
手
酢
密
密
目
穂
胎
芽
輪
粉
毛
刃
巣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
掲

世
㎝
㎝
幽
幽
幽
幽
蕊
⑳
◇
動
観
劇
⑳
・
伽
㈹
飢
馴
㊥
・
齢
観
醗
㎝

⑳
働

加
⑳
幡
○
働
○
⑳
○
⑳
○
魎
劔
○
⑳
○
⑭
観
駄
目

。麟

B趣

2　榿　　3　量

。＠　o＠
○働　　　働O

o＠　o＠
○㊥　　働O

two　aso
oas　o＠

＠　　　　＠

two　＠o
＠o　＠o
＠o　＠o
＠o　＠o
＠o　＠o
愈○　　　㊥O

o＠　o＠
oas　＠o
ody　＠o
O轡（第1膏節半蔓）⑳○

○⑭（剛＝）⑳○

＠o　＠o
幡傷蟻）⑳O

oas　＠o
O⑳（第1齋節半鍵）⑳○

○鱒（岡上）○㊥

otw　＠o
o＠　＠o
o＠　＠o
oas　otw
o＠　o＠
o＠　two
O⑱　　　囎O

o＠　＠o
O⑯（第1審節半畏）⑭O

o＠　o＠
＠o　＠o
o＠　o＠
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　　　　　　1　世　　2　世　　3　巌

歯が　　⑳○　⑳○（第1脅節楽長）㊥0

19（4）

　振る　　　＠○　　○⑳　　○⑭

　振らない　　　　　　○＠㊨○○⑱④○

　（振らん）働⑭㊥　　○⑱⑭

　振られる⑱⑳⑳㊥○⑳㊥鈎○⑳⑳○

　鑛iらせる⑱⑱㊨⑳○⑱⑳○○⑱⑱○

振った　　⑱⑭○　⑭⑱○　○⑳⑳

　ヨ振る時　　㊨⑱⑳○○㊨鈎○○⑳⑭○

振iれば　　○⑳○　⑭○○　○⑳○

振れ　　　○⑳　　⑭○　　○⑭

　振ろう　　○⑳㊥　　○⑳○　　○④○

　重屋…りた㌔、⑳毫蟄OOO⑳○○○㊨⑳○
（の

　降る　　　　○＠　　　○㊨　　　⑭○

降らない○㊧○○○⑭㊧○○㊨⑳○
　（降らん）　○㊥⑳　　○⑱⑳

　降られる○⑳㊥⑳○㊨⑭⑭○⑳⑳○

　降らせる○⑳⑳㊥○㊥）㊥○○⑳⑭○

　降った

　降る時

　降れば

　降れ
20（d）

　鳴る

　鳴らない

　（鳴らん）

　鳴らせる

　鳴った

　鳴る時

　鳴れば

　鳴れ
　（n）

　成る

　成らない

　（成らん）

　成った

　成る時

成られる○⑳㊤⑭○⑳㊨○○◎⑳○

成らせる○⑭⑳＠○⑳⑳○○⑫⑳○

o＠＠　eeo　oee
o＠＠o　o＠＠o　o＠＠o

o＠o　o＠o　ooo
　o＠　o＠　otw

　o＠　o＠　o＠
　　　　otw＠o　otw＠o
ody＠　otwdy

　　　　o＠ee　o＠＠o

＠＠o　＠oo　otw＠
o＠＠o　o＠two　o＠dyo

o＠o　＠oo　o＠o
　＠o　＠o　o＠

　＠o　o＠　otw
　　　　o＠pao　o＠aso

o＠＠　o＠o

o＠＠　o＠＠　oee
oeeo　o＠＠o　oeeo



　　　　　　1　世　　2　徴　　3　世

　成れば　　○⑳○　○＠○　○㊨○

　成れ　　　○⑳　　○⑳　　⑭○

　成ろう　　○㊨○　　○㊨○　　○⑳○

　成りたい○④○○○㊨＠○○㊨⑳0
21（d）

時
三
時
時
時
時
時
時
時
蒔
時
鱒
　
時
時
時
瞬
時
晦
瞳
暗
時
弊
時
呼
時

く
く
ぐ
す
ぬ
う
う
ぶ
る
る
る
る
　
く
ぐ
つ
す
つ
う
む
る
る
る
る
る
る

二
尉
曝
貸
死
闘
買
飛
売
着
為
い
居
㈱
書
漕
打
剃
勝
食
読
取
切
蹴
見
解
お
鱈
ω

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
2
酷く時

騒ぐ時

拾う時

遊ぶ時

。＠＠o　o＠＠o　o＠＠o

o＠＠o　oooo　o＠＠o
　　　　o＠＠o　o＠＠o

　　　　o＠＠o　opt＠o

　　　　o＠＠o　o＠＠o

o＠＠o　o＠＠o　o＠＠o

o＠＠o　o＠＠o　＠o＠o

　　　　o＠＠o　o＠＠o

　　　　o＠＠o　o＠＠o

　　　　o＠＠o　o＠＠o

o＠＠o　o＠＠o　o＠＠o

c＠＠o　o＠＠o　mpo＠o

o＠＠o　o＠＠o　＠o＠o

o＠＠o　o＠＠o　＠o＠o

　　　　o＠＠o　o＠two

　　　　o＠two　o＠＠o

　　　　opmo　o＠＠o
o＠＠o　o＠＠o　osso

o＠＠o　oeeo　＠o＠o

　　　　o＠＠o　oeeo
　　　　o＠＠o　＠o＠o

　　　　o＠＠o　dyo＠o

oas＠o　o＠＠o　o＠＠o

o＠＠o　o＠＠o　＠o＠o

＠o＠ooeeo　dyo＠o

ooo＠o　o＠odyo　　　　o＠o＠o

o＠＠＠o　o＠o＠o
　　　　otwodyo

　　　　o＠eeo
o＠＠＠o

　　　　o＠o＠o
o＠＠＠o
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　　　　　1　徴　　2　盤　　3　世

臨時　　。⑱鶴8観㊥O

　　　　o＠＠＠o　opao＠o送る時
　　　　　　　　o＠eeo

嚇・時○囎⑭（ｿ㈱8＠○㊥○

盛りる時

捨てる時

　　　　otwo＠o
o＠＠＠o

　　　　o＠eeo
o＠＠＠o

（pt）

　　　　o＠＠＠o，　o＠o＠o歩く時
　　　　　　　　o＠＠＠o

隠携○㊧囎（ｿ囎8②○⑱○

乾鋳　　　○麗㊧（9⑰○⑫○

入塒　　。＠騰8㊧臆O
　　　　　　　　　　　　　o＠o＠o動く時
　　　　　　　　o＠o＠o

　　　　oee＠o　o＠o＠o泳ぐ縛
　　　　　　　　o＠otwo

趨・描○㊧⑭⑭（熈B。㊥8⑳。⑳○

思う蒔

頼む隣

馨る時

　　　　o＠ooo
o＠o＠o
　　　　ooootgo
oew＠two

　　　　o＠eeo
o＠eno

粥塒○囎⑭（燒Q㊤8⑳臆○

逃げ・時○㊥麗（ｿ。⑪8㈱⑱○

舞える時

23

　濃い

　醇い

　無い

　良い

24（K）

　厚い

　厚い板

○
○
⑳
＠

◎
㊥
○
○

＠oo

　　　　o＠o＠o
oas＠two

＠ooo＠

○
○
⑳
⑳

㊨
㊥
○
○

○
○
○
○

⑳
⑳
㊨
⑳

　o＠o　otwo
　　　　o＠o＠o
otwoo＠



　　　　　1　世　　2　世　　3　世

E‘5cなか○働08翻囎8。㈱。

　（両

　熱い　　　⑳○○　　○⑭○　　○⑯○

熱・麟⑳○○○ h⑳。。8働○○⑳

　熱くなつ○⑳○○囎⑳　　○⑳○⑳○○
　た　　　　　　　○鯵○○囎⑳

25（d）

　赤い　　　働○○　　○轡○　　○⑳○

レ
　

セ
　
　
し
　
し
　
　
　

し
ビ
　
し
レ
　
る
　

し
　
し

堅
骨
眠
遠
⑭
青
強
近
古
多

1　世

麟○O
opoo
囁⑳○○

＠oo

＠oo
mpoo

＠oo
ewoo

＠oo

2　世

○働O
otwo
O麟○
騨○○

o＠o
鱒○O

o＠o
＠oo
agoo

3　世

oewo

o＠o
o＠o
o＠o

○魑○

○魎○

○鶴○

○魎○

＠oo
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国立国語研究所刊行書
国立国語研究所年報

1～15　　　　　（「1召　琴鐸　24　益1三　度　～　il召　一＄一「！38　益ド　度）

国立国語研究所報告

1　　八

2　習

3

：丈　島　の　言　語　調　査
語生活　の　実態（秀英ほ玉版刊　芋300．00）

　一聯河’市および付近の饅村における一

現代語の助詞・助動詞

4　婦

5 地域：社会の

6　少

7
8
Q
》
∩
V
1
2

1
1
1

入

閣

読

　一群法と実例一
人　雑　誌　の　粥　語
　一現代語の諾彙調査一一
　　　　　　雷語生活（秀英出版鞠　饗600．0〔〕）

　一鶴醗における実態調査一

年 と 新 聞

一小学生・中学生の懸聞への接近と理解一

門　期
　話

み　の

の　欝　語　能
語　 の　 必

聴　験　的　研

華
華
究

一齋読にあらわれた競みあやまりの分折一

低学年の読み書き能力
．敬語と敬語意識総合・雑誌　の　胴　語　（前編）

一一ｻ代語の語彙調嶽一

13総：合雑誌の用語（侵蝕）

4
5
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7
8

1
1
1
1
1
Q
り
G
1

1
2
ワ
M22

凸
0
4
r
D

2
ワ
一
2

6
7
8

2
2
2

一現代籍の蕎彙調養一

中学年の読み書き能力
明治初期の新闘の用語lil本方喬の記述的研究（明淫｝轡院1：li　ix：，　gee．　oo）

高学年の読み書き能力
話しことばの文i型（1）
　　　一対誘資料による研究一
瞥：　舎　 雑　 誌　 の　用　 攣

目　　音　　語　　の　　研　 究

現代雑誌九十種の絹語用字
　　　一団：紀および諮彙表一

現代雑誌九十種の痢語用掌
　　　～漢寧衷一

話しことばの文型（2）
横紐みの字形に関する研究
規代雑誌九十種の網語用寧
　　　一分　　極一
小学生の欝語能力の発達（明治鵬書刊be：　2・　，　loo．　eo）

共　 通　 語　 化　 の　過　 程

類　　義　　語　　の　　研　 究



飼立国語研究所資料藁

1
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偽
0
4
［
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の
査
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臼
典
表

膨
　

書

無
料
行

購
侮
資
刊
辞
彙

麟
蓼
係

一
黎
関

翻
鯉
名
語
語
語

騨彙

ﾋ
仮
囎
縄
類

関
　

り
、
…

語
　
　
派

国
語
送
明
沖
分

国立国語研究所論集

　　　〕．　　こ　　　と

国　語　年　鑑

　　　　　　　　　（昭　和

ば の

29　年　版）

（紅召　　　禾「1　　30　　年　　　1仮）

σ1召　　　禾「喜　　3：L　　年　　　∫｛反）

Gfirf，　　牙ミロ　　　32　　　勾三　　　片聾）

（il召　　和　　　33　　発こ　　諺反）

（匿召　　　禾「1　　34　　　発三　　　片反）

（目召　　　JFII　　35　　　釜鉾　　　1｛反）

（t’ng　　　＄ll　　36　　　年　　　J｛反）

（昭　　 禾0　　　37　　　肉三　　　1阪）

（昭　　　禾0　　　38　　　年　　　｝｛反）

（B召　　　中日　　　39　　　益F　　　託反）

研 究

（秀魏舗

（秀英ttl版讐　￥Gee．oo）

（秀英繊版粥　￥一　4so．　oe）

（秀翻謙

（秀英出版刊　蓼980．OO）

（秀英出繊刊　1　500．00）

（秀英出版聡　￥tt，　so．　eo）

（秀翻㈱

（秀翻榊

（秀難㈱

（秀英出版刊　￥gsD．oe）

（秀英出販刊　￥300．　eo）

（大蔵省印届凋刊　　lg2，　oroo，　oo）

（秀英出版縄　￥900．　00）

高　　校　　生　　と　新　　聞

脊年とマスコミュニケーション

国立国語研究所．麟戴
艮本新聞協会7、偵

晶譲醜職購嬬

（秀英出版判　￥2so．eo）

（金沢欝庸刊　響2so　oo）
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